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「ア・エ・イ・ウ・エ・オ・ア・オ


　　　　カ・ケ・キ・ク・ケ・コ・カ・コ」






　うーん、と布ふ団とんの中で寝返りを打つ。

　規則的な音声の羅ら列れつが、心地いい朝のまどろみに不快な侵入を果たしてきている。

　寝ぼけ眼まなこで枕まくら元もとの目覚まし時計を確かめると、なんと時刻は六時半を指していた。おいおい、六時半といったらラジオ体操の時間だぞ。そんなものは人間の活動する時間とは言えまい。

　夢と希望に満ち溢あふれる、桜おう花か市立若わか葉ば高校演劇部長の力強い声は、壁も窓も俺おれの頭ず蓋がいも容よう赦しやなく貫いてくる。しょうがなく俺は、「眠りこそが人の身に与えられた最上の幸福」というこの上なく平和でエコで崇高な主義に反して、朝の温かい布団という聖域から身体からだを起こすことにしてやった。

　卵色がかった朝の日差しが、窓を通してキラキラと射し込んでくる。まさにラジオ体操の歌でも歌えばぴったりであろう健康的な眩まぶしさに、俺のような廃はい頽たいした人間はドラキュラよろしく灰になってしまうような気がする。

　……今日は、どちらのカーテンが隣となりの窓にかかっているのか、確かめる必要はなかったな。

　俺の部屋の窓と向かい合わせの、幼なじみの部屋の窓にかけられているカーテンは、予測通り水玉模様をしていた。白地に青い色の玉という、個人的にはカルピスの包装紙にしか見えない柄である。

　窓を開けた途と端たんに侵入してくる、肌に馴な染じみのないさわやかな空気を、嫌いや々いや肺に送り込む。

「ラ・レ・リ・ル」「う・る・せ・え！」

　俺の発声の出来はともかく、タイミングだけはぴったりだ。

　一いつ瞬しゆんだけ間があって、カルピス水玉模様のカーテンがしゅっと開く。

「ア・オ・イ！」

「その呼び方やめろ、ア行の発音はもう練習したんだろうが」

「ア・オ・イ・ウ・エ・オ・ア・オ」

「新たなバージョンをつくらんでよろしい！」

　声の持ち主を目の前に、どっと疲労感がおしよせてくる。寝起きから疲れるなどとは、決してあってはならない失態だ。

　しかし、この調子で、九月の文化祭当日まで俺の神聖な朝寝タイムを邪じや魔まされるわけには行かないのだ。……まあ本当のことを言えば、どうやっても俺が毎朝こいつの発声練習に起こされることにはならないのだが。

「珍しいじゃん、どしたの。こんな時間に布ふ団とんから出てくるなんてさ」

「お前が近所迷惑な行為を働くからだろうが。それも由ゆ々ゆしいことに、主に俺おれに迷惑だ」

「昨日は文句言わなかったじゃない。目覚まし時計の代わりになってるんだし、感謝してくれてもいいと思うっ」

　なんと。昨日の俺は、真ま宝ほうの発声練習を看かん過かしたのか。朝寝のプロとしての誇りが足りないのではないだろうか。

「まだ俺が目覚めてはならない時間なんだよ。今からだって、その気になれば、もう一周くらいノンレム睡眠とレム睡眠のサイクルを回せるんだぞ。どうしてくれるんだ」

「いや、睡眠のサイクルって九十分だよね。いくら学校まで徒歩五分の距離だからって、よく八時まで寝ようって気になれるよね……」

「やる気の問題だ」

　俺の台詞せりふに心底呆あきれたと言いたげに、幼なじみの一人──篠しの崎ざき真宝は、その瞳ひとみをじとっと半はん眼がんにしてみせた。

　そんな表情をしていても、俺と違って眠気など微み塵じんも感じさせない大きな瞳は、きっとこの少女の将来の夢を、大きく後押しすることになるだろう。強気そうに整っている細い眉まゆも、口角のきゅっと上がった口元も。長く伸ばした髪は、内側にすとんとカールしている。

「そんなに迷惑なら、葵あおいもちゃんとカーテン閉めて寝ればいいじゃない。ちょっとは防音効果あるかもしれないのに」当の真宝は、口を尖とがらせて文句を続ける。「なんで葵、昔っから、いつも自分のカーテン開けっぱなしなのかなあ」

「俺がカーテンを閉めたら、朝一番に、お前の部屋のカーテンを確かめられないだろうが」

　それが、一番手っ取り早いんだよ、今日の「世界」を確かめるために。

　……そう言葉を続けようとして、慌あわてて言葉を飲み込む。いかん、寝起きで頭が働いていないせいか、思わず余よ計けいなことを口走ってしまった。

「え？　カーテン？　あたしの部屋の？　別にコレ、いつも同じじゃない」

　水玉カーテンを握って、首を傾かしげる真宝。すみやかに話を逸そらそう。

「とにかく、早朝練習なら、早く登校して部室でやりゃあいいだろうが。俺はもう一回寝るからな。春しゆん眠みん暁あかつきを覚えず」

「もう梅つ雨ゆも終わっちゃったんですけどね」

「処しよ処しよ啼てい鳥てうを聞く、夜や来らい風ふう雨うの声、花はな落おつること知りぬ多少ぞ」

　ぶつぶつと昨日の古文の授業で出てきた漢詩を暗あん誦しようしながらも、寝ぼけつつベッドに戻ろうとした俺を、また真宝は呼び止めた。

「葵、変わったね……」

「あ？」

　その声こわ音ねに悲ひ哀あいめいたものが漂ただよっていたので、仕方なく、俺おれは今一度眠気に逆らって、真ま宝ほうを振り向いてやる。

「あたし、本当に惜しいと思うよ。葵あおい、暗記力はいいから台本もすぐに覚えられるんだし。声だってよく通るんだから、ちゃんと訓練すれば全然イケるのに……」

　真宝は、自分の胸にそっと手を置いた。この女がこういう仕し草ぐさをすると、色気のない真っ白なＴシャツが急に目ま映ばゆいドレスのように見えるし、単なる工業製品の窓サッシが、ジュリエットがあの有名な台詞せりふを叫んだバルコニーにさえ思えてくる。

「ねえ、葵。昔は同じ舞台に立ったじゃない。忘れたの？

　あたしたち、確かに同じ感動を分かち合えたって信じてた。でも、そう思ってたのは、あたしだけだったんだね……」

　肩を微かすかに震ふるわせて、揺れる瞳ひとみを僅わずかに伏せて──とても、演技には思えない。

「ああ、お前の言うことは間違いじゃない。確かに俺たちは、一度は同じステージに立った間柄ではある」

　俺はゆっくりと、こう返してやった。真宝は、はっと顔をあげる。

「だがな……」

　演技に思えないのは、こいつが役者だからだ。

「そりゃあ幼稚園のお遊ゆう戯ぎ会の時の話で、園児全員参加の『桃太郎』をやった時の話だろ！」

「葵、覚えてたんだ」真宝、なぜか嬉うれしそうに笑う。

「しかもだな。あん時ゃ、俺もお前もきび団子の役だったろうが！」

「あたしが犬に食べられるきび団子で、葵がキジに食べられたんだよねっ」

　ああ、確かにキジに食べられる役もやった。だがな、お前が知らないだけで、俺は猿さるに食べられる役もやったんだよ、と心の中だけで呟つぶやく。……もう一人の幼なじみとは、年が違うから共演することはなかったのだが……。

「とにかく俺は演劇に関かかわるなんざ、まっぴらごめんだからな」

　話を打ち切って、今度こそ愛いとおしい布ひ団とのところに戻ろうとしたが、

「…………」

　真宝は、何も言葉を発してこなかった。

　引きとめるのはやめたようだが──そのことが、かえって俺の足を止めてしまった。

　言い返されるのを覚悟していたから、拍ひよう子し抜けした、というのもある。

　でも、それだけじゃない。

　この沈ちん黙もくは、演技ではない気がしたから。

「真宝……お前、なんか悩んでいるのか？」

　そういえば、と昨晩ゆうべのことを思い出す。

　俺の目の前の窓には、ストライプ模様のカーテンがかかっていて、

　昨晩ゆうべ、いつになく遅くまで明かりを灯ともしていた。

「えへ、どうして分かったの？」真ま宝ほうは伏せた表情から、ちょっと上うわ目め遣づかいに俺おれの顔を眺めた。

「実はね、文化祭での劇の台本がまだ書けてないの」

　なんとなく、そういうことだと思っていた。

　ストライプのカーテンがかかった部屋の幼なじみ──ほえむも、昨日の夜、同じことで悩んでいたのだろう。

　急にしおらしくなった真宝の頰ほおを掠かすめている焦しよう燥そう感かんは、本物だった。なにしろ、普ふ段だんが不敵で傲ごう岸がんで迷惑な少女であるがために、不意にこういった弱気な表情を見せられると、つい、どうにかしてやりたい、などという柄にもない思いが湧わき上がってしまう。

　演劇なんて面倒くさくて、その上恥ずかしいものに関かかわる気なんて、毛もう頭とうなかったくせに、

「……例えばさ」

　こんな言葉が俺の口をついたのは、魔まがさした、としか言いようがなかった。

「パラレルワールドの話なんか、面白くないか？」……と。







　この世に生きてなんぞいると、日々、なんらかの選択をし続けなければならない。

　たとえ何もしない、ということを決めたとしても、それはそれで一つの選択だったりするから……選び続けることからは、一生逃のがれることができない。

　学校を選ぶとか仕事を選ぶとか、そういった選択は人生にとって重要だと誰だれもが疑わない筈はずだ。でも、日常のほんのささやかな出来事が、人生の分ぶん岐き点てんを決めてしまう場合もあるわけで。

　その瞬しゆん間かんを、大して重要だとも思わないまま、俺たちは見過ごしてしまうものかもしれない。




　……などと、なんだかナレーションみたいなことを言ってしまったが、俺にとって、例えばこの朝がそうだった。

　真宝の早朝発声練習に起こされるか、起こされないか。そんなしょうもないことが──俺の人生を分岐させることになった。

　一連の騒そう動どうをもしも劇に例えるならば──この朝に、舞台の幕が開いたのだ。







[image: 第一幕]







[image: ]

　本当に幼かった頃ころは、自分が特別な存在などとは夢にも思わなかった。

　目が覚めるたびに自分の寝ている布ふ団とんが違っても、一緒に住んでいる家族が違っても、それが当たり前のことだと信じていた。当時は、さして不都合などなかった筈はずだ──父親や母親に、訝いぶかしげな目で見られ続けていたことを除けば。

　思えば、幼稚園に入園してからだった。俺おれにとって、怒ど濤とうの日々がはじまったのは……。




　俺は、朝の眠りを珠しゆ玉ぎよくのように貴とうとく愛する男だ。だが、遅刻はしないことにしている。

　予よ鈴れいのチャイムが鳴る前には、いつも一人で校門を通り過ぎる。

「おはようー」と交わされる挨あい拶さつがあちこちから耳に入る。生き生きと仲間同士で笑う生徒たちは、薄うすく透明な壁をへだてた別の次元の住人であるようだ。仲なか睦むつまじい女子グループや、朝からテンション高くふざけ合う男どもの群れは、俺にとっては歩くのに邪じや魔まな存在でしかなかった。

　それぞれの校舎へと吞のみ込まれていくブレザーの制服の群れの中に、見覚えのある、ふわふわとした短い髪の女の後ろ姿を見かけた。……今の彼女は、俺にはなんの関係もない相手だから、声をかけるわけはない。

　顔見知りであるクラスメートが、のろのろと歩いている俺を追い抜きながらも一応挨拶をしてくる。俺は、ああ、と適当に相あい槌づちを打つように答える。適度に親しげに、適度に距離を保つようにして。

　いかにもやる気がなさげな俺だが、配属されているのは二年の文系で成績トップのクラスだ。浮いていることは自覚している。そこには義理以上の顔をして俺に声をかけてくる奴はいない。……約一名を除いて。

「おはようございます、相楽さがら君」

　その約一名が、教室の入り口で俺に話しかけてきた。

　確か生徒会役員をやっている、天てん馬ま諒りよう一いちという男だ。俺と違って、成績優秀なこのクラスにいかにもふさわしい、品行方正なメガネ君である。にこやかで愛あい想そうがいいが、別に友人というわけではない。単に、こいつはただ誰だれを相手にしても、その友好的な笑顔を決して崩くずさないというだけ。

「すみません。《彩葉祭》についての保護者アンケート、期日は昨日だったのですが、相楽君は未提出ですよね」

　天馬は、礼儀正しくも率直に訊たずねてくる。そういえば、先週のＨＲホームルームでそんなプリントを配られたような気がしないでもない。この高校での文化祭（《彩葉祭》と書いて、「いろはさい」と読ませている）に訪れる保護者を対象に、生徒会が自主的に行っている事前アンケートだったような。提出、昨日が期日だったのか。

　だったら、昨日の俺おれに言ってくれよ。書き置きのメモも何もなかったぞ。

「……うちは親父おやじしかいないし、あいつは絶対に文化祭なんて来ねえよ」

　こんな真ま面じ目めそうな奴やつの前で、親を『あいつ』呼ばわりしても、渋い顔しかされないだろう。だが、俺は必要以上につっけんどんに答えて、天てん馬まに背を向けた。いっそ、親子仲がうまくいっていない父子家庭なのだと思ってくれ。

　気け圧おされたのか、天馬は小声で「……すみません」と謝っている。これで空気を読んで、アンケートのことはもう聞いてこなければいい。

　必要以上に、誰だれかに関かかわること。……それだけは、避けなければならない。




　──夜に眠って、朝目覚めると、昨日と同じようで少し違う、別の『世界』にいる。

　物心ついた頃ころから、いや、もしかしたら生まれた時からだったのかもしれない。俺の毎日は、そんな不可思議な現象の連なりで構成されていた。

　それぞれの世界は共通項も多いものの、人間関係や起こる出来事が少しずつズレている。そういったルールを理解してからも、日常的には困ることばかりが続いていた。

　なにしろ小学校や中学校では、毎日のように別のクラスに通学しなければならなかったのだ。授業の進行具合がまちまちなので、勉強についていくのにも必死だった。おかげで記憶力だけは妙に鍛きたえられて、気がつけば優等生と呼ばれる身分になっていたのが皮肉だが。

　それだけではない。その日の提出物を知らないままで忘れ物ばかりしたり、友達に遊ぼうと声をかけられても約束を守れなかったり。第一、日に日に変わるクラスメートの顔や名前を覚えるのだって大変すぎるのだ。おかげで俺は、学校で誰かとうまく友人といることなど、できたためしがなかった。

　一体、自分の身に何が起きているのか。ようやく腑ふに落ちたのは、ＳＦで言う「パラレルワールド」という概念を知った時だった。

　物心ついた頃ころから……いや、もしかしたら生まれた時からかもしれない。

　俺はずっと、自分の意志とは関係なく、「パラレルワールド」を転移し続けていたらしい。




　そんなわけで今朝、演劇のネタに困っていた真ま宝ほうに、つい「パラレルワールドの話なんか面白くないか？」と提案してしまった。だが、これも『必要以上に他人に関わらない』という俺の主義に反するものだ。実は、言ってから後悔していた。

　案あんの定じよう、昼休みになると「すみませーん、葵あおい……じゃなかった、相楽さがらくんはいますかー？」などと恥ずかしいくらいの大声を上げながら、真宝は俺の教室を訪ねてきた。予想すべくことだったので、どこかへ身を隠かくしておけばよかったのだが、教室から出るのが面倒くさいとも思っているうちに逃げそびれてしまった。

　こいつの性格なら、よく分かっている。なにしろ、これは真ま宝ほうにとって、命の次に大切な演劇に関かかわる話なのだ。

　しょうがない、諦あきらめよう。

　周りの目をものともせず、教室にずかずかと入り込んできた真宝は、教室の中ほどにある俺おれの席のど真ん前に立つと、腕組みして俺を見下ろした。

　学校での真宝は、長い髪を頭の右側の高い位置でやや強引に一ひと纏まとめにしている。ポニーテールでもないし、ツインテールでもないとすれば、そういう頭をなんと呼ぶのかは男の俺には分からない。

「ねえ、朝の話の続きなんだけどさ」

　あのあと、窓の向こうで首をかしげている真宝を置いて、「まあ、そっからは自分で考えろや」と適当なことを抜かしつつ、とっとと自分のベッドに逃げ込んでいた。だが、真宝は気になって仕方なかったらしい。

「なんだっけな。俺、寝ぼけてたのかな。すっかり忘れちまったよ」

「もう、葵あおいが異常に人の話を忘れちゃうといっても……今朝話したことくらい、ちゃんと覚えてると思うけどな？　たとえ次の日には記憶が抜けちゃっててもさ」

　さすが、真宝もよく分かってらっしゃることで。

　真宝とは昔からの隣となり同士の付き合いで、友人というよりは、もはや妹のような相手だ。タメであるものの、迷惑をかけられているのは主にこっちだという気がするからな……。

　だが、幼なじみだからといって、気を許しているというわけでもない。俺の抱えている「秘密」については、これまで一言も明かしたことはなかった。俺が、日々、真宝とは別の幼なじみがいる世界と行き来しているとは。

　だから……俺は、勉強についての暗記力はあるのだが、他人と会話した内容についてはちょくちょく忘れてしまう。真宝に対しては、表向き、そういうことにしている。

　真宝も、『葵は異常に忘れっぽい』ということで一応の理解をしているようだ。

　──まあ、真宝の場合、出会いが出会いだったしな。

「葵、台本のアイディアに、パラレルワールドについての話が面白いんじゃないか、とかなんとか言ってたよね。

　パラレルワールドって、どんなんだっけ？　『時をかける少女』みたいなのかな？」

　まあ、パラレルワールドの話をしたからといって、俺の個人的事情をバラさなければいい、という話だ。面倒だが、説明してやることにする。

「パラレルワールドっていうのは、並行宇宙とか並行世界とも言ってだな。

　一見同じ世界に見えても、どこかでズレている別の世界。自分のいる世界から、分ぶん岐きし、並行して存在している、普通の人間には行き来することのできない世界。その存在の可能性は、現在の科学でも否定されていない……」

　口では適当な御ご託たくを並べたてつつ、俺おれは、久しぶりにガキだった頃ころのことを思い出す。

　俺がパラレルワールドを転移している存在であることを自覚したのも……実は、真ま宝ほうとの出会いがきっかけだったのだ。







　幼稚園に入園した頃のことだ。俺は、毎朝、自分の登園する組を間違えていた。

「ほらほら、葵あおいくんはすみれ組でしょ？」

「だって、きのうは、ぼくはたんぽぽ組だって、せんせいが言ったよ？　そのまえは、ばら組だって」

「もう、ふざけちゃ駄目よ。先生はいつも同じことを言ってるでしょ」

　どの組の先生も、一いち様ように困った顔をしていた。

　周囲のガキどもには、アオイのバーカ、とずいぶんはやし立てられた。他人から見たら、いつまで経たっても自分が何組であるかも覚えられない子供だったのだから、確かにいじめられても当然だ。

　しかし、当時のいたいけな俺に、現実がどうなっているのかを理解できる筈はずがない。どうして同じ先生たちが、毎日違う組に俺を連れて行くのか。どうして、昨日と同じ教室に入ったのに、俺が怒られなければならないのか。

　そんなわけで、訳も分からずいじめられっ子をやっていた俺だが……たった一人だけ、俺を庇かばってくる者が現れた。

　忘れもしない。あれは、俺がたんぽぽ組に連れて行かれた日のこと。

　午前中は絵を描く時間だったらしく、園児たちは床に画用紙を広げていた。先生はまた教室を間違えた俺を叱しかったあと、ほかの用事でいったん外へと出て行った。

　俺は絵が苦手だ。しかたなく、与えられた画用紙にクレヨンでぶきっちょな四角を描いていると、いつも俺をからかってくる連中がたかってきた。

「アオイ、また他の組に行ってたのかー」

　だって昨日はばら組に連れて行かれたんだもん、という言葉は吞のみ込む。理由は分からなくとも、そんなことを言ったら、一層バカにされることだけはよく知っていた。

　いじめっ子たちは、俺の手元の絵に目を向ける。

「これ、なに描いてるんだ？」「とうふ？」「プール？」「アオイはバカだから、なんの絵かもわかんないんじゃないかー」

　……布ふ団とんの絵だ、とも言えずに俺は黙だまっていたのだが、

「よわいものいじめしちゃダメなの！」

　その最さ中なかに、彼女は猛もう然ぜんと立ち向かってきた。

　俺おれを囲んでいた連中だけではなく、俺も思わずぽかんとして、場の中央に仁に王おう立ちになった小さな糾きゆう弾だん者しやを見つめた。勿もち論ろん俺にとっては、女から弱い者呼ばわりをされること、ましてや守られるなど、幼心にも著しく不本意な事態ではあったのだが。

　そいつが隣となりの家に住んでいる奴やつの一人だ、という認識は当時にもあった。隣の家の住人もたびたび入れ替わっていたので、俺にとっては、ぼんやりと顔を覚えている程度でしかなかったが。

「しのざき　まほう」スモックの胸についたチューリップ型の名札には、そう書かれている。

　呆ぼう然ぜんとしたいじめっ子たちも、我に返るにつれて、

「まほう、お前、アオイのことがスキなのか？」「アオイとケッコンするのか??」

　当然のように攻撃の矛ほこ先さきを、闖ちん入にゆうしてきた相手──真ま宝ほうへと向ける。

　だが、真宝は実に堂々としたものだ。

「うん。将来、アオイのカセギがよかったら、ケッコンするよ!!」

　……今思えば、真宝の両親は、幼い娘の前で一体どんな会話をしていたんだか。

　そんな真宝の態度に気け圧おされ、言い返せないものを感じたらしいガキどもは、何かまだ悪態をつきながらも徐々に俺の周りから離はなれていく。すると、今度は俺が怒られる番だった。

「アオイ。アオイはたんぽぽ組だって、きのうもいったのに。どーしてまたまちがえるの」

「きのう……？」

　俺の記憶では、その前日に真宝に会った覚えなどない。

「ぼく、きのうのことなんか、しらない。きのうはばら組にいたよ」

「どーして？」

　当時は髪を二つに分けて結んでいた真宝は、大きな瞳ひとみを潤うるませるようにして俺を見つめた。頰はふっくらとしていて、色が白くて。ガキの目から見ても他の女の子より可愛かわいい。……ほえむと同じくらい、とひそかに思った。

　そんな真宝が泣きそうになっていることに、幼児の俺、なにか妙に焦あせるものを感じる。

　真宝は、まだ舌足らずだった口調で、こんなことを言う。

「まいにち、いっしょなのに、どーしてしらないっていうの？」

　毎日一緒？

　そう言われた時、俺ははじめて、自分が他の人間とは違う世界を生きているのかもしれない、と漠然と感じとったのだ。

　完全に怒ったらしい真宝は、ぷいとスモックの背中を向ける。その怒りの理由が分からないことに、かなり戸惑っている俺。幼児だというのに、すでに女心に翻ほん弄ろうされまくりである。

　他の女の子たちが、真宝を仲間に加えようと呼んでいた。真宝はそれに応こたえようとしながらも、もう一度、キッと俺を振り返った。

「なふだ、みて」

「？」俺おれは自分の胸を見下ろした。真ま宝ほうのものと同じ、チューリップ型の名札が安全ピンで留とめられている。今日は「さがら　あおい」と書いてあるな、とぼんやり思った。

「チューリップ、きいろでしょ。だから、あおいはたんぽぽ組なの」

「……あっ」

　名札に書いてある上の名前が「さがら」だったり「えむら」だったりと、日によって変化していることには気づいていた。「さがら」と書いてある時には、いつも帰りには父親が迎えに来て、「えむら」と書いてある時には母親が迎えに来る。その法則もいつしか知っていた。

　だが、名札のケースであるチューリップの色が変わっていることには、それほど気を留めていなかった。

「じゃ、チューリップがあかい日は、ぼくはばら組なのかな？」

「ばか。アオイはたんぽぽ組なんだから、なふだはずっときいろなの。ばら組になんか、いっちゃだめ。……ずっと、いっしょなんだから」

　真宝は、俺に向かってイーッと真っ白な歯を剝むいてみせた。

　それから、うまく舌の回っていない声で、こう付け加える。

「あんなやつらにまけないでカセゲルようにならなきゃ……ケッコンしてあげないよ」

　……当時の真宝が、「カセグ」という言葉をどういう風に理解していたのかは不明だが。

　再度、茫ぼう然ぜん自じ失しつしてしまった俺を置き去りにして、真宝は女の子たちの集団へと小さな肩をいからせながら戻っていった。

　その次の日から、俺は自分の入る教室を間違えることはなくなった。

　毎朝胸につけられるチューリップの名札は、やはり真宝の言う通りに毎日黄色というわけにはいかなかった。赤い日もあり、黄色い日もあり、紫色をしている日もあった。俺は、名札の色が赤い日はばら組に入って、黄色の日はたんぽぽ組に入って、紫色の日はすみれ組に入れば、もうそのことで先生たちに怒られることはなくなった。







　夜に眠ると、意志とは関係なく、別のパラレルワールドに移動してしまう。多分、これは俺の生まれつきの特異体質みたいなものなのだ。そう考えて、自分を納得させることにしていた。

　自分の人生がこんなことになってしまった原因は考えても分かりそうにないし、仮に分かったところで、普通の人生を生きられるようになるための方策が見つからなければ意味はない。というか、日々、周囲を誤ご魔ま化かして生きるだけで精いっぱいで、余よ計けいなことを考える暇がなかったと言った方が正しい。

　自分の「秘密」を周囲に相談する、ということには、ずっと思いが及ばなかった。

　幼い時に、父親にも母親にも精神科や脳外科に連れ回されていたせいだ。

「きのうはおうちのやねが赤かったよ」

「きょうはパパじゃなくてママがおうちにいるね」

　……などと、妙な発言ばかりを繰り返すガキだったからだろう。二番目の発言は異常なものに聞こえないかもしれないが、両親は物心つく前に離婚していて、俺おれは父親と母親が一緒にいるところを見たことがないのだ。

　結局、早いうちに両親が離婚した理由も自分の特殊さのせいではないかと子供心を痛めていた俺は、自分は周囲の奴やつらとなんら変わりない人間なのだと主張したかったのかもしれない。

　そんな風に装うのは、並大抵のことではなかった。

　それで俺は、すっかり「他人とは仲良くならない」というスタンスで生きることにしてしまっていたのだが……例外として親しくしてきたのは、別々の世界で部屋が隣となり同士である、幼なじみの二人だけだ。

　今となっては、ガキの頃ころから俺が彼女たちにもずっと自分を誤ご魔ま化かしてきただなんて、知られたくない。




　余計なことを言ったと悔やみつつも、俺は真ま宝ほうにパラレルワールドについての説明を続けていた。さりとてＳＦ的知識に詳しいというわけではないので、本心は早くお引き取り願いたいのだが。

「例えば、パラレルワールドが本当にあるとするとだな。そこで俺の部屋の隣に住んでいるのは、お前じゃないかもしれない。今お前が住んでいる部屋に、お前んとこの演劇部の副部長が暮らしている、という可能性も有り得る訳だ」

　真宝は真剣に聞いている。よっぽど台本のネタに詰まっていたらしく、藁わらにもすがる思いなのだろう。

「……でも葵あおい、ＳＦに興味あったっけ？　なんでそんな案を思いついたのかな？」

　核心をついてくる真宝。こうなったら、真宝の興味を俺の方にではなく、演劇そのものに向けてやるしかない。もちろん俺は台本作家になる気などないのだが、ここはいつも通り、咄とつ嗟さの作り話で切り抜けてしまおう。

「いや別に、舞台でやったら面おも白しろいんじゃないかと思っただけだ。

　主人公が二つの世界を行ったり来たりしたらいいんじゃないか？　他のキャストはみんな、二つの世界で、それぞれ別の顔を持っているわけだ。主人公以外は全員が一人二役になるわけだよな」

　真宝はぱちぱち、と素早く瞬まばたきをする。「……葵、そんなアイディア力なんてあったっけ？　なんかの小説パクって言ってるんじゃないよね？　盗作はダメだからね？」

「俺が小説なんか読むと思うのか？」堂々と答えてやったが、自慢にならねえよな。

「まあね……」真宝、文字通り芝しば居いがかった動作で顎あごに指をかけた。「冷静に考えたら、ＳＦとして、それほど斬ざん新しんなアイディアでもなさそうだしね。よくあるような話かも」

「ちょっと待て、そんな風に納得するのかよ？」

　言い返してはみたものの、実のところは俺おれのアイディアという訳でもない。俺にとっては、これはサイエンスフィクションではなくてノンフィクション。ということは、ＳＦではなくて、ＳＮ。なんだか磁石の両極みたいな略語だ。

　そんな益やく体たいのないことを考えているうちに、「パラレルワールド」というアイディアは、徐々に真ま宝ほうの脳みその中に沁みこんでいったようだ。

「……そうだよね。ＳＦのアイディアとしては斬ざん新しんじゃなくても、舞台で演じるというのは面白いかもしれない。だって、みんなが一人二役を演じられるってことだもん。役者としても良い勉強になるかも」

　話しながら、徐々に真宝の頰ほおは赤みを帯び、瞳ひとみには力がこもってくる。どうやら、本気で俺の提案に乗るつもりらしい。

「葵、ありがとう。あたし、そのアイディアもらっちゃう！　さっそく図書室に行って、もっとよく調べてみるよ！」

　どうやら、俺のことなどは頭からすっ飛ばしてくれたらしい。いさんで教室を出ていく真宝を見ながら、心持ち安あん堵どの溜ため息いきをつく。

　その時、ふと誰だれかに見られているような気がして、俺は振り返った。

　窓まど際ぎわの一番後ろの席……例の天てん馬ま諒りよう一いちである。

　視線が合ったわけではない。だが、天馬が手に持っている文庫本にぱっと目を落とした所しよ作さが、挙動不審に思えた。

　ただのタイミングの一致か。それとも、本当に俺を見ていたのだろうか？

　顔はにこやかでも、お固そうな奴やつである。よそのクラスの女が俺を訪ねてきたことが気に障さわったのかもしれない。

　まあ、俺が気にするようなことじゃない。目先の懸案は解決された──重要なのはそこだ。ほっと力を緩ゆるめ、残りの昼休みを存分に寝て過ごすことにした。

　おやすみなさい。
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　……次の日の朝は、満たされた幸せな気分で目覚めた。なぜなら、真宝の早朝発声練習で安眠を妨害されることがなかったからだ。

　さては昨日言った通り、早く登校して部室で朝練でもはじめているのか。結構結構、人間は好きに生きるのが一番だ。寝返りを打ち、満足感を覚えながら、すべすべしたシーツの肌触りを存分に楽しむ。やはり、俺の朝はこうでなくてはならない。

　ふと、うすらぼんやりと目を開けて布ふ団とんから窓を見ると、向かい合わせの窓にストライプ模様のカーテンが見えた。

　あり？　……なんだ、もう転移したのか。そりゃ、発声練習が聞こえるわけがない。




　ガキの頃ころはいくつものパラレルワールドを日々転移していたので、毎日のように目覚めたら世界が入れ替わっていた。

　世界によって、隣となりの家には色々な家族が住んでいた。覚えている限りでは、澤さわ木ぎさんという老夫婦とか、天あま川かわさんという大学生の息子がいる家とか……本当にガキだった頃には家の表札も読めなかったし、はっきりと記憶にも残っていないが、ほかにも犬を飼っている家や、高校生くらいのお姉さんが住んでいた家もあったような気がする。

　だが、なぜか成長するにつれ、俺おれが行き来している世界の数は少しずつ減少していた。

　小学校を卒業する前に、澤木さんが隣の家にいることがなくなった。中学生だった頃、天川さんの表札が玄関にかかっているのも見なくなった。ある日突然その世界が消えるのではなく、だんだん澤木さんや天川さんが隣の家である世界が現れる確率が少なくなっていき、やがて滅めつ多たになくなってしまい、気がついたらもうずっとその世界には行っていないという感じだ。

　残ったのが二人の幼なじみがいる世界で、正直、俺は嬉うれしかった。数少ない、親しいと呼べる相手だったから。

　その二つの世界は、ランダムに出現していた。一週間以上同じ世界が連続して出現することもあるし、今朝のように、一日だけもう片方の世界にいただけで元に戻ることもある。幼なじみの名前をとって、俺は、二つのパラレルワールドを「マホ界」「ホエ界」と名付けていた。そのまんまのネーミングだが、誰だれに聞かせるわけでもないし、別にかまわないだろう。

　どちらの世界でも、俺の部屋の見た目は変わらない。同じような量販店の家具を揃そろえて、同じような配置の仕方をしているせいだ。

　だから、朝起きて部屋を見回した時、何よりも目につくマホ界とホエ界の違いは……向かい合わせの窓にかかっている、カーテンの模様なのだ。

　そして今、俺の目に見えているのは、カルピスの包装紙のような真宝のカーテンとはがらっと違い、淡い萌もえ黄ぎ色と若葉色で織おり成なされているストライプのカーテンである。

「…………」

　そのカーテンの向こうに、朝に似合わないぼんやりとした光が灯ともっているような気がする。

　俺は起き上がった。時刻はまだ午前六時四十五分、二日連続でこんな時刻に布ふ団とんから出ることになるとははなはだ遺い憾かんだが──気になったのだ。

　習慣で、まず机の上のメモを確認する。

　昔、俺は日記をつけていた。勿もち論ろん、文を書くのが好きなわけではない。宿題で日記を出された時に、それぞれの世界で今日の出来事を書き残しておくと便利だと気づいたからだ。友達にゲームを貸す約束をした時とか、学校で提出するものがある時などに助かる。

　ホエ界とマホ界だけを往復するようになってからは、俺おれともう一人の俺で日記をつけていると、男同士、しかも自分同士で交換日記をしているようなシチュエーションがどうにもイタくなってやめてしまった。ただ、寝る前に、机に次の日の俺に向けたメモを置いておき、世界が変わっていても互いに困らないようにしている。

　今朝置かれていたメモには、ただ一言、

「ほえむが今日も寝ていない」

　乱暴な俺の字で、そう書かれていた。……やっぱりな。

　会ったことはないが、これを書いたのはパラレルワールドにいる別の俺だ。俺がホエ界にいる時にはマホ界にいて、マホ界にいる時にはホエ界にいる俺。当然、同じ筆跡になるし、俺の気になることが奴やつも気になる。

　俺は、机の上を見回すと、雑多な文房具の中から小さくなった消しゴムを手に取った。そして、自分の窓を開けると、目の前にある相手の窓へと投げつけた。

　こつん。

　消しゴムは、ガラスに頼りない振動音を響ひびかせると、その下の庭の茂みにぽとんと落ちる。あの辺あたりには俺のちびた鉛筆とか古い分度器とか色々なものが落ちているとは思うが、拾いに行ったことはない。こんなアナクロな手段に頼らなくても、相手を呼び出したければメールでも打てばいい話だが、どうもガキの頃ころからの癖くせで同じことをしてしまう。

　しばらく間があって、ストライプのカーテンがゆっくりと開かれた。これから人形劇でもはじまるかのようなもったいぶった開き方に見えるが、単に引き手がスローモーなだけである。

「おはよ～～～葵あおいくん。どうしたの早起きだね～」

　にへらぁ、という擬ぎ態たい語ごが実際に聞こえてきそうな笑顔で、遠えん藤どう微笑ほえむは日の出のようにゆっくりと顔を出してきた。もう一人の幼なじみ──俺にとって真ま宝ほうが妹のような存在なら、彼女は姉のような存在とも言える。

　早朝だというのに、すでにセーラー服を身に着けていた。色素の薄うすい、ショートの天然パーマの頭は、どこか春の野のたんぽぽを連想させる。頭上にモンシロチョウでもひらひらさせておけば完かん璧ぺきに違いない。

　背は高くて細身だ。もしも運動神経がよくて、もう少し顔立ちに締まりがあれば、バレーボールの選手なんか似合っていたかも。

　って、こいつの場合、運動神経も反射神経もちょうちょ結びになってるんだがな。

「ほえむ、もしかしてお前、徹夜してたのか？」

　顔を出したほえむ（どうも、彼女の名前は勝手に脳内でひらがな変換されてしまう）の背後には、まだ電灯が灯ともされていた。「あ、いけな～い」などと言いながら、ほえむは電気の紐ひもを引いて消灯。大丈夫だろうか。

「……どうしてお前が最近寝てないのか、当ててやろうか」

「えへへ～、当たったらよしよししてあげる～～。でも手がとどかな～い」

「俺おれは三歳児かよ……」これでも俺より一つ年上の高校三年生なんだが、寝てないせいで普ふ段だんのぼけぼけ度が倍増している気がする。「演劇部の台本のことで、夜通し悩んでいたんだろ」

　ほえむ、動きが見えるほどにゆっくりしたスピードで、一回だけ瞬まばたきをした。

「……えすぱあ？」「ひらがなで言うな」

「なんでひらがなって分かるの？」「分かるわ。せめて語尾は長ちよう音おんにしてくれ」つい先週に、ほえむ本人から台本ができない悩みを聞かされたのだ。別にＥＳＰがなくとも分かるわい。

　マホ界でもホエ界でも、篠しの崎ざき真ま宝ほうは同じ高校の演劇部部長で、遠えん藤どう微笑ほえむは演劇部副部長である。今年に入ってから、俺が幼い頃ころからともに過ごしてきた二人の少女には、そんな接点が芽め生ばえていた。俺が真宝に語ってやったパラレルワールドの例え話は、なにげに実話だったのである。

　真宝は去年若わか葉ば高校に入学してから、当然、すぐに演劇部に入部したのだが……その一年前、ほえむが高校に入ってから演劇を突然はじめた時には少々驚おどろいた。俺には一言も言わなかったが、昔から憧あこがれがあったのだという。

　よく思い出せば、幼稚園の頃、ほえむはお遊ゆう戯ぎ会の『桃太郎』で鬼の金かな棒ぼう役を演じていた。背が高いからという理由で割り振られた役らしい。今思えば、あの幼稚園は一体何を考えてたんだ……。

　しかし、当のほえむは、ひとつ年上なので同じ舞台には立たなかったが──本番を観みた限りでは、えらく楽しそうだったのを覚えている。もしかして、こいつもあれで演劇に目覚めていたのだろうか。

　実にぼんやりとした女なので、演劇部に入ったと聞いた当初はちゃんと台詞せりふを覚えられるのか気になったものだが、持ち前の努力でメキメキと役者として成長したほえむは、《彩いろ葉は祭さい》での堂々とした演技で周囲をずいぶんびっくりさせたようだ。去年の《彩葉祭》でも、真宝とほえむは同じ舞台に立っている。

「……部長の真宝ちゃんなんだけどねえ」

　窓まど際ぎわに立っているほえむは、ちょっぴり困ったように眉まゆを寄せた。

　真宝とほえむの二人が知り合ったことについて、俺は何やら複雑な気分になっている。俺は、マホ界でのほえむのことを知らないし、ホエ界での真宝とも関わりがないからだ。

　しかし、二年生の真宝が演劇部部長で、三年生のほえむが副部長という辺あたり、そこはかとなく彼女たちらしいような気がする。

「まほ……いや、お前のところの部長が、みんなを驚かせるようなアイディアが思いつかない、とか言ってるんじゃないのか？」

「残念～。はずれだから、葵あおいくんデコピンね」さらっと刑罰を言い渡した、たんぽぽ頭の幼なじみは、朝の日差しの角度をなぞるようにして青空を見上げた。

「真ま宝ほうちゃんね、本当は演劇部に専念したいのに、自分のクラスの出し物も担当しなきゃいけなくなったんだって。断りたかったのに、責任者が決まらなくて、じゃんけんで負けちゃったみたい。

　で、とっても忙しくなっちゃって、今年の劇のことをなかなか考えられないんだって」

「それで台本がまだ書けていないのか」

　マホ界で起こった出来事は、大抵ホエ界でも似たような出来事となって現れる。だが、その因果関係はこうしてズレていることも多いのだ。

「だから、わたしが代わりに台本のアイディアを考えようと思ったんだけど、わたしが考えるお話なんて、真宝ちゃん、気にいらないんじゃないかなって悩んでるの」

　しょぼん、とほえむは細い肩を落とした。

　彼女自身は、幼児が喜ぶような童話を好む。去年まで、演劇部の活動の一環として、手づくりの紙芝居を携たずさえて市内の幼稚園や保育園を回り、読み聞かせのボランティアをしていたようだ。まさか登場人物がきび団子というような斬ざん新しんな話は書いていないだろう。執筆に真宝が絡からんでいなければの話だが。

　真宝が望むような、「みんなが驚おどろくような面おも白しろい台本のアイディア」というものは、ほえむにはなかなか思いつくことができないような気がする。

「たとえばさ」

　……だから、俺おれは昨日とまったく同じ提案をしてみた。

「パラレルワールドの話なんか、面白くないか？」

　幼なじみは、真宝の三倍くらいの遅さで、やっぱり目をぱちぱちとさせた。

　そして、ほえっと首を傾けると、訊きき返した。

「ぱらそる？」

「パラレルワールドだ！　お前、ＳＦとか読まないのか？」……と聞きながら、自分で脱力する。ほえむがＳＦを読みそうなキャラだとは、俺も思わない。

　並行世界とか観測者とか分ぶん岐きした世界とか頭に浮かぶ限りの説明をしてやったが、ほえむの首を傾ける角度がますます深くなっただけだった。

　ううう、駄だ目めだ。予備知識がない相手にはうまく説明ができない。大体、真宝にしろ、図書室で調べると言っていた辺あたり、それほどはＳＦに詳しくないのかもしれない。

　誰だれかいないのだろうか。俺と違って、こいつらにちゃんと教えてやれる奴やつが。

　……しかし、俺はコネというものをまるきり持ち合わせていない男なのだ。そう都合よく、ＳＦに詳しい知り合いなんかいるわけがない。

　無責任な提案をしてしまったかと省かえりみつつ、今朝もダラダラと登校する。

　マホ界の若わか葉ば高校と、ホエ界の若葉高校は、校舎のつくりや教室の位置が異なっている。だが、生徒たちが登校する風景には、もっと大きな見た目の違いがある。マホ界では制服がブレザーなのに対して、ホエ界のそれはセーラー服や学ランなのだ。

　だが、そういえば、ホエ界の方でも来年から制服をブレザーに変更するって話があったっけな……。俺おれは別にどっちでもいいけど。

　昨日の朝はマホ界でほえむを見かけたが、ホエ界で朝から真ま宝ほうを見かけることはあまりない。真宝の方がいつも早く登校しているからだろう。

　教室では、また同じことで天てん馬まに話しかけられた。

「あっ、江え村むら君。すみません、《彩いろ葉は祭さい》についての保護者アンケートですが……」

　ホエ界でのこいつの席は、廊ろう下か側の席の一番前だ。教室の入口付近である。だから、教室に入った途と端たん、自分の席についていた天馬と目が合ったのだ。あー、面倒くせえ。

　昨日と同じように誤ご魔ま化かそうと思った俺は、ふと天馬の机に置かれた文庫本の表紙に興味をおぼえる。表紙の一番上に、『宇宙英雄ローダン・シリーズ』と書いてあるのが目に留とまった。

「お前、こんな本読むのか？」

「ええ。海外ミステリーも好きですが。最近はずっとこのシリーズを」

　別に、どんな小説だかは知らないが……正直、意外な気がした。

　文系の成績トップのクラスにいることを場違いのように感じている俺と違って、天馬は優等生クラスにいるべくしている男だ。

　こいつがいつも休み時間に文庫本ばかり読みふけっているのは見かけていたが、夏なつ目め漱そう石せきとか、堀ほり辰たつ雄おとか、あるいは田た山やま花か袋たい（読んだことはないが『蒲ふ団とん』という作品が有名）だとかいった、文学的な小説ばかり読んでいるイメージを勝手に描いていたのだ。

「……って、この本、百十二巻……？」一冊本を読むのもだるいのに、誰だれがこんな長いシリーズものを読むんだよ。って、目の前にガチでそれを読んでいる男がいる訳だが。

　天馬は嬉うれしそうな顔をする。よくぞ聞いてくれた、という表情だ。

「なにしろ三十人以上の作家が書き継いでいますからね、これだけ読んでもまだまだですよ。今はもう確か四百五十巻は」薀うん蓄ちくが長くなりそうだったので、俺は慌あわてて遮さえぎる。「いや、別に俺、ＳＦに興味があるってわけじゃないし……って、これ、ＳＦだよな……？」

　普ふ段だんの俺であれば、これ以上、天馬に深入りするようなことは聞かなかっただろう。

　だが、頭を掠かすめたのは、真宝とほえむの悩んでいる姿だった。

「……なあお前、パラレルワールドとか、そういうネタが出てくる話にも詳しいか？」

　天馬は、きょとんとした顔をする。

「はあ、それなりには。僕、この通りのＳＦファンですからね」

　もしかして、渡りに船かもしれない。

　こいつは適任ではないだろうか。教えることも、俺よりかはずっと上う手まそうな気がするし。




　夜になってから、俺は再度ほえむを窓へと呼び出した。薄うす手での黄色いパジャマに着替えているほえむは、いかにも眠たそうな顔をしながらも、話を聞いてくれる。

「朝に話したパラレルワールドの話だけどな。ちょうどそんなＳＦの話に詳しい奴やつを見つけたんだよ」

　俺おれは天てん馬まのことをほえむに説明した。あのあと天馬に、演劇部の台本づくりに協力してもらえないか？　と聞いてみたら、思った以上に乗り気で承しよう諾だくしてくれたのだ。

　ほえむは、俺の提案に戸惑っているようだった。メルヘン頭のほえむには、ＳＦ的な話の内容がどうにもピンと来ないのだろう。

　だが、ホエ界にだって、演劇部には真ま宝ほうがいるのだ。マホ界にいる俺の幼なじみである真宝が、パラレルワールドにあれほど興味を覚えたのならば、

「お前のところの部長も、きっと、このアイディアを気に入ると思うぞ」

　俺は、そう断言した。

　経験則から言って、マホ界でも、ホエ界でも、同じ人物の性格や嗜し好こうは殆ほとんど同じなのだ。二つの世界で起こる出来事は大体似通っているのだから、別々の成長を遂とげる可能性が少ないのだろう。

　しかし、とりあえず納得させようとしたとはいえ、先走って強引な推論を述べてしまった気がする。俺は、この世界での真宝とは知り合いでもなんでもないのだ。ほえむは、首を傾けすぎて上半身全体がナナメっている。

　……かと思えば、ほえむは、そのままギリギリ限界まで横に身体からだを倒してから両手で弾みをつけて、びよーんと直立に戻る。ちょっと寝る前の柔軟体操を兼ねてみたようだ。

「わかった～」

「分かったのかよ？」本当に分かってるのかよ？　という俺の懸念に、

「うん」

　ほえむは、なんの心配もない、といった微笑を浮かべた。

　まさに名前通り、その表情が一番この少女らしいのだと誰だれもに思わせる、春風のように自然と心が和なごんでしまう笑顔だ。

「だってね、わたし知ってるから。葵あおいくんってさ、普ふ段だんはほえーっとしてるけど」いや、俺はほえーっとはしてない。それはお前だろ。「本当は、すっごく頑張り屋さんだし。いざっていう時は、絶対みんなを助けてくれるもん。そんな葵くんが大丈夫って言ったことは、絶対大丈夫だって、小さい頃から君を見てきたわたしは、ちゃんと知ってるから」

「いや、それはお前だろ？」今度は声に出してツッコんでしまった。「本当は頑張り屋というのは、台本が心配で徹てつ夜やしてるお前のことだろうが。心理学で言う投影って奴か？　俺は頑張り屋じゃねえぞ」

　うっかりと優等生になってしまったので、寝ぼけて見えるが実は努力家では、などと勘違いされることはある。だが、成績が伸びたのは、何も勉学に励みたかったわけではなく、奇妙な環境下で学校生活を無事に送るために、周囲に合わせることに必死だった結果なのだ。断じて、本意ではない。そんな色いろ眼鏡めがねで俺おれを見ないでいただきたいものだ。

　しかし、ほえむは、慈じ母ぼのような穏おだやかな笑みを崩くずさなかった。日も暮れてすでに外気は涼しくなっているのに、彼女は、ほんの少しだけ頰ほおを染めているように見えた。

　そして、あくまでゆっくりと、こう繰り返す。

「わたしは、わかってるよ。いつも、君を見てるから」

「まあなー。長い付き合いだもんな」

　言うべきことはもう言ったし、そろそろ逆さからいがたい眠気がこみあげてきたので、俺は素そっ気けなく答えるにとどめた。単に事実を言ったまでだ。

「多分台本は何とかなるんじゃないか？　だから、お前ももう寝ろ。俺も寝るから」

　本音では、俺は演劇部の舞台のことなんか気に留とめちゃいないのだ。ただ、悩むあまりにほえむが寝ていないことの方が、ずっと重大な問題だった。

「……ありがとう、葵あおいくん」

　ほえむは答えてくれた。珍しいことに、何な故ぜかその笑みが翳かげっていた気がする。やっぱり、ほえむは俺の提案に本心では気乗りしていないのだろうか。

　だが、俺にとって、眠気は人生の最優先事項である。

　悪いが、それ以上深くは考えなかった。
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　……早ければ、次の日にでも、天てん馬まとほえむを引き合わせてやろうかとも思っていた。

　ところが、朝目が覚めると、隣となりの部屋のカーテンはまた水玉模様に戻っていた。

「変だな……」

　思わず、声に出して呟つぶやいてしまう。

　昨日の俺は、ホエ界にいた。一昨日おとといにはマホ界。そのさらに前日は、ホエ界。その前はどうだったか思い出せないが……。

　こんなにも二つの世界が頻ひん繁ぱんに入れ替わることは、これまでなかったような気がする。

　何かの前触れだろうか？　……って、考えすぎだろうな。

　せっかくだから、天馬の存在をこっち側の世界の真ま宝ほうにも教えてやろうと思って、俺は起き上がった。

「葵？　どうしたの、こんな時間に。あたし、今日はまだ発声練習してないのに」

　カーテンと窓を開けた真宝は、目を丸くしている。そういえば、今朝もまだ、時計の針が七時を回っていなかった。

　確かに三日連続で早起きなどという、はなはだ珍しいことをしているのは自覚していた。はっきり言って、俺おれが他人のためにこんなに行動するだなんて、生まれてはじめてかもしれない。

　長年の付き合いである真ま宝ほうも、それは充分に分かっているだろう。俺が天てん馬まのことを説明すると、「葵あおいが人を紹介してくれるなんて、ど、どういう風の吹き回しなのかな？」とますます混乱を深めている。もっと有あり難がたがってほしいところなんだが。

「でもさ。その天馬さんって人、別にまだ演劇部の台本を手伝ってくれるって了承してくれたわけじゃないんだよね？」

　真宝の確認に、俺は自信を持って答えた。

「大丈夫だ。十じつ中ちゆう八はつ九く、引き受けてくれると思うぜ」




　若わか葉ば高校は、桜おう花か市の中でも歴史の古い高校らしい。俺の両親は若葉高校で同級生だったらしいが、当時は校舎もすべて木造で、かなりボロかったそうだ。俺たちが入学する十年以上前に鉄筋コンクリートに建て替えられていた。

　ただ、部室棟だけは当時のものが取り壊こわされずに残っていて、いまだ木造のまま健在だ。学校の敷しき地ちの外はずれにひっそりと建っている。帰宅部である俺には、普ふ段だんは足を向けることのない場所だが……昼休み、真宝と演劇部の部室で待ち合わせる約束をしていた。

　部室は古く埃ほこりっぽい、大きいだけが取とり柄えの部屋だった。壁には大道具の材料であるベニヤ板やボール紙、角材などが立てかけてあり、足元にはペンキの容器がいくつも並んでいる。大がかりな舞台装置は、毎年の劇の内容に合わせて、塗り直しては使いまわしているのだろう。

　ベニヤ板に描かれている古い洋館のような絵には見覚えがあった。演劇部が去年の文化祭の劇で使ったセットだ。本番の舞台では照明効果もあいまって、なかなかリアルに見えていた。

　だが、台本はそうとも言えなかった。確かアガサ・クリスティ風のミステリーで、迫真の演技ではあったが、高校生が書いただけあってトリックにいささか無理があり、批判の声があがっていたのも耳にしている。

　今年発表する劇のアイディアに真宝が気合を入れているのも、去年の汚名を返上したいという決意に違いあるまい。……が、そのためにいつまでも台本が書けなくて、練習はおろか大道具などの制作もはじめられないのでは、部員たちも困っているのではないだろうか。

　真宝は、部室に入った俺に気がつくと、待ってましたと言わんばかりに、腰掛けていた長机から床へと勢いよく飛び降りる。制服のチェックのスカートが、バレリーナのチュチュのように、軽やかに、眩まぶしげにめくれあがる。お、おいおい。お前の太ももなんか見たくないんだからな……見たく……。

　しかし、真宝は細かいことは気に留とめない。俺が幼なじみだから気が緩ゆるんでいるのかもしれないが、今は天馬だっているのだ。ちょっとは気にしろよ。

「葵、ちゃんと来てくれたんだ。早起きしてたから、昼休みはすっかり寝てるかと思ったよ」

「安心しろ、午前中の授業で睡眠は万全にとったから……あ」

　すぐ後ろに生徒会役員がいるのを忘れていた。だが、天てん馬まは苦く言げんを呈ていする様子もなく、口元で笑いを堪こらえている。

「相楽さがら君はそれで成績優秀なんだから、羨うらやましい限りですよ」

　そして、俺おれの訝いぶかしげな顔に気づいたのか、付け加えた。

「色々な生徒さんがいますから、僕はあまり気にしませんが」

「……お前は、てっきり渋い顔をするかと」

　見た目通りのクソ真ま面じ目めな奴やつだと思っていたが、案外、そうでもないのか？

「こう見えても、僕には色々な友人がいるんですよ。例えば去年は学級委員長として不登校のクラスメートの家によく届け物をしていましたが、ご本人とＳＦ談議で話が合うものを感じて、小説を貸したりしてましたし」

　同じ学年の不登校生徒といえば、川かわ上かみか鏡かがみか安あん斎ざいか……ふと、そう考える。

　昔は、いくつものパラレルワールドを行き来していて、日によって所属するクラスが違ったため、学年の殆ほとんどの生徒の名前を覚えていた。今はそこまでする必要はないのだが、つい他のクラスの生徒の名前までわざわざ覚えようとする習慣がついている。もっとも、去年の天馬のクラスまでは知らないので、誰だれのことかは分からなかったのだけど。

「こらぁ、いつまでそこで話してんだよお？」

　存在を忘れられたと思ったらしい真ま宝ほうが、腹を立てて割り込んできた。常に自分が主役じゃないと気がすまない奴だからな……。

　仕返しとばかりに、真宝は俺の存在をがっつり無視して、天馬へと一層テンションの高い声で自己紹介をはじめた。

「はじめましてっ、篠しの崎ざき真宝っていいます。まことのたから、と書いて真宝です」テンションが高すぎて、選挙運動みたいな口ぶりになっている。「ここの部長やってますっ。いつも葵あおいがお世話になってます！」

「僕は天馬と言います。こちらこそ、相楽君にはいつもお世話になっています」

「天馬ってペガサスの天馬、ですか？　かっこいい名前ですね！」

「真宝さんというお名前も素敵ですよ」

　隙すきのない笑顔で答える天馬。……いまだに女を褒ほめる台詞せりふを口にできない俺には、こいつが自分と同い年だと思えん。

「ありがとう！　じゃあ、あたしのこと、そう呼んでくださいね」

　真宝はまんざらでもなさそうだ。そして、やっと本題に入る。

「葵から聞いているとは思いますが、実は演劇部の台本がまだ書けていないんです」

「それはお困りですね」天馬、眉まゆをひそめる。

「《彩いろ葉は祭さい》は九月十六日の祝日でしょう。夏休みが終わったら、すぐですよね。もう稽けい古こを進めなければならないのでは？」

　今年の《彩いろ葉は祭さい》の日取りは、マホ界では九月十六日の敬老の日だが、ホエ界では九月二十三日の秋分の日だ。ホエ界のほうがちょうど一週間遅い。どちらも月曜日の祝日なのは、直前の土日を文化祭の最後の準備に充あてられるようにという学校側の配慮なのだろうか。

　それでも勿もち論ろん、二学期がはじまってから準備しては間に合わない。もう六月も後半、そろそろ一学期も残り少なくなってきている。夏休みの間に準備を進めるにしても、まだ台詞せりふも練習できないし、舞台装置の制作にも手をつけていないとなれば、気持ちが焦あせるに違いない。

「部員たちで何度も集まって相談したんだけど、なかなか、これといって、パーッとしたアイディアが出なくって」

　真宝は両手を広げながら矢や継つぎ早ばやに話した。

「それで一昨日おととい、葵あおいに相談したら、パラレルワールドの話なんかどうだ、なんて言い出したの。難しそうだけど、考えてみたらすごく面おも白しろそうな気がしたんだ」人ひと懐なつっこいこの女は、天てん馬まに対してすでにタメ口になっている。実際タメだけど。

「演劇でパラレルワールドを表現する、というのは面白い試みかもしれませんね」天馬は、口元に意味ありげな笑みを浮かべた。「なにしろ、同じ役者が二つの世界で別々の人間を演じることになりますから。やり甲斐のある舞台になるのではないかと思いますよ」

「だから」

　真宝、うるうるとした瞳ひとみを天馬へと向けた。

「今から急いで台本を書くのに、ＳＦに知識があって、頭のいい人にアドバイスをしてもらえたら助かるんです。よろしくお願いします！」

　まさに、ヒロインの演技である。

　俺おれが天馬に声をかけておいて何なのだが、傍はたから見ていると真宝の強引さが心配になってきて、思わず口を挟はさんでしまう。

「まあ、天馬だって生徒会の仕事もあるし、忙しいんじゃないかとは思うんだが」

「葵は黙だまってて。これはあたしと天馬さん、二人だけの問題なのっ」会ってまだ三分も経たってない男を目の前に、よくそこまで言えるな、こいつ。……カップラーメンよりもほぐれるのが早いんだろうか……。

「かまいませんよ」

　当の天馬は、相変わらずの微笑を浮かべていた。

「実は、ＳＦ小説を読むだけではなくて、執筆にも興味があるんです。ただ、僕はまだ小説を書いたことは一度もありませんので、この機会に是非、物語の構成の仕方について、真宝さんにご教授いただきたいなと」

「え、そうなのか？」天馬はさらりと言ってのけたが、俺はけっこう驚おどろいた。そこまでＳＦが好きだったとは……。

「い、いやいやいや、あたしそんな人に教えるほどの才能ないから。第一、お話を書くのなら、あたしよりも副部長の方が上じよう手ずだし」

　真ま宝ほうは、慌あわてて天てん馬まに向けて両手を振った。こんな頭の良さそうな男に礼儀正しく教えを乞こわれたら、凡人はビビるよな……。

「そういや真宝、お前、台本書いたことあるのか？　去年の劇の作者はお前じゃないよな」

「中二の時の文化祭は、あたしのオリジナルの舞台だったもん。葵あおい、観みてくれてなかったのかな？」真宝はぷっと膨ふくれる。

「わりい、覚えてねえ。どんな話だったっけ？」

「まったく、葵って、記憶力がいいんだか悪いんだか分かんないんだよねえ。名作だったんだから」真宝、自慢げに、天に向けてつんと顔を上げた。

「しょうがない、教えてあげるよ。きび団子が、犬と猿さるとキジを連れて鬼とともに桃太郎を」

「もういい。聞きたくねえ！」こいつ、どこまできび団子を引きずってやがるんだよ！

　俺おれたちの応おう酬しゆうを黙だまって聞いていた天馬は、不意に笑顔を消して、人差し指を立てた。

「では、今回もきび団子が主役という設定で、パラレルワールドのお話にしましょうか？」

「真ま面じ目めな顔して、お前までノるんじゃねーよ！」「いえ、僕は真面目な提案をですね」

「分かった、パラレルワールドに行くと、主役がみたらし団子になるんだよね！」

「ヤメテクレ！」頼むから、これ以上そんな設定を膨らまさないでくれ！

「……でもねえ、やっぱり」

　当の真宝は、うーん、と言いたげに頭に手を当てた。

「さすがにもう高校生だからねえ。『きび団子』はあたしの原点ではあるんだけど」いや、まず、きび団子を話のタイトルにするな。

「まあ、それも面おも白しろいとは思いますが」天馬は、高校生にしてすでに演説し慣れた口ぶりで話を続ける。「真宝さんとしては、高校演劇という前提をおろそかにすることなく、レベルの高い内容のものを上演したいわけですよね？　観客層を考慮してこその舞台だと思います。相楽さがら君から聞いたところでは、お客さんを驚おどろかせるような劇がしたい、とのことでした」

「そうそう、そうだよ！」

　真宝が顔をパッと明るくさせる。天馬は、天井を見上げて少し考えた。

「……例えば、『シュレーディンガーの猫』、ってご存知ですか？」

「シュレッダーの猫？」真宝、首をかしげる。……ボケたのではなくてマジ返答と見た。

　天馬はまたくすっと笑った。

「まあ、シュレッダーでもいいんですけど」よくねえだろ、それは確か物理学者の名前だろ？

「『シュレーディンガーの猫』というのは、量りよう子し力りき学がくの思考実験なのですよ」

「量子力学？　あ、あたし、あんまり難しい話はわかんないからね??」

　真宝は慌あわてたように顔の前で両手を振るが、

「いえいえ、僕もそんなに難しいことは分かりませんが」と、天馬。「量子力学っていうのは、目には見えないミクロの世界を扱う学問のことなんです。その学問によると、小さな小さな電子は、今、Ａという地点に存在しているか、Ｂという地点に存在しているかが正確に観測できず、確率的にしか分からないそうです」

「えーと、小さすぎて見えないから？」真ま宝ほうの推論は実に素朴だが、

「いえ。電子は勿もち論ろん実体を持った存在なのですが、数式をもって計算しても電子の位置は確率密度までしか示されないんです。なぜかというと、波動関数が」「ちょっと落ち着け」俺おれは天てん馬まを正気に戻すべく、後頭部にチョップをくらわしてやった。今ので脳細胞が推定百三十七個くらい死滅したのではと思う。その方が周囲とのコミュニケーションが円滑に進むだろう。

「し、失礼しました。それで、『シュレーディンガーの猫』、というのは」

　天馬は気を悪くするでもなく、後頭部をさすりながら話を戻した。目がテンになっていた真宝も、どうにか我に返る。

「……例え話ですよ。量りよう子し力りき学がくの本を読めば、必ず登場するような有名なものです。

　外から中身が見えない箱に、猫と、青酸カリの瓶びんを入れたとします。話を分かりやすくするために……青酸カリの瓶には、50％の確率で電流が流れる仕掛けがあると思ってください。発動すると瓶が壊こわれ、猫は死んでしまうとしましょう。

　電流が流れたかどうか、言い換えれば猫が死んだかどうかは、箱を開けてみないと分かりません。すると、箱を開けるまで、その箱の中の猫は50％の確率で生きていて、50％の確率では死んでいることになります。猫が生きている状態と死んでいる状態、二つの状態が見えない箱の中で重なり合っているということです」

　真宝は、こんな感想を述べた。「……猫が可哀想かわいそう」絶対言うと思ったぜ。

「お優しいご意見ですが、思考実験ですのでご容よう赦しやくださいね。

　さて、箱を開けてみれば、猫が生きているか死んでいるかを確かめることができます。こうすると、猫が生きているか死んでいるか分からない重ね合わせの状態は消えて、猫が無事に生き残れたか、真宝さんがご心配された通りの可哀想なことになってしまったか、どちらかの状態が観測されることとなります。こうして重ね合わせの状態が解消されることを、量子力学では、波束が収縮するという言い方をします。

　しかし、ということは、観測者の存在があって、はじめて猫の生死が決まると言えるのでしょうか？　そんな奇妙な話があっても本当にいいのでしょうか。

　こういった例えで、量子力学の確率解釈に対して問題提起をおこなったのが、この『シュレーディンガーの猫』なんです」

「ほえー」

　真宝が耐え切れずにほえむ化を起こしている。

「もっとも、巨きよ視し的な世界……ああ、量子力学のミクロな世界に対して、僕たちの目に見えているマクロな世界のことを、巨視的という表現をしますけど……僕たちは、巨視的である日常生活の中ではこのように二つの可能性が重なり合った世界を認識することはできません。

　だって、猫が生きている状態と死んでいる状態が現実にだぶっている場面なんて、想像できないでしょう？」

「うーん、確かにね。……なんだか面おも白しろそうな香りはするんだけど……」真ま宝ほう、自分の束ねた髪の毛をいじりながら考え込む。

「つまり、天てん馬まさんはこう言いたいんだ。面白い台本を目指すなら、普通のパラレルワールドのお話じゃつまらない。みんなを驚おどろかせるような舞台にするためには、そんなムヅカシイ科学的知識を盛り込んだストーリーにしてみたらどうかなって？」

「ええ、そうお分かりいただけたら充分ですよ」

「でも、あたし自信ないなぁ……そんなの、どうやって面白いお話にしたらいいんだろう？」

　わーっと頭を抱える真宝に、天馬はにっこりと笑いかけた。

「大丈夫ですよ。真宝さんはとにかく、パラレルワールドを題材とした面白いお話を書いてくれたらいいんです。それに、僕が適当にそれっぽい小理屈をつけていくような形で、修正を重ねていきましょう。まあ少々科学的知識が間違っていたって、観客には分かりませんよ。最終的にはハッタリでも面白ければ」「お前、けっこういい加減だなあ!?」俺おれの中で天馬諒りよう一いちという男のキャラがガラガラと崩れていくんだが……。

　しかし、この演劇部部長は、「そっか、なるほど。それならできそう！」と両手を打ち合わせる。

　……まあ……真宝がいいんなら、別にいいか……。

　俺は、台本作りのアドバイスを引き受けてくれた天馬を、真宝に引き合わせただけだ。これから先の演劇部に関わるつもりはないし、あとのことは関係ない。

「あたし、なんだか、すっごい舞台がつくれそうな気がしてきた！」

　真宝はご満悦の様子で、頰ほおが高潮している。瞳ひとみのうるうるさもリアルさを増していた。

　俺はあんな目で見られたことなんて一度もないからな。今朝みたいな演技以外では。……ぼんやりと、そんなことを思っていたら、

　その視線の先が、唐とう突とつに俺へと向けられた。

「葵あおいも、ありがと。いい人紹介してくれてっ！」

　大輪の紅べに薔ば薇らが開いたような笑顔だ。それも俺にぐっと顔を近づいたせいで、本当にふわっと甘い花のような香りが漂ってきた。多分ただのシャンプーの香料だとは思うのだが。

　俺は反射的に口元だけでもごもご返事をしながら目を逸そらしていた。

　真宝の表情は実にくるくるとよく変わる。こいつに友達が多いのも、一緒にいて決して退屈することがないからだろう。

　……が。真宝は、役者だ、喜怒哀楽のテンションが激しいのは、演技力が加味されているせいだ。

　ちゃんと分かってるんだからな、幼なじみナメるな。

　面倒だったが、こいつらを橋渡ししてやってよかった。いいことをしたという、柄でもないがシンプルな喜びが胸の中にふんわりと広がる。

　だって今の真ま宝ほうの笑顔は、決して演技などではなかったから。







　結局のところ、この時点で俺おれがやったことと言えば、マホ界の真宝と、ホエ界のほえむを、それぞれクラスメートの天てん馬ま諒りよう一いちに紹しよう介かいした──ただ、それだけのことだ。

　マホ界で起こった出来事は、大抵、ホエ界でも似たような出来事となって現れる。その片棒をわざわざ担かつごうと思ったのは、しかし、これがはじめてのことだった。

　パラレルワールドにまたがって生きていると困ることも多いが、便利なこともある。例えば、二つの世界で同じ試験を受けた時に、出題内容が殆ほとんど共通していた、なんてこともある。先に同じ試験をもう片方の世界で受けていたせいで、もう片方の世界での試験勉強がすこぶる有利になってしまったとしても、それをズルとは言わないでいただきたい。不可抗力というものだ。そういった積み重ねもあって、俺はどうしても必要以上に優等生というレッテルを貼はられてしまうのである。

　だが、先に何かを知っていたとしても、日常に起こる物事に干渉して、結果を変えようとしたことはなかった。

　例えばホエ界で知り合い同士が喧けん嘩かして、マホ界でも似たようなことが起こることが事前に予想できていても、そうしたトラブルを止めようとはしなかった。

　しかし、どうか責めないでほしい。幼少期があまりにせわしない緊張の日々だったもので、俺は人よりも早く人生に疲れてしまったような気がするのだ。

　やがて社会に出てしまえば、今のようにゆっくり眠れる時期というのも、もう得られないかもしれないではないか。

　今しかできないことに全力を尽くす、それが青春だ。

　真宝が演劇のステージこそを自分の生きていく場所だと信じているように──俺は、二度と取り戻せないこの瞬しゆん間かん瞬しゆん間かんを、布ふ団とんという矩く形けいのフィールドに賭かけていたいのである。

　ただ、早起きなどという柄にもないことをして、真宝やほえむに声をかけたのは、姉や妹同然に育った幼なじみが悩む姿というのもあまり見たくないものだったからだ。特に、眠れないというのはよくない。睡眠という、神に授けられた何物にも変えがたい恵みを失うのは、俺だけではなく、誰だれにとっても許されがたいことだ。

　それに。まさか、そんなささやかな選択が。

　世界を揺るがすような大事件につながるとは──凡人である俺には、予想できる筈はずもなかったから……。
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　朝の光が、ぼんやりと射し込んでくる。

　深い眠りの底から覚かく醒せいへと徐々に意識が上昇していくにつれて、おかしい、と感じてはいた。

　それも極めて重大な違和感だ。

　マホ界においても、ホエ界においても。俺おれは、自分の分身とも言える布ふ団とんについて、全容を把は握あくしていた。肌触りは当然のこと、ファスナーの長さや、タグの位置や、枕まくらカバーの破れそうになっている箇か所しよに至るまで、そのすべてを知り抜いているつもりだった。

　──だが、恐るべきことに……この布団は違う！

「うわあっ！」

　冷水を浴びせられたかのような驚きよう愕がくで、俺は見知らぬ布団をはねのけた。確かに見た目は同じようだが、俺の掛け布団のカバーはこんなにポリエステル成分が多くない！

　……ここは、一体どこなんだ？

　部屋を見回すと、確かに俺の部屋だ。だが、違う。子供向けの易やさしい間違い探しゲームのように、次々と違いが目に飛び込んでくる。置いてある机も簞たん笥すも、壁時計も。

　そして、何より──

　隣となりの部屋の窓にかかっているのは、水玉のカーテンではなく、ストライプのカーテンでもなく……一いち分ぶの隙すきもなくぴっちりと閉じられた、ブラインドであった。

　………………そうか。

　驚おどろきで心臓が止まりかけたが、状況が把は握あくされてきて、とりあえず動どう悸きが落ち着いた。

　ずいぶん、久しぶりだ。……マホ界でもない、ホエ界でもない、それ以外のパラレルワールドに飛ばされるだなんて。

　中学生の頃ころには、気づいたら他の世界で目を覚ますことはなくなっていたから、もうこんな朝を迎えることはないと思っていた。そんな可能性があることも忘れていた。

　時計を見ると、朝の六時五十二分だった。四日連続で七時前に目覚めるとは、すっかり生活のリズムが乱れてしまっている。

　これから俺は学校に行くべきなのだろうか。ブレザーも、学ランも……制服が部屋のどこにも見当たらないんだが。

　学校指定の鞄かばんもなかったが、床に放り出された茶色い肩掛け鞄に教科書が入れられていた。財布を開き、学生証を探してみると、ちゃんと若わか葉ば高校のものが出てきた。

　今日一日だけなら、学校を休んでしまっても支障はないと思う。この世界に普ふ段だん暮らしている俺にとっても、突然やってきた別の世界の俺が、下へ手たに登校して、学校で何か人間関係のトラブルを起こしたらいい迷惑だろう。そんなことに比べれば、出席日数が一日減った方がよほどマシではないだろうか。

　別のパラレルワールドの若わか葉ば高校がどんな学校かは分からない。マホ界やホエ界では平凡な進学校とはいえ、この世界では学力レベルが桜おう花か市で一番高くなっている可能性だってある。

　手元の鞄かばんに目を落とす。俺おれの世界の若葉高校で使っているものとは教科書が違っている。ノートを見れば今の授業の進行具合が分かるか。そう気づいて、鞄の中に手を伸ばす。

　……ノート？

　不意に連想が心をよぎった。そういえば昔は、日記をつけていたっけ……。

　もしも、この部屋に普ふ段だん住んでいる俺が、今でもいくつものパラレルワールドをさまよっているなら、日記帳を机に置いているかもしれない。俺と同じように、単に昨日の出来事メモを置いているだけかもしれないが。

　立ち上がり、机の上を確かめた。そして、目が点になった。

　結論から言えば手がかりはあった。しかし、置いてあったのは日記帳ではなく、昨日の出来事メモでもなくて。

　汚い俺の字で、こんな文もん言ごんが紙に書き残されていたのだ。




「この世界にはじめて来た俺は、隣となりのブラインドの部屋の女を訪ねるように」




　それだけだ。

　その女が誰だれであるか、という説明も一切ない。まあ、どうせ俺のことだから細かく書くのが面倒くさかったのだろうが……。

　真ま宝ほうやほえむ以外に、隣となりの家に年の近い女がいた記憶はない。ばあさんやおばさんだったら別だが、それなら俺は（失礼ながら）「女」という表記はしなかっただろう。

　一体、この目の前の部屋には、誰が住んでいるというのだ？




　簞たん笥すをあさって、最低限の身み支じ度たくを整えると階下へ降りた。家族がいる気配はなかった。ただ、自分の家の玄関を見ると「江え村むら」という表札がかかっていたから、この世界での俺は父親とではなく、母親と暮らしているのだろう。

　俺の家も、隣の家も、どこにでもあるような建たて売うり住宅だ。パラレルワールドなんだから、目を覚ましたら豪邸に住んでいた、なんてサプライズがあってもいいような気がするが、どこに行っても家の外観は変わらない。ちょっとつまらない話だ。

　それにしても、隣の家に真宝の家族でもない、ほえむの家族でもない、見知らぬ誰かが住んでいるというのはガキの頃ころ以来だ。こんな俺にとってもいささか奇妙な心持ちだった。

　表札を確かめると、「鏡かがみ」とある。

　かがみ、か？　どこかで聞いたような名前だ。同学年の生徒にいたような気がする。珍しい苗みよう字じだからすぐに思い出してもいい筈はずなのだが、頭が回らない。

　とにかく、その部屋の女を訪ねろとこの世界の俺おれが言ってるんだから仕方ない。他人の家を訪問するには非常識な時間という気もするが、お隣となりさんのよしみということで許して欲しい。誰だれだか知らないお隣さんだがな。

　見慣れた門もん扉ぴを抜け、見慣れた玄関の前に立つ。

　ピンポーン。

　チャイムを鳴らした。しばらく待ってみたが、人の出てくる気配はない。

　ここの住人はまだ寝てるのか？　くそ、早起きしろよ、この俺だって早起きしてるんだからな、と心の中で八つ当たり気味な愚ぐ痴ちを零こぼす。何度もチャイムのボタンを押したり、しまいにはドンドンと扉を叩たたいたりしたが、うんともすんとも応答がなかった。

　朝っぱらから、留守なのかもしれない。そう諦あきらめて帰ろうとしたところで、ふと思いついた。

　もしも、ブラインドの部屋の女が、真ま宝ほうやほえむのように、この世界の俺の幼なじみであるならば……どの世界の俺だって、やることは同じに決まっているじゃないか。

　玄関から庭に回ってみた。俺の家との敷しき地ちを隔へだてた塀へいの内側。我が家と同じく、大して手入れもされていない庭だ。ただ、そこにはやっぱり茂みがあるわけで。

　近づくと、その茂みには色々な文房具が引っかかっていた。小さくなった消しゴムとか、ちびた鉛筆とか、古くなった分度器とか、そういうものが。

　これなら、遠慮する必要なんて最初からなかったというもの。

　インクがなくなっているボールペンを手に取ると、俺は、思いっきりそれを二階の窓に向けて投げた。

　こつん。

　狙ねらい通り、ボールペンは目当ての窓に命中し、落下する。

　ほんの少し間があって、ブラインドが引き上げられ、窓がカラカラと開けられた。真宝のように元気いっぱいでもなければ、ほえむのようにスローモーションでもない所しよ作さで。

　ついに部屋の女が顔を出すのかと思って見上げていたら、手だけがにょきっと窓の隙すき間まから生えてきた。そして、何か小さなものが、俺めがけてまっしぐらに落とされてくる。

「ひいっ!?」

　驚おどろいて、咄とつ嗟さに避よけた。危ないじゃねえか。

　土の地面にガチャガチャ金属音を立てて落ちてきたものを確かめると、鍵かぎがいくつも束ねられた、狸たぬきのマスコットのついたキーホルダーだった。

　そして、もう用事は終わったとばかりに、二階のブラインドも窓もぴしゃんと閉じられる。開ける時はそうでもなかったのに、閉じる時だけはやたらと迅速な動きだ。

　顔を出さないばかりか、声もかけてこない。なんて無礼な女なのだ。

　だが、これが落とされてきたということは。

　思わず、拾った鍵かぎの束をまじまじと見つめてしまう。マスコットの狸たぬきは、じゃらじゃらとぶら下がった鍵の重さなどそよとも感じないかのように、のんびりと和なごんだ顔をしていた。その面つらに馬ば鹿かにされているような気がするのは、さすがに俺の被害妄もう想そうだろうが。

　……これは、玄関の鍵を開けて入って来いって意味だよな？　間違いないよな？




　隣となりの家の中に入るのは、久しぶりだ。

　ほえむの家の夕食に招待されるのも、最近はとんとご無ぶ沙さ汰たである。ましてや、高校生にもなって、女である真ま宝ほうやほえむの自室に上がることなど有り得ないではないか。

　覚えている限りでは、真宝の家には、彼女が小学生の時に桜おう花か市内の演劇コンクールで入賞した時のトロフィーが廊ろう下かに飾ってあった。ほえむの家には、彼女の童画風のイラストが壁にかけられていたり、動物をかたどった小物がちょっとしたスペースに並べられていたりした。

　しかし、この家には、そういった住人の趣味を反映するものなど一つも置かれていない。

　実を言うと玄関に靴も置かれていなかったし、傘立ても空っぽだった。

　これでは空き家同然ではないか。先ほど、窓から鍵の束が落下してくるのをこの目で見なければ、家の中に人がいるとも思えなかっただろう。

　間取りは記憶通りだ。いつもなら真宝かほえむがいる部屋のドアの前に立つ。

　この部屋の女は、顔も見ずに鍵の束を投げ落としてきた。無用心のすぎる話だが、俺はえらく信頼されていると思わざるを得ないではないか。やはり、この世界の俺と付き合いが長いのだろうか。

　それにしても、会ったことのない幼なじみに、まずどうやって声をかけるべきか分からない。

　とりあえずノックする。

　反応がない。

　まったく、どうしろと言うのだ。初対面の相手だが、「おい、鍵を届けに来たぞ」と勝手にドアを開けることにした。女相手ではあるが、無礼には無礼で返してやる。

　無機質な部屋だった。俺の部屋も必要最低限の家具しか置いていなくて殺風景だが、いい勝負だ。通販で買ったような、シンプルなベッドや何の飾り気けもない洋服簞だん笥すが並んでいるだけ。真宝やほえむの部屋とは大違いだ。これでは男の部屋に見えてしまう。

　ただ、事実、そこに座っていたのは少女といっていい年齢の女だった。

　置いてあるものが少ないせいか広く見えるフローリングの部屋の中央に、事務職の会社員が使いそうな机がしつらえてあって、その上では、旧型なのかやたらとでかいデスクトップパソコンが存在感を主張するようにファンの音を立てていた。

　部屋の主は回転椅い子すに腰かけ、こちらに背中を向けて、そのキーボードを一心に叩たたき続けている。

　つややかな髪は驚おどろくほど長かった。腰よりも伸びていて、椅子の座面から下に垂れている。

「…………？」

　背後に近づくと、まったく唐とう突とつに、女はキッと振り返った。

　年とし頃ごろは俺おれと同じくらいだと思う。瞳ひとみの大きさは真ま宝ほうといい勝負だ。肌が白く、血管が透すけて見えてしまいそうだ。病人かもしれない、と思うほどに儚はかなげな少女だった。着ているのが白いパジャマであることも雰ふん囲い気きを引き立てる。いかにも高原のサナトリウムにいそうな……いや、サナトリウムなんて行ったことないけどな。

「なによ……あんた、はじめてここの世界に来た葵あおいなワケ？」

　儚げな外見には似合わず、ぞんざいな口調ではあるが、とにかく彼女はやっと喋しやべってくれた。

「えーと」

　俺のほうはと言えば、今さらながら動揺してしまっていた。

『この世界にはじめて来た奴やつは、そこのブラインドの部屋の女を訪ねるように』

　そう書き残されていたということは、つまり、こいつは俺の抱えている秘密を知っているんだよな。

　真宝にも、ほえむにも打ち明けたことがない俺の境遇を、今の今まで会ったこともないこの女が知っている。そのことに、なんとも奇妙な居心地を覚えずにはいられなかった。

「私は鏡かがみ舞まい花か」

　俺が初対面だと推察したのだろう。長髪の女──舞花は、にこりともせずに自己紹介をした。

「えーと……一体、どこから訊きけばいいもんだか」じっと注がれる視線に威圧され、俺は一回ごくんと唾つばを飲み込んでから質問をはじめる。「とにかく、お前は俺が何を訊ききに来たかは知ってるんだよな？」

「あんたの部屋にメモ書きがあったんでしょ。ブラインドの部屋の女のところに行けって」

　舞花は、やっと俺の顔から目を離はなした。そして人形のように長い睫まつ毛げを伏せて、つくりもののように小さな唇くちびるで、ずけずけと言葉を紡ぎ続ける。

「心配しなくても、あんたの聞きたいことはみんな分かってるわよ。たまにやってくるの。あんたと同じように、別のパラレルワールドから、ここの世界に突然飛んでくる葵がね。そんなあんたたちの相手を散さん々ざんさせられてるんだから、あんたの知りたいことだったら、私には大体予想がつくわ」

「…………」

　改めてパラレルワールドという言葉を現実に存在しているものとして耳にすると、不思議な感慨深さがあった。ＳＦのものとして他人と語り合うのとは全然違う。

「……どうして、そんなことが起こるんだ」

　今いま更さらのように胸に突き上げてきたのは、ずっと深く考えないようにしていた、俺にとってもっとも根源的な問いだった。

　一度その疑問を自覚すると、かっと胸中が燃えるように熱くなる。そうだ、今までは理由を知りようがないから、生まれつきの特異体質なのだという訳の分からん理屈で自分を無理やり納得させてきたのだが……本当は、どれほど、その答えが欲しくてたまらなかったことか。

「どうして俺おれは、普通の人間と同じように、一つの世界にずっと留とどまっていることができないんだ？」

「そのことなら知らないわ。もしかしたら私の影えい響きようかもしれないけど」

「………………………………………………ちょっと待て」

　人間、あまりにツッコみどころが多すぎると、逆に絶句してしまうものだ。

　ふてぶてしい、とも形容したくなるような仕し草ぐさで、舞まい花かは事務机へと肘ひじをついた。

「私の影響かもしれない、と言ってるの。だって、この世界のあんたは、小さい頃ころから私の隣となりに住んでいるうちに、自分も勝手にパラレルワールドを転移しはじめたんだから。別に私は何もしたつもりはないけど、あながち偶然とも思えないじゃないの」

　舞花の言葉の意味を吞のみ込むまで、しばらく時間が必要だった。

　そして、気がつけば、

「…………どういうことだ!!」

　自分でも驚おどろくほどの怒ど声せいが口から飛び出していた。

「お前が……元げん凶きようかもしれないと、そう言ってるのか？」

　経験したことのない激情で、声が震ふるえていた。こんな風に生まれついて……俺が、どれほど自分の人生を恨んできたというのか。

　だが、俺を見ている舞花は無表情なままだった。まるでマネキン人形のように。

「どの葵あおいも……最初はそうやって怒るわ」

　その口調も、とても平へい坦たんなものだった。声が掠かすれることさえなかった。

　なのに、不意に俺は、今こいつは哀かなしんだのではないか、と思ってしまったのだ。どうしてそんな気がしたのかは、分からない。

　それでも理性を総動員して、大きく呼吸を整える。

　そうだ、落ち着け、俺。これは俺の人生の謎なぞを解くためのまたとない機会だ。感情に流されて、チャンスをふいにするな、俺。

「じゃあ聞くが……」どうにか、ギリギリの冷静さを確保してから質問を舌に乗せる。「つまり、お前も俺と同じ体質だってことか？　朝起きると、勝手に別のパラレルワールドで目を覚ましてしまうという……」

「違うわ。あんたなんかと一緒にしないでちょうだい」舞花の返答はすげないものだ。置かれている境遇のレベルが違う、という口ぶりである。

「じゃあ俺と違って自由にパラレルワールドを行き来できる、とか？」

「いいえ。私は一度たりとも、この世界から別の世界に転移したことはないわ」

「それじゃあ、一体、お前が俺にどういう影響を与えているっていうんだ」

　もって回った舞まい花かの言葉に、俺おれはいい加減苛いら々いらしていたが、




「……多世界観測者、と私は自称してるわ」




　舞花はふっとパソコンに目を戻し、再びキーボードを叩たたき始めた。ひそやかに降りはじめた霧きり雨さめのように、十本の細い指がキーの上を踊る。黒い画面に、物もの凄すごい勢いで白い文字列が流れはじめた。

「葵あおい。あんたんちの隣となりには誰だれが住んでる？」

「は？」

　唐とう突とつな話題の転換に頭がついていかないのだが、

「今、私が住んでるこの部屋に、あんたの世界では誰が暮らしてるのか、と聞いてるのよ」

　俺の混乱を気にする風でもなく、舞花は言葉を重ねてくる。

「…………篠しの崎ざき真ま宝ほう、と、遠えん藤どう微笑ほえむ。知ってるのか？」

「ずっと昔から、その二人だけだったの？」

「いや、小学生ん時は、あと澤さわ木ぎって家と天あま川かわっていう家が……それより昔のことはよく分からん」

「ふうん……だとすると……その条件で絞れば、検索できそうだわ」

「いや、だからお前、何やってんだよ」

　舞花は俺の質問には答えず、ただ目にも留とまらないスピードでその作業を続けた。ごく静かなタッチタイピングだが、彼女は最後のＥｎｔｅｒキーだけはやたらと高らかに打った。すると、黒い画面に数行のローマ字と数字が静止する。






MAHOU SINOZAKI　　48.51%

HOEMU ENDOU　　　42.70%

MAIKA KAGAMI　　　　4.17%

KAZURA SAWAGI　　　0.04%

AIBA AMAKAWA　　　　0.13%








　……なんだこれは。俺も、画面の白い文字と同じく固まった。

「まあ、推定よ推定。これが『現在のあんたの隣りん人じんの存在確率』ってこと」

「ますます話が分からなくなったんだが……」

「多分、あんたも他の葵と同じく、パラレルワールドを単純に想像してるでしょう。確定された世界がいくつも並行していて、自分はその間をポンポン飛ばされているようなイメージをしていなかったかしら。

　でも、現在の科学でも解明されていない未知の事象が、古典力学的に解釈できるわけがないじゃない。……あんた、量りよう子し力りき学がくって分かる？」

　つい昨日耳にした単語が出てきて、俺おれはうっかりコケそうになった。

「詳しくはまったく知らんが、シュレーディンガーの猫とかいう奴やつだったら、なんとなく」

「なんとなくでいいわ。コペンハーゲン解釈と多世界解釈のどちらが正しいかとか、そういう問題は置いておくわよ。パラレルワールドの性質を説明するには、そのイメージで語るのが分かりやすいの。

　あんたの家の隣となりの部屋に住んでいるのは、約48％の確率で篠しの崎ざき真ま宝ほう、42％の確率で遠えん藤どう微笑ほえむ、４％の確率で私……それらの状態が重なり合っているというわけ。１％以下の確率だけど、澤さわ木ぎ氏や天あま川かわ氏もまだあんたの部屋の隣に住んでるわよ。確率が低すぎて、実際には出現してこないというだけで」

「んなバカな……」

　ちっとも分かりやすくない。話を理解するためのハードルが、追いつけないままどんどん高くなっていく。

「パラレルワールドっていうけど、単純に世界が並行しているだけじゃないのよ。その存在確率は常に変動しているの」舞まい花かは、作業を終えて疲れた、と言いたげに回転椅い子すに深く座り直した。「……観測者の主観によってね」

「観測者……？」

「そう。観測者効果って聞いたことないかしら？　世界を見ている主体である観測者の存在が、観測結果に影えい響きようを与える現象のこと。

　これまでの観察から、パラレルワールドにも観測者効果は働くことがわかっているわ。世界と世界の間を転移し続けている観測者の主観が、世界の出現確率に変動を与える、ってわけ」

「どういう意味なんだ……？」

「イメージは簡単よ。パラレルワールドを転移している観測者自身が世界をどう見るかで、世界が変わるっていうこと」

　舞花は先ほど、自分のことを多世界観測者、と自称した。

　だが、彼女自身は、パラレルワールドを転移している存在ではないという。

　だとすると、この場合、舞花が言っている観測者と言うのは……。

「……俺のことなのか？」

「あんたに見られている世界にとってはね」

　舞花は、顔全体は無表情のまま、口元だけふっと歪めた。見ようによれば、冷笑を零こぼしたように受け取れなくもない。「篠崎真宝と遠藤微笑……その二人の隣りん人じんって、若いの？」

「は？　ああ、まあな。真宝はタメだし、微笑は一つ年上だからな」

「やっぱり」

　ふう、とわざとらしく舞まい花かは溜ため息いきをついた。そして、やはり顔色は一切変えることなく、

「ふたまた」

　びしっっと俺おれを指差す。

　……この女め。先ほどどうにか抑えてやった怒りが、またこみあげてくるではないか。

「あのなあ、人聞きが悪いだろうが。二人とも幼なじみだ、女としては全然見てねーんだからな！」ここまでハッキリ言い切ってしまうと真ま宝ほうとほえむに対して申し訳ない気分も湧わいたが、いくらなんでも二ふた股またとは聞き捨てならん。

「でも、その二人があんたの隣となりに存在してる世界が残ったのは、複数の世界を観測しているあんた自身が、そうなってほしいと無意識下に願っていた結果、徐々にそれが実現されていったってことなのよ。

　ま、隣りん人じんたちの他ほかにも、その二つの世界にあんたがいたかった理由が何かあるのなら別だけど？　あんたみたいに、布ふ団とんで寝てる時が人生というドラマのクライマックスだって言い切るような男に、そんなものがあるのかしら？」

　爆ばく弾だん発言をしておきながら、涼しい表情の舞花が実に憎たらしいのだが、

「うッ……………………!!」

　俺は、反論できなかった。俺がマホ界とホエ界を無意識にでも選んだのだとしたら、確かに、その理由は幼なじみたちの存在を除いては考えられない。

「それを言えば、天あま川かわ氏や澤さわ木ぎ氏の世界があんたの主観世界に全く出現しない理由もそう。

　確率が１％以下とはいえ、この数字だけを見たら、一年に一日か二日くらいはこれらの世界が現れてもいいような気がするでしょ。でも、そうならないのは、あんたがそれを望んでいないからよ。一応隣人の名前だけがあんたの記憶に残っているから、出現確率がまったくのゼロにはなっていないってだけで」

　頭が痛くなってきた。

「で、でも。お前、今そんな確率をどうやって計算したんだよ。第一、全部足しても100%にならないだろ、それは一体どう説明するんだよ」

　書かれているパーセンテージを足し合わせると、95.55%だ。残りの4%ちょいは一体どこに消えてるんだ？

「後の質問から答えてあげる。

　篠しの崎ざき真宝のいる世界、遠えん藤どう微笑ほえむのいる世界……一応、座標としては、それぞれ『M/29831x』『H/301594q』とは名付けられているけれど……。

　これじゃ分かりにくいわよね。あんたなら、さしずめシノ界とかエン界とか名付けてそうよね？」

「……それじゃあ語ご呂ろが悪いだろ。マホ界と、ホエ界だ」

　冷や汗が出そうだ。本当に、この女は俺のことをよく知ってやがる。

　しかし、マホ界とホエ界のことをそんな番号で名付けているのが、舞まい花かではないなら一体誰だれだというのだ。余計説明がややこしくなったら頭痛が加速するから、深く聞きたくないが。

「じゃあ、私もそう呼称するわ。私の計算だと、計算結果に現れていない残りの確率およそ４％は、マホ界とホエ界が重なり合った結果生じたものだと推定されるわ。私は『不確定領域』と呼んでいるけれど」

「はあ？　パラレルワールドが重なり合う……？」

「シュレーディンガーの猫の例えでは、猫が生きているか死んでいるか分からない状態を『重ね合わせ』と言ったわよね。

　量りよう子し力りき学がくの『重なり合う』という現象は、本当に重なって見ることができるわけじゃないわ。観測してしまえば、猫は生きているか、死んでいるか……その可能性のいずれかの結果しか人間の主観では確認できないの」そういや、天てん馬まが同じような説明をしていたな。「それと同じよ。マホ界とホエ界が重なり合っている部分は、確率的に計算できるだけで、実際に目で見ることはできないわ。でも……」

　舞花はもう一度俺おれを振り返った。

「ひらたく言えば、二つの世界が近づいてきてるってことなのよ。あんた、気づくようなことはなかった？」

　……言われてみれば、思い当たることがないでもない。

　若わか葉ば高校の制服が、マホ界でもホエ界でもブレザーに統一されることとか。もしかして、何のつながりもなかった真ま宝ほうとほえむが、高校で同じ演劇部の部長と副部長という間柄になったのも……。

　いやいやいや。俺は思わず、ぶんぶんと頭を振る。思わず真ま面じ目めに考えてしまったが、それがどうした、と言われたらその通りの些さ細さいな変化ではないか。世界と世界が重なり合うというような壮大なイメージにはそぐわない。

　そんな俺の思考を読み当てたのか、舞花はズバッと切り込んでくる。

「つまらないと思うような変化を侮らない方がいいわよ。だって、問題はあくまで、あんたの主観なんだから。地球の反対側の人間がどう暮らしてるかなんて、気にもしたことないでしょ？　あんたみたいなナマケモノには、政治や経済とかの社会情勢が現在どうなってるかだってどうでもいい筈はず。

　つまり、あんたにとって問題なのは、あんたの人生と、あんたの周囲のささやかな人間関係だけなのよ」

「…………」

　そんな馬ば鹿かな話があるか、と一笑に付ふすことだってできるかもしれない。

　だが、なにぶん俺の人生が有り得ない現象で構成されている事実があり、目の前に現れた女は、そのはじめての解説者なのだ。どれだけ馬鹿なことを言われても、スルーすることなんかできやしない。

「第一ね、そう考えたら、あんたがこの世界に突然転がり込んできた説明がつくんじゃないかしら？」舞まい花かは再びパソコンのキーを叩たたいた。「……やっぱりね。昨日の段階では、あんたにとって私が隣となり合わせに住んでいる確率は1.52%、澤さわ木ぎ氏や天あま川かわ氏よりはちょっとマシ程度ね。マホ界とホエ界が近づきつつあるから、あんたはうっかり生じた確率の網あみ目めを抜けて、ここに来てしまったんじゃないの？　……まあ、私のお陰で人生の謎なぞが解けてきて、得したからいいわよね」

「いや、謎なんか全然解けてないだろ！　むしろ、お前の存在が謎すぎるわ！」

　先ほどの質問を続けようとしたが、「あんた、そろそろ学校行ったら？」舞花はパソコンの画面に表示されている時計を確かめたようだ。

　確かに、学校に行くならば、そろそろ支し度たくをしないと間に合わない時刻になっていた。しかし、今はとても登校するような気分ではなかった。何しろ、人生の岐き路ろとも言える局面にいるのだ。

「学校なんかどうでもいいぜ。まだ訊ききたいことが残ってる。さっきの質問だって……」

「そういえば、全部答えてなかったわね」舞花は冷ややかに肩をすくめた。「でも、そんなに急がなくてもいいじゃないの。質問だったら、明日でも明後日あさつてにでも、またいくらでも答えてあげるわよ」

「どういうことだよ。……俺は、明日からもマホ界やホエ界に帰れないってことなのか？」思わず、事務机にどんと手を置いて尋ねたが、

「いいえ、明日は帰れるわよ」舞花は俺の心配をあっさりと斬って捨てた。「もう忘れたの？　私があんたの家の隣となりに住んでいる確率は４％なのよ。このパーセンテージは今後も変動するでしょうけど、それでも、篠しの崎ざき真ま宝ほうや遠えん藤どう微笑ほえむがあんたの隣に住んでいる確率の方が遥はるかに高いんだから、明日もあんたがこの世界にやって来る確率なんて無いようなものよ。むしろ、４％の確率しかないのに、あんたが今日ここにやって来たことの方が結構な偶然なんだから」

「？　じゃあ、明日はお前には会うわけないだろ？」

　舞花の言う通りだとすると、明日、俺にとっての世界でこの部屋にいるのは、いつも通り、真宝かほえむのどちらかということになる。

　ここにいる舞花がマホ界やホエ界に自由にやってこれるというのなら話が別だが、舞花自身は他のパラレルワールドに転移することはできない、と明言したのだ。

「……明日になれば分かるわ」舞花はだるそうに長い髪に指を通した。呆あきれるほどの長髪なのに重みを感じさせない、少女の滑なめらかな髪がゆるやかに広がる。「それより、この世界でしか分からないこともあるわよ。せっかくだから、学校に行った方がいいわ。あと付け加えれば、私は夜の間ずっと起きてたから眠いのよ。説明するのにも疲れてきたわ。とっとと出て行ってちょうだい」幼なじみどころか、この女との付き合いが三十分に満たない俺でも充分に分かる。付け加えた後半が彼女の本音だ。

「だがな、俺おれはこの世界の若わか葉ば高校のことを知らない。一日くらい休んでも」「あんた、今携帯持ってる？」舞まい花かは俺の反論を意に介さず、唐とう突とつに尋ねた。

「え……ああ、そういえば」

　俺にとっては使ったことのない、この世界の俺の携帯電話だ。

　別々に使い方を覚えるのが面倒という理由で、俺はマホ界とホエ界で同じ機種の携帯を使っていた。流は行やりだろうが何だろうが、スマホなんてもってのほかである。

　だが、今手元にある携帯は、機種どころかキャリアも違う馴な染じみのないものだ。第一、この世界の知り合いから電話がかかってきても、対応に困る。それでも、いつもの習慣で、ジーンズの後ろポケットに突っ込んできていた。

　ふとその携帯電話を見ると、ぶら下がっているストラップが、やっぱり狸たぬきのマスコットであることに気づく。のんびりと和なごんだ顔をしている……これって舞花のキーホルダーと同じ奴やつじゃないのか？

　背筋がぞっとする。俺は女とお揃そろいのマスコットを持つようなキャラではない。

　俺がマホ界にいる時にはホエ界にいて、ホエ界にいる時にはマホ界にいる、もう一人の俺。その俺とたびたび入れ替わっていても違和感がないのは、相手が、ずっと同じ環境下で育ってきた自分だから。世界ごしの背中合わせで永遠に出会うことはないけれど、まさに分身と言える存在である。

　だが、違う環境下で暮らしている俺は、そうとも限らないのだろうか。一体どんな奴なんだ。

　舞花は、遠慮なく俺の手から、その携帯電話をもぎ取った。フラップを開き、実に使い慣れた手つきで電話帳を検索する。そこには真ま宝ほうやほえむの名前は存在していないだろうか、という考えがちらりと頭をよぎった。

「もしもし？　私。朝から悪いんだけど」

　そして、勝手に電話をかけはじめた舞花。

「実は、この世界にはじめてやって来た葵あおいがいるわけよ。……ええ、結構久しぶりよね」

　…………は？　こいつ、一体何を言ってるんだ？

「今、色々と説明してあげているところよ。まだ全部は話してないけどね。……それで、これからこの新米の葵が学校に向かうから、あんた面倒見てやってくれるわね。いつも通り。……ええ、頼んだわよ。じゃあ」

　一方的に用件を並べ立てると舞花は通話を切った。差し出された携帯を受け取りつつも、

「おい。お前、今一体誰だれに電話かけたんだよ!?」

　そうまくし立てずにはいられない。この世界には舞花のほかにも、まだ俺の事情を知っている奴がいるのか？

「ぎゃーぎゃーうるさいわね。協力者よ。

　さっきも言ったけど、この世界には、あんたみたいにほかのパラレルワールドから突然やってくる葵あおいがたまにいるの。そういう時に、学校であんたの面倒を見るように頼んでる相手がいるのよ」

　そう言えば、と自室の机で目にした文もん言ごんを思い出す。

『この世界にはじめて来た俺おれは、そこのブラインドの部屋の女を訪ねるように』

　なるほど。今朝の俺みたいに、突然ここに現れる俺のために、あのメモ書きはずっと机に置かれているわけだ。

「あと、あんたみたいな新米の葵は、いつも部屋に制服がなかったとか言ってゴネるんだけど、この世界での若わか葉ば高校は私服通学なのよ。これ以上私に面倒な説明させないでちょうだい。さあ、今度こそ出ていって。もう眠気が限界だわ」

　眠いと言いながらも、会った時から口元以外の表情筋が一ミリも動かされていないが、そんな舞まい花かの剣幕になぜか逆らうことはできなかった。「か、鍵かぎは？」「閉めたらポストにでも放り込んでてちょうだい。言っておくけど、私が寝ている間に勝手に入ってきたら不法侵入で警察呼ぶわよ、警察」言われていることはなかなか酷ひどいが、俺が鍵を持ち逃げする疑いなど舞花は芥あくたほどもかけていないようだ。しかし、もう退散するほかどうしようもない空気である。

　玄関を出て、指示通り郵便ポストに鍵を放り込んでやってから、俺はあらためて舞花の家を見上げる。

　謎なぞはまったくもって解けていない。舞花の言動には、はなはだ腹が立つ。

　しかし、それとは別に、感無量の想おもいが胸の内に広がっていた。はじめて自分以外の他人と、ずっと誰だれにも秘密にしてきたことを話せたからだ。認めたくはなかったのだが……きっと俺は、自分の思っていた以上に孤独を抱えていたのだろう。

　他のパラレルワールドから飛んできた何人もの俺も、こうして舞花の家を見上げながら、今の俺と同じ感慨を胸に抱いたのかもしれない。

　しかし、舞花自身は学校に行かなくていいのだろうか。俺と同い年くらいに見えたのだが……昼夜逆転しているみたいだし。

　ふと、玄関にかけられた表札が目に入る。『鏡かがみ』という、舞花の変わった苗みよう字じ。

　そして舞花は、学校に行っていない。つまり、不登校状態にあるわけで……。

「……ああ!!」

　やっと合が点てんがいって、思わず大声を出してしまった。

　──同じ学年の不登校生徒といえば、川かわ上かみか鏡か安あん斎ざいか……──

　クラスが違うが、そういう名前の不登校生徒が確かにいたのだ。苗字の一致が偶然ではないとすると、舞花も一応は若葉高校の生徒の一人なのか。

　そして、次なる問題は、若葉高校にいるらしい舞花の協力者が一体誰か、ということ。そう言えば名前すら聞いていなかった。

　……待てよ。舞まい花かは俺おれの携帯でそいつに連絡を取っていたじゃないか。発信履歴を見れば、舞花が電話をかけていた相手の名前を知ることができる。舞花は電話番号を直接入力したのではなく電話帳を検索していたのだから。

　歩きながらも、さっそく携帯の画面でそれを確かめてみた俺は、もうちょっとで自分の家の玄関先でずっこけるところだった。

　最新の発信履歴に、こんな名前が表示されていたから。

『天てん馬ま諒りよう一いち』







「さて、江え村むら君。午前中はお疲れ様でした」

　時は、昼休み。

　いそいそと日替わり定食Ａの盆を目の前のテーブルに置くメガネ男を眺めながら、俺はどうにも複雑な思いを持て余していた。

　昨日俺が会話をした天馬はここにいる天馬ではないのだが……私服通学だというのに制服と大差ないような白いワイシャツを着込んでいるから、見た目はいつもと同じようだ。

　マホ界でもホエ界でもそうであるように、天馬はやっぱり俺のクラスメートだった。ただ、この世界においては、天馬は普ふ段だんから俺の友人というポジションにいるらしい。

　俺が普段いる世界で天馬と昼食をともにしていたら、周囲からは珍しがられるに違いない。クラスの中でも対極の存在だからな。優等生たる優等生の天馬、どうして優等生なのかがよく分からないような俺。

　お行儀よく「いただきます」と手を合わせている天馬に、俺は割り箸ばしを割りながら、ぼそりと謝った。

「……色々すまんかったな」

「いえいえ」

　なんでもないことのように天馬は手を振るが、舞花が俺の世話を頼んだ男は、実に段取りよく手を回してくれていた。

　まず、朝のこと。舞花の家を出て、一いつ旦たん自分の家に戻ってから登校した、その時。

　マホ界でもない、ホエ界でもない、違うパラレルワールドに飛んだのはずいぶん久しぶりだったもので、俺はすっかり失念していた。

　俺が若わか葉ば高校の生徒で、どこのクラスに所属しているのかは学生証を見たら分かる。だが、自分の教室が校舎のどこにあるのかが分からないのだった。

　校門の前まで走ってきた俺は、ひさびさに幼稚園の頃ころの悲劇を思い出してしまった。たんぽぽ組とすみれ組とばら組で、毎日迷っていた幼い自分のことを。

　遅刻ぎりぎりでは、校舎を回って自分のクラスを探すわけにもいかない。誰だれかに尋ねようにも、転校生でもなければ記憶喪失でもあるまいし、教室が分からない高校生などいるわけがない。いくらなんでも幼稚園児とは違うのだ。

　やっぱり帰ろう。帰って寝よう。俺おれは、初志貫徹すべきだったのだ。

　そう決めて、すごすごと帰路を辿たどろうとした俺の鞄かばんの中で、マナーモードにしている携帯が唸り出した。取り出してみると、新着メールが届いている。

　送信者は、天てん馬ま諒りよう一いち。

　その文面には、俺の入るべき教室の場所、そしてご丁てい寧ねいにも俺の座る席の位置まで、事細かに説明が書かれていた。

　さらに。無事にその教室、その机に辿り着き、一時限目の準備のために引き出しを開けると、ノートのコピーが何枚も出てきた。今日受ける授業の学習範囲であった。天馬は、この世界に突とつ如じよ舞い込んできた俺のために、自分の予習したノートを朝からコンビニかどこかでコピーしてくれたらしい。授業中、俺ができるだけ困らないようにと。

　昔、ガキだった俺がどれほど苦労したかを思い返せば、そういった気遣いのすべてに感動せずにはいられなかった。本当に正直なことを言えば、ちょっとだけ泣きそうになった。嗚あ呼あ。

　……そして。午前中の授業を終えて、俺はこの世界の天馬に誘われ、こうして昼食をともにしているのである。

　こいつ自身と会話するのは、これがはじめてだ。

　俺の注文した肉玉子うどんは、マホ界の学食の同じものより塩辛く、ホエ界のよりはダシが効いていた。調理するおばちゃんの腕の問題だからな。脳内で勝手なランク付けをしながら麵めんをすすり込んでいる俺に、天馬は、「大変申し訳ないのですが」と切り出す。

「僕、今日は昼休みしか自由な時間が取れないんです。本当は放課後にでもゆっくりお話したかったんですけど、演劇部と打ち合わせをしなければならなくて。夜には塾じゆくもありますし」

「演劇部……お前、この世界でも真ま宝ほうの台本手伝わされてんのか？」

「はい。あなたの世界でも、僕はそうしてるんですか？　パラレルワールドをテーマとした演劇なんですが」

「まさに同じだな。昨日、お前と俺と、演劇部の部室で真宝を交えて台本の打ち合わせをしたばかりなんだぜ。とにかく面おも白しろければいいから、シュレーディンガーの猫とか適当にそれっぽいことを言わしとけ、みたいな感じだったが」

　なんだか俺も打ち合わせの一員みたいな言い方をしてしまったが、細かい説明までする必要はないだろう。

「あはは、やっぱり僕と言ってることが同じなんですね！」

　天馬は、実に楽しげな笑い声を立てた。やっぱり同じなのかよ。

　……そう。この男はＳＦが大好きなのだ。こいつが俺の抱えている事情を知ったら、大喜びで話を聞いてきたがるのは当然のことだった。俺の世話を焼くのも、結局はそのためなのかもしれない。

「改めまして、はじめまして。別の世界から来た、江え村むら葵あおい君」

「ああ、はじめまして。この世界の天てん馬ま諒りよう一いちクン」うどんの汁に浮かんでいる玉子をずずっと吸う。叶かなうことなら、もうちょっと黄身が半熟であってほしかった。「……ところでお前、どういう経緯があって、俺おれの境遇なんぞ知ってるんだ？」

「最初は舞まい花かさんと知り合ったんです。それから……いえ、詳しいことは、あとでこれを読んでください」

　目の前に差し出されたのは、細々と文章の綴つづられたＡ４の用紙。

「…………なんだ、これは？」

「たまに、あなたのように、突然この世界を訪れてくる江村君がいるんですよ。それともあなたは、普ふ段だんは相楽さがら君と呼ばれているのですか？　その方がしっくり来るなら、そうお呼びしますが」

「普段からどっちでも呼ばれているから、どっちでもいいよ」

「じゃあ、このまま江村君と呼ばせてくださいね。……舞花さんからのご紹介で、はじめて僕がお会いした江村君が僕に対して尋ねてくることは、いつも大体同じような内容なんです。それで、あなたによく聞かれる質問をＦＡＱ形式でまとめました」

「……そいつは、わざわざどうも」他ほかに答えようがない。

「あなたが訊ききたいことは、それを読めば大体分かる筈はずです。午後の授業の時にでも、ゆっくり目を通しておいてください」……もう、こいつの優等生らしからぬ発言は気にしないからな。「で、結局、お前は俺に何を言いたいんだ？」もらった紙は脇わきに置いて、うどんと一緒に頼んだおむすびを口に運びながら訊いてみる。

「質問についてはこれを読め、というのは時間の節約をしたいからじゃないのか？」

　もしも俺が天馬の立場だったら、「新米の葵」に会うたびに同じような説明をするのは面倒くさい、という理由で同じことをするかもしれない。だが、この優等生は人に何かを教えることは苦でないようだ。自分が手間を取るのが嫌だから、という理由ではないように思えた。

「さすが江村君ですよね。こう切り出すと、三人に二人のあなたはすぐにそう察してくれますよ」と天馬。ううう、なんだか俺のクローンがいっぱいいるようで、嫌な気分だ。

「時間があれば、僕の説明できる範囲で、ゆっくりとあなたのご質問にお答えしたいのですが……なにぶん今日は余裕がありませんので、それでご容よう赦しやください」

「分かった。で、何なんだよ」

「先ほどのお話を聞いたところ、あなたの世界でも、あなたは僕と知り合いだということで間違いはないんですよね？」

「ああ。クラスメートだよ。別に友達じゃないけどな」

　本人を目の前にして、つれない言い方かもしれない。だが天馬はやっぱり、という表情で頷うなずいた。

「どうも、僕という人間は周囲に誤解を与えてしまうようで。僕と出会った多くのあなたも、僕は優等生すぎて近づきがたい存在に見えたと言うんですよね」

　俺おれも昨日まではそう思っていた。

「ですが、僕自身は舞まい花かさんを通じて江え村むら君の友人になれて、とても嬉うれしいんです。舞花さんも実に面おも白しろい方ですが、パラレルワールドを転移し続ける江村君のお話を聞くのは、僕にとって楽しくて仕方がないことなんですよ」

「……それは良かったな」あまりに熱っぽく語られて、ちょっとだけ引いている俺。

「それはきっと、ほかのパラレルワールドにいる僕にとっても、同じことではないかと思うんです。さっきのお話でも、江村君の世界にいる僕は、ここにいる僕と人格がきわめて近いように思えましたし」

「つまり……俺がいつもの世界に戻ったあと、俺の世界にいる天てん馬まとも友達になってやってくれ、と言いたいわけか？」

「まったくその通りです。やっぱりあなたは話が早い」

　胡う散さん臭くさいセールスマン並みに、笑顔で言葉を並べ立ててくる天馬。扇せん子すでも取り出してぴしゃりと自分の頭でも叩たたきそうなノリだ。いや、いくらなんでもお前、キャラ壊こわれすぎだろ。

　しかし、それは、何も知らない俺の世界の天馬……つまりは、ただのクラスメートに、俺の奇妙な境遇を一から説明しろという話ではないか。

「……お前にそう頼まれて、分かった、約束する、なんて即答した俺はいるか？」

「残念ながら、そういったことは一度もありません」……やっぱりな。「しかし、ご自分の世界に戻ってから、その世界の僕と友人になってくれたあなたもいらっしゃるようですよ」

　そんな俺もいるのか。意外だったが、確かによく考えてみれば……「まあ、俺の世界でも、今のお前のような協力者がいてくれた方が便利なこともあるかもな」

「そうですよ。きっとどの世界の僕でも、あなたの役に立つことは喜んでさせていただきますから」

　天馬はテーブルの上で熱く拳こぶしを握る。俺は、苦笑するほかどうしようもなかった。

「でも、どうしてお前が知ってるんだ？　自分の世界に帰っていった俺が、その後、その世界でのお前と友達になったかどうかなんて」

「それは舞まい花かさんに聞いて…………あ、遠えん藤どう先輩。こんにちは」

　どうやら知り合いが通りかかったらしい。天馬は俺から目を逸そらして、会え釈しやくをした。

　……ん？　遠藤？

　普ふ段だん苗みよう字じで呼ばないから、すぐにはピンと来なかったのだが、

「あれ～？」

　それは、とてもよく聞き慣れた声。

　春の野原で、蝶ちよう々ちようとたわむれているのが何より似合っていそうな、やわらかい声。

　俺おれはうどんの器うつわから顔をあげる。……一いつ瞬しゆんにして、食欲が失うせていた。

　ほえむが、目の前に立っていた。ベージュのサマーセーターに、薄うす手での白いカーディガンを羽は織おっている。見慣れた私服姿の幼なじみだ。

　だが、そのほえむが声をかけた相手は、俺ではなかった。

「天てん馬まくんだあ～」

　親しげに手を振りながら、天馬に駆け寄るほえむ。

「あなたも今日はこちらでお食事ですか？」

　そして、そんなほえむに優しげに答える天馬。

「うん。いつもはお弁当持ってくるんだけどねえ。今日、ちゃんとつくったのに忘れてきちゃったの～……もったいないことしちゃった」

「それは残念でしたね。でも、人間ですから、たまにはそういう失敗もありますよ」

「そうかな。天馬くんがそう言ってくれると、なんだかほっとするよ？」

　なんだ。なんなんだ、この親密な空気は。

「………………」

　手に持った箸はしを動かすことができないまま、俺はじっとその光景を眺めていた。

　その時、ほえむはやっと俺へと目を向ける。

「こんにちは。天馬くんのお友達ですよね？」

　……ほえむが俺の幼なじみであるのは、ホエ界にいる時だけだ。

　マホ界にいるほえむは俺の幼なじみではなく、面識のない一学年上の先輩であった。

　姉のような存在であるほえむが、別のパラレルワールドでは俺と他人である。その事実には、いまだに慣れることができない。

　俺にまったく関かかわりがなくても、こいつの人生は何の滞りもなく進んでいっている。その現実を突きつけられると、胸の奥で少々、痛むものがあった。

「ああ。こちら、演劇部の副部長の遠えん藤どう微笑ほえむ先輩です」と、天馬が俺にほえむを紹介してきた。「……そうか。なるほど、演劇部で知り合ったわけなんだな」

　納得はしたものの、俺の声が乾いていたことに、二人は気づかないようだった。

「遠藤先輩、こちらは僕のクラスメートの江え村むら葵あおい君です」

「そうなんですね。はじめまして～」

「……はじめまして」

　ホエ界のほえむではない、別のほえむと言葉を交わしたのははじめてだった。

　ほえむに敬語を遣つかわれることが、こんなにいたたまれないと思わなかった。

　それでも、俺は正直な感想を口にしてみる。

「なんだか、二人、仲がいいんだな」

「いえいえ、そう言われてしまっては、遠えん藤どう先輩に申し訳ないですよ」

　天てん馬まは否定してみせるが、

「えー、そんなことないのに。この前……」ほえむは、はにかむように笑った。「わたしが、うっかり大道具の大木をまっぷたつに壊こわしちゃって。そしたら天馬くん、塾じゆくを休んでまで、夜までかけて、わたしが大木を直すのを手伝ってくれたんです。とっても優しいんです。……そっか、江え村むらくんはお友達だから、天馬くんが優しいのは知ってますよね？」

　どうやって、ほえむが大木をまっぷたつに壊したんだ。

　そういえばほえむ、昔から時々変なものを破壊するのだ。部屋のドアのノブをひねっただけでドアが外れたとか、運動会の片づけでテントを畳んでいた筈はずが、骨組みがバラバラになって修復不可能になったとか……器用なんだか不器用なんだか分からない女なのである。

　だが、このほえむは俺おれとは初対面らしいから、余計なことは何も口に出せない。

「そうですね、俺も天馬には世話になってますよ。遠藤先輩」

　その呼び名を口にするのは、ほんの少しの努力が必要だった。

　ほえむはにっこり笑う。

「じゃあ、わたしはこれからごはん食べるから。天馬くんは、また放課後にね」

「はい、また放課後に」

　天馬に向かって手を振りながら、ほえむは俺たちのテーブルを離はなれていった。

　真ま面じ目め男おとこと思っていたら、意外とやるもんだな。そう言えば、真ま宝ほうともすぐに仲良くなったし、舞まい花かにもずいぶんと親しげに口を利きかれていたし。まあ、あいつらは誰だれにでもあんな調子なのかもしれないが。

「……えらく、仲がいいんだな？」

　さっきと同じ台詞せりふをまた繰り返してしまう。自分の口ぶりに僅わずかな嫉しつ妬との念が響ひびいたのを、否定しきれない。

　が、天馬はと言えば、眉まゆをハの字にして苦笑を零こぼすと、こう返してきた。

「何をおっしゃるんですか。第一、あなたには舞花さんがいるじゃないですか」

「はあ？」

　唐とう突とつな発言に、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう俺。

「……おや、これは失言を」はっと我に返ったように、天馬は眼鏡めがねの奥の目を見開く。「すみません。今、あなたをいつもの江村君と取り違えてしまいました」

「天馬……」携帯電話の狸たぬきのストラップの存在がまた頭をよぎる。「この世界にいる俺って……そんなに舞花と仲がいいのか？」

「そう見えますよ。お二人は幼なじみですからね」

「まさか、付き合ってるとかないだろうな??」

「僕の知る限りでは、そんな事実はないですけれど。……でも、舞花さんはずいぶんとあなたに優しくされていると思いますよ」天てん馬まは答えると、一息つくようにお茶をすすった。

　あいつが、優しい？

　確かに舞まい花かはなんだかんだ言っても、俺おれの質問に懇こん切せつ丁てい寧ねいに答えてくれていた。最後は眠いからと無理やり叩たたき出されたが、思いっきり好意的に解釈すれば、あれも俺が遅刻せずに登校するようにという彼女なりの配慮だった、と思えなくはない。俺には、遅刻してまで見知らぬ教室に登校する気はなかった。そして登校しなければ、この天馬に会うこともなかった。

　だが、いくらそう考えてみても、頭の中で舞花という少女に優しいというイメージを重ね合わせることができない。

　舞花と幼なじみとして仲良くしている自分を想像してみたところで。

　ううう。あいつに尻しりに敷しかれている俺の姿しか目に浮かばないしな……。




　午後の授業中は、色々な考え事が頭を巡り、ぼうっとしてしまっていた。とても勉強どころではない。どうせ、ホエ界やマホ界とは学習している範囲が違うし、頭に入らなくてかまわなかった。

　下校してからは、とっととベッドに潜もぐりこんで寝てしまうことにした。舞花にまだ訊ききたいことはあったが、あいつだってまだ寝ているかもしれない。寝起きのところを訪ねていって、余計に怒られて追い出されるのもごめんだった。舞花と仲良くしている俺の趣味はどうだか知らないが、少なくとも、俺はＭではない。

　眠ってしまえばいい。眠れば、すべての現実を忘れられる。いつだって、眠りだけが俺の味方だったのだから……。
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　……ぼんやりと、目を開ける。

　………………。

　……………………？

「！」

　朝、意識が覚かく醒せいした途と端たんにベッドから身を起こすという、俺らしからぬ行動をとってしまう。

　窓に目を向けると、向かいの部屋の窓にはカルピス柄の水玉模様をしたカーテンがかかっていた。──ブラインドではない。

　周囲を見回すと、やはり普ふ段だんの見慣れた俺の部屋だった。ここは、マホ界だ。……無事に日常に帰還してきたことを確かめると、やはりほっと力が抜けた。

　だが、舞花の弁を信じるなら。

　目の前にある水玉模様のカーテンは、本当はほえむのストライプのカーテンとも重なり合っている。その両者に比べればずっと僅わずかな確率ではあるけれど、舞まい花かのブラインドがそこに出現する可能性も依然として存在しているということなのか。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしいな」

　わざわざ声に出して呟つぶやいたのは、そうとでも言ってしまわないと頭が変になりそうだからだ。この理屈で言えば、真ま宝ほうとほえむだって重なり合っていることになってしまう。

　できれば、昨日の出来事は悪夢ということで片付けたい気分だ。

　ベッドから立ち上がる。それから、いつも通り、机の上のメモを確認する。

「……………………」

　やられた、とがっくりする俺おれ。

　ここにも、昨日の出来事が現実だったという、れっきとした証拠が残されていた。

　よくよく考えたら、想像がつくことだ。俺が舞花の世界に行っている間、いつも舞花の世界にいる俺は、どこに行っていたのか。

　メモには、いつになくびっしりと文字が埋められていた。それを書いたのは、いつもメモを交換しているもう一人の俺とは違う俺だった。




『よう、この世界の葵あおいクン。

　これは仕方のないことだが、自分に手紙を書くというのもイタいもんだよな。

　舞花に会ったのははじめてだったか？　だとしたら、真相を知って驚おどろいているところか？

　……昨日舞まい界に飛んでいた俺とは違う、さらに別の世界の俺が入れ違いでこの手紙を読んでいる可能性もあるかもな。その場合でも、この手紙は捨てないで取っておいてくれ。舞界というのは、舞花が隣となりに住んでいる世界のことだ。俺は普ふ段だんそう呼んでいる。




　お前が昨日のうちに、舞花や天てん馬まにどこまで真相を聞いたのかは知らない。

　もしかしてお前は、舞花のせいで自分が変な体質になったのだと彼女を恨んでいるかもしれない。

　確かに、その可能性はある。俺と同じく、お前もさぞかしこの境遇のせいで苦労してきただろうから。だが、俺には舞花を責める気持ちは毛頭ない。俺にとってそうだから、お前だって舞花のことをもっと知れば、彼女に対して怒ることはできなくなる筈はずだ。今は、それだけを覚えていてくれ。

　あと、誤解がないように、ひとつ断っておきたいことがある。

　多分、お前だってそうだとは思うが、俺には女と同じマスコットを持って喜ぶような趣味はない！　不可抗力だ！　気にするなよ。




　それから。

　俺おれは、お前の住んでいるこの世界のことを知らない。

　突然やってきた別の世界の俺が、下へ手たに登校して、学校で何か人間関係のトラブルを起こしたらいい迷惑だろう。そんなことに比べれば、出席日数が一日減った方がよほどマシではないだろうか。

　ここには、俺にとっての天てん馬まのような協力者はいないだろうしな。

　というわけで、俺は今日仮病を使って休む。一日寝て過ごすぞ。お前の布ふ団とんは綿めん成分が多いな、なかなかいい肌触りじゃないか。

　俺にとっては久しぶりのパラレルワールドの転移だった。だから、柄でもなくこんなに長い手紙を書いてしまった。

　では寝る、さらばだ』




　俺は昨日あんなに大変な思いをしていたのに、こいつはちゃっかり一日寝てやがったのか。なんて羨うらやましい！　じゃなくて!!

　間違いない。これを書いたのは、昨日俺がいた世界──こいつの言うところの「舞まい界」で、普ふ段だん暮らしている俺だ。舞まい花かと隣となり合わせに暮らし、天馬とも友人であるという俺。

　……本当なのかもしれない。こいつが、舞花とずいぶん仲がいいのだということ。

　だって、舞花がこう言っていたではないか。

『その二人があんたの隣となりに存在してる世界が残ったのは、複数の世界を観測しているあんた自身が、そうなってほしいと無意識に願った結果、徐々にそれが実現されていったってことなのよ』

　ふたまたという言われようは不本意だったが、まったく同じことがこいつにも言えるのではないだろうか。手紙を読む限り、こいつは普段、殆ほとんどの時間を舞界で過ごしているのだ。それが、こいつが舞花の隣にいたい、と真剣に願っている証あかしだとしたら……。

　そして、俺が舞花を恨んでいるのでは、と心配までしている。俺はまだ、そのあたりを詳しく聞いていないのだが……そうだ、やっと思い出した。天馬にもらったＦＡＱとやらに、俺はちっとも目を通していないままだった。

　こいつの言う通り、本当のことを確かめるまでは、舞花に対して怒るべきではないのかもしれない。

　だが、俺が舞花を好きになりそうかと言えば、疑問符が浮かんでくるばかりだ。別のパラレルワールドにいる俺は女の好みも違うのだろうか。舞花に比べれば、まだしも真ま宝ほうやほえむの方が……。

　…………ん？

　俺は一体何を考えているんだ。これじゃあ、本当に二ふた股またをかけているみたいじゃないか！

　慌あわてて、勢いよく頭を振り、今浮かべてしまった考えを吹き飛ばすことにした。







　ところで──日常とは、それを失うかもしれないという不安をリアルに体験してみてこそ、その真価を実感することができるものだ。

　朝には窓越しに、昨日は学校休んでいたみたいだけどどうしたの、と真ま宝ほうに訊きかれた。普ふ段だんならうざったかったかもしれないが、今日の俺おれには、そこに真宝がいることがただ嬉うれしかった。

　宇宙英雄ローダン・シリーズの百十三巻に取り掛かっている天てん馬まとは、軽く挨あい拶さつを交わしただけで会話はしなかった。こうしてホームグラウンドに戻ってくると、奴やつに事情を知られていないことでむしろのびのびとした気分になった。カミングアウトなんか、する必要はないだろう。

　昨日久しぶりに体験した緊張状態から解かれた俺は、ただ目の前の平和を貪むさぼりたい気分だったのだ。面倒なことは、すべて忘れたい気分になっていた。

　一日の授業を適当に終えると、布ふ団とんとか枕まくらとか布団とか布団とか布団のことを考えながら、通学鞄かばんを引っ掛けて帰路についた。

　ところが、校門を出たところで、制服のポケットにつっこんでいた携帯がブーブーと唸うなり出した。振動時間の長さから、これはメールの着信ではない。友人がきわめて少ない俺には、電話が掛かってくるというのはけっこう珍しいことである。

　俺は早く帰りたいのだ。いっそファントム・バイブレーションであることを願いつつも取り出すと、しっかりと着信中のランプが光っていた。まあ、俺が携帯に依存していないことは間違いない。発信者が誰だれなのかも確かめずに耳に当てる。

「もしもし、誰だよ」

『葵あおい？』

　昨日の朝に言葉を交わしただけだが、もはや忘れることもない氷点下の物言いに、俺は気が遠くなった。平和は、束つかの間まだった。

「舞まい花か？　お前、どうして俺の電話番号なんか知ってるんだよ」これは舞まい界の俺の携帯電話ではない。当然ながら、マホ界の俺のものだ。

『携帯電話の画面を見れば分かると思う』

　耳を離はなして液晶画面を確かめると、通話相手は「真宝」と表示されていた。

　…………ヲイ。

「どうしてお前が真宝の携帯で電話してんだよ!!　……い、いや。それより訊ききたいのは、お前が今一体どこにいるのかってことだがな！　なんで俺に電話掛けられるんだ？」

　そうだ、パラレルワールドの間で通話ができるわけはない。俺はかなり混乱しているようだ。

　そして舞花の答えは、一層俺の混乱を深めることとなった。

『両方の質問に一度に答えるわ。私は今、あんたの高校の演劇部の部室にいる』

「はあ？」

『私は昨日きのう言ったわ。明日でも明後日あさつてでも説明の続きをしてあげるって……っ、何をするの………………ねえ、葵あおいっ、このコは一体誰だれなのかな!?』

　受話器の向こう側が修しゆ羅ら場ばと化している。携帯を取り合って摑つかみ合っている女たちの姿が目に浮かび、自分の体温が徐々に下がってくるのを感じた。念のため解説すれば、勿もち論ろん『ねえ、』以降の台詞せりふは舞まい花かのものではない。舞花の使っている携帯電話の本来の持ち主の声だ。

　はあ、と俺おれは溜ため息いきをつくと、すぐさまＵターン。仕方がないので、走り出す。

　俺が行かなければどうしようもない事態が起きている、そのことに間違いなかった。俺の行き先がカオスであることにも、間違いはないのだけどな……。




　部室棟に入ると、演劇部の部室の前でほえむに出くわした。ほえむは、部室のドアを見つめながら困ったように立ち尽くしていた。

　声をかけようとして、思い出す。ここはマホ界。俺は、面識のない筈はずの彼女を、下の名前で呼んではいけないのだ。

「……あの、演劇部副部長の、遠えん藤どう先輩ですよね」

　驚おどろかせないように気遣いながら、つとめて他人行儀に声をかけた。

「俺、真ま宝ほうの幼なじみの相楽さがら葵って言います」

「あっ、君が相楽くん？　真宝ちゃんから色々と話は聞いてます。はじめまして」

　またほえむの「はじめまして」だ。

　笑顔が苦笑に見えないようにと努力しながら、俺は軽く頭を下げた。

「はじめまして。……中に入らないんですか？」

「うん、わたしは今来たところなんだけど、ちょっと入りづらいかなって……」

　ほえむの笑顔も、さすがに強張こわばっている。

「ですよね……」俺もほかに答えようがない。他の部室からも、顔を出してこっそりこっちを窺うかがっている者たちがちらほらと見受けられる。そりゃあ、気になるわな。

「だからさ何度も言うように、部外者がここにいちゃ駄だ目めなんだって！」

「私は正しよう真しん正しよう銘めい、この学校の生徒よ。それに、私は葵に用事があるだけだわ」

「大体さ、本当に君が葵と仲がいいなら、電話くらい自分で掛けなよ、なんで呼び捨てしてるのに電話番号も知らないんだよ！」

「知らなかったから、あなたの携帯電話を借りたの。ああ、私にさっきの通話料金を払えって意味なの？　私、普ふ段だん他人と会話しないから、話の要点がうまく摑めないわ」

「人のケータイを勝手に使っちゃ駄目って言ってるの!!」

　何を怒ど鳴なられても舞花はけろっとしている。声のトーンも淡々としたままだ。昨日会った舞花も無表情だったが、なぜか、輪をかけて口ぶりが平へい坦たんである気がする。

　一方の真ま宝ほうは、それに煽あおられているのか、ヒートアップするばかりである。普ふ段だんから発声を訓練しているせいか、声量が半はん端ぱない。あいつ、一体何デシベル出してんだよ。

　しかし、ここで躊ちゆう躇ちよしていたらもっと大変なことになるだろう。ガキの頃ころ、ほんのいたずらのつもりで真宝が大切にしていたぬいぐるみを隠かくした時……わざとではなかったのだが、うっかりと転ばせて、彼女のスカートが大々的にめくれてしまった時……本気でキレた時の真宝を思い出せば、明白であった。

　俺おれは怯おびえているほえむになけなしの笑顔を向けると、横から手を出し、彼女が握りかけていたドアノブをギギギと捻ひねる。

　今なら悟りが開けそうな気分だった。

　ドアを開いた途と端たん、真宝と舞まい花かは同時に俺を振り返る。熱と氷、そんな対極の温度をそれぞれの声こわ音ねに込めながらも、

「「葵あおい、遅い」」「すみません」

　一応電話を受けてから、全力疾走で来た。しかし俺に、ほかにどう答えろと。

　舞花は相変わらずの無表情だが、真宝のほうは涙目になっている。

「ねえ、葵。このコ、葵の知り合いなんかじゃないよね？　大体、葵の友達なんて、昔からあたしくらいしかいないんだしっ」……余計なお世話だ。

　しかし、勝手に携帯を使われたくらいで、あんなに泣いてキレるか？

「真宝、お前はちょっと落ち着け。確かに勝手に携帯を使ったのは舞花が悪いが、」

　舞花、と俺が彼女を呼び捨てた途端に、真宝の顔色がさっと変わった。そして、そのまま無言で部室から駆け出して行ってしまったではないか。

「おい、真宝！」

　返事は返ってこない。バタバタとした足音が次第に遠ざかっていく。

　俺は何かマズいことを言ったんだろうか？

「……ん～」

　ほえむはいつも通りの口調でのんびりと切り出す。

「きっと大丈夫ですよ。真宝ちゃんね、自分は相楽さがらくんのことなら何でも知ってるって思ってたんじゃないかな」

「……遠えん藤どう先輩……？」

　穏おだやかなほえむの声こわ音ねは、こういう時、心のひだにやんわりと触れてくる。

「真宝ちゃん、きっと、幼なじみだからって、相楽くんのことを独ひとり占めしてるつもりだったんです。相楽くんのお友達が急に現れて、真宝ちゃんは突然そう気づいて、びっくりして恥ずかしくなっちゃったんですよ。しかも、こーんなに綺き麗れいな女の子だもん、ね」

　ほえむは、無表情な舞花にもにっこりと笑いかけた。

　真宝とは長年の付き合いだが、彼女は俺が友人をつくりにくい理由も何も知らないわけで、単にコミュニケーション能力のない奴やつだと思っていたのだろう。

　一方の真ま宝ほう自身は、俺おれと違って沢たく山さんの友人に恵まれている。正直言って、真宝がそんなことでショックを受けるほど俺を気にしていたとは夢にも思わなかった。

「……あいつ、傷ついたんでしょうか？」

「しょうがないですよ。これは、真宝ちゃんが分からなきゃいけないことなんだから。相楽さがらくんのためっていうより、真宝ちゃん自身のためにね？」

　しっかりと、ほえむはそう言い切った。そして、

「でも、心配だから。わたしは、真宝ちゃんのところに行くね」

　いつものおっとりとした動作で部室を出て行った。

「……青春ね」

　舞まい花かが無感動な声こわ音ねで感想をもらした。ほえむの残してくれた温かな空気の残ざん滓しがあっさりとフリーズした。こいつめ……。

「天てん馬まに聞いたの。あんたが自分の世界では演劇部に入っているって。だから、この部室に来たの。この世界のあんたの電話番号も知らないし」

　確かに昨日、俺は天馬に、演劇部の関係者と受け取られるような話し方をしてしまった。それでなのか。

「だが、真宝の携帯を勝手に使うのはやりすぎだがな……」普ふ段だんから俺の携帯を勝手にいじっているから、誰だれのものでも触っていいと思っていたのだろうか。「大体、どうしてお前がここにいるんだよ。お前、別のパラレルワールドとは行き来できないって言ってただろうが」

　詰め寄った俺に、舞花は涼しげに答える。

「ええ。私は一切転移をしていない。さっきも言ったわ。私は、この学校の生徒なのよ？」

　確かに、目の前にいる舞花はしっかりと学校指定のブレザーの制服を身に着けている。

　舞まい界の若わか葉ば高校には制服がなかった。昨日俺が会った舞花が若葉高校の生徒だったとしても、このブレザーを持っているわけがない。

　まさか……こいつの体質（？）って。

「つまり……お前は、この世界……マホ界にいる舞花、なのか？」

　確かに。マホ界にほえむがいて、ホエ界に真宝がいるように……マホ界にもホエ界にも、舞花が存在していて当たり前なのだが。

「ええ。昨日、こうも言った筈はず。私は『多世界観測者』なのだって」

　答えている舞花は、ちょうど壁かべ際ぎわに置かれた古い洋館のセットの前に立っている。

　人形のような容姿の少女がそこに佇たたずむ姿は、おそろしく映はえていた。これから、舞花により謎なぞ解ときの場面でもはじまりそうな雰ふん囲い気きだ。

「私は──すべてのパラレルワールドに存在している私自身と、意識を共有しているわ」

　……それで多世界観測者、なのか。

　本当であれば、パラレルワールドを行き来することができなくても何の問題もない。彼女自身は、俺おれの目の前にいながら、俺が昨日訪れた世界にいる舞まい花かとも現在進行形で意識を通じ合わせている……。

　…………って、なんだそりゃ。

　ふっと力が抜けた。これでは、謎なぞ解ときにも何もなりやしない。

「サヨナラ」

「置いて帰らないで。昨日の説明の続きをするために登校してきたのに」

　部室のドアから廊下に出た俺の腕を、つかつかと追いかけてきた舞花が摑つかんだ。

「私の言っていることを疑っている？」

「疑うとか、疑っていないとかじゃなくて……お前の言ってることが、俺の理解できる範はん疇ちゆうを超えてるんだよ。本当か噓うそか判断しようがないし、これ以上真ま面じ目めに聞いても混乱するだけだぜ。それなら、帰って寝た方がなんぼかマシだ」

　話には興味があったのだが、ここまで突拍子もない話では思考のヒューズが飛んでしまう。

　しかし舞花は、今も痛いほどに俺の腕を握り締めたままでいる。振りほどこうと思えば間単に振りほどけそうな力なのに、俺がそうできないのはどうしてだろう。

「私は、普ふ段だんはこうして外に出てこれない。無数の世界に同時存在しているすべての私が別々に行動していると、流石さすがに情報量がキャパシティを超えてしまう」

　部室の外でこんな変な話をしていて、誰だれかに聞かれないかが気になったが、一番騒さわいでいた真宝がいなくなったおかげか、他の部室の奴やつらもそれぞれの活動に戻っていた。遠くからブラスバンド部の楽器の音が重なり合って聴きこえてくる。みなさんどうもお騒がせしました。

「……だから、私はこういう普通の世界を知らない」

　俺の視線の移動に気づいていたのか、舞花はそう呟つぶやいた。

「でも、お前の話が本当とすればだな……引きこもっていても、他の世界にいる舞花の記憶があるってことだろう？」

「ほかの私とは記憶の共有はしていても、感情は共有していない。ほかの世界にいる私に友人がいても、ここにいる私には生まれてから一度も友人ができたことはない」

　真偽はともかく、目の前にいる舞花が、昨日出会った舞花以上に感情を持っていないように見える説明はつく。ずっと部屋に引きこもっていれば、そりゃあ情操も正常には育たないであろう。

「だから来たの。『私たち』に許可をもらって」

　私たち、という言葉は、無数のパラレルワールドに同時存在している無数の舞花の存在のことなのだろうか。そう信じるならば、マホ界やホエ界に番号で名前をつけていたのも、その舞花たちかもしれない。

　こいつの内面が一体どうなっているか、想像しようがないが……ネットワーク状に無数の舞花の意識が繫つながっているのなら、多世界のどこかにその中枢のような存在がいないと、情報を制御できないのかもしれない。コンピューターでいえば中央演算処理装置ＣＰＵみたいなものだろうか。

　中枢となる舞まい花かは、一体パラレルワールドのどこにいるのか。舞まい界にいた舞花は、まだしも人間らしく思えていたのだが……舞花に訊たずねてみて、また訳の分からない説明が長くなったら面倒くさいから、あくまで俺おれの想像にとどめておこう。

「その前の、だから、という接続詞が、どこからつながっているのかを聞いていいか？」

「……興味があった。だから来たの」

「興味っていうのは、俺おれにか？」

「そう」

　一いつ瞬しゆんだけ、腕に食い込んだ舞花の指の力が強まった気がした。

「無数に存在しているパラレルワールドの中で……あんただけが、鏡舞花私の友達だから」







　ナマケモノの俺は、普ふ段だん、学校と家を往復する以外に外出することはあまりない。

　とはいえ、しょうがなく買い物に出かける時、近所のスーパーで手に入らないものに関しては、桜おう花か駅前のさくら商店街を利用することにしていた。

　桜花市はごく平凡な地方都市だ。時代の流れに押され、大手ショッピングセンターが次々と参入してきたことにより、中心市街地は客層の流出を免れることができずにかつての賑にぎわいを失った。小学生の頃ころには商店街の多くにシャッターが降りていて、子供心には通るのも怖かったような気がする。

　が、近年、商店街を復興させようという市の政策によって、商工会議所や民間のボランティア団体が連携し、さまざまな企画を催して客足を少しずつ取り戻しているようだ。

　それが功を奏して、テナントも一時期より増えてきた。おかげで衣服にしろ日用品にしろ、デザインにこだわらなければここで大体のものは手に入る。

　何より、徒歩で行けるというのが利点だった。高校から歩くと十分ほど。自宅へ帰るにはもう少し時間がかかるが、そんな程度だ。

　地方都市は交通の便が悪いので、多くの市民は自家用車が生活の足だ。だから、ショッピングセンターは中心市街地から離れていても、品しな揃ぞろえに加えて、広い駐車場さえあれば客を呼び込める。が、運転のできない学生にとっては少々遠くて不便なのだ。

「普段の俺の行動範囲はこの辺あたりまでなんだがな……」

　そのさくら商店街を抜けたところで呟つぶやくと、隣となりを歩いている舞花は「あそこだから」と右前方のマンションを指差した。

　舞界では、舞花は俺の家の隣に住んでいた。だが、この世界では、舞花は別のマンションで一人暮らしをしているようだ。

「しかし、でかいマンションだな」

「十五階建てだから。私の住んでいるのは十三階」

　舞まい花かの取り出したＩＣカードと暗証番号でエントランスに入り、エレベーターで昇る。ちょっとしたホテルのような内装である。家賃が高そうだ。親が金持ちなのかな。まあ、この女に普通に親がいるのかどうかは知らないが。

　なぜ突然こいつの家に呼ばれたのか、俺おれ自身もまだよく分かっていない。

　ただ、これだけは言える。

　舞花の来てほしいという申し出を断れなかったのは──特殊な身の上に生まれてしまったがために、普通に友達をつくることができないという舞花の孤独が、身に沁しみて分かったからだ。

「入ってちょうだい」

「……お邪じや魔まします」

　真ま宝ほうやほえむ以外の友人の家に呼ばれたことは、これまで殆ほとんどなかった。まあ、真宝の家もほえむの家も同じだからな。こんなマンションに入るのははじめてだ。

「あんたの言うところの舞まい界では、あんたは、いつも窓に物を投げてくるけど」

「この家じゃ、まず無理だろうな」

　リビングの窓からは桜おう花か市の光景を一望できた。もちろん若わか葉ば高校も見える。高所恐怖症にはとても住めない場所だ。

　しかし、リビングというには、やはりここは殺風景な部屋だった。事務机でないだけマシかもしれないが、どう見ても食卓用のテーブルの上に昨日見たようなデスクトップパソコンがどんと置かれている。

「座って」と言われたが、ソファが置かれているわけでもない。座れそうなのはパソコンの前に一脚置かれている丸まる椅い子すだけ。少々悩んだが、窓を目の前にした床に直接腰を下ろすことにした。

　舞花がコーヒーを淹いれてくれた。一言も聞かずに、砂糖が多めでミルクは無しという俺の好みのものを出してくる。なんで分かるんだよと愚問を発するところだった。こいつは別のパラレルワールドで俺と幼なじみとして過ごした記憶を持っているのだ。

　舞花も自分のコーヒーを持ってきて、俺と同じくぺたんと床に座る。

「お前、使わないのか？　クッションとか座ざ布ぶ団とんとか」

「……極力、余計な情報量は増やさないほうがいいの。普ふ段だんはこの窓も閉め切っているわ」

　舞花は窓の外に目をやったまま答えた。

　確かにこの窓にもブラインドがついている。こんな高層では、外からの視線を遮さえぎる必要もないだろうに……。

　こいつは一体何のために生きているんだろう。まあ俺だって、そこまで他人に野や暮ぼな質問を投げるほどには無神経ではないわけだが。

「舞まい界でのお前は、今何をしているんだ？」

　尋ねてみると、即答された。

「……ブラインドを開けて、あんたの部屋を見てる。さっき、あんたが帰ってきたから」

　そうか。ここにいる俺おれだって、舞まい花かのことがなければ、もう帰って布ふ団とんの中に丸まっていただろう。

「あんたが私を呼んできた。私とあんたが話してるわ」舞花、半分目を閉じたような表情で実況中継をしている。「あんたは、昨日きのう自分が訪れた世界のことを気にしている。つまり、今私たちがいるこの世界のことだけれど」

　他の世界の俺の様子をリアルタイムで聞くなど、実に奇妙な気分だ。

「じゃあ、ホエ界にいるお前は、今どうしてるんだ？　……って、分かるわけないわな。ホエ界では、俺とお前は会ってないんだから」

「あんたが遠えん藤どう微笑ほえむの隣となりに住んでいる世界のことでしょう。分かるわ」

「えっ……」再度こんがらがってしまう俺。

「私だって、この世界であんたの隣に住んでいるのが篠しの崎ざき真ま宝ほうという人物だということは前から知っていたわ。調べていたの」

「しかし、なんでそんなことを知る必要があるんだ？」

「あんたが出現する世界の確率を計算するため」

　舞花は床から立ち上がり、丸まる椅い子すに腰掛けると、パソコンを起動させた。やっぱり旧型らしく、立ち上がるのに時間が掛かる。

「どうやってあんたにとっての隣りん人じんの出現する確率を調べたのかと昨日質問されたわ。

　それを計算できるプログラムは自分で組んだの。だけど無論、舞界にいる私だけではパラレルワールドの出現確率まで計算できない。多世界にいる私たちがこうして同時に観測・計算して、その結果をリンクさせてはじめて分かるの」

　昨日の舞花は、俺がいつも隣に暮らしている住人の名前を俺に聞いてからそれを計算した。つまり、あの時の舞花は、篠崎真宝と遠藤微笑という名前から、ホエ界にいる舞花、そしてここにいるマホ界にいる舞花と意識を通じ合わせながら確率を計算していたということか。

　あの黒い画面に白い文字が流れる画面を開き、舞花は昨日と同じ作業をはじめた。パラレルワールドに存在している、意識のつながっている舞花たちが、今同時にこうしてパソコンを叩いている──そんなイメージが脳裏に浮かぶ。なんと言うか、シュールだ。

「……この世界の葵あおい、つまりあんたが、私の存在に接触したのは昨日がはじめてだったわ。だから私は、昨日まで、ほとんど生きていないようなものだった。あんたの隣の住人を調べるために動かされただけ。最低限、通学することもあったけれど、あとはただ生命維持をしていたわ」

　こいつは、ずっとこの部屋にいたのか。俺おれが舞まい花かに関かかわる時まで、その存在をただスタンバイのためだけに充てて。

　出席日数の問題がどうなっているのかは分からない。普通に考えて、いずれは退学になるに決まっている。だが、他の世界の自分の記憶を併あわせ持っているのなら、舞花は通学をしなくても必要な知識には困らないのだろう。現に俺にはとても理解できない難解な計算を黙もく々もくとこなしている。

「計算できたわ」当の舞花は、作業を終えて俺を振り返る。






MAHOU SINOZAKI　　45.29%

HOEMU ENDOU　　　39.45%

MAIKA KAGAMI　　　　5.17%

KAZURA SAWAGI　　　0.25%

AIBA AMAKAWA　　　　0.03%








　画面の数字を覗のぞき込んだ俺は、首をかしげた。

「なんだか、真宝とほえむの存在確率が昨日より減ってないか？」

「パーセンテージは日々変動するわ。それにしても、数字の変化が急速すぎるようだけれど」

「……お前、昨日言ってたな。マホ界とホエ界が重なりつつあるって」

　各パーセンテージを足し合わせて、１００％に満たない部分は、その二つの世界が重なり合った『不確定領域』なのだと昨日の舞花は言っていた。その通りだとすると、マホ界とホエ界は今もどんどん近づいていることになる。

　イメージの中では、二つの世界が重なるというのがどうしても理解できない。似たような世界とはいえ、マホ界とホエ界には細かい差異が数多くある。そういった矛盾はどうなるというんだ。

　一体、何が進行しようとしているのだろうか。







　よく分からないまま舞花に解放されたあと、せっかく商店街まで出て来たので、近所のスーパーでは売っていないレトルトカレーやらカップ麵めんやらを買い込んで帰宅する。マホ界の父親もホエ界の母親も仕事で帰りが遅いので、俺はテレビを観みながら一人で夕食を腹に詰め込むのが日常なのだ。

　それから、自室で明日の学校の準備をする。この時、今日一日に何か変わった出来事があれば、申し送りのためのメモを残しておくのが習慣なのだが……。

　そういえば……舞花のことは書くべきだろうか？

　書くにしても、一体どこまで説明すればいいのか分からない。今日だけのことではなく、昨日の舞まい界のことも説明しないと、何も知らないもう一人の俺おれには話が通じないではないか。

　しかし、どうして舞まい花かがマホ界に現れたのかということに、俺はこの時気づいていなかった。俺はマホ界だけではなく、ホエ界とも行き来している。今日の俺がマホ界側に現れる保証なんて、どこにもなかったのだ。

　状況を整理できていなかった俺は、ただ机に突っ伏して悩んでしまう。

　その時、

　こつん、と窓に何かが当たる音がした。

　振り向くと、閉まりっぱなしだった水玉模様のカーテンが開いている。もう日も暮れていたのに電気も点ついていなかったから、気配を感じていなかった。

「…………葵あおい」

　部屋着である縞しまのワンピースに着替えた真ま宝ほうが、窓の向こうに立っていた。

「あ、ああ」俺は動揺を露あらわにした返事をする。舞花のことでバタバタしていて、今日の真宝との出来事をすっかり忘れていた。

　髪をおろしている真宝は、頰ほおをかすかに赤く染めて、気まずそうな上うわ目め遣づかいをしていた。

「今日はごめんなさい。……あたしのこと、ガキっぽい奴やつだって思ったよね」

「…………いや、俺は気にしてないし、別にいいから」

　真宝にとって恥ずかしい話に違いない。俺は優しいので、とっとと話を終わらせてやろうとするのだが、真宝は俯うつむいたまま話を続けた。

「でも、その通りだよ。あたし、葵あおいのこと、なんでも知ってるつもりだった。まるで、おもちゃを独ひとり占じめしてる子どもみたいに」

「…………」

「あのあと追いかけてきてくれたほえむ先輩からさ、葵があたしを心配してくれてたって聞いたんだ。それで、葵に早く謝らなくちゃって思って……先輩、いつもほえーってしてるからそう見えないけど、本当はあたしよりずっと大人なんだよ」

「……そうだな」

　真宝に言われるまでもなく……俺は、真宝がほえむを知っているよりも、ずっと彼女のことを分かっているつもりだ。

「ちっちゃい頃ころから、葵とはずっと一緒にいたからさ。なんか、あたし、葵相手にはいつまでも子どもみたいな気分でいたんだと思う」

「ずっと一緒、か」真宝のその台詞せりふで、不意に懐なつかしさが胸のうちに湧わきあがった。

「そういえば、たんぽぽ組の頃にもそう言われたよな」

「……葵、覚えていたの？」真宝の顔が、ぱっと明るくなる。

「俺がたんぽぽ組だということをどうしても覚えられなかった時のことだろ？」

「そうそう！　毎日一緒にいるのに、毎日、葵あおいは自分が何組なのか忘れてて。あたしは毎日教えてあげていたのに、いつも昨日はばら組にいたとか、すみれ組だったとか、バカなことばっかり言ってて。名札が黄色いからたんぽぽ組だって何度も説明してあげたのに、そのこともまたすぐに忘れちゃったりして」

　ガキの頃ころは今より沢たく山さんのパラレルワールドを行き来していた。ということは、この世界に出現していたガキの俺おれは何人もいた筈はずだ。真ま宝ほうの目から見れば、何度教えてやっても覚えない、とんでもなく困った相手だったのだろう。

「ほら、あたしたち家も隣となりで、幼なじみじゃない？　だから先生からも、あんたんちのお父さんからも、葵のことよろしくって言われてたんだよ。普通の子と違うみたいで、心配だったんじゃないかな」そんなことを真宝が言われていたとは知らなかった。「でも、あたしがあの時に葵を気にしていたのは、そんな理由じゃなかった」

「？　どういう意味だ」

　真宝はぼんやりと空を見上げる。天上には白鳥座が輝かがやいている。

「葵はあたしのこともよく忘れているみたいで……なんだか、すぐそばにいる時だって、本当の葵は遠くの世界にいるみたいな気がしてた……」

　静かに、腑ふに落ちてくるものがあった。

　それでだったのか。「ずっと一緒」という、真宝のあの時の言葉は。

　俺がマホ界で生きてきた時間は、俺の人生の半分以下にすぎない。幼なじみとはいえ、俺が真宝とともに過ごしてきた時間はさほどのものではない気がしていた。

　しかし、それは俺サイドでの話。真宝は本当に俺とずっと一緒に育ってきたつもりなのだ。真宝の脳内には、俺の知らない俺との思い出も色々と仕込まれているのだろう。

「そんな忘れっぽい葵のこと、バカだバカだと思ってたら、学校に上がってからはどんどん頭がよくなっちゃってビックリしたけどさ。でも、相変わらず話したことはしょっちゅう忘れてるし、昔の出来事は記憶にないのかって思ってた。

　だいぶ前に聞いた時は、たんぽぽ組でのことなんか、覚えてなかったみたいだったし。忘れちゃったというより、はじめから記憶がない、別の誰だれかみたいだった……」

　多分それは、俺じゃなくて、今ホエ界にいる方の俺に聞いたんだろう。

「思い出すのが照れくさかったんだよ。本当は、あの時のことはよく覚えていたぜ」

　俺は答えた。何しろ、自分の運命におぼろげながらも最初に気がついた局面だったからな。

「そうだったんだ。ということは…………あっ！」何かを思い出したらしい真宝は、突然さらに顔を赤らめた。「葵、あたしがあの後に言ったことは覚えてないよねっ[image: ？？？]」

「あのあと？　何のことだか、さっぱり分からんけどな」

　……俺は優しいから、忘れたふりをしといてやるよ。

　──あんなやつらにまけないでカセゲルようにならなきゃ……ケッコンしてあげないよ──

　確かに今の真ま宝ほうが思い出せば、さぞかし恥ずかしい台詞せりふであろう。

　真宝は自じ爆ばく気味に動揺していたが、やがて気を取り直したように小さく咳せき払ばらいをして、話を続ける。

「だからねっ。ちっちゃい頃ころ、いつか、本当の葵あおいは遠くの世界に行って帰ってこなくなっちゃう気がしてたけど、それは気のせいだって思うようにしてた。我ながら、変なこと言ってると思うけど……。

　そしたら、今日突然、知らない女の子と呼び捨てしあってるの見てさ。急にあの時の不安を思い出して、本当にただびっくりしただけだよ。深い意味なんか全然ないんだからねっ!!」

　最後の台詞だけをやたらと強調する真宝。何をムキになってるんだろう、こいつは。

「舞まい花かはな、普ふ段だん学校に来てないんだよ。だから、あいつと友達だということは、これまでお前に知られる機会がなかったんだ」

「へえ、そうなの？　でも、学校に来てないコと葵がどうやって知り合ったのかな？」

　真宝は首をかしげる。もっともな疑問であるが、こういう時こそ咄とつ嗟さの作り話だ。

「あいつ、さくら商店街の向こうに住んでるんだ。ほら、俺おれの行動半径って家と学校とあの商店街くらいだろ？

　で、前に商店街であいつが携帯落として、それを拾ってやった縁で知り合ったんだがな。あいつ、めちゃくちゃ強引でさ。普段学校に行ってないから友達が欲しかったみたいで……」

　勝手に舞花に携帯を使われた被害者である真宝は、「そうだよね、あのコ絶対すっごいワガママだよね。大変だね、葵」と、腹立ちまぎれに俺に同情までしてくれた。

「……でもさ。喧けん嘩かした時、あのコ、ケータイ持ってないって言ってた気がするんだよね。だから葵に電話掛けられないんだって」

「そうなのか？　ただ家に忘れてきただけじゃないのか。普段外出しないから、携帯を持ち歩く習慣もないのかもしれないぞ」

「そっか、なるほどぉ」と真宝は何とか納得してくれたが、俺は内心ヒヤヒヤものだった。

　舞花がずっとあの部屋に閉じこもっていたのなら、彼女が携帯電話を契約していなくても何らおかしくはない。今度、携帯電話ショップに連れて行ってやろうか。また演劇部の部室から、真宝の携帯で電話を掛けようとされたら困るし……。

　そう考えていた俺は、真宝の次の言葉を聞いて目がテンになる。

「でも、それなら良かった。葵からあのコに連絡取れるよね」

「……………………は？」

　なんで俺が……というか、真宝が舞花に連絡をする必要があるのだ。

　真宝は祈るように胸の前で手を組みながら、ぶつぶつと独ひとり言ごとをはじめる。

「なんたって、見た目は人形みたいに綺き麗れいなんだもん。髪もすごく長くて、雰ふん囲い気き持ってるし……ステージで演技なんかしたことないだろうけど、でも、普段通り無表情な感じのキャラにすれば……度胸はありそうだし」

　さっきのしおらしい様子が噓うそだったかのように、瞳ひとみに再び強い光が灯ともされはじめる。眉まゆに、頰ほおに、再び出所不明のエネルギーが満たされはじめる。

　……役者篠しの崎ざき真ま宝ほう、復活。そういう感じ。

「待て。お前、一体なんの話してるんだ？」もはや、嫌いやな予感しかしないんだが。

「ん？　あのねえ、昨日、葵あおいは学校を休んでたけど、あたしはさっそく葵の教室に行って天てん馬まさんと連絡先交換したんだよ。忙しい人だから、天馬さんのスケジュールの合間を縫ぬって電話とかメールで台本の打ち合わせ進めてて」……さすが行動が迅速だ。

「それで、今一緒にお話を組み立ててるんだけど、役者の数がもう少しほしいねっていう話になってさ。

　うちの演劇部、今ちょっと人数が足りないんだよね。今年新入生が少なかったし、三年生は大学受験のために舞台にはもう出ないって人もいるしさ。天馬さん自身は、役者にも興味はあるけど、忙しくて稽けい古こに出られないから無理だっていうし」

「だからって、舞まい花かはないだろ、舞花は！」俺は、大いに焦あせる。「あの容よう貌ぼうだからな、役者に誘いたいというお前の演劇魂は分かる。確かに舞台にだって物もの怖おじしそうにないしな。いつものあいつのままで、演技力は必要ないっていうんなら、確かになんとかなるかもしれん。

　だが、あの性格だぞ。協調性なんてものは母親の胎たい内ないに忘れて生まれてきたに違いないぞ。舞花を演劇部に誘ったからって、素直に頷うなずくと思うか？」

「わかんないよ。葵も一緒だったら、来てくれるかも？」

「はあ？？？」

「いつもは学校来てないコなんだよね。葵も友達なら、文化祭のいい思い出の一つくらい、つくってあげたらいいんじゃないかなっ？」

　にっこりと笑う真宝。天使のようなスマイルだが妙に怖い。つーかその笑顔は演技だろ。

「……お前、俺を演劇に誘うのは諦あきらめたんじゃなかったのか？」

「うん。諦めてたよ。葵にメーワクなことして、嫌われたくなかったしね」

　朝の六時半から発声練習するような奴やつに言われたくないがな。

「それに、今も個人的にはちょっとビミョー。あの舞花ってコのこと、あたしは正直好きじゃないし……。

　ほえむ先輩だって、葵のことかっこいいって言ってたしな……」

「はあ？　なんの話だ？」

　また話が彼方かなたへとすっ飛んでるような気がするんだが。

「先輩、あたしたちの喧けん嘩かにびっくりして部室に入りづらかったけど、迷わずに中に入っていった葵のことが男の子らしくてかっこよかった、なんて言ってたよ」

「……いや、そこで男らしいと言われても、あんまり嬉うれしくないんだが……」

　第一、ほえむが俺おれをかっこいいと言ったことが、どうして真ま宝ほうが俺を演劇部に関かかわらせることを躊ちゆう躇ちよする理由になるのかが分からないのだが……真宝は真剣に悩んでいる。そして、

「でもね。舞まい花かさんを誘うのは、舞台のためなんだ。いい舞台を創つくるためなら、あたしはどんなことでも頑張ってみる！」

　勝手に自己完結しているようだ。

　日増しに面倒な事態が増えてくるのはどういった訳だろうか。俺と布ふ団とんとの濃密な愛の時間が奪われていく一方ではないか。

　青春に暗い影がさしてきて、軽く絶望をおぼえた。ハイテンションの真宝が、これから風ふ呂ろに入ると窓を離はなれたあと、俺はベッドにつっぷした。

　気づけば、明日からは折よく週末である。もういいや。面倒くさいことは全部後回しだ。

　俺はそのまま、布団を抱きしめるようにして眠ってしまった。

　だから、すっかり忘れていた。もう一人の俺に宛あてて書こうとしていたメモのことを。
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　土日はすっかり布ふ団とんにこもってばかりいて、自分がどこの世界にいたかもよく覚えていない。少なくとも、舞まい界には行っていないと思う。

　月曜日の朝、窓の外をぼんやりと確かめると、ストライプのカーテンがかかっていた。

　……ああ、こっちに来たのか。

　隣となりの住人がほえむであれば、発声練習で起こされることもなければ、演劇部に無理やり引っ張り込まれることもない。なんて平へい穏おんなのだろう。

　そういえば結局、メモを何も書かなかったが……これでは、もう一人の俺おれが真ま宝ほうの奴やつに演劇部に突然引っ張り込まれることになる。今いま頃ごろ、目を白黒させているんじゃないだろうか。

　ええい、なるようになれ。思い切り枕まくらに顔を埋うずめる。

　俺が先週、激動の日々を過ごしている間に、もう一人の俺はこちらのホエ界で何の変哲もない日常を過ごしていたのだろう。そうだとしたら、奴にもマホ界でちょっとくらい苦労してもらっていい筈だ。

　……寝返りを打つ。もう一度目を閉じる。しばらくお預けだった、朝の眠りという恩恵に身を任せようとする。

　そして、意識が思いのほか覚かく醒せいしていることに気づく。

　確かに布団の感触はいつも通りの心地良さなのだが、うつらうつらとした眠気がちっとも訪れてきてくれない。これでは横になっている意味がない。土日を寝てすごしたくらいで朝寝ができなくなるような、キャパシティの小さい俺ではない筈はずだ、それなのに。

　……時計を確かめる。時刻は、六時三十九分。

　朝寝坊のプロである俺にもスランプがあるということを、今朝はじめて知った。




「葵あおいくん!?」

　家を出たところで、驚おどろきに満ちた声で呼び止められた。

　ほえむが大声を出すだなんて、珍しいことだ。ちょうど彼女も登校するために玄関を出たばかりだったようだ。

「っはよ、ほえむ」

　セーラー服姿のほえむに、俺は懐なつかしささえ覚える。ここにいるのは俺の幼なじみだ、ブレザーを着た遠えん藤どう先輩という人ではない。

　しかし、ほえむの方は動揺したままだ。

「おはよ…………ご、ごめんね……びっくりして。でも、どうしたの葵くん、まだ八時前だよ？　どっか身体からだが悪いの？」

　その発言には俺おれも面食らった。いくら天然入ってるほえむでも、この発言は変じゃないか？

「早く起きたのに、身体からだの具合が悪いんじゃって言われるのもおかしくねえか？」

「あっ！　……そ、そ、そ、そうだよね。どうしたのかな、わたし」

　ほえむが顔を真っ赤にしてパニクっている。

　……少々のことには動転しないほえむがここまでの精神状態に陥おちいるとは……。

　やっと気づいた。ほえむが変だというより、俺の早起きがよっぽど驚きよう天てん動どう地ちだってことなんだな……。

「ここんとこ、色々あったんだよ。ほら、行こうぜ」

　苦笑しながら、学校に向かおうとする。すると、ほえむはまた慌あわてている。

「あ、うん、そ、そうだね～」

「？　どうしたんだ、まだ顔が赤いぞ。お前こそ熱でもあるんじゃないのか？」

「ううん、そんなことないよ～。……ただ…………葵あおいくんと一緒に学校行くのなんて、はじめてだなあ、と思って～」

　……確かに小学校の頃ころから、家を出た時刻が真ま宝ほうやほえむと重なった朝なんて一度もなかったような気がする。びっくりされてもしょうがないか。

　小走りで追いついてきた幼なじみと肩を並べて歩き出す。ほえむは女にしては背が高いし、俺は男にしては小柄なので、こうして並ぶとあまり肩の高さは変わらない。

「そういえば、あれから台本の話はどうなったんだ？」

　思い出して尋ねてみる。ほえむはちゃんと夜眠れるようになったんだろうか。

「あっ、そうそう」ほえむは思い出したように顔を明るくさせた。「天てん馬まくんのこと、紹介してくれてありがとう。

　葵くんに聞いたあと、その天馬くんって人に会ってみようと思ったの。で、この前真宝ちゃんと一緒に頼んでみたら、本当に、是非とも台本にご協力したいって言ってくれたんだよ」

　今いま頃ごろ気づいたが、俺は、もう一人の俺にほえむを天馬に紹介したことさえも伝えていなかった。こちらの世界の真宝がいたおかげで、俺が仲立ちしなくても勝手に本人に接触を図ったようだが。

「それでね、こないだ天馬さんと一緒にお昼食べながら、どんな劇にするか話し合ったの。真宝ちゃんも一緒に話せたらよかったけど、今の真宝ちゃん忙しいからね～」

「まほ……いや、お前んとこの部長、クラスの出し物も担当するって言ってたよな。今からそんなに忙しいって、一体何をするつもりなんだ？」

「真宝ちゃんのクラスはお化け屋敷するみたいだよ～。でも、真宝ちゃん、自分がやるからには《彩いろ葉は祭さい》はじまって以来最さい恐きようのお化け屋や敷しきをするんだ、って張り切ってるの」

　あいつは基本的にそういうの好きそうだよな。だけど……。

「お前のところの部長が、そのために演劇をないがしろにしたりするのか？」

「それがね……」ほえむは、ちょっぴり困ったように首をかたむけた。彼女と一緒に歩くと自然にスローペースになるので、通学途中の小学生たちが次々と俺おれたちを追い抜いていく。

「本格的なお化け屋や敷しきのためには、お化けの演技力も大事だからって、クラスメートのみんなに演技指導をはじめたんだって。それで、最初は嫌いや々いや引き受けた責任者役だけど、今ではノリノリになっちゃったみたい～」

「…………そりゃあ、気の毒な話だな」

　よりによって真ま宝ほうに責任者役を負わせてしまった、真宝のクラスメートたちがな。俺なんか、自分のクラスが出し物に何をするのかも覚えてないというのに。

「もちろん真宝ちゃんは演劇部も頑張るって言ってるんだけど、両方は大変だもん。真宝ちゃん、バイトもあるんだから、わたしが替わってあげられるところは替わろうかなって思ってるの～。あ、赤になるよ」

　道路の向こうの歩行者用信号機は、青色のランプを点滅させはじめたところだ。二車線しかない短い横断歩道なのに、ほえむは急がずに足を止める。彼女には、人よりもゆったりとした時間が流れているようだ。

「ほえむのクラスでは出し物とか何もやらないのか？」

「わたしたちは三年だから、これから大学受験で、忙しい人も多いじゃない？　わたしのクラスは凝こったものはしないよ～」

「ああ、それもそうか…………受験……ほえむは？」不意に気づく。

　真宝が言っていた。三年生は大学受験もあるから舞台に出られない人もいる、と。

　もう三年であるほえむが高校を卒業したあと、どういった進路を考えているのか……そういえば、俺はまったく知らないのだ。

　ずっと隣となりにいたのに。だが、知らないのは当然だ。俺がこれまで一度も訊きかなかったから。ほえむは、人から質問されない限り、自分のことをペラペラ喋しやべるような性格はしていない。

「わたしはね、保育士になりたいの」と、ほえむは言う。「そのための学校に行くつもり。まだ分かんないけど、担任の先生は面接さえうまく行けば、推すい薦せん入学、大丈夫なんじゃないかって言ってくれてるし。わたし、演劇部で子どもたちに読み聞かせのボランティアをしてきてるから、そういう活動も推薦枠をもらうには有利なんだって」

「……そうか」

　見た目はほえほえとしていても、ほえむはちゃんと自分の将来のことを考えている。

　真宝だって役者になるという夢がある。彼女がバイトをしているのも、夢のための資金づくりなのだろう。演劇学校に行くつもりか、どこかの劇団のオーディションを受けるつもりなのか、詳しくは知らないが。

　なんにも考えていないのは俺だけのようだ。……しかし、俺の将来って一体どうなるんだろう。

　これまでは、まだ良かった。幼稚園も小学校も中学校も、今の高校も、ホエ界とマホ界で同じ場所に通うことができた。勉強がある程度できていれば、なんとか普通の学生のふりはしていられた。

　だが、これからもずっと、人生がホエ界とマホ界で分ぶん岐きしてしまうとしたら……。

　バイトさえしたことのない俺おれでも分かる。二つのパラレルワールドを不安定に往復しながら、社会人として責任ある仕事を受け持つだなんて、不可能じゃないんだろうか？

　このままでいい筈はずがないのだ。

　とは言え、パラレルワールドの転移は自分の意志では止められない。それができるくらいなら、とっくにそうしている。

　信号が青に変わった。この道路を渡れば、もう若わか葉ば高校は目の前だ。

　俺は、自分の不安を一いつ旦たん忘れることにする。……自分の不安を忘れるのに一番いい方法は、他人の心配をすることだ。自分のことを棚に上げる、とも言うけどな。

「ほえむなら、絶対いい保育士になれるぜ。頑張れよ、面接」

「ありがとう、葵あおいくん」

　嬉うれしげなほえむと並んで、横断歩道をゆっくりと渡る。今日もいい天気だ。夏らしく、これから日中は暑くなるだろう。




　そして──この日、今までにないことが起こった。
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　授業は、先に教科書をパラ読みして内容を把は握あくしておいてから、なるべく寝る。それが俺のスタイルだ。

　とは言いつつ、普ふ段だんは、本気で授業中に熟睡することはない。うとうとしつつも耳では一応授業を聞いているつもりだ。勿論、記憶はよく飛んでいるけれど。

　昼休みを終えたあとの五時限目、英語の授業中にいつになく寝入ってしまったのは、やはり早起きが祟たたったのだろう。

「相楽さがら君、よくおやすみになっていらっしゃるようだけど、いいかしら？」

「……はい……？」

　自分の名前がすぐ近くから聞こえて、反射的に目を開けた。

　少々嫌いや味みっぽい四十がらみの化粧のきつい女教師が、教室の中ほどにある俺の机のすぐ側まで来て、俺を睨にらむように見下ろしていた。まあ、嫌味っぽいのは、俺が寝ていたからしょうがないともいうが。

　周囲からは押し殺したクスクス笑いが聞こえていた。一応、恥ずかしい。

　……つーか、英語教師ってこんなオバサンだったっけ？　俺おれって、教師の顔さえよく見ていないのだろうか。

「ではそんな相楽さがら君に、『寝る』を尊敬語で言うと何か答えてもらいましょうか」

「はい？」

　また、脳みそが疑問符で埋まる。英語に尊敬語なんて、あったっけ？

　勿もち論ろん、英語でも丁てい寧ねいな言い方というのはあるそうだが、日本語でいう敬語に当たるような文法はないんじゃなかったのか？

　慌あわてて黒板に目をやると、『おぼしめす』『御ご覧らんず』などの言葉が目に入る。

　…………は？

「『寝る』の敬語動詞は『大おお殿とのごもる』でしたっけ？」確か、古文では、天皇が就寝する時にそう言っていたような。

「正解」つっけんどんにおばさん教師は答え、教きよう壇だんに戻っていく。

　脊せき椎つい反射で答えることはできたものの、……これはおかしい。

　だが、俺自身、自分の机に古文の教科書を広げていた。

　いつの間にか、英語の授業は終わってしまったのだろうか。いや、自分でこの教科書を出した覚えはないし、そもそも六時限目は世界史だった筈はずなんだが。

　教科書から顔を上げた俺は、もうちょっとで大声を上げるところだった。

　教室の生徒たちが、みんなブレザーを着ている。というか、俺が身に着けている制服も、いつの間にか学ランではなくなっていた。

　間違いない。ここは、マホ界だ。

　そうだ、そうでなければ教師に「相楽君」なんて指名される筈がない。ホエ界では、母親と一緒に暮らしている俺は江え村むらという姓で呼ばれているんだから。

　……もしかして、今俺が居眠りしたからなのか？　もう一人の俺も同時に居眠りしたがために、入れ替わってしまったのだろうか。

　だが、俺が授業中に寝ることなんて珍しくもなんともないし、もう一人の俺だって大差ないだろう。もし、そんなことで転移するくらいであれば、これまでも同じことが何度も起こっている筈だ。

「じゃあ、次の問題を。天てん馬ま君」

「はい」

　天馬が指名された。淀よどみなく答えを述べているクラスメートをぼんやり眺める。

　こういう時、舞まい界にいた天馬であれば俺の相談に乗ってくれるかもしれないが、あそこにいる天馬は俺がパラレルワールドをかける少年であることを知らない。

　あ、いや。何をまだ寝ぼけているんだ、俺は。

　舞界の天馬じゃなくとも、鏡かがみ舞まい花か本人に訊きいてみればいいことじゃないか。

　これまでの俺おれであれば、こうした謎なぞの現象が起こったとしても、誰だれにも言うことができなかった。困りごとを話すことができる相手がいるのは、それだけでもかなり心強い。舞まい花かに頼っている自分を認めるのも、少々癪しやくにさわったが。

　だが……舞花は携帯電話を持っていないのだ。こちらから会いたくても、どうやって連絡を取ればいいのか分からない。引きこもりだし直接部屋を訪ねればいいのだが、あのマンション、住人以外は勝手に入ることができないし、呼び出しをどうすればいいのか分からない。

　次にいつ会うのかを聞いていなかったのが悔やまれた。舞花の方からまたそのうち接触を図ってくるだろうと勝手に思っていた。こんなに次々と不測の事態が起こるとは思わないではないか。







　昼間のアスファルトの熱の残ざん滓しが、まだ往来にこもっている。ぼちぼちと、遠くから蟬せみの声が聴きこえはじめていた。

　一日の授業が終わり、家路についていた。

　そういやホエ界の方はどうだか知らないが、マホ界では昨日さくら商店街で食料を買い込んだのだから、別にスーパーに寄ったりしなくてもいいな。自宅と若わか葉ば高校は徒歩五分の距離なので、寄り道をしなければ、帰りの道のりはあっという間だ。

　真ま宝ほうやほえむと登校の時間が重なることはこれまでなかったが、下校の時間が同じになることも滅めつ多たにない。俺は帰宅部だが、真宝たちは部活があるからな。

　朝にはほえむと学校に向かったのに、帰ると隣となりの表札に篠しの崎ざきの文字があるというのは、変な気分だった。

　真宝の帰っていない隣の家を通り過ぎ、自分の家の玄関に着いたところで、俺は探したかった人物の姿を見つけて固まった。

「…………舞花？」

　こちらに背を向けて立ち尽くしていたのは、多世界を生きている長髪の少女。

　名を呼ぶと、そういう仕掛けの人形であるかのように、無表情に俺を振り向いた。

「葵あおい。待っていたわ」

　ちっとも感情がこもっていないので、待たせて悪かったという気分にもならない。

「どうしてここが……ああ、お前は舞まい界では俺の家の隣に住んでいるんだから、俺の家を知っているのは当然だったな」

「だから言ったじゃない。明日も明後日あさつても説明してあげるって」……意外に律りち儀ぎな奴やつである。

「今日も演劇部の部室に行こうかと思ったけれど、ほかの人の携帯を使うと篠崎真宝に怒られるみたいだから、直接あんたの家に来ることにしたわ」

「……最初からそうしてくれたら良かったんだがな……」

　そうしたら、真ま宝ほうに舞まい花かの存在を知られなくてすんだ。

　真宝の無む茶ちや振ぶりを思い出し、溜ため息いきをついてしまう俺おれ。こいつを演劇部の活動に誘うとか、悪い冗談にしか思えない。

「いくらお前が多世界で引きこもりをやっていてもなあ。他人の携帯電話を勝手に触っちゃいけないという常識くらい、誰だれかに教わらなかったのか？」

「そういえば別の世界の葵あおいにはそう言われてた。でも、私、葵に言われたことなんて気にしないから」

「……あ、そうかよ…………」一応抵抗はしたものの、結局携帯はこいつに勝手に使われているんだな。やっぱり尻しりに敷しかれてるじゃん、俺。

　げんなりしている俺を気にも留とめないように、舞花はさらに恐ろしいことを言ってくる。

「昨日、こっちだけじゃなくてホエ界でも篠しの崎ざき真宝に怒られたわ。

　ホエ界では、篠崎真宝じゃなくて、遠えん藤どう微笑ほえむの携帯を使おうとしたんだけど」

「は？　お前、昨日ホエ界でも演劇部室にも行ったのか？」

「一昨日おととい私の世界に飛んできたあんたが、昨日はマホ界にいるか、ホエ界にいるかなんて私に分かるわけがないもの。私は確率を計算できるだけよ」

「……それはそうか……」

　何も事情を知らないホエ界の俺は、今いま頃ごろどれだけ困惑する羽目になっているだろうか。ちょっと気の毒になってきた。……すると、

「今、ホエ界でも、私はここにいるわ。ちょうどこうしてあんたの家の前で、今あんたに対たい峙じしている」

「なぜだっ!?」

　今度こそ、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまう俺。

「今、ホエ界にいるあんたも、私に会って同じような驚おどろき方している」

「そりゃあ驚くに決まってるだろうが……奴やつは事情を何も知らないんだぞ？」

「昨日、あんたがホエ界とマホ界のどっちにいるのか分からなかったのと同じように、今日だって、私はどっちの葵に会いにくればいいか分からなかったもの」

「………………そうかよ」

　いい加減、頭がこんがらがってきた。

「でも、ちょうどいいわ。ホエ界にいるあんたにも、私のことを説明しておいた方がいいでしょう？」と、舞花。「だいぶ混乱しているみたいだから」

「……ああ、頼むよ」

　俺はげっそりとした気分で答えた。

　これで、俺が奴に宛あててクソ長い説明を書く手間は省けた。しかし……。

「今、ホエ界にいる俺と会話しているなら、状況を全然伝えていなかったことを謝っておいてくれ……すまんかったと」

「分かったわ」舞まい花かは素直に頷うなずく。

「まあ、いつまでもここで立ち話もなんだから、中に入れよ。親は仕事でいないし」




　……自室に舞花を入れた俺おれがまずとった行動は、普ふ段だん触らない自分のカーテンを閉めることだった。万が一、真ま宝ほうが早く帰宅してきて、俺の部屋の来客に気づいたら……余計ややこしい事態になるに違いあるまい。

　室内の殺風景ぶりは、舞花の部屋と大差ない。ただ文化的なことに、クッションなら持っている。適当に埃ほこりをはたいて舞花に出してやった。舞花は嫌いやな顔もせずに腰掛ける。……感情がないんだもんな。

「実は俺もお前に話したいことがあるんだ」

　俺は今日の出来事を舞花に説明した。

　舞花は相あい槌づちさえ打たずにじっとこちらを見ている。こいつは人の話を聞いても、頷くという動作さえしないのだ。本当に聞いているのだが、話していて不安になるが、

「私は説明したじゃない」舞花は何を今さら、と言いたげだった。「マホ界とホエ界は重なり合いつつあるって」

「そういえば、そんな話もしていたな……」

　舞花の話の中でも、何より信じにくいものだったので、俺はスルーしていたのだが、

「二つの世界が近づきつつあるんだから、今までになく容易たやすく転移してしまっただけよ」

　こいつの話がいくらとんでもないものでも、もう聞き流すことはできなかった。

「……もしも、だぜ。マホ界とホエ界が完全に重なり合ったら、何が起こるんだ？　具体的に言えば、俺の隣となりには誰だれが住んでいることになるんだ？　真宝とほえむが重なり合う、ということはないよな」

「まさか。巨きよ視し的には、そんな現象は起こりえない。言ったじゃない。量りよう子し力りき学がくの重なり合うという現象は、本当に重なって見えるわけじゃないって。観測すれば、結果は目に見えるものとして決まるわ。確率というのは、どっちの結果が現れやすいかということにすぎないの。

　シュレーディンガーの猫が、生きているか死んでいるか、観測してしまえば結果が確定されるのと同じことよ。つまりね、」

　舞花は、言った。




「マホ界とホエ界が完全に重なった時、あんたが世界を観測することで──あんたの隣には、より大切な相手が残ることになるわ」




「……え？」

　何か、とんでもないことを言われた気がする。

「あんたにとって、自分の隣となりに残って欲しいと思う相手が残るのよ。もっとも、今ホエ界にいる方のあんたにも同じことが言えるから、そこは微妙なバランスが働くことになるだろうけど」

「…………？」

　舞まい界にいる俺おれが、おそらく自分で、舞まい花かと隣となり合った世界に留とどまることを望んだように。

　マホ界とホエ界が重なった、その結果を俺自身が観測することで──真ま宝ほうのいる世界とほえむのいる世界、俺がそのどちらかを選ばなければならないということなのか？

「これで、あんたのふたまたも、年ねん貢ぐの納め時……」

「だから二ふた股またって言うな！　何だか傷つくんだぞ!!」

「でも、あんたには悪い話ではない」舞花はそう続ける。

「そうしたら、あんたは今のようにパラレルワールドを転移し続けなくてすむようになる。一つの世界に安定して存在していられるようになる。

　舞界の私の隣に住んでいるあんたが、最近滅めつ多たに転移することがなくなったように」

　パラレルワールドを転移せずにすむようになること。それだけなら、確かに悪い話ではないのだが……。

「どうしても、俺が真宝とほえむを選べなかったら、どうなるんだ？」

　俺は二股なんかかけていない。真宝にもほえむにも、恋をしているつもりはない。

　だが、どちらが大切な幼なじみかと言われると……答えは出てこない。姉と妹を比べることなど、俺にはできない。

「最終的には、やっぱり確率の問題になると思うわ」

　舞花は容よう赦しやなく言った。

「あんたがいかに平等にふたまたをしているつもりでも、二人への気持ちが常にまったく同じということはありえない。ほんの少しでも差がつけば、それが世界を分ける決め手となるかもしれない。たとえその想いが、量子一つ分の差であっても」

「だから二股って（以下同文）…………大体、どうして今になってマホ界とホエ界が重なりあうなんて現象が起きはじめたんだよ。二人との友達付き合いは、今までと何も変わっていないぞ」

　友達、というところに力を込めて発音したが、舞花は意に介さない。

「これも、もう説明したわ。この場合、二つの世界の観測者はあんた自身。だから、あんたが何かきっかけをつくったとしか考えられないわ。マホ界とホエ界が重なるようなきっかけを。

　記憶力はいいんでしょう。思い出してみたら？　私の世界にやってくる前に、何か変わったことをしたんじゃない？」

「舞花の世界に行く前に、俺がしたこと……」

　言われた通り、記憶を辿たどってみようとする。

　あの朝、ブラインドのかかった窓の隣となりの部屋で目覚めた──その前の日。

　俺おれは、早起きして真ま宝ほうに話しかけた。演劇部の台本のことで、心配して天てん馬まを紹介した。そのさらに前日も、殆ほとんど同じことをしていた。早起きして、ほえむに話しかけた。演劇部の台本のことで心配して──その夜に、天馬を紹介した。

　マホ界で起こった出来事は、大抵、ホエ界でも似たような出来事となって現れる。その片棒を、わざわざ担かつごうと思ったのははじめてのことだった。

　脳裏に、前に聞いた舞まい花かの台詞せりふが蘇よみがえる。

『つまらないと思うような変化を侮らない方がいいわよ。だって、問題はあくまで、あんたの主観なんだから』

　……まさか、そんなことのせいで？

　俺は、思い出したことを舞花に説明した。はっきり言って、これが「世界の重なるきっかけ」などとは自分でも馬ば鹿か馬ば鹿かしくて考えたくなかった。舞花にもくだらないわと一いつ蹴しゆうされるのではと思った。でも、ほかに思い当たるようなことが本当に何もなかった。

　舞花はじっと俺の話を聞いていた。そして、俺が話し終えると、あっさりと認めた。

「それがきっかけでしょうね。他に考えられないわ」

「だ、だが。全然、たいしたことじゃないぞ[image: ？？？]」

「充分、驚きよう愕がくに値するわ。まず、あんたが三日も四日も連続で早起きしたというのが異常よ。沢たく山さんのあんたに出会ってきた私には分かる。前代未聞だわ」

　確かに、自分でもそう思う。

「些さ細さいな出来事でも、あんたが自分から行動を取ったことに意味があるのよ。

　あんたはずっと無意識的に、マホ界とホエ界の観測者という位置に存在していた。けれど、これまでのあんたは、ただ受け身で運命に流されるだけの傍観者にすぎなかった。だから、世界を重ね合わせるほどの観測者効果は働かなかったんだわ。

　あんた自身が行動することで、はじめてあんたの主観的な世界に変化が生じた。それが、マホ界とホエ界にも影えい響きようを及ぼしたのよ」

　舞花は分かったような分からないようなことを言う。

「……あんた、どうして、成長するうちに転移するパラレルワールドの数が減少してきたか、気づいてる？」

「？　俺が無意識的に世界を選んだから、とお前が言っただろ？」

「それもあるわ。でも、パラレルワールドを転移する葵あおい自身も減っているの。別の世界では、すでに自分の世界を選び取った葵が増えているから」

「……言ってることがよく理解できんが、俺が他の世界にいる俺よりも遅れているとか言いたいのかよ？」

「早い遅いなんて、関係ないわ。人にはそれぞれ、時期があるから」

　舞まい花かの淡々とした口調で言われると、単に現象を説明されているのか、上から目線で人生を諭さとされているのか、どうにも判然としなかった。

　でも、舞花の言う通りかもしれない。

　今朝、ほえむと話した時にわきあがった不安を思い出した。

　これからもずっと、人生がホエ界とマホ界で分ぶん岐きしてしまうとしたら……俺おれは、今後の将来設計をどう描いていけばいいのか、いずれ途方に暮れることになる。今のようにパラレルワールドをふらふらしながらできる仕事を探すのでは、職業の選択肢だってずいぶん限られてしまうだろう。

　一つの世界に安住できれば……将来のことを落ち着いて考えることもできる。

　俺ももう高校二年生だ。来年になれば、嫌いやでも高校卒業以降の進路を選ばざるをえなくなる。布団にこもって現実逃避ばかりしているわけにもいかなくなるのは分かっていた。

　年ねん貢ぐの納め時か……本当に、そうかもしれない。二ふた股またというのは断じて認められないが。

　パラレルワールドを転移しなくなれば、今までのように勉強や人間関係などにハンディキャップを抱えなくてもすむ。もろ手をあげて喜んでもいいことの筈はずだ。

　でも、どうしてだろう。

　──何か、とても大切なことを忘れているような気がするのは。




　カーテンの隙すき間まから隣となりの部屋を覗のぞくと、まだ真ま宝ほうは帰っていなかった。今も演劇部の部室にいるのだろう。

　それを確かめたのは、舞花が「説明に疲れたから今日は帰るわ」と言ったからだ。

「……途中まで送るよ。万一、真宝と出くわして、お前が俺の家に来ていたことがバレたら面倒くさいことになるからな。裏道を教えてやる」

　念には念を、だ。なにも、女は恐ろしいという理由だけではない。

　今、二人が出会ったら、真宝は舞花を演劇部に引きずり込むために何を言い出すか分からない。俺が舞花とは連絡が取れなくなったとでも言い張れば、まだ舞台から逃げられる可能性もなきにしもあらずだというのに。

　真宝がいつも通りそうな道は避けて、さくら商店街を目指すことにする。

　道すがら、聞いてみた。

「ホエ界の方でも、俺への説明は終わったか？」

「大体。向こうの私は今から帰るところ。今私が帰っているルートで、向こうの私も帰宅すればいいわね」

　まあ、ほえむと舞花が会ったからといって、致命的な事態が起こるとは思わないが。「マホ界とホエ界では微妙に道順が違うから、迷うなよ」

　今通っている裏道は、住宅街の隙すき間まを抜けるような細くくねくねとしたルート。ガキの時分は、真ま宝ほうと一緒に探検と称してチョロチョロ歩いたこともあったが、さすがに今の真宝やほえむは通るまい。部活で疲れたあとでは、殊こと更さらな。

「今、ホエ界のあんたに、ちゃんと伝えといたわ。あんたが謝っていたって」

「……向こうの俺おれ、何か言ってるか？」

「ばかやろうと伝えてくれって。

　すごい剣幕だったわよ。気づいたらマホ界では篠しの崎ざき真宝が自分を演劇部に引き込むことを決め込んでいるし、ホエ界では、遠えん藤どう微笑ほえむに『鏡かがみ舞まい花かという女の子が葵あおいくんを探しに演劇部室に来てたけど、あの子は誰だれかな？』と聞かれて、心当たりがなくて気持ちが悪かったそうよ。おまけに遠藤微笑と天てん馬まが何な故ぜか自分の知らない間に親しくなっていて、一緒に学食にいるのを目撃したりとか……事情を知らないまま短い間に変わったことが続いて、パニック状態だったみたい」

「……あ、そう…………」

　やはりというか、だいぶご立腹のようだ。俺の方も、しばらく申し送りメモを書いてもらえないかもしれない。

　いつもの道より時間はかかったが、やがて、無事にさくら商店街が見えてきた。あとは舞花も道が分かるだろう。このまま帰宅するつもりだったが、そこで思い出した。

「そうだ。お前さ、携帯持てよ」

「ケータイ……」

　舞花は俺の顔を見返してきた。

「私は他の世界でも、あまり携帯電話は持っていないわ。ずっと部屋にいれば、必要ないから」

「そういえば、舞まい界でも、お前は俺の携帯使っていたっけな……だが、あの世界みたいに、俺とお前が隣となりに住んでいるわけじゃないんだから。俺から連絡を取りたい時にも不便だろうが」

「……そうね。私もいちいちあんたを探さなくていいものね」

　舞花はすんなりと了承した。

「さくら商店街にも携帯電話ショップがあった筈だ。そこで契約すればいいだろ」

「今からするの？」

「明日にだって、また何が起こるか分からないものな。必要なものは、身分証明書と、印鑑と……」

　商店街を過ぎれば、舞花のマンションはすぐそこだ。舞花は一いつ旦たん自分の部屋に戻り、必要なものを取ってきた。身分証明書にはパスポートを持ってきている。

「どうしてそんなもの持ってるんだ？」

　俺はきょとんとした。引きこもりで携帯電話も持っていないような奴やつに、海外に行く機会があるとも思えなかったのだが、

「両親とも海外にいるから」

　舞まい花かはそう答えた。両親とも大手企業の社員として世界を股またにかけているのだと言う。だからマンションで一人暮らしなどしているわけだ。

　そこでやっと気づいた。俺おれと同様、舞花も世間的には普通に未成年者の高校生なわけで、自分だけで携帯電話の契約はできない。ショップにも問い合わせに行ったが、結局、親権者同意書がいるたらなんたらで、必要な書類をもらうにとどまった。舞花が携帯電話を手にするには、まだ時間がかかりそうだ。

「……まあ、しょうがないわな」

　ショップを出てから、そのまま商店街をぶらぶら辿たどり、舞花のマンションに戻ろうとする。まだ訊ききたいこともあったのだが、舞花が疲れて帰りたいと言っているんだから、これ以上引き留とめるわけにもいかない。

　だが、途中で足を止めたのは舞花の方だった。

「……ここ、入りたい」

「はあ？」

　俺は訝いぶかしくなる。

　そこはいかにも女子向けの文具や雑貨を取り扱っている小売店だった。店の前に並べられたワゴンにも、ところせましとぬいぐるみや小物が詰め込まれている。

　真ま宝ほうやほえむなら、こういった店にちょくちょく出入りしているだろう。だが、ぬいぐるみどころか、部屋にクッションさえも置いていないような舞花が、こんな店に一体何の用があるのかが分からない。

　しかし、それでも本人が入りたいと言っているんだから、俺が止めることはない。こいつ、金はたんまり持ってるみたいだし……。

「じゃあ入ればいいだろ。俺はもう帰るな」

　そこまで俺が付き添う義務はない。別に、デートをしているわけではないのだ。

　……と思ったのだが、

「葵あおいも来てちょうだい」

　相変わらずの無表情で、舞花はこちらにギギギと顔を向ける。いや冗談ですよね舞花さん、そこは俺には未知なる領域です。ファンシーなぬいぐるみになど囲まれたら、もしかして原因不明のぶつぶつが出来て三日三晩高熱に浮かされた挙あげ句くに死ぬかもしれませんよ？　……と逃げようとした俺の右手に、否いや応おうなしに温かいものが絡からみつく。

　舞花の指だ。

　なんとなく、彼女の肌には言動通りに人間離ばなれした冷たい手触りを想像していたので、そのほっそりとした指の温みに驚おどろいてしまう。いや、そういえば昔、手が冷たい人は心が温かく、手が温かい人は心が冷たいという俗説を聞いたことがあったっけ。それなら舞まい花かの手が温かいことは特に驚きよう愕がくすべきことじゃない。

　……いや、そういう問題じゃなくて！

　小さな手だった。別段大きくもない俺おれの手の中にもすっぽり収まってしまう。丁てい重ちように扱わないとガラス細工のように壊こわれてしまうのではないかと、心配になるような手のひらだった。

　こいつ、無表情人形のくせに手をつなぐなんて高等テクニックを駆使してくるとは。まあ、手をつなぐくらいで高等テクニックなどと口走るのはもしかしたら世の中の高校生から見たら相当恥ずかしいレベルなのかもしれないが、そんなセルフツッコミをする心の余裕もない。俺は女の子に手を握られたのははじめてだよ、このヤロー。決して嫌いやではないのだが、くすぐったくてたまらない。

　舞花に手を引かれるままに雑貨店に引き込まれてしまう。自動ドアが開き、冷房が顔に当たる。アロマテラピーとやらに使うものなのだろうか、甘く濃こい香りがむっと押し寄せてきた。

　それにしても何な故ぜに俺は、こうも舞花に抵抗できないんだろう。舞まい界の俺の呪のろいだろうか。

　舞花はぐるっと店内を見回した。ゆっくりと品物を見て回る気はなさそうだ。目的の棚が目に留とまったらしく、逆らえない俺を連れてずんずん闊かつ歩ぽしていく。

　舞花が何を探していたかに気づいて、一応は腑ふに落ちた。

「ああ、そうか。お前も携帯持つんだもんな」

　そこはキーホルダーやストラップの売り場だった。花や動物を象かたどったもの、色とりどりのビーズでデザインされたもの……しかし、生活に彩いろどりというものをまるで必要としていなさそうな舞花が、こういったものをわざわざ選びにくるのも、いささか不自然な気がする。携帯電話にストラップをつけなければ使えないわけではないし。

「……まあ、ストラップつけた方が、落下防止にはなるけ……うぉわっげっ!?」

　驚おどろきのあまり、なんとも珍妙な悲鳴を上げてしまう俺。店内の視線が一斉に集まってきた。

　しかし、こいつ今、俺のケツ触らなかったか!?　ほっそりとした指の感触を確かに感じた。それは高等テクニックどころの問題じゃないぞ、しかも公衆の面前で？？？

　…………………………いや。勘違いだった。

　舞花は俺の尻しりポケットから勝手に俺の携帯を抜いただけだった。なんという恥。

　赤面している俺の存在をそよ風くらいにしか思っていなさそうな舞花は、俺の携帯を開くでもなく食い入るように見つめている。飾り気のない黒の携帯電話だ、何が珍しいのだろう。

「……これ、葵あおいが買ったの？」

「いや、俺はバイトしてねえし、金は親に出してもらって……あっ、」

　携帯の話ではなくて、今はストラップが問題なのだった。

　くっついているストラップは、一年くらい前に、真ま宝ほうが大阪に劇団四季の公演を観みに行った時に土産みやげに買ってきてくれたものだ。猫のキャラクターがたこ焼きを頭にかぶっているようなデザインである。ずっとつけっぱなしなので、すっかり薄うす汚よごれて傷だらけになっていた。

　真ま宝ほうの土産みやげだということを説明すると、「……ふーん……」と言いながらも、なおも舞まい花かは考え込み、俺おれの携帯を自分のスカートのポケットに入れてしまうと、また目の前のストラップ売り場に視線を戻した。

　そして、迷うこともなく彼女が無造作に手に取ったのは、眠たそうな顔をした、耳のでかい水色のウサギのストラップだった。しかも二つ、まったく同じものを。

　……え。二つ？

　男に買ってほしいとねだるような発想は持ち合わせてないらしく、もはや俺は置いてけぼりにして、ずんずんレジに迫っていく舞花。プレゼントですか？　と笑顔を向ける店員に、今すぐ使うからいいわ、と答えている。

　間違っても女子高生の持ち物とは思えない、真っ黒で薄っぺらな財布を鞄かばんから取り出して支払っている舞花に、後ろから恐る恐る尋ねてみる俺。

「お前、まだ携帯電話持っていないのに、すぐストラップを使うってことはないよな？」

「私の分は、まだ必要ないわ。でも、葵あおいのはすぐにつけられるじゃない」

「なんで俺の分まで買うんだよ。意味分かんねえぞ！」

　でも、ツッコミを入れている間にも、会計は終わってしまうわけで。

　ふと気づくと、舞花に向かって一人で騒さわいでいる俺に、またもや店内の視線が集まりつつある。もう一刻も早く退散するしかない。皆さん、どうもお騒がせいたしましたぁっ!!

　今度は俺が舞花を引っ張るようにして店を出てしまった。そのまま、さくら商店街を抜けるまで突っ走ってしまう。恥ずかしくて、つい足を止められなかったのだ。

「……葵………………きつぃ」

　ふと気づくと、舞花の白い肌が妙に紅こう潮ちようしている。呼吸も荒くなっていた。

「！　……すまん」

　しまった。俺は慌あわててしまう。

　こいつはほんの少し前までマンションの部屋にひたすら引きこもっていたのだ。生まれてこの方、全力疾走なんて経験したことがないに違いない。

　舞花のマンションのすぐ目の前に公園があった。最低限の遊具が並んでいるだけのささやかなもので、遊んでいる子供の一人さえいない。ベンチが置いてあったので、とりあえず、そこに舞花を座らせることにする。

「悪かった。飲み物でも買ってやるよ。オレンジジュースとかでいいか？」

　ええ、と掠かすれた声で舞花が答えた。彼女も普通の人間の肉体を持っているわけで、声の変化の理由は感情ではなく単に息が切れているだけなのだが、彼女の声の平へい坦たんさが失われていることに妙にどぎまぎしてしまう。しかも、汗で長い髪が頰ほおに張り付き、激しく息をついている舞花の姿が妙に色っぽいではないか。ああああ。

　平常心を取り戻すために、南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつと唱えながら自販機でつぶつぶオレンジを買った。勿もち論ろん、敬けい虔けんな仏教徒というわけではない。赤あか巻まき紙がみ青あお巻まき紙がみ黄き巻まき紙がみとでも早口言葉を唱えた方がよかったかも……いや、それはそれでどうなんだ。俺おれ、真ま宝ほうに洗脳されかかっているのか？

「……舞まい界の私は、自分の携帯電話を持っていない」

　ジュースを口にして、やっと人ひと心地ごこちがついたらしい舞まい花かは、そう切り出した。

「でも、あんたとお揃そろいのタヌ君を持ってる」

「タヌ……ああ、狸たぬきね…………」

　そういや、キーホルダーとストラップでお揃いの狸だったよな。

「……ほかの世界の私も、あんたと出会ったら、お揃いのマスコットを持ってる。みんなそうしてる。……私も、そうしたい、と思った。ずっと、何かをしたいなんて思ったことがなかったけれど、多分」

「しかし、なんで、そんな恥ずかしいことやるんだよ？」

　俺にとっては、目一杯の疑問だったのだが、

「だって、友達だもの」

　出会った時から、まるで綺き麗れいな仮面を顔に貼はり付けているかのように、表情筋が微動だにしない舞花だから、

「私にとっては、たった一人の友達だもの」

　ほんの数ミリ、目を細めただけで、

「だから、」

　ほんの数ミリ、口元を緩ゆるませただけで。

「その証あかしがほしかった」

　それだけで、微笑ほほえみに見えてしまって、

「……しょうがねえなあ……」

　それだけで、観念せざるを得ないではないか。

　分かったよ、と舞界で暮らしている俺へと、心で語りかける。お前はやっぱり俺だ、今お前の気持ちが痛いほどよく分かった。

　俺だって、今夜、もう一人の俺に宛あてたメモに、こんな申し送りを書かないわけにはいかないだろう。

　俺には女と同じマスコットを持って喜ぶような趣味はない！　不可抗力だ！　気にするなよ。……と。







　帰宅して一人の夕食を終え、自室に上がる。さて明日の準備をせねば。

「葵あおいー」

　しっかりと携帯にウサギのストラップはつけられてしまったが、まあ誰だれに見せるというものでもない。俺おれは人前で携帯を使うことが滅めつ多たにないものな。

「アオイー？」

　さほど大きいものではないから目立たないし、外はずしたら舞まい花かが怖い気がする。世の中、やはり平和が一番である。

「ねえ、葵あおいってばあ」

　……あまり気にしないのが一番だ。

「ア・オ・イ・ウ・エ・オ・ア・オ」

「その発声練習はやめんかああああっ！」

　しまった、つい反応してしまった。やっぱり俺の部屋のカーテン、あのまま閉じたままにしておけばよかった。

「舞花さんにちゃんと演劇部に来るように言ってくれた？」

　窓越しに、上じよう機き嫌げんの真ま宝ほうから話しかけられる。

「……言ってねえよ。電話を掛けてみたけど、つながらなかったんだ」と、さっそく噓うそをつく俺。

「それならメールすればいいのに」

「メールは打つのが面倒だ」

「もうっ。面倒、面倒、面倒！　葵は本当にそればっかりだよねっ」

　台詞せりふだけ見ると、真宝は俺に対する愚ぐ痴ちを零こぼしているようだ。

　だが、真宝本人は、妙に浮き足立っている。イントネーション的には、「面倒♪　面倒♪　面倒♪」と言っている感じ。

「あたしね、一回でいいから、葵がめちゃくちゃ頑張ってるところを見てみたいなって思ってたんだ。だって、優等生なのに勉強頑張ってるとこも見たことないしぃ」

「何を言う。俺だって、テスト前日は頑張ってるぞ」

「本当かなあ？　あたしだってテスト前日はずっと勉強してるけど、葵に分かんないとこを訊こうとしても、ベッドでゴロゴロしてるじゃない」

「俺はスロースターターなんだよ。お前、テスト前日に早く寝てるんじゃないのか？」

「いや、だって。あたしはその前からちゃんと出題範囲勉強してるもん。前日に寝てなくて睡眠不足になるのが嫌いやだし」

「そうだろ？　だから俺の勉強に励む姿を見たことがないんだよ。

　俺が本気で頑張り始めるのは、午前零れい時じを過ぎたところからだ」

「いや、零時を過ぎたらテスト前日じゃないよ！　それはテスト当日って言うんだよ！」

　ツッコミながらも、真宝は実に楽しそうだ。本心はウキウキしていて、それをどうにも隠かくしきれていないっていう感じ。

　……まあ、大体分かった。

「天てん馬まと作ってる台本、進んできたんじゃないのか？」

「そのとお～りっ。葵あおいどうして分かるの？

　まだ台詞せりふ回しとか考えるのはこれからだけどね、途中までのストーリーは今日やっと決まってきたかなっと。舞まい花かさんをヒロインにすることを考えたら、あっという間にイメージが膨ふくらんできちゃってさあ。

　だから、舞花さんには絶対出演してもらわないと」

「……まだ本人の承しよう諾だくもとってない段階でキャスティングしてんじゃねえよ……」

「でも、本当に舞花さんがいいんだってば。どんなお話なのかを聞いたら、葵だって、絶対そう思うよ」

　そして真宝は、夢見る少女そのままの表情で、大おお袈げ裟さな身振り手振りを交えつつ、みっちりと今年の演劇部のオリジナル台本の内容を説明してくれた。これも、もう一人の俺おれに申し送りしてやらんといけないのだろうか……。

　ざっくり言えば、こんな内容である。







　舞台となるのは、若わか葉ば高校および、そのパラレルワールドに存在している双ふた葉ば高校。

　設定として、そのもう一つの世界は反宇宙に存在しているそうだ。

　だから、パラレルワールドの場面で出てくる登場人物たちの性格も正反対らしい（……何が「だから」なんだ？　とは思ったが、ツッコむとキリがないからやめておくことにした）。

　若葉高校で弱気でおどおどした少女が、双葉高校では傲ごう岸がんな女に。双葉高校では学校を牛ぎゆう耳じる不良少年が、若葉高校では真ま面じ目めな級長に……と、そんな具合だ。




　なお、反宇宙というのは、陽子や中性子などのすべての物質が電荷の正負を対にした反物質でできている世界だ。そしてＳＦの世界では、宇宙と反宇宙がもし触れ合うと、すべてが消え去ってしまうと言われる。




　そんな設定の中の若葉高校で、「自我を持っていない」ような女子生徒がいた。

　まるで、心の入っていない、人間の輪りん郭かくだけであるかのような存在だった。

　話しかけると答えは返ってくるものの、感情は何もこもっていない。ただ相手の言葉に反応しているだけで、彼女特有の価値観と言ったものは見受けられない。

　その少女は、鏡に姿を映すことができない。周りからは「カガミ」と呼ばれて、忌いまわしい存在として遠ざけられていた。

　そして、その少女の鏡像となるべき存在は、実はパラレルワールドの双葉高校に存在していた。




　舞台では、若わか葉ば高校と双ふた葉ば高校の場面が交互に演じられる。

　まったく人格が正反対の登場人物の中で、カガミだけがいつも同じく、感情どころか心も持っていないような無機質な存在であり続ける。

　そして結末は……。







「で、結末はどうなるんだよ？」

「えへへ。まだ迷ってるんだ。いくつかアイディアはあるんだけど、どれにしようかな、みたいな」

「……いいのか、それで」あと、シュレーディンガーの猫はどこに行ったんだよ。

　だが、俺おれがもっとも問題とすべきなのは、そこではない。

「真ま宝ほう。その劇って、俺も出演する予定で考えてるんだよな？」

「うん。葵あおいはねえ、面倒くさがりで寝てばかりいるキャラなの。普ふ段だんと同じだから、演技しなくてもいいよ？

　しかも、教室で布ふ団とん敷しいて寝てるんだ。台詞せりふは寝言みたいなもんだから、楽ちんでいいでしょ？　あ、でも本番中に、布団の中で本当に寝ちゃ駄だ目めだからね！」

　教室で布団とか、学級崩ほう壊かいしてんのかよ。てか、完全に俺への当てこすりじゃないか！

　天てん馬まも止めてくれよ、こんなキャラ設定……。でも意外とあいつもノリやすいからな。……案外、真宝じゃなくて、あいつの発案だったりして。

　しかも、この設定で言えば……。

「それって、劇中の若葉高校にいる方の俺だよな。

　若葉高校で面倒くさがりだとすると、パラレルワールドの双葉高校にいる方の俺は……？」

「うん、もう君は何十馬力あるんだよってくらいのめちゃめちゃな頑張り屋さんでね」

　さっきの台詞はそういう意味だったんだな……。こいつが楽しくて仕方ない筈はずだわ。

「あのな、真宝。ちょっと真ま面じ目めに聞いてもいいか？」

「あたしはとっても真面目だよ？」

「お前が心から真剣に演劇部部長をやってるのは分かってる。長い付き合いだからな。

　だが、お前だって、俺の性格くらいはよく分かっている筈だ。

　俺を演劇部に引き入れたからって、俺が稽けい古こを真剣にやると思うか？　こんなにやる気のない男が舞台に立つことの方が、演劇に対する冒ぼう瀆とくにならねえか？　他の部員だって、俺みたいなのがダラダラ参加していたら士気が落ちるだろうが。お前、部長として、それでもいいのかよ」

　一気にしゃべってやった。我ながら、これはなかなか説得力がある気がする。

「お前、やっぱり俺おれのこと、自分のおもちゃみたいに思ってるままじゃねえか。そんなに他人が自分の思い通りに動くって思ってるんじゃねえよ」

　真ま宝ほうの目が、見開かれる。

　……さっき真宝が反省していたことにつけ込むような、キツい物言いをしてしまった。そのことに心が痛まないわけではない。

　だが、俺は迷わずそのまま自分のカーテンを閉めて、真宝をシャットアウトしてしまう。

　第一、そんな台本のプランは、早く諦あきらめた方が真宝のためでもあるのだ。どうせ舞まい花かを舞台に立たせることだって、できっこないのだから。

　舞花は、多世界観測者として行動の自由が制限されているからこそ、普ふ段だんは学校に来られないのだ。演劇部の稽古のためにたびたび登校することなど、他のパラレルワールドにいる舞花たちが許可するわけがない。

　諦めて、今の部員たちだけで演じられる台本を、早く作り直したほうがいいだろう。

　俺は、そう確信していた。




　……だが、次の日にもマホ界にいた俺は、真宝から「舞花さん、演劇部入部することになったよ」と聞かされて、仰ぎよう天てんすることとなる。




　舞花の両親が海外にいるため、携帯電話がすぐに契約できなかった。

　結局、それが元げん凶きようになってしまった。

　舞花は、俺の知らない間に、また演劇部室に足を運んだのだ。

　自分の携帯を持ったとしても、俺の電話番号を知らなければ電話はかけられない。そう気づいた舞花は、俺の電話番号を確実に知っている人物のところへとあっさりと赴おもむいた。……すなわち、篠しの崎ざき真宝のところへ。

　携帯を勝手に使ったせいで真宝と喧けん嘩かしたことは、もう舞花の頭にはなかった。人並みの感情が育っていないのだから、文字通りまったく気にしていなかったのである。

　真宝はと言えば、舞花に連絡を取りたかったのだから、彼女が姿を現したことは万ばん々ばん歳ざいだったらしい。真宝は真宝で、喧嘩したことを引きずるようなタイプではない。

　俺の知らない間に二人が会ったことで、舞花がまだ携帯を持っていないことが真宝にバレてしまった。しかし、その場で真宝に説得された舞花が演劇部入部を了承したことで、真宝の頭にはすっかり舞台以外のことが吹っ飛んでしまった。

　だから、俺が噓うそをついていたことについて、真宝は一言も問いたださなかった。怒られなくて助かったかと言えば……とんでもない。

　そもそも、どうして舞花が舞台に立つことを了承したかと言えば。

　真ま宝ほう、舞まい花かにこう説得したらしい。

「あたし、葵あおいにもこの劇に出てほしいって思ってるんだ。本当は昨日断られちゃって、今けっこうヘコんでるんだけどね……。

　でも、舞花さんも一緒だったら、葵も出てくれるかもしれない！」

「どうして私が関係あるのかしら？」

「だって……舞花さんは、葵にとって二人目の友達だもの」

　真宝の頭の中では、そう理解されてしまったようだ。

「私には、友達と呼べる相手は葵だけだわ」

　舞花はごく率直に、彼女にとっての事実を述べる。

　すると真宝は、舞花の両手を取り、極上の笑顔を向けた。

「そんなことない。今この時から、あたしも舞花さんの友達だから」

　真宝は普ふ段だんからこんなことを言っている。

『誰だれかと友達になるのは簡単だよ。ただ、自分から友達だと宣言してしまえばいいんだ。その時までは友達じゃないって思っていた相手でも、ちょっとでも胸があったかくなれば、それでもう友達になってくれるよ』

　自信に溢あふれている真宝ならではの処世術なのだろうが、

「トモダチ…………？」

　そう呟つぶやいた舞花は、しばらく真宝の顔を見返してから……

　やがて、ごく小さく、頷うなずいた。

　それが舞花の、入部了承の合図だったというのだ。




　……正直、真宝からそう説明されても、俺おれには信じられなかった。

　舞花には感情がないのだ。友達と呼ばれたくらいで、舞花の胸に温かさが生じるとは信じられなかった。

　先走った真宝が勝手に勘違いしただけで、何かの誤解ではないのか。

　だから、次に舞花が俺の家を訪ねて来た時に、はっきりさせようと問いただしてしまったのだが──

　感情のわかない舞花は、確かに、友達と呼ばれたことでは感銘を受けなかったそうだ。

　しかし、無数のパラレルワールドに同時存在している無数の舞花の内面が、その言葉に反応した。さながら、万まん華げ鏡きようの内に小さな花びらを落とすと、一挙に無限の幾き何か学がく模様となって幻の空間に広がっていくかのように。

　無表情で無機質な少女である舞花。その存在の殆ほとんどが部屋の中に引きこもり、時折りパソコンのキーを叩たたく、それだけの少女。

　彼女は、俺以外の誰だれからも友達と呼ばれたことがなかった。

　それに、無数の舞まい花かたちが反応を示したのだという。

　演劇に関する興味は微み塵じんもなくとも、友達という言葉に興味を示して──

　だから、舞花は頷うなずいた。

「……だがなあ、舞花。お前、観劇なんかしたことないだろ？」

「自分が演じたことはないけれど、『K/4458s』と『N/99809c』にいる私だったら……」

「あ～、あ～、分かった。他の世界では、一応舞台を観みたことはあるんだな。まあ、大して演技力が必要な役ではないみたいだが……それにしても、お前がたびたび学校まで稽けい古こに来れるのかよ？」

「毎日は無理だけど、ほかの『私たち』が、私になるべく行動の自由をゆずってくれるって言っているわ」

　その舞花の言葉に、俺おれはほとんど脱力してしまった。そこまでも、多世界少女は「友達」という存在に飢えていたのか……。

　おまけに、

「それに葵あおいも、劇に出るんでしょう？」

　確信しているような口調で言われてしまい、瞬しゆん間かん、絶句する。

　そうだ。この孤独な存在である舞花に、もともとは俺こそが「友達」という繫つながりを背負わされているのだった。

　俺に手紙を寄よ越こした、舞まい界の俺を思い出す。

　舞花を責める気持ちは毛頭ない。俺にとってそうだから、お前だって舞花のことをもっと知れば、彼女に対して怒ることはできなくなる筈はずだ──そんなことを、文章に綴つづっていた。

　パラレルワールドを転移し続ける俺の体質が、舞花の影えい響きようであるかどうかについて、はっきりした答えは出ていない。ただ、舞花はそれを自分の責任なのだと想像している。

　だから、こうも俺につきまとうのだろう。どのパラレルワールドにいる俺にも、同じ説明を何度も何度も、律儀に繰り返しているのだろう。やり方はとことんマイペースだけどな。

　舞界にいる俺のように、俺は舞花のことをよく知っているわけではない。

　……でも、これだけは俺にも分かっている。

　今目の前にいる舞花は、あのマンションの部屋でたった一人、ずっと待っていたのだ。俺が舞花の存在に接触するまで、生きる楽しみなど、何一つ知らないまま。

　それは俺が悪いわけではない。多世界観測者である舞花は、もともとそういう風にしか生きられないのかもしれない。

　ただ──それでも。

『……私はこういう普通の世界を知らない』

　いつかの彼女の吐と露ろを、ふと思い出してしまった。

　くそう。ここで断ったら……本当に俺、人でなしではないか。




「……ああ、俺おれも出るよ」




　まるで溜ため息いきを押し出すように、俺は舞まい花かにそう答えていた。

　無表情な舞花の前で、確かに、もう観念していた。

　ほんの少しでもいい。

　目の前にいる舞花に、普通の高校生としての青春を味わってほしい、と。

　──本当に柄にもなく、思ってしまっていた。

　多分俺も……こいつの友達として、な。
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　……そして、悪夢の朝がやってきた。




「アーーーーーーーーーーーーーーーーーーエーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

　イーーーーーーーーーーーーーーーーーーウーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

　エーーーーーーーーーーーーーーーーーーオーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

　アーーーーーーーーーーーーーー…………」




「うーーーーーーーーるーーーーーーーーーーーせーーーー～～～ぇ…………ゲホゲホっ」




　ぜーはーぜーはー。

　やっぱり真ま宝ほうなんかに対抗するんじゃなかった。肺活量が違うわ。

「おはよう、葵あおい。初心者にしてはなかなかいい音の伸ばしっぷりだったよ！」

　発声練習（ロングバージョン）を中断されたというのに、真宝は上機嫌だ。水玉模様のカーテンを勢いよく全開にして、大きく両手を上げてみせる。

　そう、ここは演劇部部室ではない。俺おれは今自室の窓で、桜おう花か市立若わか葉ば高校演劇部部長である幼なじみに抵抗できずにうなだれている。

（俺以外の）ご近所に配慮して、発声練習は毎朝七時からと決めた真宝は、もう一日たりとも休んだりはしない。

　俺への迷惑に対する配慮は、もう真宝の中には綺き麗れいさっぱりとなくなってしまった。なぜなら……真宝的には、もう俺は演劇仲間の一員で、部員という名の自分の所有物なのだから。

　俺が、舞まい花かと一緒に演劇部に入る、と力なく告げた時のこいつの喜びようは……正直、腹立たしくなるから、あまり思い出したくなかった。

「でも、そんな途中で喉のどがいがらっぽくなっちゃ駄目だよ。やっぱ腹式呼吸をしっかり訓練しないと！　これから毎朝の発声練習に加えて、腹筋と背筋を朝夕五十回ずつ、あとストレッチと柔軟体操と、ジョギングもやらないとね、それから……」

「いやいやいや、そんなハードな訓練メニュー、他の部員だってやってないだろ？」

「うん。でも葵は演劇部に入ったばっかりで、今日がはじめての稽けい古こなんだもんね。他の部員に追いついてもらうために、しっかり頑張ってもらわないと♪」

　……ついに、今日がはじめての《彩いろ葉は祭さい》での演劇上演に向けた稽古だそうだ。

　まだ台本は最後まで完成していないのだが、時間がないので書き上げたところから練習をはじめるらしい。ちゃんと、そのまま結末までまとめてくれるんだろうな。台詞せりふ覚えてから、内容の改変とかしないでくれよ。

「確かに俺おれは初心者だから、他の部員とは差があるだろうよ。だが、それを言うなら舞まい花かだって初心者だぞ？」

「葵あおいがちゃんと訓練してたら、舞花ちゃんだって自主的にトレーニングはじめるかもしれないじゃない。なんていっても、友達なんだから」

　にまにましながら、「友達」という単語を実に嬉うれしげに発音する真ま宝ほう。……畜ちく生しよう、そこが弱みになるとは思わなかった。

「それに舞花ちゃんはあんまり演技力要らない役でしょ。カガミは、不自然にさえ聴きこえなければ棒読みにしゃべっていいくらいなんだから。逆に感情をこめてもらっちゃ困るもの。動き回るような演技も必要ないし、客席に声さえ通ってればそれでいいの。

　でもね、葵は違う。若わか葉ば高校の場面では布ふ団とんに寝ててもらえばいいけど、その分、立っているのと比べて客席に声が通りにくくなるんだよ。だから、舞花ちゃんより、葵の方がちゃんと発声を鍛きたえないと駄目なんだ。

　それだけじゃない。パラレルワールドである双ふた葉ば高校の場面では、いつもの葵と正反対のキャラを演じてもらわないと困るんだし。

　だから、役作りのためにもっ！　いっぱい頑張った方がいいんだよ!!」

　格好の口実を手にした真宝は最強だ。まさに水を得た魚うおといったところ。

「それにしてもスパルタが過ぎないか？」

「もう本番まで二ヶ月くらいしかないんだもん、しょーがないよ」

「……結局、演技の練習は夏休み中ってことだよな……」

「もちろん！　夏休み中も毎日バシバシ稽けい古こをつけるからねっ」

　真宝の《彩いろ葉は祭さい》に向けた熱は上昇していく一方で、俺の青春は暗転していく一方である。

　だが、舞花が主役である舞台を、俺の稽古不足のせいで台無しにしてしまったら……舞花のために演劇部に入った意味さえもなくなってしまう。

　朝っぱらから真宝の発声練習に付き合わされたあと、登校してからは、授業中に居眠りをする代わりに未完成の台本に目を通す。なんというハードスケジュール。つい、溜ため息いきの一つもついてしまう。

　放課後というものは自由であるべきだ。自由とは己の魂たましいの解放を意味する筈はずである。

　若葉高校には、すべての生徒が部活に所属すべきだなんていうご無む体たいな校則は存在していない。

　それを幸いに万年帰宅部だった俺にとって、一日の授業を終えて放課後にまだ予定があるというのは、どうしても何かの間違いであるような気がしてしまうのだ。早く魂を解放されたい……。

　こんな現状から一時的に逃避する手立てなら、実は存在しなくはない。

　先日のように、居眠りすることでホエ界に転移してしまえばいいのだ。ホエ界に行ってしまえば、俺おれは花の帰宅部だ。渋々演劇部の稽けい古こに出る必要はなくなる。

　だが、その手についても現実的には諦あきらめかけていた。

　授業中の居眠りをいくら試みても、あの時のように、突とつ如じよ生徒たちの制服が違う教室で目覚める、という現象は起きなかった。

　マホ界とホエ界の重なり合いつつある『不確定領域』が解消されつつあるとか、そういう訳ではないらしい。舞花の計算では、今も二つの世界は近づいているそうだ。俺には未いまだにピンと来ていないのだが。

　なのに、授業中に眠ったからといって転移が起きなくなった理由──それは、まったく単純明快なものだった。

　自分がホエ界にいると考えてみれば分かる。

　演劇部に関かかわらなければならないマホ界に戻りたくないから、授業中に意地でも寝ないのだ。

　俺同士で放課後の演劇部の稽古を押し付け合うとは、なんというしょうもない戦いなのだろうか。

　稽古をきちんとして演技を完成させることができなければ、本番で恥をかくのも俺だ。それは分かっている。

　だが、《彩いろ葉は祭さい》当日の朝、マホ界で目を覚ますのが俺だとは限らない。

　プロ劇団のロングラン公演とは違うのだから、泣いても笑っても、俺たちの本番は《彩葉祭》当日の一回こっきりだ。その日にマホ界で真宝たちとステージを踏むのは、俺ではないもう一人の俺かもしれなかった。

　二分の一の確率で、これからの稽古やトレーニングは無駄になる。決して本番に出たいというわけでもないので、むしろ無駄になる方を望んではいるのだが、そのせいで本腰を入れなければという意欲がいまいち湧わいてこない。

　──真ま宝ほうよりほえむが大切だ、とは俺には言えない。俺には、姉と妹を比べることができないのだから。

　だが、もしも、今マホ界とホエ界が重なり合うのなら。演劇部に関かかわりたくないという理由だけで、俺はホエ界永住を希望してしまいそうな気がする……なんてな……。

　よく考えると、もう一人の俺の方がそんな気分が強いかもしれない。奴やつは、舞花のために演劇部に巻き込まれたことに理不尽さをおぼえているだろう。

　奴にしたところで、もう舞花から色々と説明を聞いている筈はずだが、奴と舞花の関係がどうなっているのか、俺はよく知らない。その場に居合わせることができないからな……。

　奴は、今日から俺が演劇部の稽古に出ることに納得してくれるのだろうか。

　台本の読みかけていたところに、目を落とす。

　劇のタイトルは『シュレーディンガーの彼女』。……どうしてもモチーフには使いたかったらしい。






るり「えーっ、本当に見たの。あなたの頭、大丈夫？」

真ま帆ほ「見、見たのよ。さっき、女子トイレで。噂うわさは出で鱈たら目めなんかじゃなかったわ。

　　　本当にカガミさん、鏡に映ってなかったんだから。

　　　もう私、怖くて怖くて……。今夜は眠れそうにないわ」

穂ほ絵え「しっ！　ちょっと黙だまりなさいよ。カガミが来たわよ」






　カガミ、上かみ手てから入ってくる。

　藍あい以外の全員、怯おびえて後ずさる。藍だけが布ふ団とんの中で安らかな寝息を立て続ける。





カガミ「私の話をしていたかしら？」




るり「……ええ、していたわ。みんな、あなたが人間なのかどうか疑ってるもの」

真帆「るり！　そんなこと言ったら……」

るり「平気よ。私は怖くなんかないんだから。

　　　藍も何か言いなさいよ。ここにいる男はあんただけなんだから」

藍　「気にするな。寝れば、現実は忘れられる……ぐー」




カガミ「私はこの世界の普通の人間じゃないわ。

　　　　別の世界にも存在しているの」








　シュレーディンガーの猫が元ネタだけあって、重ね合わせた状態という設定にしているせいで、けっこうカガミは本当の舞まい花かと似ているな。

　よく見ると登場人物の名前は、演じる者の本名をもじっているようだ。

　藍というのが俺の役らしいが……真ま宝ほう、俺に喧けん嘩か売ってんのか…………？

　しっかり目を通して、台詞せりふは頭に入れておくようにと真宝は言った。でも、「台本だけで自分の演技を決めちゃ駄目だよ？」とも強調された。

「生きた演技をするためには、日常生活と同じで、会話のキャッチボールが大事なんだよ。とにかく自分が上じよう手ずに演じていればいいと思って、一人で演技を固めてしまっちゃ駄だ目めなんだからねっ！」

「どうせお前、俺はコミュニケーション能力が低いから難しいんじゃないかとか思ってるんだろ……？」

　言われた時はそう返した俺だが、よくよく台本を読むと……この藍の役は、もとより会話のキャッチボールをしていないような気が……。

　……もういいわ。深く考えまい。適当にやろう。







「…………あの、どこにすわればいいですか」

　細い声が耳に入り、思わず、その声の持ち主に目を向けた。

　放課後の、演劇部部室。ついに、しょうがなく来るところまで来てしまったわけだが、

「……遠えん藤どう先輩。あの、あそこにいる子も劇に出るんですか？」

　右みぎ隣どなりの椅い子すに座っていたほえむに、思わず小声で確かめてしまう。

「うん、一年の瑠る璃りちゃんだよ？」

　ほえむは普通に頷うなずいて、俺おれは戸惑った。

　──若わか葉ば高校演劇部員は、男女合わせて十人ちょっとだそうだ。

　伝統あるクラブらしい、十年ほど前に高校演劇コンクールの全国大会に出たこともあるそうだ。だが、近年は部員が減少傾向にある、と真宝は嘆いている。市内の別の高校の演劇部のほうが有名になったせいらしい。

　その少ない演劇部員も、全員が舞台に立つわけではない。本番中の照明や音おん響きようの担当などの裏方も必要だ。当日は、真ま宝ほうの友達が何人か裏方で手伝ってくれるそうだ。実際にキャスティングされているのは、俺と舞まい花かを合わせても全部で七名だった。

　部室は広いので、パイプ椅子を車くるま座ざに並べて腰掛けていた。最初は動きをつけず、台本を手に持って台詞せりふを読むだけの「読み合わせ」の練習からはじめる。

　その時、どの椅子に腰掛けるべきやらと、困ったように真宝に尋ねている背の低い女の子が目についたのだ。小柄でおとなしそうなメガネの女の子だ。肩まで伸ばした髪を二つに分けて結んでいる。明らかにおどおどしていて、とてもステージで演技をしようだなんて大それたことを考えそうには見えないのだが。

「どこでもいいよお、空いているところに座って！」

　机を部室の壁かべ際ぎわに寄せる作業で手の離はなせない真宝は、振り返りもしない。

「あの子も、俺や舞花みたいに、真宝に無理やり演劇部に引っぱりこまれたんじゃないんですか……？」

　俺は思わず、また真宝が「自分のイメージに合った雰ふん囲い気きだから」という理由で、嫌いやがる瑠璃ちゃんを無理に誘ったのではないかと心配してしまったのだ。

　だが、ほえむは、ゆるやかに首を振った。

「瑠璃ちゃんは、将来声優さんになりたいんだって。中学校の時にも演劇部に入ってたそうだよ？」

「でも、人見知りみたいなのに……」

「人見知りな役者さんだっているよ。

　演劇ってさ、普ふ段だん出せない自分を出せるもの。むしろ、器用な人よりも、不器用な人に向いているかもしれない。いつもはうまく表に見せることのできない自分を、舞台の上なら思い切り表現できる……それも、演劇の魅力だって思うな」

　そうなのか。役者なんて目指すのは、真ま宝ほうみたいに常に目線が斜め四十五度くらい上を向いている奴やつばかりだと思っていた。

「真宝ちゃんが相楽さがらくんを誘ったのは、相楽くんが特別な友達だからだよ」

「特別……ねえ。でも、俺おれはともかく、舞まい花かは真宝にとっては赤の他人ですし」

「舞花さんは、相楽くんの友達だから声を掛けたんじゃないかな」

　何か腑ふに落ちない。友達の友達まで範囲を広げたら、真宝の周りにはどれだけの人間関係の網あみ目めが繫つながっているだろうと思うのだが。

「……ふふ」ほえむの抑えた笑い声が耳に入る。

「なんで笑うんですか、先輩」

「ううん～。相楽くんは優しいなあ、と思って。自分のことより、舞花さんや瑠る璃りちゃんの心配をしているみたいで」

「真宝の性格知ってるから、心配になっただけです」

　……そう言われると、なんだか照れくさくなるじゃないか。ただでさえ、「先輩」であるほえむと敬語で話しているのも落ち着かない気分だというのに。

「ちなみに、舞台のセットはどうするんですか？　まだ大道具つくってないですけど」

「机や椅い子すは有あり物ものをつかうみたい。あと、背景の教室の絵を書き割りでつくるって真宝ちゃん言ってたよ。

　ほら、パラレルワールドの双ふた葉ば高校は、何もかも反対の世界だよね。だから、パラレルワールドの世界を演じる時は、セットの向きを全部反対にするんだって～」

　大変そうだな……。って、他ひ人と事ごとみたいに言ってる場合じゃないけど。

「そろそろ、私語は謹んでくださーい！」準備を終えた真宝が、ここぞとばかりに仕切りはじめる。まあ仕切るのは当たり前だな。部長だし。

　顧問はいないんだろうかという疑問が浮かんだが、ほえむに訊きいてみたら、真宝に任せっぱなしでまず滅めつ多たに出て来ないらしい。来たところで真宝が仕切って相手にもされないので、まったく顔を出さなくなったそうだ。……それは職務放棄というものじゃないのか……？

　まあ、顧問の教師がいようがいまいが、これから真宝に指導されて演劇の稽けい古こをすることを考えたら、面倒くさいことに何の変わりもない。正直、舞花のことがなければ、今すぐにでもここから脱走したい気分だった。

　当の舞花は、俺の左側の椅子で黙もく々もくと台本を読みふけっている。こいつ、本当に、劇そのものにやる気があるのか？

　真宝は自分の台本を片手に輪の中央に入ると、満足げに全員をぐるっと見回した。

「じゃあ、さっそく読み合わせに入ります。みんな目を通して来てくれているよねっ。第一幕は、瑠る璃りちゃんの台詞せりふからだね」

「はい」

　瑠璃ちゃんは控えめに答える。そして、息を吸い──

　瑠璃ちゃんではない、誰だれかになる。




「えーっ、本当に見たの！　あなたの頭、大丈夫？」




　躊ちゆう躇ちよなく叩たたきつけられた口調に、俺おれは気け圧おされる。さっきまでは、おどおどとした瞳ひとみを伏せるようにしていたメガネに、今は威圧の光さえこもっている気がした。

　もちろん、瑠璃ちゃんだけではない。




「見、見たのよ。さっき、女子トイレで。噂うわさは出で鱈たら目めなんかじゃなかったわ。本当にカガミさん、鏡に映ってなかったんだから……」真宝が怯おびえた声を出し、そして──




「しっ！　ちょっと黙だまりなさいよ。カガミが来たわよ」




　隣となりのほえむが強く発した声に、俺は一番驚おどろかされた。

　普ふ段だんのほえむなら一生口調に込めることはないだろう、嘲あざけりの滲にじんだ声こわ音ねだった。

　初対面の琉璃ちゃんの比ではなく、俺は、そのギャップに動揺させられたのだ。去年の舞台より、演技に迫力が出てねえか？

　一方、舞まい花かの声音はいつも通り淡々としている。

「私の話をしていたかしら？」

　まあ、一度でも舞花と話した者なら、こいつに演技ができるとは誰も思わないだろう。

　……そして、俺の台詞の番が回ってくる。

「気にするな。寝れば、現実は忘れられる……ぐー」

　い、嫌いやすぎる……こんな役……。感情を込めようって気にもならねえよ。

「私はこの世界の普通の人間じゃないわ。別の世界にも存在しているの」舞花の台詞せりふは、淡々としているが、棒読みには聞こえない。彼女は素すでしゃべっているみたいだ。なにしろ、言っていることが事実だからな。

　……一幕の若わか葉ば高校のシーンまで読み終えたところで、真宝はみんなにストップをかけた。

「はあい。みんな、それぞれに自分の演じる役がどんな性格なのかを考えてきてくれたと思うけど、まだ試行錯誤の段階なんだってことを忘れないでね。

　この劇でまず大事なのは、パラレルワールドとのもう一人の自分のキャラとのギャップをしっかり表現することです。冒頭でそれを印象づけないと、この先の展開が生きてこないから。……それから、葵あおい」

「なんだよ」

　俺おれの正面へとつかつか歩いてきた演劇部部長。

「どうかな？　演じてみて。藍あいの役があまりに普段の自分のままで、不満だったんじゃないかな？」

　にまにまと笑う真ま宝ほうを目の前に、俺は肯定も否定もできなかった。

　だが、真宝の言う通りだ。

　第一印象と真逆の役柄を演じた瑠る璃りちゃんも、真宝もほえむも、きっといつもと違う自分自身が楽しくて仕方なくて、ここにいるんだろう。

「二幕は舞台がパラレルワールドに移るから、藍の性格も正反対になるからね」

　二幕、反宇宙に存在しているという双ふた葉ば高校では、カガミ以外のすべての登場人物が、反対の性格を演じる。こちらの世界でも、カガミがクラスメートから忌いまわしがられていることは同じだ。

「私、カガミは苦手だよ。こうして悪口言ったって、あの人は別に傷ついたりしないんじゃないの！　何にも感じてなさそうだし」

　一幕ではおどおどしていた、真宝演じる真ま帆ほは、強気で口の悪いキャラに。

「真帆ちゃん、言い過ぎだよ。カガミさん、そこにいるのに」

　つっけんどんだった、ほえむ演じる穂ほ絵えは、優しげで穏おだやかな人柄に。……こちらの方が本来の彼女たちにまだしも近い役柄なのだが、二人とも、素の自分を出すのではなく、やはり一幕と対比した役作りを模索しているようだ。

　そして、俺は……。

「穂絵の言う通りだぜ。カガミが俺たちと違う人間だからって、なんだっていうんだよ！」

　うわあ、青春まっしぐら。声に出して読んでいると、ぶつぶつができそうだ。

　しかも、この後も異様に台詞せりふが長い。ト書きには『藍、机に飛び乗って演説する』とか書いてある。どんだけ熱血なんだよ……。

　こんなにダラダラ読んでいたら真宝に怒られるだろうと思いながら、俺は台本読みを続ける。

「人は表面じゃ分かんないもんだよ。勝手に決め付けてるんじゃねえよ。

　俺たち、もう高校生なんだぜ。弱い者いじめしていいのかよ」

　……弱い者いじめ。その言葉に、フラッシュバックする光景があった。

　幼稚園の時、いじめられていた俺を、たった一人庇ってくれた真宝。

　女に庇かばわれるなんて不本意だったけど、弱い者よばわりなんかされたくなかったけど。

　それでも、本当は心のどこかで救われていた。

　俺はいじめられて当然の存在なんかじゃないってことを、はじめて教わった。

　幼かったあの頃ころに、自分が包囲されている世界は敵ばかりだという認識が刷りこまれていたなら、その後、困難な状況の中で生きていく気持ちが折れていたかもしれない。

「もしかしたらカガミは、本当に俺おれたちとは違う世界からやってきたのかもしれない。

　……だから、なんだっていうんだよ」

　教育委員会の回しものかよと言いたいくらい寒い台詞せりふなのだが、自然に声に力がこもっていた。

　俺は、こんな風に誰だれかを庇かばったことなんてない。

　日常に起こる物事に干渉しようとか、変えようとしたことはなかった。人間関係というものは、なるようになるものだと考えることにして、起こる出来事はいつも横目で眺めていた。面倒なことには、出来うる限り関かかわりたくなかった。

　友達の輪の中にいても、本当に溶け込めたことがなかったのだ。

　しかし、劇の中の登場人物である藍あいは、自分がこの仲間たちの一員であることを疑いもしていない。

　いつしか、熱いものが胸の内に湧わき出ていた。

「仲間外れなんて、やめようぜ。俺たちは、みんなクラスメートだ！」

　……………………。

　長なが台詞ぜりふを読み終えると、部室には沈ちん黙もくが訪れた。次の台詞を読むはずの真ま宝ほうまでもが、ぽかんとして俺を見ている。

　今の台詞の後で、これは恥ずかしいぞ！

「なんだよ。そんなに俺の読み方が下へ手たくそだったのかよ??」

「……違うよ」

　真宝の声こわ音ねが、呆ぼう然ぜんとしている。

「正直、ここの長台詞は葵あおいにとってハードルが高いって思ってて……最初はやっぱ棒読みだったし、特訓しなきゃ駄だ目めだろうなって思いながら聞いてたけど……」

「相楽さがらくん、演技の才能あるよ！」

　横からほえむに肩を揺さぶられ、それを皮切りに、他の部員たちも「初心者でこんなに上う手まいなんて、なんだか悔しい～」「台詞はこれでもかってくらいベタベタなのに、ちょっと感動しましたよ！」などと口々に俺を誉ほめてくる。そ、そんなに絶賛されるようなものだったか？

　考えてみれば、俺はいつも周囲に自分を誤ご魔ま化かして生きてきて、自分を偽ることが日常になっていたのだから……知らない間に演技力がついていたのも、当然だったかもしれない。

　しかし、今胸の中に宿っている熱は、みんなに誉められたということだけでは説明がつかないものだった。「じゃあ、続きのあたしの台詞から行くね！」と真宝が切り出すと、こともあろうに俺自身、続きが楽しみで仕方なくなってしまったのだ。

　普ふ段だんなら有り得ない自分を演じてみることが、これほど面おも白しろいものだったとは。

　──こんな高揚感は、これまで知らなかった。




　三幕、四幕と物語が進行していくにつれ、双方の世界の登場人物たちは、徐々に個性を失っていく。カガミの存在が媒ばい体たいとなって、若わか葉ば高校と双ふた葉ば高校、宇宙と反宇宙が干渉をしはじめたのだ。登場人物たちは、だんだん全員がカガミのように無機質な人格へ近づいていく。

　その上、このまま二つの世界が重なり合っていけば、宇宙全体が滅びてしまうかもしれない……ということが明らかにされていく。

　そして結末は……まだ決まっていない。

「ごめんねえ」真宝は申し訳なさそうに眉まゆを寄せる。「最後はどうするかってことは、まだ天てん馬まさんと相談中なの。完成してから台本を渡すべきなんだけど、時間がないから、前半だけでも早く台詞せりふを覚えてほしいんだ。来週には出来上がるから、待ってください！」

　はあい、と部員たちは口々に返事をするけれど、物語が未消化に終わったことへの不満を隠かくしきれていない。それぞれに顔を見合わせつつ、感想や先の展開の予想を話し合っている。

　俺おれはその話し合いには加わらなかった。ここには渋々引き込まれたんだ。やってみたら楽しかったなんて、あっさり認めるのは悔しいじゃないか。

　でも、分かっていた。本当は俺だって、結末が気になっている一人だった。どういうオチをつけるつもりなのか、今すぐにでも真宝や天馬に直接尋ねてみたいくらいだ。このヤロー！
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　翌朝。

　目を覚ますと隣となりの部屋のカーテンがストライプ模様に変わっていたのにがっかりして、そんな自分に少なからず驚おどろいた。どんだけ台本の結末が気になってるんだよ。

　我ながら、こんなに現金だとは思わなかった。壁に自分の頭をガンガンぶつけてやりたい気分にとらわれる。

　ホエ界では、舞まい花かに会うことさえもできない。こちら側の世界の舞花は、最初こそ、もう一人の俺に状況説明を伝えに来ていたが、それっきりらしい。ほかのパラレルワールドにいる舞花たちの許可が降りないと、無む闇やみには彼女は外を歩けないからだ。

　他の世界にも無数の舞花がいるため、彼女はできる限り、情報量を制限するために部屋に引きこもっていなければならない。だから、俺はホエ界の舞花には会ったことがないままだ。どっちで会おうが、着ている制服が違うだけの同じ人間なんだろうが……。

　しょうがない。せっかくだから、ほえむに会ってみるか。

　起床したのは七時二分前だった。朝寝のスランプは、なかなか治らない……おかげで、充分間に合う時刻だ。

「……葵あおいくんっ。お、おはよう！」

　ほえむは、玄関先で俺おれが待っているのに気づいて、ひっくり返ったような声を上げた。どうにも彼女は、俺の早起きという椿ちん事じに慣れないままでいるらしい。

「ま………………待っててくれたの？　わたしを？？？」

「ああ。ちょっとお前に訊ききたいことがあったから」

　俺は苦笑しながら説明した。

　天てん馬ま諒りよう一いちをほえむに紹介したのは俺だ。俺が勝手に、天馬に手伝ってもらえたら、うまく演劇部の台本づくりが進むんじゃないかと想像した。だが、今思い返したら、いささか強引に薦すすめてしまったかもしれない。だから、台本がどうなったか気になっていた……と。

　もちろん、これは台本を見せてもらうための口実。咄とつ嗟さの作り話だ。

「そ、そうなんだ」

　ほえむ、何な故ぜか今日も顔を赤らめながら、俺の隣となりを歩いている。

「葵くん、心配してくれてたんだね。……台本はさ、天馬さんに手伝ってもらって、真ま宝ほうちゃんが書いてるんだ。わたしは童話しか書けないから、執筆は替わってあげられないし……。

　でも、うまく進んでるみたいだよ。台本は書きかけだけど、もうできたところから読み合わせの練習をはじめてるの」

「え、そうなのか？」

「うん、昨日からね～」と、ほえむは答えた。

「は？」

　俺は、思わず間抜けな声を上げてしまった。

　台本の読み合わせをはじめた日が、マホ界とホエ界で一致している。

　驚おどろくほどの偶然ではないかもしれない。だが、二つの世界では同じような出来事が起こるにしても、微妙に日時がずれていることが普通だったから。

　……おかしい。背中がざわざわする。

　こっちの演劇部は、今どうなっているんだ。舞まい花かはこちらの演劇部には関かかわっていない筈はず。

　怪しまれないように、言葉を選ぶ。

「ほえむは今年、主役をやったりしないのか？　高校最後の舞台じゃないか」

「わたしは主役じゃないし、主役をするつもりはないよ」

　ほえむ、ゆるゆると首を振る。

「じゃあ、主役は部長か？　……いや、部長はクラスの出し物の方でも忙しいって言ってたっけな」

「うん。ヒロインはね、今年入部してきた一年生の子がすることになったの。中学校の時にも演劇やってたそうだから、新入部員だけどすごく上じよう手ずだよ」

　……ああ。こちらでは、瑠る璃りちゃんがヒロインなのか。

「演劇部って何人くらいいたっけ？　去年観みた時は、けっこう人数いたような気がするけど」

「今年は少ないんだよ。全部で十人ちょっとくらいかな。裏方の人もいるし、舞台に立つのは五人だけだよ」

　五人。……マホ界での出演者は、俺おれと舞まい花かを合わせて七人の部員が舞台に立つ予定だ。ホエ界では俺も舞花も演劇部にいないので、計算は合っている。

「本当は、あと二人くらいはほしかったって真ま宝ほうちゃん言ってるけどねえ。誘って出てくれそうなお友達がいないんだって」

「……まほ……いや、お前んとこの部長、友達多いじゃないか？」少々驚おどろいて訊きき返し、不自然だったかと、慌あわてて付け加える。「……よく知らねえけどさ。部長ってＣ組の篠しの崎ざきさんだろ？　目立つし、有名だし」

「裏方とか、準備を手伝ってくれるお友達はいるって言ってた。でも、演劇部員以外に、一緒に舞台に立ってほしいって言える人はいないんだって、真宝ちゃん」

「……そうなのか？」

　そういえばマホ界のほえむも、真宝が俺を誘ったのは特別だから、と言っていた気がするが。

「うん」

　ほえむは寂しそうに笑った。まるで、真宝の痛みが自分自身の痛みでもあるかのように。

　だが、俺はその理由を尋ねなかった。今は、もっと気になることがあったからだ。

　若わか葉ば高校を目の前にした横断歩道にさしかかっていた。歩行者用信号機は、赤のランプをともしている。

　並んで立ち止まった隙すきに、頼んでみることにした。

「……なあ、台本見せてもらっていいか？　天てん馬まがどんなアイディアを出したのか、気になるし」

「う～ん……台本、部員以外に見せちゃ駄だ目めだって真宝ちゃん言ってるんだけど。

　でも、葵あおいくんが天馬くんを紹介してくれたおかげで、この台本、できてるんだもんねえ。

　見せたってこと、誰だれにも内緒だよ？」

　ほえむは逡しゆん巡じゆんしたものの、鞄かばんから台本を取り出して見せてくれた。ちらっと表紙のタイトルが見える。すでに見たことのあるようなフォントの文字。

『シュレーディンガーの彼女』

　落ち着けよ、俺。自分自身に静かに語りかける。

　劇のタイトルが完全に一致したからといって、動揺するようなことはない。舞花の言葉が気になって、過敏になっているだけだ。

「……天馬が好きそうなタイトルだな……やっぱりパラレルワールドの話なんだろ？」

　平常心を装いながら、ほえむの手から台本を受け取る。ダブルクリップで留とめられただけのＡ４用紙が風を受けてはらはらとめくれる。その厚さも、マホ界で受け取ったものと殆ほとんど一致しているような気がした。

「あ。信号、青だよ。まだ読む？」

「……いや、もういい。また今度ゆっくり見せてくれ。さんきゅ」

　台本をほえむに返して、俺おれは横断歩道へと足を踏み出す。

　本当に、ちょっと目を通しただけで充分だった。






ゆみ「えーっ、本当に見たの。あなたの頭、大丈夫？」

真ま帆ほ「見、見たのよ。さっき、女子トイレで。噂うわさは出で鱈たら目めなんかじゃなかったわ。

　　　本当にカガミさん、鏡に映ってなかったんだから。

　　　もう私、怖くて怖くて……。今夜は眠れそうにないわ」

穂ほ絵え「しっ！　ちょっと黙だまりなさいよ。カガミが来たわよ」






　カガミ、上かみ手てから入ってくる。

　全員、おびえて後ずさる。





カガミ「私の話をしていたかしら？」




ゆみ「……ええ、していたわ。みんな、あなたが人間なのかどうか疑ってるもの」

真帆「ゆみ！　そんなこと言ったら……」

ゆみ「平気よ。私は怖くなんかないんだから」




カガミ「私はこの世界の人間じゃないわ。

　　　　別の世界にも存在しているの」








　瑠る璃りちゃんがカガミの役になっているから、るりという登場人物はいなくなり、他の人物がその台詞せりふを補っている。また、この世界では俺は演劇部に関かかわっていないから、藍あいという役もきれいに消えている。

　それ以外は一字一句同じだ。

　去年の《彩いろ葉は祭さい》を思い出す。演劇部が上演したオリジナル劇は、アガサ・クリスティ風のミステリーだった。だが、共通しているのはそれだけで、タイトルも違ったし、内容もズレていた。マホ界ではほえむが第一被害者で、真宝が犯人役だった。だが、ホエ界では真宝は最後に殺されていて、ほえむは犯人と疑われるが真犯人は別にいたのだった。

　これは確実に……進行しているという証あかしなのだろうか。マホ界とホエ界が重なり合うという謎なぞの現象が。

　だが、それがどうしたっていうんだ。俺にとっても望むべきことだった筈はずだ。

　このまま分ぶん岐きした人生を歩んでいたら、危うくなるのは俺の将来だ。それこそが、よほど困ることなのに。

　どうして──こんなにも不安が押し寄せるのだろう。
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「はよー」

　冷房などといった文明の恩恵からは遠く切り離はなされた真夏の部室棟は、うだるような暑さである。

　部室のドアを開けると、木の壁の匂においが混ざった熱気にむわっと当てられた。うう、あぢい。窓は全開になっているが、時折吹き込んでくる風も、虚むなしき抵抗といったところ。まさに、焼け石に水状態だ。

　部室の床には、去年の洋館のセットに使われたベニヤ板が広げられている。去年の舞台で使った洋館の壁が描かれたものだ。これから今年の劇のために塗りなおすのだろうが、まだ手をつけられた様子がない。

　すでにやって来ていた二人の部員は、床に腰を下ろしていた。メンバーが集まらないため、手持ち無ぶ沙さ汰たなのだろう。

「相楽さがら先輩、おはようって、もう昼の一時半ですよ？

　でも、ここ演劇部だし。いっそ芸能界な感じでもいいっすかね？」

　おどけて答えてきたのは、一年の木き砂ずな昌しよう平へい。「絆きずな」を演じているのはこの少年だ。背がひょろっと高く、目のくりっとしたひょうきん者で、いかにも人前で何かするのが好きそうなタイプ。今回出演するメンバーで、男は俺おれとこいつだけである。

「何時だろうが、関係ねえ。目が覚めた時が俺の朝なんだよ」

「ぶちょー、相楽君が夏休みにこんなに毎日早起きしているのは珍しいって言ってたよ？」

　タメである二年の龍たつ田た弓ゆみ華かが口を挟はさむ。「ゆみ」を演じているのは彼女だ。肩まで髪を伸ばした、快活そうな女子である。俺おれの見る限りでは、演劇部で一番常識的だと思う。

「いや、この時間で早起きって。相楽先輩、これまでの夏休み、いつもどんだけ寝てたんですか？」

「俺はこの夏、人生観を変える発見をした。夏休みって、起きてても夏休みと呼べるんだな。

　休みと言うからには休むべきだ。この季節に人は地面に対して垂直になってはいけないような気がしていた」

「相楽君、それは有り得ない」

　弓華は呆あきれ顔で顔の前で手を振った。行動派である彼女は、他にもいくつかクラブを掛け持ちしているらしい。

「……今日、集まったのこれだけなのか？」

　先週から夏休みに入っていた。一応建たて前まえでは、演劇部は平日の昼間に毎日稽けい古こと決まっている。だが、その実態は……。

「水曜日はぶちょーバイトじゃない。蓮れん先輩もだし。瑠る璃りちゃんは今親しん戚せきの家に行ってるそうだし、よっちゃんは塾じゆくの夏期講習があるし。なかなか集まらないねえ。明日は私がバスケ部の日だから出られないし」

　裏方メンバーの名前も交えて挙げながら、弓ゆみ華かは少々苦い顔をした。

　真ま宝ほうも演劇部に毎日来たいのは山々だろうが、コンビニでのバイトを抜けられない日もある。

「ぶちょーが忙しいってのが一番困るよねえ。しょうがないんだけどさ……」

　そのせいもあってか、実はまだ台本の後半部分ができていないのだ。

　登場人物たちの個性が消えていき、みんながカガミのように無表情になっていく、そこまででストーリーが止まっていた。「来週まで待って」と言っていた真宝、あれから一言も続きのことには触れないでいる。

　演技も難しい内容なのだから、台本ができている部分だけでも早く練習を進めなければならないのだが、夏休みに入っても部員が揃そろわないため、思うように「立ち稽げい古こ」にも入れない。そのことが部員たちの焦しよう燥そう感かんを強めている。

　立ち稽古というのは、台本を読むだけではなく実際に演じる動きをつけながらの練習のことだ。俺おれの役のように布ふ団とんに寝そべっている場面を練習したとしても、立ち稽古は立ち稽古と言うらしい。本番中は、たとえ最後まで寝たままの役だったとしても、「舞台に立つ」と言うもんだしな……。

「鏡かがみ先輩は来るんですか？」

　木き砂ずなに聞かれた。すっかり俺は舞まい花か担当だと思われている。

「知らねえよ。あいつ携帯持ってないだろ？　連絡とれねえし」

　舞花は、両親が忙しいせいか、まだ親権者同意書が用意できないとのことで、携帯は手に入れていないままである。

　彼女は夏休みに入ってから、部室には来たり来なかったりを繰り返していた。他の部員のように、別の用事があるわけでもない。他の舞花たちに行動を制限されているので、毎日の外出はできないというのが理由だが、それを正直に言うわけにはいかない。

　俺は、舞花は普通の人とは違う体質を持っているから、部屋で休んでいることが多く、毎日は来れないらしいと説明していた。断じて噓うそは言っていない。

　真宝は、舞花が病弱なのではとごく当たり前の解釈をしたらしく、本番休むようなことはしないよね？　と心配している。見た目は高原のサナトリウムにいそうな少女だからな。

　まさか、本番は一回こっきりの上演で、ヒロインのＷキャスト──もう一人、カガミを演じることのできる役者を用意する、というわけにはいかないのだし。

　真宝は部長なので、何を置いても本番のことを第一に考えている。だが、真宝に比べて責任感が薄うすい部員たちは、他人のプライバシーに踏み込んではならないという自戒を抱きつつも、本心では舞花の素す性じように興味津しん々しんなようだ。

「鏡かがみさん、ミステリアスだよねえ。本当は私と同じクラスなんだよ？」と弓ゆみ華か。

「そうなんっすか？　でも不登校なんでしょう？」

「一学期の最初の頃ころは来てたような……。すごく綺き麗れいな子じゃない、だから印象強かったんだけど」

「謎なぞの美少女ですよね……」

　二人はどこか声をひそめるような口調で話し合い、なんとなく意味ありげな視線をこちらに送ってくる。

　俺おれは、舞まい花かの友人である。口先ではぼかした言い方をしているが、本当は鏡舞花の秘密を知っているのでは……という疑惑をかけられていた。事実、その通りではあるのだが……カガミの設定はけっこう本人の正体に近いぞ、などとバラしたらこいつらはどんな顔をするのだろう。

「……遠えん藤どう先輩は？」

　俺は話題を逸そらすために質問を返した。

「用事があるから、遅れて来るって言ってましたよ」木き砂ずなが答える。「面メン子ツが揃そろわないと、台詞せりふの練習もできないし……」

「だから、今日は大道具の準備をはじめられたらって思ったけど、デザイン担当しているの、ふくぶちょーでしょ。だから、ふくぶちょーが来ないと何もできないの」

　弓華はそう不満げに零こぼした。

「そうそう、相楽さがら先輩。遠藤先輩って、すごく絵が上う手まいんですよ！」それで思い出したかのように、木砂はいささか興奮気味な声を上げた。

「幼稚園とかに自分でつくった紙芝居を持ってって読み聞かせやってたんっすけど、それがプロの作品みたいな感じで」

「パステルで描いた童画っぽいんだよ。声もやわらかいし、雰ふん囲い気きぴったりだよね」と、弓華。

「今度また私たちにも見せてもらおうよ。相楽君、見たことないだろうから」

「童話とか興味なくても、やっぱ身近な人がつくってるって思うとスゲー！　って思いますからね」

「そうそう、感動するから」

　自慢の先輩だ、と言わんばかりの二人の盛り上がりを、俺は何か遠い目で見ている。

「私が一番好きなのが、『そらがあおくなったわけ』という紙芝居で……」

　弓華は、そのストーリーを夢中で話しはじめる。何度も聴きいていたのか、すっかり物語を覚えているようだ。





　昔むかし、空には色がありませんでした。森も野原もいつも薄うす暗ぐらく、動物たちは岩陰や木こ陰かげでひっそりと息をこらすようにして暮らしていました。

　神様は、空を明るくすれば、動物たちも元気になるのではと考えました。そこで、一人の天使を呼んで、魔ま法ほうの「はけ」を与え、地上から色を集めてくるようにと命じました。

　天使は花畑や森の果物からさまざまな色を集めました。魔法の「はけ」で花や果物に触れると、その色がペンキに変わったのです。

　ところが、触れられた花や果物は、色をとられてしまうと真っ白になってしまいます。野原が白い花ばかりではさみしいし、白い果物はおいしそうではありません。天使は、花も果物もかわいそうになって、色を集めることができなくなりました……。






「弓ゆみ華か先輩、相楽さがら先輩にオチまでバラさないでくださいよね」苦笑しながら諫いさめている木き砂ずな。あ、そうだよねと慌あわてている弓華。

　俺おれは腰を上げた。

　勤勉に働くのは決して本意ではないのだが、

「……俺、飲み物とか買ってくるわ。遠えん藤どう先輩もあとから来るんだろ？」

　夏休み中、ここのルールで、交代で誰だれかが全員の飲み物やお菓子を外のコンビニで買ってくる、ということになっている。今日はまだ誰も買い出しには行っていないようだったので、

「あ、よろしくお願いしまーす」

　俺が自主的に動き出したことに軽く驚おどろいた二人の声を背後に聞きながら、部室を出る。

　出会ったばかりのあいつらの方が、俺よりずっとこの世界のほえむと関かかわってきている。

　なんとなく、それが面おも白しろくなくて、この場を離はなれたくなったのだ。

　でもな、と心では呟つぶやく。その創作童話のオチなら、俺はとっくに知ってんだよ。




　外はじりじりと日が照り付けている。蟬せみしぐれが、鼓こ膜まくの内側で耳鳴りと区別がつかなくなるようだ。

　部室も暑いが、日が照らないだけまだマシだった。自分からパシリを申し出たとは言え、焼けつくような往来を生きて帰れるだろうかとうんざりする真夏の午後である。

「……あ」

　部室棟を出ようとしたところで、舞まい花かに出くわした。

　多世界少女は挨あい拶さつもしない。それも彼女にとっては遮断すべき無用な情報なのだろうか。顔を見ると、途と端たんに本題を切り出す。

「葵あおい。今日、頼まれたものを持ってきたわ」

「頼まれたもの？」

　俺はきょとんとした。何も舞花に頼んでいた覚えはない。

　舞花が差し出したのは、細々と文章の綴つづられたＡ４の用紙。どこかで見た覚えがあるものだ。

　……これは、よもや。

「ＦＡＱ？」

　いつか舞まい界に飛んだ時に、あの世界の天てん馬まから受け取った文書ではないか。ＦＡＱ……多世界にいる俺おれからの、天馬に対する「よくある質問」。

「前にあんたが話したでしょ。天馬からこれをもらったけど、読むのを忘れたって。だから、こっちの世界に転送したの」

　そういえば、何かの会話の折に話したかもしれない。俺自身は頼んだつもりはなかったばかりか、言ったことさえも忘れていたというのに。

　舞まい花かはこんなところでは妙に律りち儀ぎなのだ。

「転送……そんな方法があるのか？　パラレルワールド間なのに……」

「向こうのあんたから向こうの私がこれをもらって、あっちで読みながら、こっちで私がパソコンで打ち込んだ……それだけよ」

　そうか、確かにそれなら舞花にとっては可能なのだろう。世界越しに、自分に身体からだがいくつもあるって、一体どんな感覚なんだ。どうもお手数おかけしました。

　俺は文書を丸めて、尻しりポケットに差し込む。

「サンキュ、あとで読むよ。俺、これからコンビニ行くけど」

「じゃあ私も行くわ」

　まるで当たり前のような顔で舞花はついてきた。炎天下だが、いたって平気そうだ。こいつも人間だから、暑くない筈はずがないのだが……表情がないからな。

　これで、今日はほえむも入れて少なくとも五人は集まる筈だ。高校のすぐ側そばのコンビニで、スポーツドリンクやオレンジジュースのペットボトルと、適当なスナック菓子を買って戻ることにした。紙コップは部室にあったような気がする。

　生き返るのは冷房が効いた店内だけだ。何よりもここの空気を部室に持ち帰りたいものだ。

「あ、相楽さがらくんだ～。お疲れさまぁ」

　コンビニを出てから、校門まで戻ったところで、今度はほえむに遭そう遇ぐうする。彼女は、ホームセンターの大きなレジ袋を手に提さげていた。

「お疲れです。……そんなに何買ってきたんですか？」

「大道具づくりのためにペンキとか～。部室にあるものだけじゃ、色が足りなかったし」

「……重たそうですね、手伝いましょうか？」

「ううん、相楽くんだって荷物大変そうじゃない」

　ほえむはにこっと笑顔を浮かべて断った。彼女の腕に提げられた荷物のほうが重そうだったが、辛つらそうな素そ振ぶりも見せずに歩き出してしまうので、それ以上何も言えなかった。

　舞花だけは手ぶらだが、彼女に手伝えと言う気にはどうしてもなれない。いつぞや絡からみついた細い指を思い出してしまう。あんな小さな手のひらに重い荷物を持たせたら、あっけなく壊こわれてしまいそうだ。

　部室に着いてから、ほえむは自分の描いてきた舞台装置の見取り図を見せてくれた。教室を描いた背景を二点。若わか葉ば高校と双ふた葉ば高校で、教室の向きが左右逆になっている。

　ほら、遠えん藤どう先輩は絵が上う手まいでしょ、と弓ゆみ華かたちが得意げな顔をする。別にお前らの手柄じゃないだろうに。

「さっき、相楽さがら君に遠藤先輩の紙芝居の話をしてたんですよ。あの、『そらがあおくなったわけ』の」

「そうそう、最後、海から青い色をもらうっていう……あっ」

　途中で口を挟はさんだ木き砂ずなは、慌あわてた声を出した。オチまでバラすなと弓華を止めたくせに、うっかり自分が口を滑すべらせてしまったのだ。

「こら、木砂く～ん？」

　弓華が怒り、木砂は参ったように大げさな素そ振ぶりで頭を抱える。ほえむは、ほんの僅わずかな苦笑を眉まゆのあいだに寄せながらも、自分はその話題に触れなかった。

「それとね、こっちも見てほしいの～」

　続けて彼女が取り出したのは、画用紙でつくった小さな模型だ。大道具の完成図を形にしたもののようだが、たった四ページしかない絵本のように、真ん中がパタパタめくれるようになっている。

　デザイン画と同じく、教室の絵が描かれていた。ページをめくると、左右反対の教室の絵が現れる仕組みだ。

「若葉高校と双葉高校で、背景の教室を左右逆向きに見せないといけないんだけど、一幕ごとにいちいち大道具を移動させることはできないよね。だから、張り物を絵本みたいにめくれるようにして、背景を変えて見せようと思うの～」

　舞台の背景に立てるベニヤ板の真ん中に蝶ちよう番つがいでもつければ、確かにこれと同じ形状のセットをつくることは可能だろう。

「なるほど。それなら、幕が閉まっているあいだに、この部分をめくるだけですみますね。それで客席からはあっという間に背景が変わって見えるってわけですか」

　弓華は模型を手にとって、感心している。

「真ま宝ほうちゃん、場面転換の時間を一番心配してたから。幕が閉まるたびに、舞台の配置換えに手間取ってたら、お客さんが白しらけちゃうって言ってた。

　だから、色々考えてみたんだけど……『あおり』っていう大道具の形式を参考にしてみて」

「いいと思いますよ～」

　みんな、ほえむのプランを誉ほめていた。

　逆に言えば、この時、俺たちは誰だれもこのセットの欠けつ陥かんに気づいていなかった。

　だから……決して、これはほえむだけの責任ではない。

「先輩、さっそく作りましょうよ」

「え……でも、真宝ちゃんにも見せて、ＯＫもらってからの方がいいんじゃないかなあ」

　木き砂ずなの提案にほえむは躊ちゆう躇ちよしたのだが、

「でも、ふくぶちょー。稽けい古こがこんなに遅れてるんですから。大道具も早くつくらないと、本番間に合わなくなっちゃうと思います」

　弓ゆみ華かもそう主張する。

「去年は、洋館を舞台にしたミステリーだったから、大道具づくりだけじゃなく衣装や小道具揃そろえるのにも時間かかって、その分、早く台本つくって稽古しなきゃってことになったでしょ。でも、その分ストーリーを練る時間が足りなくなって、ミステリーなのに、肝心のトリックの出来が微妙になっちゃいましたよね。

　それで今年はぶちょー、高校を舞台にしたお話を考えたんだと思います。衣装も制服のままでいいし。裏方も人手が足りないんだから。

　でも、こんなに台本が遅れて、練習もできなかったら……私、心配です」

「そうですよ。俺おれは去年のことは知らないけど、大道具をつくっておけば、みんなが揃そろった時にすぐに立ち稽古に入れますし」

　木砂が頷うなずく。確かに、予定が遅れていることは誰だれしもが心配していることだ。

　ほえむはまだ迷っていたようだったが、必要な道具は揃っていた。そのまま、大道具づくりに取り掛かることになる。




　まずはベニヤ板に下絵を描くために、一度白いペンキで洋館の背景を塗りつぶすことにする。しかし、ただでさえ熱気でむんむんの部屋にペンキの匂においが立ち込めると、頭がくらっとしそうだ。死人が出ませんように。

　五人集まったので、作業をしながらも台詞せりふを言い合う。演技の練習と言うより、台詞が頭に入っているか確かめ合うという感じ。今はいない真宝や瑠る璃りちゃんの台詞は、弓華が台本を見ながら補った。






絆きずな　「本当にパラレルワールドは存在するのか」

藍あい　「本当に反宇宙は存在するのか」

穂ほ絵え「本当に、宇宙と反宇宙が触れ合うことになるのか」

ゆみ「本当に、すべては消失してしまうのか」








「……こういうところとか、どんな感じで表現したらいいんだろう？」

「舞台を暗くして、各人にピンスポットライト当てながら、一人ずつ喋しやべる感じだと雰ふん囲い気き出ると思いますけど……雰囲気はコロスみたいな感じで」

「そんな凝こった演出できますかねえ？」

「大丈夫じゃないかな。照明、蓮れん先輩だし……多分」

　部員たちは話し合うが、どこか頼りなげだ。本当にあと二ヶ月足らずのうちにこの劇は完成するのだろうか。だんだん俺おれも不安をおぼえていた。

　そのうち作業の方に集中し、誰だれもが黙だまり込む。少しずつ、部室の窓から差し込む日差しが長くなっていく。

　ほえむはデザイン画を見ながら、ペンキの色が足りているか確認をしていた。俺は、そんなほえむに後ろから近づく。

「さっき、木き砂ずなが言っていた話ですけど……」

「……わたしの紙芝居のこと？」

　ほえむはちょっぴり照れたような顔をした。

「本当にあれでお話は終わりなんですか？」

「え？」

　パラレルワールドのほえむが書いたのなら、物語の結末は違うのではないかとも思った。

　……でも、やはり。別の終わり方はありえない気がして。

「空が青くなったのは、天使が海の色から青い色をもらったからでした。でも、天使が花や果物から集めた色とりどりのペンキは……どうなったんですか」

　この話を考えた時のほえむが、珍しく自分から、俺に夢中で話していたことを思い出す。夜中に、窓越しに一生懸命になって。

「…………相楽さがらくんは、どうなったと思う？」

　ほえむはふんわりと笑った。

　知っている。もう一人の彼女は、紙芝居の最後のページまで、完成してすぐに見せてくれたのだから。

「天使は、そのペンキで七色の虹にじを空に描いたんでしょう？」

　気がつけば、そう口にしていた。

　正解とも不正解とも言わずに、穏おだやかにほえむは俺を見ていた。色とりどりのペンキに囲まれている今の彼女こそが、地上から色を集めてきた天使その人に見える。

　そして、

「君は不思議な男の子だねえ」

　……ほえむはそう呟つぶやいた。

　妙な雰ふん囲い気きだ。俺には、なんと答えたらいいのか分からなくなってきた。言ってしまったことを後悔しながらその場を離はなれようとしたら、

「ちょっと待って、」

　呼び止められた。

「なんですか」

「相楽くん、ストラップも可愛かわいいなあと思って。ウサちゃんつけてる～」

　ほえむは動物の小物が好きだから、俺おれの尻しりポケットの携帯にぶらさがったストラップが目についたようだ。はしゃいだ声を上げている。

　おいおい。「ストラップも」ってどういう意味だよ。まさか俺、見た目によらず可愛かわいいもの好きな男だなんて誤解を受けたんだろうか。

　それは勘弁してほしい、リアルにぶつぶつができそうだ。

「単に、土産みやげでもらったんですよ。真ま宝ほうから」

　わざとぶっきらぼうに答えてから、そういえば舞まい花かに新しいものと替えられたんだっけ、とのろのろと思い出した。ウサギがついていようがネコがついていようが、あまり関心を払っていないし。ストラップなんて、携帯の落下防止のためにくっついていれば、それで充分だろ。

「……先輩、あまりおしゃべりしていないで、作業の続きやりましょうよ。時間ないんですから」

　まさか、俺が他人に向かって、こんな諫かん言げんをする日が来るとは思わなかった。照れ隠かくしだと気づいたかもしれないが、ほえむは「ごめんなさ～い」と謝って私語を打ち切る。

　やはり俺は、「俺のことを知らない幼なじみ」が気になって仕方ないのだ。以後、あまり変なことをしゃべらないように気をつけよう。







　区切りのいいところで作業を終え、解放された時にはもう空が暗くなりはじめていた。

　帰宅してカップ焼きそばをすすり、昼間の汗をシャワーで流したあと、舞まい界の天てん馬まが作成してくれたＦＡＱとやらを読んでみることにした。

　ベッドに寝転び、丸まってシワもついてしまった文書に目を通す。

　質問の中には、俺がすでに舞花から説明されたことと同じような内容も含まれていた。だが、中には天馬本人だからこそ書かれていることもある。





Ｑ／どうして天馬が舞花や俺の秘密を知っているのか？

Ａ／去年、学級委員長として不登校である舞花さんの家によく届け物をしていました。ＳＦ談議で話が合うものを感じて、小説を貸したこともありました。その中にパラレルワールドについての本があり、それをきっかけに打ち明けられました。

　江え村むら君のことは、舞花さんから紹介されました。友人としてお世話になっています。また、別の世界からたまに現れる「新米の葵あおい」の面倒を学校ではあんたが見てやってと申し付けられましたので、喜んでさせていただいています。






　あいつらしい文章だ、と笑いたくなってしまう。

　また、天馬個人の見解で書かれている部分もあった。





Ｑ／「多世界観測者」である舞まい花かの存在を天馬はどう思っているのか？

Ａ／どうして舞花さんのような不思議な性質を持った方がいらっしゃるのかは分かりません。ただ、悠ゆう久きゆうの宇宙にさえ、人間による観測者効果が働いているという説を唱えている学者もいるのです。実は並行宇宙の方が舞花さんのような存在を求めているのかもしれません。観測者である舞花さんこそが、実は多くのパラレルワールドの均きん衡こうを保っているのではと愚ぐ考こうしております。






「…………ん？」

　もしも、この天てん馬まの想像が正しければ。

　舞花が今のように普通の高校生として演劇に参加することが、パラレルワールドに与える影えい響きよう、というものはないのだろうか。

　舞花は観測者効果を起こさないのか？　だとすると、多世界観測者という特殊な立場にある舞花の影響は、俺おれとは比べ物にならないのでは……？

「葵あおいー。ただいま」

　ちょうどそんな声が聞こえてきて、俺は思考を打ち切られた。

「今日、演劇部どうだった？」

　真ま宝ほうがバイトから帰ってきたようだ。

　日が暮れても暑気がわだかまっているので、風を入れるために窓は開け放してある。だから声が入ってきたのだ。

　俺は、天馬のＦＡＱを置いて、真宝に対たい峙じする。

「ああ、大道具づくりをはじめたけど」

「遠えん藤どう先輩からもそうメールもらったよ。……勝手にはじめちゃってごめんって謝ってあったけど……元はといえば、あたしのせいで台本が遅れているんだもんねえ。もう大道具のことは先輩に任せようって思う」

　真宝は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をしている。

　本当は舞台監督として、大道具も何もかも、自分で仕切りたいのだろうけど。

「バイトがあるせいで、毎日部室にも行けないし……あ～あ」

　溜ため息いきをつきながらも、

「……それにしても、まさか休まずに通ってるのが葵だけになるとはね」

　窓の向こうで苦笑気味にくすくすと笑い出す。

　そうなのだ。夏休み中、演劇部で皆かい勤きん賞しようなのは、なにげに俺だけなのである。

「どーせ、俺はほかに何にも用事がない男だよ。いや、本当なら何物にも変えがたい切実な用事があるんだけどな」

「……そう。葵あおいが布ふ団とんを二の次にしてまで、夏休み、毎日部室に来てるのが奇跡なんだって」

　正確に言えば、俺おれは毎日部室には行っていない。俺が皆勤賞になっているということは、奴やつもマホ界にいる間は演劇部を休んでいないという証あかしなのだ。

　まあ、奴も二分の一の確率で本番の舞台に立つことになるので、危機感にかられているのは同じなのだろうが……もしかしたら奴も、演劇の面おも白しろさに目覚めているのかもしれない。何といっても、もう一人の俺だからな。今度舞まい花かに会ったら、確かめてやろう。

「でも、そう言えば葵って、なんだかんだ言っても滅めつ多たに学校休まないし、遅刻もしないし。いつか学校一日だけ休んだ時、ちょっとびっくりしたもんね……」

　大きな瞳ひとみに不思議そうな色を灯ともして、真ま宝ほうが俺をじっと見ている。学校を休まないのは、できる限り家で勉強をしたくないからなんだが。

「あたし、時々思うんだ。……葵、本当は頑張り屋なのに、人に頑張ってるところを見せるのを格好悪いとか思ってて、なるべくそう見えないように暮らしてるんじゃないかって。そうでなくちゃ、あんな成績が良くならないだろうし」

「なんたる疑惑。それでもお前、俺の幼なじみかよ」

　びしっと真宝を指差す。

「仕方ない、本当のことを言おう。隠かくしていたんだが、俺は天才として生まれたのだ。ガキの時分に頭を疑われていたのも、実は凡人とは脳が違うゆえのことだったんだよ。だが、俺はひとえに学歴よりも布団を愛するがために、あえて毎朝八時まで寝ていられる若わか葉ば高校に」「……うーん……」俺を完全スルーした真宝、腕を組んで考え込んでいる。演技ではなく、真ま面じ目めに悩んでいるようだ。

「幼なじみって言っても、知らないことってまだまだあるのかもね……」

　何をあらためて、しみじみと言ってるんだか。……お前は俺のことなんか、結局何も知らないだろうが。

「なんで、葵があたしの部屋のカーテンを気にしてるのかも謎なぞのままだしね」……うっ。ここでそれを持ち出すか。「本当は迷惑してるんだよぉ？　目の前に男の子の部屋があるから、うっかりカーテンを開けられないし。プライバシー守るの、大変なんだからね」

「プライバシーとか気にするくらいなら、庭に下着が干してあるのも気にしろよ。ここからお前んちの庭を見下ろしたら、見たくなくても目に入るんだからな。一枚だけやたら真っ赤な奴があるが、あれ、勝負ぱんつかよ？」

　カーテンから話題を逸そらそうとするあまり、余計なことを言ってしまった。「……葵、そういうえっちな発言したら……」真宝の声に真剣な怒ど気きが混じりはじめて、俺は慌あわてて話を演劇のことに戻す。

「……それより、演劇部の話だろ。

　一体『シュレかの』の結末はどうするんだ？　みんな口には出さないけど、いい加減しびれを切らしていると思うぞ」

　さっき洗ったばかりで乾いていない頭を、俺おれはがしがし搔かきむしる。本音を言うならば、俺だって同じだ。どんだけ待ちくたびれていると思ってるんだ。

「うーん……あのね、天てん馬まさんはいくつかエンディングの案を出してくれてるんだけど……あたしが、どれにするか決められなくて」

　真ま宝ほうはそれらのアイディアを説明する。

　例えば。みんなは反宇宙の存在を信じずにカガミを避け続けたが、本当に宇宙と反宇宙が衝しよう突とつして、すべてが消えてしまう。

　あるいは。そうなるのを防ぐために、カガミが自ら犠ぎ牲せいとなって消滅する。

　もしくは。宇宙は消滅することなく、そのかわり、地球上のすべての人間がカガミのように無表情で無機質な人間になってしまう……。

「嫌いやな終わり方ばっかりだな！」どれも見事なるバッドエンドだ。

　天馬……意外とあいつ、根ね暗くらなのだろうか。人間ってよく分からないもんだな……。

「えへへへ……」真宝は照れ隠かくしのように笑う。

「でもね、あたしもほかに終わり方のアイディア思いつかなくて……今いま更さら台本を変えるわけにもいかないし、どうしよっかなあ、なんて」

　笑っている場合じゃないだろう。やっぱり、思いっきり行き詰まっていたのだ。

「……そんなら、みんなに相談するとかすればいいだろ。せめて遠えん藤どう先輩には打ち明けたらよかったんじゃないか。先輩だって物語書けるんだしさ」

「そうだけど、みんなあたしが最後まで書くと信じて待ってるんだし……あたし、部長だから、みんなの期待に応こたえなきゃ、って思って……」

　自分でもそれが余よ計けいなプライドだとは分かっているのか、真宝はしゅんと顔を伏せた。

　でも、確かに。部員たちが台本の結末に期待を寄せているのに、天馬が考えたようなバットエンドを用意するのも迷うところだ。観みに来た一般生徒だって、楽しい文化祭である筈はずなのに、そんな舞台の終わり方では後味が悪すぎるだろう。

　紙芝居で読むようなほんの短い童話にだって、ちゃんと起承転結がなければつまんないよ、とほえむが言っていた。やはり、物語は面おも白しろいことが第一義に違いない。

『シュレーディンガーの彼女』は、カガミの存在が媒ばい介かいとなって、宇宙と反宇宙が近づきつつあり、宇宙が危険に陥おちいっているという話だ。そのまま最悪の結末に持ち込んでどうする。

　………………って、おい!?　もしかして、これ、まずくないのか。

「やっぱり、なんとかハッピーエンドにできないのか？」

　まさかとは思うんだが……つまらないと思うような変化を侮あなどらない方がいい、と舞まい花かが言っていた。

　さっき想像した通り、舞花が観測者効果を世界に及ぼすかもしれない以上……彼女が出演する劇をそんなバッドエンドにしてしまって、現実になったらどうするんだ！　ことによっては、本当に宇宙が消滅するかもしれないぞ!?

　突とつ如じよ、頭を抱えて、異様なほど真剣に悩みだした俺おれを見て、真ま宝ほうはぽかんとしていた。自分でも馬ば鹿か馬ば鹿かしいような気もするのだが、万が一ということがある。こんな地方高校の劇の上演なんかで宇宙が滅んでたまるものか。

　あと、勿もち論ろんカガミ自身も消えてはいけない。舞まい花かがいなくなって、パラレルワールドの均きん衡こうが崩くずれたら、俺だってどこの世界に飛ばされるか分からないじゃないか。

　要するに、カガミの存在を、宇宙と反宇宙を干渉させる媒ばい体たいで終わらせなければいい。そうだ、起承転結だ。この物語にどんでん返しをつければいいのだ。

　だったら、例えば……。

　俺のしゃべった筋書きを、真宝はぽかんとして聞いた。

「そんなこと、舞花ちゃんにできるの？」

　確かに、普ふ段だんのあいつを見てれば、そんなことをさせようという気も起こらないのだが、

「あいつだって人間だ」

　ほんの僅わずかなものだったが、俺だって確かにそれを見たのだ。

「それに、舞花だって演劇部員だろ。ちょっとくらいはあいつにも芝居を打たせてやらねえと、悪いって思わないのか？」

「……………………ぷっ」

　黙だまっていた真宝が噴ふき出したので、俺は少々腹立った。

「何だよ、人がせっかく真ま面じ目めに考えてやってんのに」

「……でもさ。そのストーリー、あまりに藍あいがいいとこどりなんだもん」

「じゃあ自分で筋書き変えろよ。ただ、バッドエンドにさえしなければ……」

「ううん、いいよ、そのままでいくよ。どうもありがとう」

　そう言いながらも、真宝は身をよじらせながら、まだ笑っている。一体、なんなんだ。

「いや～、本当は天てん馬まさんや、あたしや遠えん藤どう先輩より、作家の才能あるのは葵あおいなのかもしれないなーと思うと、なんだか笑えちゃって」

　小説を読むのも面倒だという男が作家なんてやりたいわけないだろう。ただ俺は、咄とつ嗟さの作り話が得意なだけなのだ。

「それ、別に笑うとこじゃないだろ！」

　俺は腑ふに落ちなかったが、真宝は笑いながらも水玉のカーテンを閉めた。

　それからすぐに台本の続きを書き始めたのではないかと思う。カーテンの向こうの明かりは、その夜いつまでも消えることがなかった。やれやれ、これで何とか宇宙が救われたかもしれない……なんてな。

　まあ、舞花の観測者効果についてはさすがに考えすぎだとしても……せっかく、舞花が出演する劇のフィナーレが救いようのないものになるのは嫌いやだった。あいつにとっては、これが最初で最後の青春の思い出になるかもしれないのだし……。

　翌週になって、やっと台本の後半部分を配ってもらうことができた。

　それでも、《彩いろ葉は祭さい》までのスケジュールはもうギリギリだった。







　そのあとこそが、本格的にバタバタした夏休みだった。

　忙しいのはマホ界にいる時だけではなかった。

　ホエ界にいる時は、演劇部を手伝う必要はない。だから、素直に布ふ団とんで過ごせばいい筈はずなのだが……俺おれは、あろうことか、自室で台詞せりふや演技の動作を練習していた。ほえむから台本が完成したと聞いた時には、ホエ界でも台本のコピーが欲しかったあまり、貸してほしいと頼んだが、結末は当日のお楽しみだよと断られてしまった。大体、よく考えたら藍あいの台詞はこちらには存在すらしていない。早くマホ界で台詞を覚えるしか術すべがなかった。

　マホ界とホエ界を往復している俺は、実際には他の部員に比べて半分しか稽けい古こをできない。それで焦っていた。本番で、俺の演技だけが周りより下へ手ただったら……自分だって恥ずかしいし、周囲の足を引っ張ってしまうことになる。台詞を忘れようものなら、なおさら大変なことになってしまう。

　それだけではない。時には発声練習までもやってしまう自分が驚おどろきだった。さすがに腹筋や背筋のトレーニングやジョギングをやるほどには人格崩ほう壊かいはしなかったが。

　パラレルワールドの転移は、身体からだごと行われているわけではない。あくまで俺の意識が入れ替わっているだけだ。例えばホエ界の俺が怪け我がをしたとしても、マホ界に転移したら無傷のままの身体に戻ることになる。

　つまり、ホエ界の俺の声帯を鍛きたえたところで、マホ界のそれに役立つわけでない。はっきり言ってまったく無駄な努力なのだ。

　それなのに、毎日稽古をしないと訓練の成果が衰えてしまうのではという思いにかられてしまう。気がつくと自分の部屋でアエイウエオアオなんて声を出していて、ああ今はホエ界にいるんだったとセルフツッコミをしてしまうことが何度もあった。

　隣となりのほえむがそれを耳にしたら、俺が別の世界では演劇部員になっていることを知る由よしもない彼女は、驚いて卒倒するかもしれない。まあ、ほえむはたびたび稽古のために演劇部の部室へと赴おもむいていたり、勉強のために図書館に出かけていたりしたから、自室を留守にしているばかりだったのだが。

　もっとも、数日ホエ界で過ごしたとしても、マホ界に戻ったとき、発声練習を休んでいたブランクは感じなかった。もう一人の俺の方も、やはり熱心に訓練を休まずに続けていたのかもしれない……。

　果たして本番までに稽けい古こが間に合うか、俺おれたちの頭はしばらくそれでいっぱいになっていた。

　大道具は、結局、あの後ほえむが殆ほとんど一人で仕上げたそうだ。絵を描かく作業は俺たちには手伝えなかったので、任せきりにしてしまっていた。

　そして、夏休みはみるみる終わってしまう。気がつけばつくつくぼうしが輪唱をしていた次第だ。日々に一生懸命になっていると、こんなにも時間は速く過ぎ去るものなのか。

　九月に入っても、学校全体が《彩いろ葉は祭さい》準備でせわしなくなっていた。去年までの俺だったら、我われ関かんせずの態度を貫いていたことだろう。浮き足立つ、という慣れない感情が、俺にはなんだかくすぐったかった。

　二学期に入ってからの半月もまた、あっという間に過ぎ去っていて。

　夢中で演劇部員をやっていた反面、

　俺は、色々と大切なことを忘れていた。
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「去年の劇は衣装合わせが楽しかったのに。今年は制服のままってつまんないよね」

「まあ、衣装の準備が要らなくてよかったじゃないですか。確かに、俺おれも舞台衣装って感じの服着てみたかったけど」

「ほ～ら～私語は慎つつしんで。時間が足りないんだからねっ！」

　おしゃべりをしている弓ゆみ華かと木き砂ずなを真ま宝ほうが叱しかっている。

「机と椅い子す、どこに並べたらいいんですか……？」

「置き場所が分かりやすいように、今からばみってたら駄だ目めかなあ～？」

　ステージに机や椅子を運んでいる瑠る璃りちゃんやほえむ。ばみる、というのはステージ上に目印となる色テープを貼はることらしい。

「……けっこう眩まぶしいぞ」

　舞台に敷しいた布ふ団とんに横になった俺は、呻うめいていた。天井に設置されている照明の光がもろに目に入る。部室での立ち稽げい古こでは気づかなかった。

　あっという間にこの日が来てしまった。

　とはいえ、まだ本番当日というわけではない。

　本番は明日、今日はあくまでリハーサル。通し稽古は、これで最後となる。




「はーい。飾り終わったよね？　じゃあ、みんな一回集まって」

　真宝がみんなに声をかけた。飾る、というのは舞台全体のセットを組み立てることを言うらしい。部員たちがやたらと演劇用語を使うのは、絶対真宝の影えい響きようだと思う。

「五時からブラスバンド部がリハーサルするそうだから、それまでには終わらないといけないの。だから、最初から最後までステージで練習できるのは一回だけだよ。上演は一時間だからね」

「真宝、明日の本番は何時からなんだ？」

「十一時からだよ。プログラム見てないの？　本番前日にそんなことも確かめてないのは葵あおいだけだよ！」

　真宝はツノでも生やしそうな剣幕で怒り、ほかの部員たちはどっと笑った（舞まい花か除く）。

　台本が完成したあとの、演技の練習は無事に間に合った……と思う。本当に「間に合った」と言えるほどの完成度に至れているのかは素人しろうとの俺には分からないが、人に見せられるレベルにはなれたのではないだろうか。

　なにしろ、一番大変だったラストシーンの舞花の演技が、どうやら成功しそうなのだから。……これまでの苦労を思い返して、つい、一人で苦笑してしまう俺。

　だが、本当に稽けい古こだけでギリギリだったともいう。

　実際にステージで演技をするのは、本番前日である今日がはじめてになってしまった。他のクラブだってリハーサルをしなければならないので、演劇部が講堂を使える時間も限定されている。真ま宝ほうが焦あせっているわけだ。

　部室とは違い、客席と段差があるステージという空間。舞台の袖そでに立ってみると、思ったよりも狭かった。稽古をしていた部室が広かったせいかな。

　あらためて、不思議な感慨が胸に迫っていた。

　ここにほんの一時間だけ、人の手による架空の世界を演出するためだけに、俺おれたちはこの二ヶ月あまり、悩み、迷いながら、汗を流してきていたのだ。

　講堂はステージ以外、ほとんど誰だれもいない。明日手伝いに来る真宝の友達が、何人か講堂の床に座っている。本番中はスタッフとして動くため、彼女たちはゆっくり舞台を観みられない。だから、今のうちにリハーサルで観ておくつもりなのだろう。

　たった数人のギャラリーがいるだけで面おも映はゆいのに、明日はいよいよ、この空間にぎっちりと観客が押し寄せてくる。本当に明日が本番なのか。そして、本当に明日にはすべてが終わってしまうのだろうか。なんだか、離り人じん症しようでもないのに現実感が失われ、足元がフワフワとする感じだ。

　立ち回るスペースの違いも心こころ許もとないし、声の通りも部室とは違う。そして、そういう意味だけではなくて……。

　やはり、俺たちは、もっと早くから実際のステージで稽古すべきだったと気づかされた。




　一幕と二幕の間の舞台転換の時に、やっと問題が浮き彫りになったのだ。

　若わか葉ば高校とパラレルワールドである双ふた葉ば高校の違いを演出するために、幕が閉まっている間に、並べてある机と椅い子す、背景である書き割りをすべて逆向きに変えなければならない。それが二つの世界が正反対であることの表現でもある。

　そのために、役者も裏方も、一幕が終わって緞どん帳ちようが閉まるごとに舞台の配置換えをおこなう。

　だが、多人数がどやどやとステージの上で動き回ると、閉じている幕越しに騒そう音おんが客席にまで聴こえてしまう。

　それが興きようざめになるから静かに運べ、と真宝は言う。しかし、音を立てないように運ぼうとすると、今度は作業能率が落ちてしまう。

　さらに。ほえむが考えた、大道具の仕掛け。

　出来上がり自体は問題ない。さすがほえむの絵だというべきか、きちんと本物らしく描けている。舞台で照明に照らされると、堂々と映はえていた。

　左右逆向きに描いた教室は、まるで巨大な絵本をめくるようにして交互に客席に見せられるように仕上げられている。

　ただ、実際にステージの上でそれをおこなうと、その絵をめくる者が、どうしても、机や椅い子すを運ぶ者とぶつかってしまうのだ。

　勿もち論ろん、部室でも実際に大道具を使って通し稽げい古こをしていた。しかし、部室よりもステージの方が奥行きは狭いということが充分に考慮されていなかった。

　要するに、計算が甘かったのである。

「……ごめんなさい。わたしが気づかなくて」

　ほえむは、自分を責めるように俯うつむく。しかし、決してほえむだけの責任ではない。

「いっそ教室を左右逆向きにするのをやめませんか。ずっと同じセットの配置で行けば」

　木き砂ずながそう提案するが、部員たちは難色を示す。せっかくの教室反転のアイディアをボツにしてしまうのは惜しい。ほえむの絵も半分が無駄になってしまうし、観客にも若わか葉ば高校と双ふた葉ば高校の違いが分かりにくくなるし。それに、ここに来て上かみ手てと下しも手て（舞台の右側と左側）を稽古の時と逆にしてしまったら、役者の動きが混乱してしまうではないか。

「書き割りをめくっている間、他の人たちは邪じや魔まにならないように、机を持って一いつ旦たん上手側と下手側に避よけていたらいいんじゃ」というのは弓ゆみ華かの意見だが、

「でも、そうすると、幕が閉まっている時間が長くなりすぎちゃうし」

　真ま宝ほうはやはりいい顔をしない。

　たかだか一時間程度の上演で、この台本は七幕プラス終幕部分まである。若葉高校と双葉高校とで場面が頻ひん繁ぱんに入れ替わるため、幕が閉まっている間にもたもたしていたら、お客さんが苛いら々いらするだろう、という真宝の言い分も分かる。上演時間も足りなくなって、後のプログラムを遅らせてしまうのも避けたいところだ。

「この教室の絵をもっと後ろ側に傾けたら、絵をめくっても、机を運ぶ奴やつらとぶつからなくなるんじゃないか？」

　俺は大道具に触れてみた。ベニヤ板だから、持ち上げられないことはない。ただ、

「そんなことしたら、不安定だよ。倒れたらどーすんの……」

　それはそれで、真宝は心配そうだ。

　何しろ、背景がぶっ倒れたらすべてが台無しである。舞台装置の制作時間も足りなかったので、頑がん丈じようさにも不安が残っていた。

「わたしが支える」

　落ち込んでいたほえむは、そう言って顔を上げた。

「舞台転換の時、わたしが後ろに回って、責任もってこの絵が倒れないように支えてる。木砂くん、弓華ちゃん、両側を持って、後ろに傾けてくれるかな」

「だけど、先輩」

「大丈夫。わたし、こう見えても力持ちだから」

　ほえむは口を一文字に結んで頷うなずく。こうなると、この一見ほえほえとした女は折れることがない。

「舞まい花かちゃんは手が空あいてたよね？　絵をめくるのは舞花ちゃんに任せていいかな？」

「分かったわ、遠えん藤どう先輩」

　舞花は平へい坦たんに答えた。ちなみに俺おれは、舞台転換の際には、ステージの袖そでに藍あいの布ふ団とんを出し入れするという重要な役割がある。

　なんといっても、本番は明日だ。代案がなければ、真ま宝ほうは渋々でも頷うなずくしかない。

「……しょうがないよね。試しにそれでやってみようか。

　幕が閉まってる間に机や椅い子すを運ぶ人は、舞花ちゃんとぶつからないように気をつけてね」

　時間は刻々と過ぎていた。俺たちはリハーサルの続きをはじめる。

　二幕を終え、再び教室を反転させて三幕。俺は布団をふたたびステージの中央へと引っ張り出す。

　これは真宝のうちのお客様用布団らしい。普ふ段だんは押おし入いれに入れっぱなしなのか、かすかに防虫剤のような匂においがしたが、ふわふわで高級感がある。こんな良い布団を持ってきてもらってよかったのだろうか。

　自分の布団ほど愛するものはないが、たまにこうして浮気をするのも悪くないものだ。

　今相談したやり方で、なんとか舞台転換は成功したらしい。本番通りの流れで、緞どん帳ちようが開く。俺は固い枕まくらに頰ほおをよせながら、第三幕最初の台詞せりふを客席へと放った。




「ぐ───、す───」




　……ところが、いつまで経たっても次の台詞が聴きこえてこない。

　次は穂ほ絵えの台詞だ。第三幕は、いつも通り教室のど真ん中で布団を敷しいて寝ている藍あいに、強気バージョンの穂絵が怒る場面からはじまる。

　ほえむが台詞を忘れたとは思えないし、本当に忘れたのならプロンプターに聞けばいい、それとも舞台のセットにまだ何か問題があったのか？　それなら真宝も、緞帳を開ける合図を出さないと思うんだが……。

　……ん？

　布団がさっきのようにふわふわしていない。身体からだに擦こすれる布に高級感がなくなっている。しかし、肌に馴な染じみのある柔らかさが俺をそっと抱くようにして包み込む。まるで浮気した俺を自分の腕に取り戻したかのように。

　故郷に還かえったような心持ちに目を細める。ああ、他の布団に本気になるわけがないじゃないか。俺にはお前が一番だよ……。

　……って。一体、なんだよこれは!!

　がばっと起き上がると、まごうことなき俺の部屋だった。こんな場面転換があってたまるかよ！

　反射的に隣となりの部屋に目をやると、ストライプのカーテンが脇わきに寄せられていた。

　眠った覚えもないのに、ホエ界に転移していたのだ。

　どうなってるんだ。俺おれは眠ってなんかいないぞ。ただ、いびきをかいた演技をしただけだ。

　思考回路を錯さく乱らんさせた俺の脳裏に思い浮かんだのは、舞まい花かの言葉だった。

　──マホ界とホエ界は、今も重なり合いつつある……──

　この唐とう突とつな転移は何を意味するのだろうか。……もしかして、ついに二つの世界が一つになってしまったのか？

　だとすると、もう元には戻れない？　そんな馬ば鹿かな。

《彩いろ葉は祭さい》当日を目前にして？　ここまで来て、俺は蚊か帳やの外なのか？

　嫌いやな想像が広がって、肺の空気が一気に失われていくような気がした。

　──ほえむより真ま宝ほうが大切だ、とは俺には言えない。俺には、姉と妹を比べることができないのだから。

　だが、もしも、今マホ界とホエ界が重なり合うのなら。明日の舞台に立ちたいという理由だけで、俺はマホ界永住を希望してしまいそうな気がする。こんなにも布ふ団とん以外の何かに情を感じてしまうとは、まったくの不覚だった。

　もう一人の俺も同じ気持ちだったのだろうか。

　何しろ、奴やつだって休まず演劇部の稽けい古こに出ていたのだ。分身のような存在だから、俺がどうしても舞台に立ちたいと思うようになってしまったのなら、奴だって同じなのかもしれない。

　今いま頃ごろ、リハーサルをやっている時間だということは、奴だって知っていただろう。この時間帯に布団に寝ていたということは、奴も、本気でリハーサルに出たかったということではないだろうか。

　そう気づいて、思わず苦笑してしまう。俺たち、本当に現金なんだな。舞台が面おも白しろくなってきたら、今度はマホ界の取り合いをしてやがる。

　だが、演劇部に最初に関かかわり始めたのも、『シュレかの』の台本のアイディアを提供したのも俺の方なのだ。舞台への思い入れにかけて、俺が奴に負けているとは思えない。その思いの差は、決して量子一つ分どころではない筈はずだ。

　俺はベッドから身を起こし、窓へと近づいた。

　ほえむの部屋のカーテンが開いている。なにしろ男である俺の部屋と向かい合わせなので、真宝と同じく普ふ段だんは閉じっぱなしなのだが、今日は珍しく閉め忘れたのだろう。本人は留守のようだった。

　……まさか、本当にもうマホ界に帰れないとか、そんなことはないよな？

　そう考えながら、カーテンのストライプ模様を眺めたのだが、

「…………？」

　一いつ瞬しゆん、自分の目がおかしくなったのかと思った。

　ほえむのカーテンのストライプ模様に、

　真ま宝ほうのカーテンの水玉模様が重なって見えている。

　なんだ、これ。

　カルピスの包装紙カラーの水玉に、パステルカラーの縦たて縞じまが加わって、えらく悪趣味な柄のカーテンになっている。

　マホ界に戻りたいという願望のあまり、俺おれは幻覚を見ているのだろうか？

　ごしごし、と自分の目をこすった。

　そして見直すと、カーテンはもう元のストライプ模様に戻っている。

　気のせいだったのか？　それとも本当に、二つのカーテンが今重なり合っていた？

　まさか。巨きよ視し的にはそんな現象は起こりえない……だが、それもマホ界とホエ界が重なり合いつつあるゆえの干渉による現象だったら……。

　ぐるぐると回っている自分の想像が正しいかだなんて、さっぱり分からない。俺は理系じゃないし、天てん馬まみたいに頭もよくないし。とは言え、今見えたものがもし錯さつ覚かくではなかったなら、二つの世界は今も重なり合いつつある途中なのかもしれない。

　まだ希望を完全には捨て切れなかった。俺は布ふ団とんに戻る。マホ界に戻りたいのなら、寝る以外に方法がない。劇中で藍あいがまた布団で寝た拍子に、今度は俺がマホ界へ転移できる可能性だってある筈はずだ。

　いつぞや、授業中の居眠りで俺がホエ界からマホ界に転移してしまった時、舞まい花かはこう言った。

『二つの世界が近づきつつあるんだから、今までになく容易たやすく転移してしまっただけよ』

　今の現象もそうだったのかもしれない。

　考えてみれば、俺だけではなく、奴やつもそれだけ熱心に演劇部の稽けい古こに参加した訳で……観測者効果とやらを予想以上に加速させていたのではないだろうか。

　俺たちは、もう運命に翻ほん弄ろうされるだけの受け身の存在ではないから。……だとしたら？




　考えながら、いつの間にか本当に眠り込んでいた。

　目を覚まして、隣となりの部屋のカーテンを確かめる。ここはホエ界のままだ……。

　半端に眠ったせいか、頭が重たかった。俺にしては珍しいことだ。どんな時間にも好きなだけ眠れることには絶対の自信があったのに。

　まだ外は充分に明るい。時計を確かめると午後五時半だ。

　講堂でのリハーサルは終わった時刻だが、きっと奴は今も演劇部の部室にいるだろう。リハーサルが終わってから、最後の反省会でもしている筈だ。奴には眠る暇なんかない。だから俺は、マホ界に戻れないままだった……。

　今、向こうの真ま宝ほうやほえむや、ほかの部員たちに囲まれている俺おれは、俺ではない。

　でも、誰だれも気づかない。俺が知らない間に入れ替わっていても、何の支障もない。

　俺でも、もう一人の俺でも……どっちでもいいのだ。

　いつだって、今自分がいる世界を生きるのみだと思っていた。別の世界には別の俺がいる、それは当たり前のことだ。俺は周りには決して理解されることのない不運な境遇に生まれついてしまったのだから、自分のことだけ考えて生きていれば充分なのだと信じていた。

　だが、今の俺の目の前に漂ただよっているのは、底知れぬ空虚感だった。

　代わりの自分がいるなんて、嫌いやだ。

　はじめて、そのことに胸が痛んだ。

　それは、俺の秘密を知らなくとも仲間と呼べる存在たちに、ここにいる自分こそを必要とされたいという強い渇かつ望ぼうにほかならなかった。




　どのくらいの間、座り込んでいたのだろう。

　耳に微かすかな物音が届いた。窓を開けていたせいで、隣となりの部屋にほえむが帰ってきたことが分かった。

　本格的な夏は終わったとはいえ、残暑の熱気はまだ馬ば鹿かにならない。ほえむも窓を開けて部屋に風を入れていたので、俺が声をかけるとすぐに気がついた。

「葵あおいくん、ただいま」

　そういえば、下の名前で呼ばれるのは久しぶりだという気がした。ほえむに敬語ではなくタメ口を叩たたくことに躊躇ためらっている俺がいる。

「あれから、演劇部はどうだ？」

　最近ホエ界にいる時、ほえむは留守であることが多かったし、夜に部屋にいても勉強してばかりいた。遠えん藤どう先輩ではない幼なじみのほえむとは、このところ会話さえしていなかったのだ。

「ん～。なんとか、ギリギリ間に合いそうって感じ。ちょっと大道具が心配だけど」

　ほえむは困っているように笑った。やっぱり、抱えている問題も同じなのか……。

　でも、ホエ界はマホ界よりも文化祭が一週間遅い筈はず。まだ、マホ界の俺たちの演劇部よりかは余裕があるのではないだろうか。

「あと、人手が少ないのが大変だし」と、ほえむは零こぼす。

「今いま更さらだけど、やっぱりわたしも、もうちょっと舞台に立つ役者さんが欲しかったなあって思うの。準備を手伝ってくれる人たちはいるんだけど……」

　ふと、俺は以前のほえむとの会話を思い出した。前にも似たようなことを話した気がする。

　真宝ちゃん、演劇部員以外には、一緒に舞台に立ってほしいって言える人はいないんだって。

　ほえむはそんなことを言っていなかっただろうか。

　あれは、ほえむと一緒に登校している最中だった。信号待ちの時に、台本を見せてほしいと頼んだせいで、すっかり忘れてしまっていたが……。

「……なあ、ほえむ。前に聞いたけど……」

　尋ねてみると、そうそう、とほえむは頷うなずいた。

「去年の舞台見てくれたなら、知ってるよね。真ま宝ほうちゃん、演技が本当に上手でしょ？

　だからね、友達との間でも、気がついたら相手を楽しませるためにいっぱい演技してて、どこまでが本当の自分だか分からなくなる時があるんだって」

「…………」

「相手が自分の演技にだまされてるんじゃないかって、心配になりすぎちゃうんだって。だから、ホントは自分の演技を見抜いてくれるような友達がほしいんだって。

　自分にもそんな人がいたら、舞台に誘ってるかもしれない、って言ってた。

　演技をしている自分でも、演技をしていない自分でも、おんなじに分かってくれる人だったら、心から信じられるような気がするんだって……」

　……知らなかった。

　背中がつう、と冷たくなるのを感じていた。

　不敵で傲ごう岸がんで迷惑な少女だとばかり、思っていた。

　幼なじみナメるな、と思っていたのに…………。

「わたしは、真宝ちゃんにとって、そんなに深いお友達にはなれなかった。だって、同じ演劇部の仲間とはいえ、ほんの一年半だけの付き合いなんだもの。今でも、わたしは真宝ちゃんの演技を見抜いてあげられないんだ。ふふ、わたし、駄だ目めな先輩だよね～」

　俺おれだって。……本当には、何も見抜いていなかった。

　幼なじみを分かっていなかったのは、俺の方だった……。

「でも、わたしだって」

　ほえむは、ゆっくりと、少し悲しそうな微笑を浮かべる。

「もしも葵あおいくんがいなかったら、そう思っていたかも」

「…………え？」

　意外な台詞せりふに、俺は思わずほえむの顔を見返す。

「ん～。わたしね、本当に何をしてもゆっくりじゃない？　ほかの人についていけなくて、ちょっとつらいな～と思うことも多いの。何も考えてない、ぼ～っとした女の子だって周りからも思われちゃうし。

　でも、葵くんは違う。葵くんは、わたしの隣となりではいつも、わたしのペースに合わせてくれる。それに、葵くんは、わたしのことを見た目だけで全部分かったつもりになったりしないもの」

　それは心理学でいう投影って奴やつか？　自分のことを嫌いやな奴だって分かっていない奴が、他人を嫌な奴として見てしまうように……優しい人間は、きっと他人のことだって、本当以上に優しく見えてしまうものだ。

　……目の前のほえむと重ね合わせるように、俺おれは「遠えん藤どう先輩」のことを考えていた。

　彼女も、同じことを考えているのか？

「たった一人でも、わかってくれる人がいると、つらいことがあっても頑張ろうって思えるよね」

「……俺はそんなに物分かりのいい男じゃないぞ」

　本心からの言葉だったが、声が掠かすれてしまって、ほえむには届かなかったようだった。

「えへへ、変なこと言ってごめんね」

　そう笑って、ほえむは窓を閉めようとする。

　俺にとって、そんなほえむにかけられる言葉は、たった一つしかなかった。

　本当は、もっと大切なことを伝えられたらいいのだが……。

　照れくさくて、素直に言葉にできない自分がもどかしい。

「来週、頑張れよ。俺、絶対観みに行くから」

　世界の重ね合わせがどうなったのか分からないから、来週の俺がホエ界にいる保証はないけれど。

　俺も舞まい花かも出演していない『シュレかの』だけど──ここにいるほえむにとっては、かけがえのない高校生活最後の舞台なのだから。

　万ばん感かんをこめた、俺のせめてもの思いだった。

　だが、ほえむはきょとんとする。

「来週？　どうして？　《彩いろ葉は祭さい》は明日だよ？」

「は？？？」

　今日という日は、驚おどろくことばかりで、何か人として大切なものが麻ま痺ひしそうだ。

《彩葉祭》はマホ界では九月十六日の敬老の日だが、ホエ界では九月二十三日の秋分の日。それで間違いなかった筈はずなのに。

「あ～、葵あおいくんは部活やってないから、勘違いしちゃってたかな？

　葵くんらしいけど、明日は学校お休みじゃないよ。

《彩葉祭》は九月十六日って一学期からちゃんと決まってたもん。わたし、今日は、明日のリハーサルのために学校行ってたんだよ？

　演劇部の公演は午後一時からだから。よかったら観に来てね」

　ほえむは、人の失敗や間違いを笑うような女じゃない。呆ぼう然ぜんとした俺に、丁てい寧ねいに教えてくれているが……一応上うわの空で返事はしたものの、それどころの心境ではなかった。

　ホエ界の《彩葉祭》の日取りがいつのまにか変わってしまった。ほえむの記憶まで改変してしまっている。因いん果が律りつにまで及ぶような変化は、今まで起こったことがなかったのに。

　それも、マホ界とホエ界が今、重なり合いつつある影えい響きようだとしたら……いや、やっぱり、もう重なってしまってるのだとしたら？

　俺おれは、結局何も分かっていなかったまま──

　マホ界を、俺たちの舞台を、そして……真ま宝ほうを失ってしまうのか？




　……マホ界とホエ界が重なり合うという現象に、俺が不安を抱いていた理由も、結局はそこにあったのだ。

　俺はずっと、マホ界のほえむには会いたくないと思っていた。

　演劇部に入るまでは、何度姿を見かけても、ブレザー姿の彼女からは背を向け続けていた。

　そして、ほえむだけじゃない。

　ホエ界の、セーラー服姿の真宝に対しても、まったく同じことだった。




　ホエ界の真宝は、たんぽぽ組にはいなかった。

　勿もち論ろん、幼児の時はホエ界とかマホ界なんて言葉は使わなかったけど……俺はすみれ組にいて、真宝はばら組にいた。卒園の記念写真が残っていたから、分かっている。

　小学校の時は、あちこちのクラスに飛んでいたから、真宝とクラスメートだったことも何度となくあった。

　だが、俺はいつも目を背けていた。沢たく山さんの友達に囲まれていた真宝の姿から。

　そこにいる真宝は、俺に……ケッコンするよ、なんて言ってくれた記憶は持っていない。

　おままごと遊びなんぞに付き合わされたのも、夜中に窓越しにこっそり打ち明けられた話も、笑ったことも、怒ったことも……どんな思い出も共有することができない。

　真宝、と呼び捨てにすることすらできない。

　そうだ、マホ界とホエ界を行き来できなくなることは──俺にとっては、姉か妹のどちらかを失うことに等しかったのだ。




　寂しいと思ったことは、ないつもりでいた。

　そんなにセンチメンタルな感情など、持ち合わせていない気でいた。

　どうせ誰だれにも俺の人生は分からないのだ、俺が他人に思い入れるようなことなど何もないのだと冷めたふりをして、ひそかに周囲を見下していた。

　……だから、ずっと、どうでもいいふりをし続けていた……。

　夜の闇やみの中、俺はじっと祈り続けていた。固く閉じた瞼まぶたの裏が熱くなるほど、願い続けた。

　頼む。これで終わりにはしないでくれ。

　舞台には、立てなくてもいい。それはもう一人の俺に譲ゆずってもいいよ。俺が無理やり奴やつを演劇部に巻き込んだんだ、奴が本番を演やりたいなら、演ればいい。

　せめて、もう一度だけでもいい。真宝に会わせてくれ。

　もう一度、真宝の名前を呼びたいんだ。

　まことのたから、という彼女の名前を。
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　役者になりたい、という彼女の夢をはじめて聞いたのは中学生の時だった。

　当時、真ま宝ほうは中学校の演劇部と地元のアマチュア劇団とのかけもちで毎日をバタバタと過ごしていた。高校に入ってからバイトをはじめた真宝は、アマチュア劇団には今は行っていないようだが。

　その頃ころの真宝と俺おれは、あまり話すことはなかったような気がする。真宝が忙しかったこともあるが、俺にとっても、ガキの時と同じように女に接するのが少々照れくさくなる時期でもあったから。

　が、その夜は久しぶりに窓越しに話していた。進路希望調査書というものを書くことになって、「葵あおいはどこの高校に行きたいの？」と真宝から聞いてきたのだ。

　チェックのパジャマを着た洗い髪の真宝が、小学生の時と比べて急激に女の子っぽくなっている気がして、内心ではどぎまぎしていたことを覚えている。

　歩いてすぐの場所にある若わか葉ば高校を、俺と同じく真宝も受けると聞いた時、口には出さなかったが……本当は、嬉しかった。

「受験勉強のために、演劇もちょっとお休みにしないとね」

　と言いつつ、少し寂しそうな真宝。

「大体、お前演劇に入れ込みすぎだろ。将来は役者にでもなるつもりか？」

　俺は少々呆あきれ気味に訊きいたのだが、

「そうだよ、当たり前じゃん！」

　何を今いま更さら、といった口ぶりで明るく答える真宝。

「演劇部は今、若葉高校よりアカシア高校の方が、規模が大きいんだけどね……。でも、アカシア高校は私立だし、お金かかるから親に悪いなーと思って。

　あたし、役者になりたいから、きっと将来あんまり稼げないんじゃないかと思うし」

　窓に頰ほお杖づえをつき、盛大な溜ため息いきをつくが、

「でも、いいや。あたしが若葉高校の演劇部をもっと盛り上げればいい話だもん！」

　愚ぐ痴ちを零こぼしても、すぐに前向きな意見に切り替える。別に人から励ましてほしいわけではないらしい。

「……でも、本当に役者になったら儲もうかるんじゃないのか？」

「テレビに出てる人気俳優さんはね、そりゃ儲かってるだろうねっ」

　真宝、びしっと背を伸ばし、力説をはじめる。役者について調べたことを、誰だれかにしゃべりたくてしょうがない、という感じだ。

「でも、テレビドラマはね、撮影期間が短くて、演技する側にもとにかくスピードが求められるんだって。現場では、ゆっくり演技を作る時間なんてもらえないみたい。

　もっと撮影期間が長いからって理由で、映画にばかり出る俳優さんもいるそうだよ。ただ、映画も予算が少ないと、必ずしもそう行かないんだって。短い期間で撮らないといけないから」

「ああ、そうなのか？」

　俺おれはあまりドラマも映画も観ないのでピンと来ないし、興味もない話なのだが。

「でも、一番じっくり時間をかけて演技を作っていけるのは、やっぱり舞台なんだよ。生の観客の反応にも触れられるし……。それって、カメラで撮影されるだけのテレビや映画じゃ味わえない醍だい醐ご味みじゃない。

　ただ問題は、舞台役者って、あんまりお金にならないみたいなんだよね……あたしって親不孝だあああ」

　真ま宝ほうは頭を抱え、ずるずると窓まど際ぎわにつっぷす。

　でも、そんな真宝の姿でさえ、俺にとっては眩まぶしい気がした。

　受験するのはワンランク上の進学校でも大丈夫だ、と担任には勧められたのだが、ただ近いからという理由で若わか葉ば高校を選ぼうとしている俺とは違う。

「……こうなったら、」

　真宝は、小さなこぶしを握る。

「結婚相手には稼ぎがいい人を選ばないとなっ」

　お前、それは幼稚園の時から言ってたよな。

　しかし、女にはそういう選択肢もあっていいよなあ……。仕事をしなくても、嫁に行くという手があるんだから。そう思っている俺の目と、真宝の目が一いつ瞬しゆん意味ありげにかち合った。

　……いや、いくらなんでも、俺にそれを期待していないよな？

　ガキの時とは違う。「カセグ」ことの意味も、「ケッコン」という意味も、今はしっかりと分かっているのだから。

　第一、俺のようなナマケモノに期待することじゃないし？

　真宝も同じことを頭に浮かべていたのかもしれない。妙に気まずい空気が流れ、うやむやのままに「おやすみ」「ああ」とかぼそぼそ言いながら窓を閉めた。

　きっと覚えているよな。真宝も、あの時のこと。

　無限のパラレルワールドがあり、真宝も無数に存在しようとも……俺と一緒にたんぽぽ組にいた真宝は、たった一人だけ。

　俺の幼なじみの真宝は一人だけ。代わりなんか、どこにもいやしない。




「ア・エ・イ・ウ・エ・オ・ア・オ

　　　　カ・ケ・キ・ク・ケ・コ・カ・コ」




　うーん、と俺おれは布ふ団とんの中で寝返りを打った。

　規則的な音声の羅ら列れつが、心地いい朝のまどろみに不快な侵入を果たしてきている。

　夢と希望に満ち溢あふれる少女の力強い声は、壁も窓も俺の頭ず蓋がいも容よう赦しやなく貫いてくる。

　……真ま宝ほう。

　あの頃ころから、お前はちっとも変わらない。

　今朝も、カーテンの柄を確かめる必要はなさそうだった。









《彩いろ葉は祭さい》プログラム　【ステージ部門】

　10:20　合唱部『組曲「旅のスケッチ」』

　11:00　演劇部『シュレーディンガーの彼女』

　12:00　昼休憩

　13:00　ブラスバンド部『《彩葉祭》スペシャルメドレー2013』　…………











　……念のために、プログラムを確かめてみたが、うちの劇の上演時間は十一時からで間違いない。

　ホエ界で《彩葉祭》の日取りが一週間もズレたくらいだ、上演時間も同じになっているかもしれないと危き惧ぐしていた。

　上演開始時間にズレがあるということは、まだマホ界とホエ界の間には「違い」が残されているということだ。……向こうは午後一時からの上演だと言っていたから、ほんの二時間の違いだけど。

　だが、ほえむとの昨夜の約束を守れなくなったことには変わりはない。

　彼女の舞台を観みに行けなかった。だが、多分もう一人の俺が、見届けに行ってくれるのではないかと思う。ホエ界では明日が《彩葉祭》であること、舞台を観に行くとほえむに言ったこと……きちんと申し送っておいたから。

　それにしても。

　こうしてプログラムに演劇部の演目が立派に印刷されていると、本当にこれ出来るのかなという、そこはかとない不安も湧わいてくる。

　去年は他ひ人と事ごとだったから、演劇部の舞台を批判していた奴やつらの声を聞き流していた。だが、今年は俺もそういった声にさらされる立場になるわけだ。

　ふと、すぐ傍そばに人の気配を感じる。

　プログラムの上に、何やらローマ字と数字が印刷されたＡ４用紙を差し出された。






　　MAHOU SINOZAKI　　6.23%

　　HOEMU ENDOU　　　4.99%

　　MAIKA KAGAMI　　　1.02%

　　KAZURA SAWAGI　　0.01%

　　AIBA AMAKAWA　　　0.09%








「見て……。これが今の、あんたの隣りん人じんの存在確率なんだけど」

　舞まい花かだった。いつもパソコンでやっている計算結果を印刷してきたらしい。

「今朝の計算結果では、今、およそ90％が『不確定領域』なの」

「……まだ１００％ではなかったんだな」

　それでマホ界に戻ってこれたのか、と俺おれは頭の隅すみで納得する。

「でも、」

　舞花は、その紙に重ねていたもう一枚の計算結果を見せてくれる。

「昨夜の確率を計算してみたら、こんな数字だったのよ」






　　MAHOU SINOZAKI　　　2.48%

　　HOEMU ENDOU　　　　1.12%

　　MAIKA KAGAMI　　　　0.02%

　　KAZURA SAWAGI　　　0.00%

　　AIBA AMAKAWA　　　　0.00%








「見ての通り、世界は完全に重なり合う寸前になっていたのよ」

　この計算結果に現れるパーセンテージは、言い換えれば「マホ界とホエ界が重なり合っていない確率」なのだ。

　舞花の口調はいつも通り硬質だったが……。

　俺は、なんとなく、舞花がほんの少し戸惑っているような気がした。

「あんたも、もう一人のあんたも、演劇部に関かかわりはじめてからずっと、今日の本番のことしか頭にないみたいだったわ。

　だから、二つの世界が重なり合う可能性が高いのは今日だろう、ということは予想していた。あんたの主観では、今日の舞台こそが人生というドラマのクライマックスなのだから」

　……確かに、昨日までは俺もそうだと思っていた。今日の本番のためだけに生きる世界を選んでもかまわない、と考えかけたくらいにな。

　何も言葉を挟もうとしない俺を、舞花はじっと見ている。

「あんた、何かした？」

「……何かって？」

「だから観測者であるあんたが、よほどのことをしたとしか思えない。一晩で、ここまでパラレルワールドの存在確率が揺り戻されるなんて。こんなこと、これまであったかしら？」

　舞まい花かが記憶を混乱させるとは……本当に動揺しているのだろう、彼女は。

「俺おれは何もしてねえよ」

　空そらとぼけるほか、どうしようもない。

　真ま宝ほうにもう一度会いたくて死ぬほど祈ったとか、それこそ死んでも言えるわけがないぞ。

　そのせいで確率に有り得ないほどの揺らぎが起きたとか……俺の知ったことではない。

「そうよね。あんたは、マホ界とホエ界が重なり合うのを望んでいた筈はずだし……」

　淡々とした声こわ音ねのまま、舞花は計算結果に目を落とす。その時、

「はーい。おはようございまあす！」

　駆け込んできた真宝の声に、周りにいた全員が顔を上げる。

　ここは、いつもの演劇部室である。

　部員たちはそれぞれに台本を読み直したり、最後の打ち合わせをしたりしながら、メンバーが揃そろうのを待っていた。

　講堂に楽屋があるわけではないので、朝はここに集合する手て筈はずになっていた。大道具は舞台の横に置いたままなので、あとは俺たちが講堂に足を運ぶだけだ。

　一番遅れてきたのが部長である真宝だったが、クラスの出し物の準備に手間取っていたらしい。やっぱりお化け屋や敷しきだったのだろうか。

　朝、教室で出席を取ったあと、俺はまっすぐここに来ていた。そういえば、俺のクラスの出し物がなんなのか、結局知らないままだ。まあいいや。俺が演劇部に入ったことに驚おどろいていた連中もいたが、そんなことは気にしない。おかげでクラスでは何も仕事を頼まれることがなくて、ラッキーなくらいだった。

「篠しの崎ざき部長、質問があります。俺はメイクしなくてよかったですか？」

　木き砂ずなが手を挙げて質問し、「君はそんなに化粧したかったの？」と弓ゆみ華かがからかい、真宝たちは一斉に噴ふき出す。

「あはは、メイクしてもいいよ。

　でも、照明が当たったら、それだけでも顔色は白っぽく見えるしね。役柄も普通の高校生だから、男の子は何もしなくていいって思う。高校演劇なんだし。メイクで目鼻立ちハッキリさせた方が客席から表情が分かりやすいってのはあるけど……」

　そう言う真宝は、珍しくばっちりと化粧している。普ふ段だんは全然すっぴんなんだけど。

「俺は化粧なんかしないぞ。ぶつぶつができる」

「はいはい、別にしなくていいってば」

　俺を軽くいなす真宝。

「……そろそろ、行きませんか」

　気持ちが急せいているのだろう。おずおずとした声で瑠る璃りちゃんが提案し、

「うんっ。合唱部の歌も、わたし聴ききたいな」

　ほえむが立ち上がり、

「もうそんな時間？」

「ごめんごめん、あたしが遅れちゃったから」

　台本やプログラムをそれぞれ手に取り、部員たちは動き出す。

　俺おれは、真ま宝ほうに話しかけた。

「……なあ。やっぱ役者なんかやる奴やつらって、緊張しないのか？」

　もう一時間も経たたないうちに本番だというのに、みんなのやり取りがあまりにいつも通りだから、素朴にそんな疑問を抱いたのだ。

　だが、

「え？　あたしは緊張してるけど？　みんなもそうだと思うな。顔に出していないだけで」

　真宝はあっさりとそう返してきた。

「葵あおいこそ緊張してないの？」

「……まあ、いつも通りやるだけだから」

　理論的にはそうなのだ、と自分に言い聞かせるように答える。

　いつもの練習通りに動いて、いつも通りの台詞せりふを言えばいいだけだ。理屈から言って、できないわけがない。……たとえ、講堂いっぱいの観客にそれを見られているとはいっても……ええい、そんなものはカボチャが並んでいるとでも思えばいいのだ。

　しかし。たとえば、一メートルの幅がある道を自転車で走って通れと言われたら可能でも、その道の両側が深さ百メートルの断崖絶壁になっていたら……いつも通りの動作ができなくなるのが人間だよな……。

　いやいやいや。どんな例えだ。演劇で失敗したからと言って、何も死ぬわけじゃないし。

　思った以上に、頭の中がぐるぐるしている。そんな俺の心境を見抜いているのか、真宝は、くふ、と笑いをこらえたような声を漏らした。

「本番前の緊張感がなくなったら楽しくないよ。それも舞台の醍だい醐ご味みのひとつだって思うっ。

　やり直しのきかない生の舞台だから、観客に伝わるものもあるんだ。あたしはワクワクしてるよ！」

「……本当にワクワクだけか？」

「う～ん……正直、舞台転換のところはねー。ハラハラもしてる」

　耳を倒した子犬のように、一いつ瞬しゆんだけ元気を失なくす真宝。だが、

「まあ昨日のリハーサルは上う手まくいったもの。あたしはほえむ先輩やみんなを信じてる。っていうか、いざ本番になったら余計な心配なんてしてる余裕がないから、忘れちゃうよ。

　ほら、行こう！　大丈夫だよっ!!」

　ぐっと腕を引っ張られた。舞まい花かよりもずっと力強い。真ま宝ほうに触れられたのは、どのくらいぶりだろうと思う。

　悪態をつきながらも、俺おれは口元が緩ゆるむのを抑えきれなかった。




《彩いろ葉は祭さい》のステージ部門はもうはじまっていた。合唱部の声のハーモニーが講堂の外まで響ひびいて聴きこえる。

　後ろの出入り口から、他の観客の邪じや魔まにならないように気を遣つかいながらも、俺たちは暗い客席を覗のぞいた。

　多くの学生や保護者が椅い子すに座っている。まだ午前中のプログラムがはじまったばかりであるせいか、客席は満席というわけにはいかなかった。埋まっている席は半分程度だろうか。……緊張感を高めるには充分ではあったが。あの前でこれから本番だというのが噓うそであるような気がする。

　プログラムの順序はくじ引きで決めたそうだ。ホエ界では演劇部の上演は午後一時からだと言っていた。向こうの方が、客入りが多いかもしれないな……。

「演劇部のポスターあちこちに貼はってるから、本番前になったらもっとお客さん増えると思うよ？」と、弓ゆみ華かが小声で言っている。ほえむがイラストを描いて、作成していたらしい。全然知らなかった。

　そろそろ行こう、と真宝が促す。合唱部の演目である組曲も終わりへと近づいていた。

　いったん講堂から出て、外側を回る。校庭では色々な屋台が並んでいるのが見えた。上演は昼には終わるし、大道具を片付けるのは《彩葉祭》が終わってからでいい。残りの時間はゆっくりできるというものだ。

　舞台側に通用口がある。扉には関係者以外立ち入り禁止と書かれているが、もちろん俺たちは関係者である。昨日俺たちのリハーサルを観みに来ていた真宝の友人たちもそこで待っていた。

　──いざ、出陣なのである。







『十一時からは、演劇部によるオリジナル劇『シュレーディンガーの彼女』を上演いたします。舞台の準備が整いますまで、今しばらくお待ちください。講堂に入られる生徒や保護者の皆さんにお願いいたします。携帯電話は他の皆様のご迷惑にならないように、電源をＯＦＦにするか、マナーモードに切り替えてください。なお、場内での飲食は禁止と──』







　まもなく開演という合図に、会場にブザーが鳴り響いた。

　舞台を飾り終わった俺おれたちは、真ま宝ほうに一いつ旦たん幕の裏側に呼び集められる。そういえば、結局、本番にさえ全く顔を出さない顧問って一体……。

「お客さん、増えてます。さすがに満席じゃないけど、八割か九割くらいは」と、舞台の袖そでから客席をこっそり確かめたらしい木き砂ずなが駆け寄ってきた。

　真宝は木砂へとひとつ頷うなずくと、集まった部員たちの輪に入るように促す。

　そして、一人ひとりの顔を見回した。

「瑠る璃りちゃん。何も心配ないわ。思いっきりあなたらしく演技して」

　怯おびえたようなメガネの少女に微笑ほほえみかけ、

「弓ゆみ華かちゃん。あなたのサポートあっての舞台だから、自信もって」

　同い年の脇わき役やく少女に頷きかけ、

「昌しようくん。君には独特の持ち味があるよ。大いに期待してる」

　木砂にいたずらっぽい微笑を浮かべ、

「葵あおい。あんたがここまで頑張るとは思わなかった。正直、見直したよっ」

　驚おどろいたことには俺にウインクなど飛ばしてくれて、

「舞まい花かちゃん。あなたがいてくれたから、この舞台をつくれた。本当に感謝してる」

　舞花の手をそっと握り、

「ほえむ先輩。最後の舞台、よろしくお願いします」

　ほえむには、深々と頭を下げた。

　それから、

「みんな、いつも通り行こう」

　場の中心に、手のひらを下向きにさせて差し出す。

　本番前の儀式のようなものらしい。部員たちは、次々とその手の上に自分の手を重ねる。出遅れて差し出した俺の手は、ほえむと舞花の手のひらの間に挟はさまれた。

　全員の手が重なると、真宝はもう片方の自分の手をその上に置いて、ぐっと力を込めた。

「ＧＯ！」

　そして舞台が、幕を開ける。







　──桜おう花か市立若わか葉ば高校。

　ここに通う生徒たちの中に、完全に「自我を持っていない」女子生徒がいた。

　まるで、心の入っていない、人間の輪りん郭かくだけであるかのような存在だった。

　話しかけると答えは返ってくるものの、相手の言葉を真ま似ねして返しているだけに見える。ただ相手の言葉に反応しているだけで、彼女特有の価値観や感情と言ったものはまるで見受けられない。

　その少女は、鏡に姿を映すことができない。周りからは「カガミ」と呼ばれて、忌いまわしい存在として遠ざけられていた。




　さて。

　この宇宙とは反対の物質でできた、反宇宙というものが存在している。ビッグ・バンの時に別の空間に飛び散った反物質によって形成された、別の宇宙だ。

　反宇宙は、見た目はこの宇宙と変わらない。天の川銀河に太陽系があり、地球には日本があり、桜おう花か市も同じように存在している。まさにパラレルワールドと言うべき世界だ。

　若葉高校を対ついとして存在している学校も勿もち論ろんある。その名前を双ふた葉ば高校といった。

　反宇宙には、この宇宙に住んでいるのと同じ人間たちが住んでいる。ただし、彼らの性格はまったく正反対なのだ。

　若葉高校では弱気でおどおどした少女が、双葉高校では傲ごう岸がんに相手を怒ど鳴なりつけ、

　双葉高校では学校を牛ぎゆう耳じる不良少年が、若葉高校では真ま面じ目めな級長として人をたしなめる。

　ただ、カガミだけは同じだった。

　自我のない存在。まるで、心のない少女。そして、やっぱり鏡には映らない。




　なぜなら、若葉高校のカガミの鏡像こそが、双葉高校のカガミの姿だから。

　カガミは、宇宙でたった一人、二つの世界に重ね合わせるように生まれてしまったのだから。

　そんなカガミを媒ばい体たいとして、宇宙と反宇宙は干渉し合い、徐々に近づきつつあった。

　それにつれて、正反対の個性を打ち消され合い、自分の性格を失っていく生徒たち。

　全員がカガミのように、心を持たない存在へと近づいていく。




　そんな中。

　たった一人、最初からカガミを恐れもしなければ、忌いまわしがることもない藍あいという少年がいた。

　若葉高校では毎日教室に布団を敷しいて寝ている超ナマケモノだが、双葉高校では正義のためにみんなへと説教を飛ばす熱血少年である。

　正義の熱血少年である藍は、カガミに心があると固く信じていた。一方で、ナマケモノである藍は吞のん気き者ものであるあまり、カガミの特殊な人格のことをまったく気にしていない。

　どちらの世界でも、藍だけが、だんだんカガミとの繫つながりを深めていった。

　でも、藍だって、みんなと同じように感情や個性を失っていく。

　そんな藍を見ているカガミに、変化が生じはじめた。心を持たなかった少女に、はじめて人としての感情が生まれつつあったのだ。

　そして…………！







　……第七幕まで終わった。あとは終幕さえ無事にすませれば、完かん璧ぺきだ。

　布ふ団とんの中から緞どん帳ちようが閉まるのを眺めながら、俺おれは内心で息をついた。

　真ま宝ほうの言う通りだ。本当に、余よ計けいなことを考える余裕なんてない。場面転換への心配も、正直言ってすっかり忘れていた。

　緞帳が下りて、客席から見えなくなった瞬間から移動を開始する。他の奴やつらの邪じや魔まにならないように、布団を舞台の袖そでに片付けなければならない。この布団に寝るのも今のが最後だったかと思えば、感慨もひとしおだった。

　……もう少しで終わりだと思って、彼女たちも、気の緩ゆるみが現れたのかもしれない。

　その時、「……っ」「きゃっ」

　小さな悲鳴が聞こえた。

　続いて、ステージに何かが落ちたような、かつんと硬質な音がする。

　自分の立ち位置からセットの後ろに回ろうとしたほえむが、慌あわてていたせいか舞まい花かにぶつかったのだ。

　幸い、客席に聞きこえるほどの悲鳴ではなかった。一いつ瞬しゆん何事かと心臓が止まりそうになったが、二人とも転倒したわけでもなく、無事だ。誰だれもが胸を撫なで下ろして、自分の作業の続きをはじめた。

　……が。

　布団を運びはじめた俺の背後で、ほえむと舞花の小さく押し殺した会話が聞こえてくる。

「何か落としたよ？」

「あ。これ、お守り」

　確かに、何か硬いものが落ちた音がしたが。

　なんだ。舞花、お守りなんか持ってるのか？　……普通の女なら分かるが、余計なものは何一つ持とうとしない彼女が、本番の舞台にそんなものを身につけてくるとは意外だ。

　だから、つい俺は振り返った。

「え……これって」

　ほえむ、立ち尽くしている。

　右往左往する役者やスタッフの中で、そこだけ時間が止まってしまったかのように。

　その手の中にあったのは、

「葵あおいくんのと……同じの？」

　眠たそうな顔をした、耳の大きな水色のウサギのストラップ。

　携帯電話を持っていないままの舞花は、どうやら、それをポケットに入れて来ていたらしい。そして、ほえむとぶつかった弾はずみで落としてしまったようだ。

「……どうして？」

「私たちの仲の証あかしに、お揃そろいで買ったから」舞まい花かはそう言いながら、ほえむの手のひらからストラップをばっと奪い返す。

　その所しよ作さは、舞花らしからぬ激しさであるように思えた。声こわ音ねにも刺とげが含まれている気がしたが、錯さつ覚かくだろうか。

　大体、二人とも本番中に何をやっているんだ。今はストラップどころじゃないだろ、急げよ。

「仲の証…………？」

　しかし、何な故ぜかほえむは、舞花の言葉で青くなって立ち尽くす。

「先輩！」

　セットを支えようとしていた木き砂ずなと弓ゆみ華かが、音量を抑えながらも厳しい声でほえむを呼ぶ。それでようやく、ほえむは危なげな足取りながらも舞台上をよたよたと歩き出し……大道具の裏側へと回る。

　舞花は無事に書き割りをめくった。舞台は双ふた葉ば高校から若わか葉ば高校に移った。

　それでいい筈はずだ。しかし、そのまま緞どん帳ちようが開きはじめて、俺は、待ってくれ、と叫びそうになった。

　ほえむが、舞台装置の裏から戻ってきていない。

　……真ま宝ほうも焦あせっていたのだろう。全員が立ち位置についたのを確認しないまま、緞帳の担当にＧＯサインを出してしまったのだ。

　舞台の上で、固まる役者たち。穂ほ絵えがいないのに、どう場面を進めろと。

　ええい、しかし、これは本番だ。アドリブを入れても、少々無理があっても、台詞せりふをすっ飛ばしてでも、もうなんとか最後まで乗り切るしかあるまい。

　……そう覚悟を決めて、俺おれが最初の台詞を口にしようとした時、





　メリッ






　世にも不吉な音が、ステージに鳴り響いた。

　それは、決してほえむの責任だけではない。

　舞台転換があんなに危なっかしいことになったのは、俺たちの事前準備が甘かったからだ。元を辿たどれば真宝の台本が遅すぎたことが元げん凶きようである。稽けい古こに集中するためとはいっても、ほえむ一人に大道具を任せてしまったことにも問題があった。

　そもそも、俺だって悪い。





　メリメリメリメリメリメリメリメリメリメリメリメリメリッ






　……ほえむが穏おだやかで優しげで華きや奢しやなイメージに似合わない壊し屋クラツシヤーであることを、別の世界でとはいえ、幼なじみである俺おれこそがちゃんと覚えていたならば。

　書き割りの教室のど真ん中が綺き麗れいに縦に裂けて、ちょうど半分だけが見事な音を立てて舞台へとぶっ倒れる。

　一体どこをどうやったら、そんな器用な壊こわし方ができるんだ、ほえむという奴やつは。

　あまりの事態に、固まったのは勿もち論ろん役者たちだけではない。

　緞どん帳ちようが開いた途と端たんに背景の教室が豪快に破は壊かいして、

　客席は、水を打ったように静まり返った。







　…………十分のち。演劇部室で。

「ごめんなさい……」

　ほえむは泣いていた。

　そのほえむを、真ま宝ほうはぎゅっと抱きしめる。

「先輩。泣かないで。あたしが悪かったの。あたしのせいで劇がちゃんと準備できなかったから」

「ううん……わたしが……わたしさえ失敗しなければ、それでちゃんとできた」

　顔を真っ赤にして、大粒の涙を惜しみなく頰ほおに零こぼして。

　小さな子供だった時のように、しゃくりあげている。

　……それもそうだろう。

　真宝はまだ二年生だ。来年もう一度、《彩いろ葉は祭さい》でのリベンジのチャンスがある。

　だが、ほえむにとっては、これが高校時代の最後の舞台になってしまった。

　誰だれもほえむを責めなかった。誰もが自分の責任を感じていた。瑠る璃りちゃんや弓ゆみ華かも、もらい泣きしてしまいそうな顔をしている。

　それでも、決して……決して、ほえむは自分を許せないのではないかと思う。




　……劇はと言えば、実は、まるきりの失敗に終わったわけでもなかった。

　終幕の緞帳が開いたと思った瞬しゆん間かん、教室の背景がまっぷたつになってしまった。見ようによっては、計算されつくしたタイミングにも思えただろう。

　実際、客席でも、これは奇をてらった演出なのか、それとも本当にハプニングなのか、測りかねている観客たちの静かな動揺が広がっていた。

　しかし、舞台上の役者の誰もが動けなかった。

　普ふ段だんの真宝であれば、アドリブを駆使してこの場を誤ご魔ま化かす、という技も使えたかもしれない。だが、さすがの演劇部部長も脳みそが凍結して、アクションを起こせなかった。

　この窮きゆう地ちの中で動けた勇者は、演劇部のメンバーではなかった。

　客席からステージへとひらりと飛び乗ってきたのは、天てん馬ま諒りよう一いちである。

　彼は堂々と舞台の中央に立つと、やおら両手を広げて、滔とう々とうと語りだした。

「みなさんは、反宇宙の存在を信じますか。

　宇宙と反宇宙が触れ合うと、すべてが消え去ってしまう。そう聞いたことがありませんか？　実際には、反宇宙が存在する証拠は見つかっていません。ビッグ・バンの後に反物質は燃え尽きてしまい、反宇宙は存在しないと言われています……」

　その後もクォークと反クォークがなんたら、ＣＰ対称性の破れがどうたら、勢いに乗って語り続ける天馬。ハッタリを効かせようとしたのか、やはり単なるあいつの趣味なのか。

　だいぶ関係ないこともしゃべっていた気がするが……天馬はとにかくお茶を濁にごすべく、そんなムヅカシイ御ご託たくをエピローグとして、破滅的なラストシーンを仕立て上げたのだ。突然教室が壊こわれてしまったのは、宇宙と反宇宙はついに通じ合って破滅してしまったからだというオチをつけやがった。……バッドエンドを考えるんなら得意だもんな、こいつ。

　しかし、彼の所しよ作さがあまりに堂どうに入いったものだったから、客席は、それがこの劇のエンディングなのだと信じてくれたようだった。形けい而じ上じよう的なクライマックスに見えなくはなかったのかもしれない。

　カーテンコールの幕が上がると、乾いた笑顔を貼はり付けた俺おれたちに、客たちは戸惑いながらも、とりあえずパラパラとした拍手を送ってはくれた。

　終演後、幕越しにこっそりと客席に耳を傾けると、

「ヒロインの娘こ可愛かわいかったけど、最後どうなったのかよく分かんなかったね」

「あの教室の絵が壊こわれたの、やっぱトラブルだったんじゃない？」

「でも、偶然あんな壊れ方するかな？」「むしろどうやったら、あんな壊し方できるんだよ」

「最後のナレーション、意味分かんなかったね」「軽いＳＦかと思っていたら、えらく難しい劇だったな」

　誰だれの声にも疑問と困惑が入り混じっている。どうにも結末を消化できないようだ。

　まあ、段取りが失敗したのだと思われなければいい。もうそれだけでもいい。俺は、いい。

　だが──勿もち論ろん、そんなことはほえむにとって、慰なぐさめにはなるまい。




　いたたまれなくなって、俺は部室を出た。

　そこに舞まい花かが立っていた。いつの間にか外に出ていたようだ。

「……私が悪かったのかしら？」

　舞花は自分を責めることもなく、ほえむを責めることもなく、ただ淡々と言う。無表情な顔が、まるで貼り付けられた仮面のように見えた。

「……お前は悪くないよ。お守りを落としただけなんだろ」

　どうしてあのストラップをお守りとして持っていたのかは分からないが、悪気を持たない舞まい花かを責める気はないし、責めたとしても、こいつの心には何も響ひびかない。

　ごつっ、と部室棟の木造の壁に拳げん骨こつを当てる。

　俺おれがパラレルワールドの行き来なんかじゃなくて、タイムトラベルをできたなら……ほんの一時間前に戻れるのに。舞花のポケットからあの馬ば鹿かげたストラップを抜くだけでいい。それで今いま頃ごろ俺たちは、無事に終わってよかったと肩を叩たたき合えてもいただろう。

　救われようのない重苦しさが、現実をねじ伏せ、捻ねじりあげる。

　部室の中からは、ほえむの泣き声が細々と聞こえ続けている。

　本来、一番に考えるべきなのは、観客がどう舞台を受け止めたかということかもしれない。だが、俺は真宝のような生粋の演劇人ではない。そこには、もうあまり興味がなかった。

　俺にとっては、ただ、今ほえむが泣いているということだけが問題だった……。

　そのまま壁に頭を当てて、ずるずると座り込む。

「なあ、舞花」

　そもそも、こんなことになったのも。

「どうしてほえむは、お前のストラップにあんなに驚おどろいたんだろうな？」

　確かに、あの時の舞花の言い方では、まるで俺と舞花が男女の仲にあり、お揃そろいのストラップをその証あかしとして持っているように受け止められても仕方がない。

　だが、それは「遠えん藤どう先輩」が青くなって驚くようなことだろうか？　それも、舞台装置をまっぷたつに破は壊かいしてしまう程に。

「重なり合っていたから」舞花は、そう答える。

「え？」

「マホ界の遠藤微笑ほえむに、ホエ界の遠藤微笑が重なり合っていたから。おそらく本人は気づいていないけど、意識下では深くリンクしていた。……遠藤微笑だけじゃなく、ほかの人たちもみんなそうなっていたけれど」

「はあ？　まさか、そんな」

　つい否定しようとしてから、今、俺たちを取り巻いている世界が通常と呼べる状況ではないことを思い出す。

「……それも世界の重ね合わせの影えい響きようなのか？」

　確かに……「遠藤先輩」ではない、俺の幼なじみのほえむであれば、俺と舞花が付き合っていれば動揺するかもしれない。俺だって、真宝やほえむが、知らない間に天てん馬まや木き砂ずなあたりと付き合っていたら、さぞや驚くだろう。

「その上、さっきの劇のクライマックスで、観測者効果が格段に高まったからだわ。

　だってあの時、少しの間だけ、私に感情が生まれたのだから」

「え……？」

　俺おれは目を白黒させてしまう。

　感情が生まれた、というのは劇中のカガミの話じゃないか。

　宇宙と反宇宙を干渉させてしまうカガミに、藍あいとの交流の中で、人としての心が生まれる……その結果、カガミは二つの世界の鏡のような存在ではなくなり、宇宙の消滅は免れる。『シュレーディンガーの彼女』は、そういうストーリーだったのだ。

　この筋書きを真ま宝ほうに提案したのは俺だ。舞まい花かが起こすかもしれない観測者効果のせいで、万が一でも、天てん馬まの考えていたバッドエンドが現実になってはならないと思ったからだ。

「葵あおい。私が、なぜパラレルワールドのほかの『私たち』と感情を共有していないのか、話していなかったわよね。

　感情を持っていない私は、世界に対してまったくの受け身。つまり、観測者効果は働かない。多世界に意識が繫つながっている私が観測者効果を波及させてしまえば、私の感情によって、どんな影えい響きようが広がるのか分からないから」

「い、いや。でも舞まい界の舞花は、ちょっとは感情を持っていただろう？」

「……だから、あの世界の私は、自分の家から一歩も外に出ていないし、外の社会には極力触れていない。

『私たち』が基本的に自分の部屋から出ないのは、情報量を制限するためというだけではなく、観測者効果を及ぼしてしまうことを防ぐためでもあるの。パラレルワールド間の均きん衡こうを揺らがしてしまわないために。

　友達のためとはいえ、私が演劇をすることを許されたのは、これまでの私がまったく感情を持っていなかったからよ」

　そういえば、舞花が演劇部に入部することを決めたのは、この舞花というよりも、「友達」という言葉に興味を示した、他の世界の舞花たちだったのだ。

　つまり、ここにいる舞花が演劇に参加しただけでは、観測者効果は生まれなかったのか？

「あんたが及ぼしている観測者効果は、『私たち』が予想していたよりもずっと強かった……。それで、劇の筋書き通りに、あの時の私に感情が生まれてしまった。

　まさか、こんなことになるなんて……」

「だがな」俺は、舞花をフォローするつもりで口を挟はさんだ。「ほえむが舞台装置を壊してしまったのがそういう理由だとしても、お前一人が責任を感じることはないじゃないか。あれが壊こわれたのは、演劇部員みんなの責任だ」

「……私は、上演の失敗のことだけを言っているんじゃないわ」

　舞花は、いつも通りの無表情で、あっさりと告げる。

「さっきの劇のラストシーンが、世界に影響を与えるかもしれないってことなのよ」

「それなら、心配ないぞ」

　俺、ここは自慢げに胸を張る。

「『シュレかの』がバッドエンドになってしまうと、お前の及ぼす観測者効果によって、それが実現してしまうかもしれないことには俺おれだって気づいていたんだぜ。だから、劇がハッピーエンドになるように筋を考えて、真ま宝ほうにアドバイスして…………………………！？！？」

　ハッピーエンドに……なってない？

　むしろ天てん馬まによって、宇宙と反宇宙が触れ合って消滅するという、考えうる限り最悪のバッドエンドへと導かれていた……？

　しかも、舞まい花かによる観測者効果が、劇の中で生まれていたということは。

　むしろ、俺の考えた「カガミに感情が生まれる」という筋書きが…………。

　結果的に、あの劇の終幕を実現させるかもしれない、ってかあああ[image: ？？？]

「あ、あの舞花さん？」

　俺はギギギと首を捻ひねり、多世界少女に目を向ける。

「さきほど、世界に影えい響きようを与えるかもしれない、とおっしゃいましたよね？」

「実際にどれほどの影響が起こるかは分からないわ」と、舞花。「今まで、こんな事態にはなったことがないもの」

　……最悪の場合、本当に宇宙が消えるかもしれないのか。

　それでも、危機を告げる舞花の表情には、焦あせりとか不安といったものは一切浮かばない。

　舞台の上のカガミと同じだ。……カガミは、自分を媒ばい介かいとして宇宙と反宇宙が重なっていくこと、その結果宇宙が消滅していくだろうことに、どんな感想も抱いていなかった。

　舞花にとっても、それがごく自然なことなのかもしれない。無数に存在しているパラレルワールドの中で、マホ界だけが消えてしまったからといって、彼女たちはなんら痛つう痒ようを感じないだろう。それに、感情を持っていない舞花は、自分が消えてしまうかもしれないことさえ気にしていないのか……。

　……本当は。劇の筋書きをあんな風に考えたのは、俺自身の願望もあってのことだった。

　生きる楽しみを何ひとつ知ることのない舞花に、少しでもいい、人としての感情が芽め生ばえてくれたなら。舞まい界の舞花だって感情が見受けられたのだから、マホ界にいる舞花だって、それができない筈はずがないと思って……藍あいとの交流の中でカガミに感情が生まれるという設定を思いついたのだ。

　しかし、舞花が人としての感情をおぼえるのは、許されないことなのか？

　多世界観測者は、閉じ込めておくほかどうしようもないのか？

　それほどまでに、彼女は救われることのない存在なのだろうか？

「……舞花。最悪、宇宙が本当に消滅するとして……それって、いつのことなんだ。今すぐにでもそうなるかもしれないってことか？」

　終幕の緞どん帳ちようが開いた途と端たんに、場面の背景が破は壊かいしてしまったように──なんの前触れもなく、俺たちの見ている世界が消え去ってしまうかもしれないのか。実感がなさすぎて、恐怖というものがいまいちリアルに湧わいてこないのだが……。

　舞まい花かは、小さく首を振った。

「まだ確定したわけじゃない。向こうではまだ劇が終わっていないし」

「……向こう？」

「ホエ界のことよ」

　舞花は淡々と指摘する。

「ホエ界での劇は、まだ上演がはじまっていない。だから、まだ、二つの世界が重ね合わされて消滅する、という筋書きは実現できない」

「………………？」

　舞花の言っている意味が脳みそに沁しみて、じわじわとした実感に変わるまで、しばしの時間が必要だった。

　そうだ。天てん馬まがつくってしまったバッドエンドは、二つのパラレルワールドが重ね合わされて消滅することで終わる。宇宙と反宇宙というわけではないが、マホ界とホエ界で同じような劇の終わり方になってしまったら、その時こそ、二つの世界は完全に重ね合わさり──

　すべてが消えてしまうかもしれないということか。

「じゃあ……ホエ界で劇が成功できたら、こちらの劇のバッドエンドは実現しないと思っていいんだな？」それで希望が見み出いだせたような気がしたのだが、

「理論的にはね。でも、多分そうはならない」と、舞花。

「観測者効果というのは……観測者が事象を観測することで、観測されるものの状態を決定できるということだわ。

　ここにいる私とあんたが、最悪のバッドエンドを観測したのよ。そのこともまたホエ界に影えい響きようを及ぼしてしまうでしょう。たとえホエ界にいる私が、直接演劇部には関かかわっていなくても」

　そうだった。

　ただでさえ、マホ界とホエ界では、いつも同じような出来事が起きる。

　その上世界が重なり合いかけていて、おまけに舞花や俺おれの観測者効果までが影響を及ぼしていたら……向こうの劇だけがうまくいく確率なんて、限りなく無に等しい気がする。

　ホエ界には、ホエ界の演劇部がある。ほえむだって、もう一人いる。……遠えん藤どう先輩ではない、俺の幼なじみであるほえむ。まだ、泣いていない筈はずのほえむが。

　しかし、マホ界と同じく、ホエ界の演劇も失敗として終わってしまえば、ホエ界のほえむだって泣くことになる。

　それどころか──本人は気づいていないが、マホ界のほえむとホエ界のほえむは、今意識下でリンクした状態にあるという。マホ界であんなに落ち込んでいるほえむが、ホエ界でもまた演劇を失敗させてしまったら……たとえ宇宙が滅びなかったとしても、彼女はもう立ち直れないんじゃないだろうか。

「………………」

　俺おれは舞まい花かの側そばを離はなれた。

　ふらふらとした足取りで、部室棟の外に出る。

　すっかり混乱してしまって……一人で考えをまとめたかったのだ。

　九月の真昼の直射日光が、むわっと熱された空気が、俺の全身を包み込む。

　このボロい部室棟は、文化祭の会場にはなっていない。学校の敷しき地ちの外はずれであるこの場所には、校庭からのいかにも祭りらしい喧けん騒そうが、風に乗って届いてくるだけだ。

　周囲には誰だれもいない。ちょうど昼時だ、手が空いている者は、誰もが校庭の屋台へと繰り出しているだろう。

　部室棟の周辺は少しだけ木が植えられ、まばらに雑草が生えていた。錆さびの浮いたフェンスにもたれ、携帯電話を確かめる。時刻は十二時二十一分だった。

　向こうの舞台がはじまるのは一時からだ。

　それまでに、何か手を打てないのか。

　ホエ界にいる舞花は頼りにならない。向こうの舞花は、部屋にこもりきりなのだ。

　……俺がどうにかするしかない。具体的に言えば、もう一人の俺とこれから入れ替わるしかない。向こうの演劇部が、舞台を失敗させてしまう前に。

　自分の意志で、マホ界とホエ界を転移したことは一度もなかった。

　だが、何しろ目の前にある世界は、実感はできなくても今90％がホエ界と重なり合っているというのだ。

　そして昨夜ゆうべの俺は、真ま宝ほうに会いたい一心で願い続けたら、１００％重なり合おうとしていた二つの世界の存在確率を変動させてまで、マホ界に戻ってこれた。その逆のことをすれば……？

　だが、俺には躊躇ためらいもあった。

　今、二つの世界は、いつ完全に重なってしまうか分からない状態にある。

　このままホエ界に転移することに成功したら……もう戻ってこられないかもしれない。

　ということは──幼なじみの真宝とは、これでお別れなのか？

　その時、

「葵あおい……」

　背後から、タイムリーに真宝本人から名前を呼ばれて、ぎょっとした俺。

「部室から、いつの間にかいなくなってたから……どうしたのかな、と思って。

　舞花ちゃんも部室の外にいたから、今ちょっと話してきたけど」

　笑顔の真宝がそこにいる。

　そう。泣きそうだった部員たちの中で、真宝だけがいつも通り気き丈じように振る舞っていた。その上、こうして、部員のみんなをフォローして回っている。

「……それって演技だろ」

　考えるより先に、言葉が零こぼれおちていた。

　口角のきゅっと上がった真ま宝ほうのくちびるが、ゆっくりと形を変える。

「笑ってるの、演技だろ。俺おれにはちゃんと分かってるんだぞ。……幼なじみ、ナメるな」

　口に出して、真宝にこう伝えたのははじめてだった。

　ほんのしばらく、沈ちん黙もくの時間が流れた。

　そして、

「葵あおい。そこまで言うんならさ、『俺の前では泣いていいんだぞ！』くらい言ってくれたら名めい台ぜり詞ふなのにい！」真宝は実に明るく言ってのけて、

「……ハードル上げんなよ」俺は苦笑を零すしかない。

　でも、真宝が辛つらくないわけがない。彼女にとって命の次に大切な劇が、あんな形で終わってしまったのだから。

　そうだ。……ホエ界の劇を成功させることは、失敗に終わったマホ界の劇の弔とむらい合戦とも言える。俺がホエ界の演劇部を助けることは、ほえむだけではなく、真宝のためにもなる筈はずだ。

「真宝。……お前さ、この間言ってたよな。ガキの頃ころ、俺がいつか遠い世界に行って、戻ってこなくなるんじゃないかって心配してたと」

「…………うん」

　真宝は、きょとんとした顔になって頷うなずく。

「もし、それが本当になったらどうするか？」

　俺は一体何を言ってるんだ、とも思う。こんな半はん端ぱな説明をしても、真宝にはさっぱり意味が分からないのに。

　でも、いいだろう？　これが本当に幼なじみとのお別れになるのかもしれないのだからと、もう一人の自分が胸中で主張する。

「俺、これから行かなきゃいけないところがある。

　劇はあんなことになったけど……俺がなんとかして、すべてを救ってやる。だから、あまり落ち込むな」

　俺がホエ界に行ったまま戻ってこれなくなったら、今後のマホ界にはもう一人の俺がずっと留とどまることになる。しかし、奴やつは、あの幼い日の真宝との思い出を知らないのだ。

　もう一人の俺は、ここにいる俺の代わりではないのだと、本当は正直に告げたかった。それを語るには、時間が足りなすぎたけれど。

　真宝が俺の言葉をどう解釈したのかは分からない。

　が、真宝は、しばらくじっと俺の顔を見てから、

「どこに行って何をするつもりか、さっぱり分かんないけどさあ。

　あたしは、いつだって、葵を信じてるよ？」

　今度は、本物の笑顔を見せてくれたのだ。

　大輪の紅べに薔ば薇らのような、とびっきりの笑顔を。

　そして、ぱっと俺おれに背中を向けて、真ま宝ほうはみんなのいる部室へと駆け戻っていく。

　……よし。これで改めて、腹が決まったぞ。

　昨夜に勝るとも劣らない熱い感情が、胸きよう郭かくにふつふつと湧わき上がってくる。

　真宝が部室に戻ってくれてよかった。これから俺がすることを、見られるわけにはいかないから。

　──今いま頃ごろ、向こうの俺だってこの《彩いろ葉は祭さい》会場のどこかにいる筈はずだ。奴やつは演劇部に関かかわってはいない。一時からの「シュレかの」の上演を観みに行くつもりではいるだろうが……。

　よくよく考えれば、そんなに舞台に立ちたいのであれば、ホエ界の俺だって演劇部室の扉を叩たたけばよかったのだ。向こうのほえむだって役者が足りなかったと言っていたではないか。真性のアホか。俺は長年、自分からは何も動かずに寝てばかりいたから、そんな基本的な発想さえ浮かばなかったのだ。

　向こうの俺が、今何をしているか分からない。寝ている可能性は低いだろうが、奇跡を信じるしかない。

　真宝も救う。ほえむも救う。そしてついでに、宇宙の危機も救ってやろう。

　ちょっと本末転倒な気もするが、これが俺の正直な思いだった。

　別に俺は、世界を救うヒーローになるつもりはない。

　もしも自分にとって大切な相手が誰だれもいなければ、きっと俺は、宇宙が滅びようがどうでもよかったことだろう。将来のことを考えなくてすむ分、ここですべてが消えてしまった方が楽だ、とすら考えてしまったかもしれない。

　フェンスを背にして、地面に座り込む。そのまま、草の地面に寝転がってしまう。日光で温まった砂の匂においが鼻につく。知らない奴が見たら行き倒れに見えるかもしれない。

　そのままの姿勢で俺は祈る。昨日、真宝に対してしたように──

　ほえむに会いたい、ほえむに会いたいと肺まで痛みが走るほどに祈る。




　寝ることだけは得意で、本当によかった。

　……こんな時だというのに、うとうとした俺、グッジョブ。
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　最初に気づいたのは、ソースの香りだった。

　まごうことなき、お好みソースの香りである。鉄板のじゅうじゅういう音も聞こえる。

　そして、喧けん噪そう。多くの人々が行き交っている気配。

「……江え村むら君」

　聞き慣れた声で、俺おれはうすぼんやりと顔を上げた。

　目の前に立っていたのは、青いエプロンをかけた天てん馬まだ。

「おっ」

　その姿を見て、最初に心をよぎったのは怒りだった。

　天馬は確かに舞台での窮きゆう地ちを救ってくれた。……が、こいつがとんでもないバッドエンドをつけてくれたおかげで、えらいことになってるんだ。観客は白しらけただろうが、大道具が壊こわれましたということで、正直に終幕をやり直した方がまだマシだったかもしれない。

　……と思ったが、天馬がエプロンの下に身につけているのがブレザーではなく学ランであることに気づいて、怒りをぶつけるのは思いとどまった。勿もち論ろん、俺が着ている制服も同じものに変わっていた。

　ここにいるのは、さっきの天馬ではなく、ホエ界の天馬なのだ。俺とはあまり話したことのない天馬である。

「起こしてしまって、すみません。よく寝ていらっしゃるようでしたが、ちょっとオーダーミスがありまして。冷めてしまうのは勿もつ体たいないので、よかったらこれ食べてください」

　天馬が差し出したのは、紙皿に乗ってほかほかと湯気を立てたお好み焼きだった。中に入れる具の注文に聞き間違えがあったらしい。

　ていうか、うちのクラスはお好み焼きの屋台をやっていたのか。今いま頃ごろ知った。

　そして俺は、その屋台のスタッフでいながら、隅すみっこのパイプ椅い子すでうたた寝をしていたのか。

　お昼時で、客は次々とやって来ていた。なのにさぼって寝ていた俺に注意もせずに忙しく働いているどころか、昼飯までくれた天馬。この気配り大王め。

　他のクラスメートはもう諦あきらめきっているのか、俺には一いち瞥べつもくれずに立ち回っていた。……我ながら、なんて奴やつだ。協調性というものを母親の胎たい内ないに忘れて生まれてきたというのは、舞まい花かではなくて俺のことである。

　が、ホエ界に転移できたのは、こっちの俺がうたた寝していたおかげだった。もしかしたらマホ界で舞台に立てなかったことで、不ふ貞て寝ねしていたのかもしれない。今奴がマホ界に戻ったところで上演は終わってるし、部室の空気がえらいことになってるけどな。今後とも、奴にはたっぷり恨まれそうだ。

　それでも、俺にはこっちでやらなければならないことがある。

　時計を確かめると十二時三十二分。天馬が起こしてくれなければ、このまま寝過ごしていたかもしれない。一応、助けられたと思っておこう。

　しっかりと腹も空いていたので、俺は驚きよう異いの早食いで天馬提供のお好み焼きを胃におさめると、「すまん、用事を思い出した」と叫びながらテントを飛び出す。クラスの一員としてまさに最低だが、労働力として当てにされていないのだから、止める者も誰だれもいなかった。




　講堂に近づくと、捜さがしていた者の姿はあっさりと目に入った。

　セーラー服姿のほえむだ。

　よかった、泣いていない。……こちらではまだ劇ははじまっていないから当然と言えば当然だが、マホ界のほえむと意識下でつながっていると聞いていたので、心配になっていたのだ。

　ただ、ほえむは講堂の舞台につながる通用口の外で、ぼんやりと立ちつくしている。

　やっぱり、演劇部で何かトラブルがあったのか。

　俺おれは、ほえむに駆け寄った。

「ほえむ！」

「あ、葵あおいくん」

　俺の顔を見たほえむは、どうにか、といった相そう好ごうで笑顔を浮かべた。

「……なんか、悩んでるみたいだったが……演劇部、何かあったのか？」

　ここの演劇部では俺が部外者であることがもどかしい。畜ちく生しよう、本当に入部しとけばよかった。

「それがねえ、大変なことになっちゃったよぉ」

　ほえむは眉まゆを寄せた。

「演劇部の上演、一時からだから、昼休みにはもう舞台飾ってたの。

　でも、さっき誰だれも触っていないのに、背景の大道具が半分壊こわれて、ばたーんって倒れてきちゃって……よけようとした瑠る璃りちゃんが足を捻ねん挫ざしちゃって。

　あ、瑠璃ちゃんっていうのは、ヒロイン役の子なんだけど」

　……何てこった。

　マホ界で舞台装置が壊れたから、ホエ界でも同じことが起きた。そうとしか考えられない。

「大道具はみんなが急いで直してるから大丈夫そうだけど……瑠璃ちゃんが、足が痛くて歩けなくて。今、真ま宝ほうちゃんが手当てしてるけど」

　ほえむの目が、だんだん泣きそうになってくる。

「……どうしよう。わたしが大道具担当だったから……時間がなかったから、ちゃんと頑がん丈じようにつくれてなかった。瑠璃ちゃんが怪け我がしたのは、わたしのせいだよ」

　ほえむは落ち込むあまり、何も手をつけられないでいたのか。

「お前が悪いんじゃない！」

　思わず大声を上げていた。俺はほえむの両肩に手を置く。──どきっとするくらいに細い肩だ。

「他の奴やつらが稽けい古このことばっかり考えていて、お前に任せっきりにしたんだろ。何より、お前こそ、忙しい真宝の代わりをこなそうとして無む茶ちやをしてきたんだ。自分だって、今年進路を決めなくちゃいけないし、勉強も大変な筈はずなのに……一言も愚ぐ痴ちを零こぼさないで……」

　ホエ界のほえむがどんなに忙しかったのか、俺おれは知っている。この夏、殆ほとんど話す暇もなかったくらいじゃないか。

　俺は、もうこれ以上、ほえむの泣き顔は見たくない。

「葵あおいくん……」

　それなのに、ほえむはやっぱり瞳ひとみから大粒の涙を零こぼしてしまう。

「……どうして泣くんだよ。俺、なんかお前を傷つけるようなこと言ったか？」

「ううん……そんなことない……ただ、わたし、嬉うれしくて」

　慌あわてる俺に、ほえむは泣きながらも、一生懸命微笑ほほえみを浮かべた。

　俺がここに来たからにはもう大丈夫だよ。つーか、大丈夫にしてやる。だから、お前ももう落ち込まないでくれ。心の中だけで、そう語りかける。

　そして、ゆっくりと、確かめるように尋ねてみた。

「結局、問題はヒロインの子が歩けなくなったということなんだな」

「……うん。そうだけど」

「つまり、代役がいればいいってことだよな？」

「え……？」

　そんな人いるわけないよ、と言いたげにほえむは困った顔をする。お前は、お前らホエ界演劇部は知らないのだ。この世界に、もう一人、カガミを演じられる女が存在していることを。

　だが、この時になって、俺はやっと気づいた。

　段取りを間違えた！

　この世界の舞まい花かを、どうやってここに呼んだらいいんだ。彼女は絶賛引きこもり中なんだぞ。

　マンションに住んでいたのはマホ界の舞花だ。ホエ界の舞花がどこに住んでいるのか、俺は見当もつかない。おまけに、彼女は携帯電話も持っていない。

　こんなことなら、さっきまで一緒にいたマホ界の舞花に頼んでから来ればよかった。今から俺はホエ界に飛ぶから、ホエ界の舞花を学校によこしてくれって！

　今からマホ界に戻って、それを舞花に頼んだら……いや、できるわけねえだろ。もう一人の俺だって、ずっと寝ているわけではないのだ。

　ああああああああああ。ここまで来て、手詰まりかよ！

　絶望がよぎって悶もん絶ぜつしている俺を、ほえむは心配そうな眼まな差ざしで見ている。俺が何を悩んでいるのか、さっぱり分からないに違いない。

　いや、俺は、すべてを救うと決めたのだ。決めたからには、何とかしてみせる。

　ホエ界の舞花が住んでいる場所を知らなければ、知っていそうな奴やつに訊きけばいい。そうだ、いるじゃないか。約一名、そういう奴が。

　校庭まで……お好み焼きの屋台まで戻ってもいいのだが、今は一秒も惜しい。

　……こうなったら、舞花方式だ。

「すまん、ほえむ。これは非常事態なんだ。許せ」

「ええっ!?」

　ほえむ、完全にパニック。彼女のセーラー服の胸ポケットに入っていた携帯電話を、俺おれが勝手に抜いたから。ささやかにやわらかいものが手に当たった気がするが、事故だから気にしなかったことにしよう。……ほえむ、縦は伸びたけど、あまり胸は育たなかったんだよなあ……。

　あいつの電話番号を俺は知らないが、今のほえむの携帯にはきっと登録されている。電話帳のタ行を検索する。

　ほえむらしく、電話帳の登録名も呼び名が丁てい寧ねいだ。「龍たつ田た弓ゆみ華かちゃん」「槌つち谷や蓮れん司じくん」…………あったぞ、「天てん馬ま諒りよう一いちくん」

　屋台はお昼の稼ぎ時で忙しいだろうが……コール音を鳴らしていると、しばらくして出てくれた。

　ほえむの携帯からの着信なのに、電話口にいるのが俺であることに天馬も戸惑ったようだったが、用件には耳を傾けてくれる。

「……なあ。天馬、お前去年、学級委員長だっただろ？」

『ええ、その通りですが』

「でさ、不登校のクラスメートの家によく届け物をしていただろ？」

『よくご存知ですね』

「そいつの名前、鏡かがみ舞まい花かって言わなかったか？」

『……ええ』

　天馬の声こわ音ねが訝いぶかしげなものになってくる。当たり前だ、この天馬は、今まで俺と個人的に喋しやべったことが殆ほとんどないんだから。

　俺は通話しながらも、啞あ然ぜんとしているほえむから距離を置いた。何を話しているか聞こえない距離まで。

「そいつの……鏡舞花の住所を知りたいんだ」

『どうして今、あなたがそれを知りたいんですか？　個人情報ですよ』

　訝しげな天馬の声が、だんだん硬質なものへと変わっていく。良識ある一般人としては、むしろ当然の反応だろう。

　だが、ここで天馬から舞花の居場所を聞き出せなければ、すべてが水の泡なのだ。

「頼むよ。俺を信じてくれないか。緊急の事態があってだな……」

『クラスメートとして、江え村むら君を信じたいのはやまやまなのですが、ご本人の許可を得ないことには教えられません。それに、こちらはまだ手が足りない状態なんです』

　……そうだよな。ただでさえ俺は、屋台スタッフをサボって逃げてきてるのだ。怒られないだけでも感謝しなければならないくらいである。

『事情をご説明いただけないのなら、失礼します──』「待ってくれ!!」

　咄とつ嗟さの作り話なんかで騙だまそう、という発想さえ浮かばなかった。

「お前のせいで、宇宙が消滅してもいいのかよ！」

『…………………………は？』

　ほんの僅わずか、聞きとがめたような声が聞こえた。

　とりあえず、通話を切るのは思い留まってくれた。

　俺おれは、一息つくと……話しはじめた。もう、すべてをカミングアウトするほかないと腹をくくっていた。こいつに分かってもらえなければ、舞まい花かに通じる最後の糸が切れてしまう。

「あのな、お前は演劇部の台本手伝ったよな。あの台本、元はといえば、俺がパラレルワールドの話を書いたらどうかってほえむに提案したからだ。

　何な故ぜそんな発想が浮かんだかっていうと……俺、昔から、別のパラレルワールドと行ったり来たりしてるんだよ。別の世界にいるお前とも会ってる」

　電話口の天てん馬まは、何もしゃべらない。

　代わりに、校庭の喧けん騒そうと、お好み焼き屋台のスタッフと客のやり取りがかすかに聞こえてくる。

　本当に天馬は聞いてくれているだろうか。いくらＳＦ好きだとは言っても、こんな馬ば鹿かげた話をいきなり聞かされたら、頭を疑われるのが普通ではあるまいか。

　こうしている間も刻一刻と時間が過ぎていく。逸はやる気持ちを抑えながら、俺は説明を続けた。

　ガキの頃ころから、勝手にあちこちのパラレルワールドに飛ばされてしまう俺の体質のこと。

　優等生らしくて近づきにくいと思っていた天馬が、マホ界で話してみると意外に柔軟で、悪く言えばいい加減で、驚おどろいたこと。それから舞界で出会った天馬のこと。俺のことを理解して、嬉き々きとして世話を焼いてくれていた。元の世界に戻ったら、自分と友達になってくれと頼まれていた。

　鏡かがみ舞花のこと。いかにも高原のサナトリウムにいそうな儚はかなげな雰ふん囲い気きなのに、口を開くとぞんざいな、冷たい美少女。自称「多世界観測者」という、まるで無限の万まん華げ鏡きようのような内面をもつ不思議な存在。

　そして、マホ界での劇の顚てん末まつと、この世界でも舞台装置が壊こわれてしまったこと。

　それでも一時からの演劇部の舞台を成功させなければ、マホ界も、この世界も、宇宙ごと消滅するかもしれないこと。

　そのためには、絶対に舞花が必要だということも。

「……お前、ＳＦ談議で話が合うって思って、舞花にＳＦ小説何冊か貸したんだろ。でも、舞まい界の天馬と違って、お前は、パラレルワールド関係の本は貸してなかった筈はずだ。もし、そういう本を貸していたら、舞花の方からカミングアウトしてきたかもしれないのに。勿もつ体たいないことしたな」

　五分以上、ひたすら早口でしゃべり続けたと思う。通話は切れていないが、電話口からは天てん馬まのどんな息いき遣づかいも聞き取れなかった。

　……やっぱり、無理なのか。

　そろそろ、頭に浮かぶ話も尽きてきてしまった。

　これ以上何を言ったらいいか分からなくなり、言葉を途切れさせたその瞬しゆん間かん、

『桜おう花か駅の向こうに、クローバー書店って大きい本屋さんがありますよね。駅の東口側にある踏ふみ切きりを渡った、次の交差点ですけど』

　そんな天馬の言葉が耳に飛び込んだ。

『その道路を挟はさんで反対側に、ガソリンスタンドがある筈はずです。隣となりに細い砂じや利り道みちがあって、そこを奥まで入ったところの日本家屋に鏡かがみさんは住んでおられます。僕も長い間、ご無ぶ沙さ汰たしておりますが』

「……天馬…………」

『参りましたよ。……マホ界、というところの僕、本当に僕と言っていることが同じだし……。舞まい界、というところの僕の言動も、いかにも僕が言いそうなことですから。

　啞あ然ぜんとするあまり、声が出せなかったんです。大変失礼しました』

　くすくすくす、と受話器の向こうの天馬が笑っている。すっかり、いつもの声に戻っていた。

「信じるのか、お前。俺おれが言うのもアレだが、いきなりこんな話を聞いて……」

『信じないとしたら、僕はあなたの作家的才能に恐れをなして、教えを仰あおぎたいところですね。僕、台本づくりに参加してみて、創作活動には今ひとつ向いていない気がしていまして』

　聞いてみると、こちらの『シュレかの』はマホ界のものと筋は同じであるものの、エンディングの、俺の考えた一番肝心な部分が抜けているようだった。

　ヒロイン役が瑠る璃りちゃんなら、別に特訓しなくても簡単なことだっただろうに。舞まい花かの場合は大変だったんだからな！

　でも、それも大丈夫。

　この世界での舞花さえ呼べば、すべてが解決する。それに瑠璃ちゃんには悪いが、カガミの役に誰だれよりも向いているのは、やはり鏡舞花以外の何者でもない。

『それより、今の江え村むら君のお話……《彩いろ葉は祭さい》が終わったら、もっとゆっくりと教えてもらえますよね？』

　わくわくしはじめたらしい天馬の言葉を聞きながら、俺はうんざりしながらも「まあな」と答えた。助けてもらった以上、そのくらいはしょうがあるまい。

「ただし、宇宙が消滅しなかったらだぞ？」『よろしくお願いします、江村君。是非とも本当の宇宙英雄になってください！』俺はローダンじゃねえぞ、ぶつぶつができるからその称号はヤメテクレ！

　通話を切って、時刻を確かめる。十二時四十五分を回ろうとしていた。

　桜花駅はさくら商店街から歩いてすぐだ。ここから徒歩で十分以上かかるんだが……。

　なにぶん、普ふ段だんの行動半径が自宅と高校とさくら商店街までであるため、自転車すら持っていないことが悔やまれる。

　ええい、走れ、俺おれ！　走るしかあるまい!!




　さっき天てん馬まにもらったお好み焼きが、胃の中でねちねちしたダンスを踊りそうだ。

　説明もせず、ほえむに携帯電話を押し付けるようにして返すと、俺は、全力疾走で校門から飛び出した。途中で何人かの生徒や教師に変な目で見られたが、かまってはいられない。

　かつてない猛もうスピードで桜おう花か駅を目指す。交差点。クローバー書店。その反対側のガソリンスタンド。……見つかった。

　教えてもらった通り、脇わきにある砂じや利り道みちに駆け込む。

　脇腹が痛い。息が切れているし、背中は汗だくだ。演劇部に入る前の怠たい惰だな生活をしていた俺だったら、この距離はとても走ってこれなかっただろう。

　その奥に、古びた塀へいに囲まれた和風の家があった。黒い瓦かわら屋根の平屋だ。木製の表札に「鏡かがみ」という苗みよう字じが墨ぼつ痕こんあざやかに書かれている。

　間違いない、この家だ。

　ホエ界の舞まい花かとは、実は初対面なのだが、

「舞花！」

　呼び鈴を押す時間も惜しく、俺はバンバンと玄関の引き戸を叩たたく。

「舞花、頼む。助けてくれ！　時間がない！」

　ホエ界にいる舞花は、学校に行っていないし演劇部にもノータッチだ。今日が《彩いろ葉は祭さい》になっていることを知っているかどうかも怪しい。

　これで舞花が出てこなかったら、今度こそ万ばん事じ休きゆうすだぞ。

　しかし疲れた。激しく息をつきながら、玄関先に膝ひざをつく。

　……その時やっと、

「葵あおい？」

　聞き慣れた、平へい坦たんな声こわ音ねが引き戸の向こうから聞こえる。

　白いパジャマ姿の舞花が姿を現した。

「どうして私の家を知っているのかしら？　ここにいる私は、『私たち』から、必要以上の情報を取り込むことを禁じられているのだけど」

「……住所は、天馬に聞いた。聞いてくれ、実は」

　舞花の言葉を制し、瑠る璃りちゃんが怪け我がをしてしまったことを口くち早ばやに説明する。

「マホ界であんなことになったんだから、ホエ界の舞台だって無事ですむわけがない……それはお前の言った通りだった。

　でも、ヒロインの代役さえいれば、それでいいんだ。

　お前だって、ちゃんと『カガミ』の役を最後まで演やりたかっただろ？　『シュレかの』の結末があんなことになってしまって、悔しかったろ？」

「……私にはそういう感情はないわ。マホ界でも、あんたや篠しの崎ざき真ま宝ほうに言われたから演じただけよ」

　舞まい花かは、あっさりとそう返してくる。

　だが、俺おれがホエ界の劇を成功させたいのは、ほえむのためでもあり、真宝のためでもあると同時に──舞花のためでもあると信じたかった。

　感情を持ってはならない。感情を持ってしまったなら、世界に観測者効果を及ぼさないようにずっと閉じこもっていなければならない。それが舞花の運命なら、あまりにも悲しすぎる。

　俺は今、舞花に向けて、こう叫びたかった。

　舞花が観測者効果を及ぼしてはならない、と誰だれが決めたんだ。俺を見ろ、気にすることなく垂れ流しまくりだぞ。誰だって世界に影えい響きようを与えながら生きてる、お前は、たまたまその規模が生まれつき人よりデカいだけなんだろうが。

　しかし、マホ界での劇があんな結果に終わり、そのために宇宙が消滅してしまったら、多世界にいる舞花たちはますますその身を内へと閉じこめてしまうだろう……。

　今の俺の目の前にいる舞花など、宇宙の危機を気に留とめてもいない様子だ。それは彼女にとって、この世界で心を繫つなげられる誰かが一人も存在していないことを意味する。

　……そんなのは、嫌なんだ。

　だが、こんな俺の気持ちをそのまま訴えても、棒のように立っている舞花の心を動かすのは不可能なのだろう。

　上演開始予定時間まで、あと五分しかない。

　落ち着け、俺。こんな時のために、魔ま法ほうの言葉があるじゃないか。

　俺は手を伸ばし、壊こわれそうなくらい繊せん細さいな舞花の手のひらを両方とも握り締めた。

「そうだ。友達だったから、ヒロインを引き受けてくれたんだよな？　俺も友達として嬉うれしかった。だからもう一度頼む、舞台に立ってくれ。お前は俺の数少ない友達なんだから」

　わざとらしかったが、友達って三回も言ってやったぞ。

　聞いたよな、パラレルワールドの無数の舞花たちよ。

　舞花は数秒間、そのまま突っ立っていた。だが、パラレルワールドに広がる舞花というネットワークには、きっとそこいらのコンピューターでは考えられないようなスピードで情報の伝達が行われたのだろう。

「……分かったわ。今、『私たち』の許可が下りた」

　舞花は事務的な表情で頷うなずいた。

　よく考えたら、ずいぶんと残酷な話なのだ。マホ界とホエ界での宇宙の危機だということはすでに伝わっていただろうに、それだけでは、ほかの舞花たちによる後押しは得られなかったのだから。

　なのに、友達という言葉にはこんなに弱い舞まい花かたち。やはり、本当は寂しくてたまらないのだろう。感情に目覚めていないから、自分では気づいていないだけで。

　そこにつけ込んだ俺おれ自身に嫌けん悪お感かんをおぼえないわけではない。だが、舞花を動かす方法が他には何も思いつかなかった。……許してくれ。

「制服に着替えてくるわ」

　舞花はそう言って、家の奥に引っ込んで行った。そういえば、舞花のセーラー服姿を見るのもはじめてなわけだ。

　……つーか……よく考えたら舞花、全力疾走は無理だったんだよな。いっそタクシーとか呼べたらいいのだが、そんな金を俺が持ち合わせているわけもなくて。

　しょうがない。他に方法がない。どんな目で見られても気にするものか、

　俺が、講堂までおぶってやるよ……。




　……舞花を背負って学校へと走りながら、一つだけ、分かったことがある。

　ほえむと舞花の胸のサイズは、多分同じくらいに残念だ。




　講堂に戻ってきた時には、一時を少々過ぎてしまっていた。

　さて、今は一体どうなっているんだ？　まさか、もう上演中止を決めていたりしないだろうな？

　舞花を背中から下ろし、客席側の入口から中を覗のぞくと、緞どん帳ちようは閉まったままだ。予定時間を過ぎておりますが、しばらくお待ちください、というアナウンスが聞こえた。

　舞台への執着があれほどに強い真ま宝ほうが、そんなに簡単に中止の決断を下せるわけがない、か。

　いったん講堂を出て、舞台への通用口へと回る。

　そこに、次の難関が立ちはだかっていた。

「君は誰だれかな？」

　通用口を開けた途と端たん、矢のような声が飛んできたのだ。

　俺たちの前に、通せんぼするように仁に王おう立ちになったのは、

「関係者以外立ち入り禁止って書いてあるのが見えないのかなっ。今、あたしたち取り込み中なんだけどね？」

　いつになく殺気だった、桜おう花か市立若わか葉ば高校演劇部部長だった。

　俺のことを知らないセーラー服の真宝は、突然の闖ちん入にゆう者しやにご立腹の模様だ。こえええ。

「お……俺は、あんたんとこの副部長の幼なじみで、江え村むら葵あおいっていう。

　恩を着せるわけじゃないけど、台本のアイディア最初に出したのは俺だぞ？」

「ああ、そういえばほえむ先輩が言ってたっけ。

　顔は見たことあるな、前に同じクラスだったことがあるよね。なんだか、いつも俺おれには話しかけるなってオーラを出してたから、話したことないけど」

　ばっちりと化粧している真ま宝ほうは、遠慮なくじろじろと俺の顔を眺め回す。

　俺からそんな負のオーラが出ていたとは知らなかった。だが、確かにマホ界のほえむと同じく、俺はホエ界の真宝からも目を背けてきたのだ。コミュニケーション能力の高い真宝には、言葉にしなくても、拒絶の気持ちが伝わっていたのかもしれない。

　その仕返しというわけでもないだろうが、真宝は、あくまでも俺たちを中には入れるつもりがないようだった。

「悪いんだけどね、今、あたしたちは大変なことになってるの」

「知ってる、瑠る璃りちゃんが捻ねん挫ざして……」

「部外者の話を聞くどころじゃないんだよ。あとにしてもらえるかな」

　すっかり他人の話を聞かないモードになっている。テンパっている証拠だ。

　無理もない。真宝はどうしても舞台を諦あきらめられないが、ヒロインが足を挫くじいて歩けない。客席ではお客さんたちが今か今かと開演を待ちかまえている。

　部長としての責任感に挟はさまれて、相当追い詰められている筈はずだ。本当は泣きたい心境なのかもしれない。

「もう出てって、早く！」

　俺には分かる。このままだと、キレて怒り狂って追い出されるだけだろう。こいつは怒れば怒るほど手がつけられなくなってしまう。

　とりあえず、中に入れなければ話にならない。……ここは、一発勝負に出るしかない！

「真宝」

「何だよ……って、どうしてあたしの下の名前知ってるのかな？」

　俺に向かってキレようとしていた真宝は、驚おどろいたように一歩引く。

　最悪、失敗したら怒ど鳴なられるどころじゃすまないのは分かっているが……。

　ここは、劇薬を放り込むしかないだろう。

「お前、今日真っ赤なぱんつ穿はいてるだろ」

「………………………………っ!?」

　真宝は度肝を抜かれたのか、完全に絶句した。

　やっぱりあれは勝負ぱんつだったらしい。ちょっと「勝負」の意味が違うかもしれないが。

　ともあれ、今だ。

　俺は、舞まい花かの手を引くと、石像化している真宝の横を通り抜けて中へと入った。

　舞台の袖そででは、座り込んだ瑠璃ちゃんを部員たちがぐるりと取り囲んでいる。

「……ねえ、すごく腫はれてきてるよ。やっぱり今からでも病院に行った方が」

「でも、私がいなくなったら、この劇できなくなります。もうちょっとだけ待ってください」

　弓ゆみ華かの心配に、頑かたくなに首を振る瑠る璃りちゃん。こういうおとなしい子ほど、いざとなったら意見を譲ゆずらないものなのかな。

「だけど、このままお客さんを待たせてても迷惑かけちゃうし……」

　ほえむは、上演中止を申し出たいのだが、真ま宝ほうの剣幕や瑠璃ちゃんの頑固さに押されて、それを言い出せないといった感じだ。

　何せ、顧こ問もんも職務放棄して出てきていない。開演時間を過ぎたのに、誰だれも決定的な判断が下せないでいるようだった。部長も情緒不安定になってるしな。

　俺おれは、わざといつも通りに振ふる舞まってみる。

「瑠璃ちゃん、大丈夫か？　それだけ気持ちがあっても立てないってことは、かなり痛むんだろう？」

　視線が一斉に集まる。まぎれもなく、不審者を見る目だ。

「葵あおいくん、今日、なんだか変だよ。一体どうしちゃったの？」

　先ほど、俺に携帯を奪われて謎なぞの通話をされたほえむも困惑しているし、

「……誰ですか？」

　そもそも俺と面識のない、他の連中の態度の冷たさは、その比ではなかった。いきなり下の名前を呼ばれた瑠璃ちゃんは、明らかに怯おびえた目をしている。

　ううううう。覚悟してきたとはいえ、これは結構キツい。

　だが、それでもやるしかないのだ。

　俺は、背後にいた舞花を前へと押し出した。

「ヒロインのＷキャストを連れてきてやったんだ」

「えええ？」

　全員の疑わしげな声が、ますます俺を突き刺す。

「誰かと思ったら、不登校の鏡かがみさんじゃない。確かにカガミと名前は同じだけど、こんな時に悪い冗談はやめて。

　Ｗキャストなんているわけない。これは私たちのオリジナル劇だもの」

　弓華が立ち上がり、きっと俺を睨にらむ。

　ほえむはというと、

「……わたし、このコ見たことある。前に演劇部室に来たよね？」

　一度舞花と会ったことを思い出しているようだ。そういえばこいつ、ほえむの携帯を勝手に使おうとして、真宝に怒られたんだっけ。

「でも、こいつはカガミの台詞せりふが全部言えるんだ。……理由は説明できないんだが、お前たちさえ信じてくれれば、今すぐに『シュレかの』は上演できる」

　カガミという登場人物名はポスターに書いてあったかもしれないが、シュレかの、という略称は関係者以外使わない筈はずだ。部員たちは困ったように顔を見合わせる。

「遠えん藤どう先輩の知り合いみたいですけど、こいつ、何者なんですか。俺おれが追い出しましょうか」

　そう息巻いてきたのは木き砂ずなだ。まずい流れになってきた。

「もうちょっと話を聞いてくださいよ」俺は慌あわてて訴えるが、多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいである。

　正直なことを説明している時間はないし、仮にそうしたとしても、天てん馬まのようにあっさり信じてくれる奴やつはいないだろう。

　ああああ、もうちょっとなのに！

　そんな中、不意にほえむが立ち上がった。




「しっ！　ちょっと黙だまりなさいよ。カガミが来たわよ」




　……俺たちは、本当に、その一言で静まり返った。

　それは、ほえむの言葉ではない。

　本来のほえむなら、一生口にすることはないだろう、侮あなどりの感情さえ含んだ──劇中の若わか葉ば高校での穂ほ絵えの言葉だ。

　そして……舞まい花かがそれに答える。

「私の話をしていたかしら？」

　カガミの劇中での最初の台詞せりふだ。

　やや躊躇ためらいながら、弓ゆみ華かがその次の台詞を続ける。

「……ええ、していたわ。みんな、あなたが人間なのかどうか疑ってるもの」

「ゆみ！　そんなこと言ったら……」

　後ろから声が飛んできた。

　真ま宝ほうだ。完全フリーズ状態からはとりあえず解除されたらしい。

「平気よ。私は怖くなんかないんだから」

　弓華はおそるおそる、何かを確かめるかのように発音している。

　淡々と、舞花は続けた。迷うことなく、訴えるわけでもなく、

「別に遠慮しなくていいわよ。私はこの世界の普通の人間じゃないわ」

　おそろしく髪の長い、とんでもなく肌の白い、人形のような容よう貌ぼう。

　感情を持ち合わせない、普通の人間とはかけ離れた声こわ音ねと表情。

「私は別の世界にも存在しているのよ」

　その姿には、千せんの言葉よりも説得力があった。

　まるで、本当にカガミという役のために生まれてきたような姿だ。

　……というか、もともとカガミという役が、舞花のイメージによってつくられたのだけど。

　ホエ界側の台本は、ただ、重なりかけていたマホ界の影えい響きようを受けて完成したものなのだろう。執筆した真宝自身も、そんなことは夢にも思っていまいが。

「……ブラボー。素晴らしいよ」

　真ま宝ほうの声が震ふるえている。本気で感動したらしい。

「瑠る璃りちゃんのカガミ役もすごく上じよう手ずで、あたしは大好きなんたけど、この娘こは……なんだか、鳥肌が立つな」

　自分の役を他人に取られるというのは、本来役者にとっては悔しい筈はずだが……瑠璃ちゃん本人も、あまりの出来事に、ぽかんとしながらも頷うなずいている。

「でも、こんなこと有り得るの……？　まるで、劇の登場人物が現実に現れたみたい」

　あっけにとられた弓ゆみ華かの言葉が、この場での部員たちの良識を代表したものだったが、

「いい。この際、ミラクルを受けとめなきゃ噓うそだよ。演やろう、みんな」

　舞台への熱が上昇しはじめると、我らが演劇部長の頭からは、舞台以外のことはすべて吹き飛んでしまう。

「きっと……最高の舞台になるよ」







　俺おれはそのあとの舞台を、客席から観みた。多分天てん馬まも、一時お好み焼き係を誰だれかに任せて来ていたに違いない。

　こちらの『シュレかの』には、藍あいという役柄は存在していない。

　代わりに、木き砂ずな演じる絆きずなが、カガミと親しくなる役を演じていた。でも俺は、やっぱりこの劇には藍がいた方が面おも白しろかったと自負している。ほえむの言う通り、もっと登場人物が多い方が良かったに違いない。

　本当に……俺も部員になっていればよかったなあ。

　マホ界の筋書きでは藍が──ホエ界の筋書きでは絆が人としての個性を失っていくことで、カガミは寂しさをおぼえ、自分自身の感情に目覚めていく。そして、宇宙と反宇宙のあいだの鏡のような存在から、人の心を持った存在へと変わっていき……おかげで、宇宙が消滅する危機は無事に免れたのだ。クラスメートたちも、終幕で自分たちの心を取り戻した。

　そして、クライマックスで。

「カガミ、今までごめんね」

　真ま帆ほや穂ほ絵えやゆみに取り囲まれ、謝られて、

「ありがとう」

　──これはホエ界の台本にはなかったことだけど、

　カガミは、そっとぎこちない笑顔を浮かべるのだ。……これが、俺の考えた真のエンディングである。

　このオチを用意するのは大変だったのだ。

　舞まい花かにとっては、表情筋を動かすのに特訓が必要だった。だって、これまで一度も笑ったことがないのだ。最初は数ミリ口元を動かすのが限界だったんだぞ。今回の劇で一番難しかったのは、舞まい花かの表情が笑顔に見えることだったと言っても過言ではない。

　ましてや、ここにいるホエ界の舞花は、その特訓すらしていない。表情筋の動かし方については、マホ界の記憶だけが頼りだったのだろう。だいぶ顔がこわばったような笑い方だった気もする。

　それでも──ずっと舞台の中で仮面のように表情を動かさなかった少女が、礼を言って笑顔を浮かべる場面が胸に迫った者もいたらしい。あとから聞いた話では、中にはハンカチを取り出して、涙を拭ぬぐっていた観客もいたという。

　あくまでも、演技の笑顔だ。舞花は、これまでの人生の中で、楽しいなんて思ったことは一度もない。舞花はただ俺たちの頼みのまま、無理やりに笑ってくれただけ。

　それでも……いつかは、本物の笑顔を浮かべてくれる日が彼女にも訪れることを、

　俺は、どうしたって願ってしまう。

　マホ界の舞花にも……勿もち論ろん、今ステージに立っている舞花にも。

　カーテンコールには、惜しみない拍手が舞台へと贈られた。

　ほんの二時間前、マホ界で聞いたものとは違う、温かさに満ちた拍手だった。




　その瞬しゆん間かん、支配されていた緊張と疲労が溶け出して、

　やっと、すべてが報われたような気がした。この夏の苦労の汗も含めて、そのすべてが。

　きっと舞台に立っている役者たちも、同じ気持ちだったと思う。
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　……今朝のカーテンはストライプ模様だった。

「おはよう、葵あおいくん」

　俺おれが朝に姿を現すことにやっと驚おどろかなくなったほえむが、笑顔を向けてくれる。

「行こうか」

「おう」

　卵色の朝日が降り注ぐ町を、俺たちは肩を並べて登校していく。




「わたし、葵くんに謝らないといけないことがあるの」

　その道すがら、ほえむがこう切り出してきた。

「は？　俺、別に謝られることなんか、何もないけど」

「あのね、わたし、葵くんのことあの時疑っちゃったじゃない」

　ほえむ、自分を責めるように俯うつむいている。

「あの時っていつのことだ？　……ああ」

　もしかして、演劇部の本番前に、舞まい花かを連れて無理やり舞台に入った時のことか。夢中だったもんで、すっかり忘れていたんだが。

「わたし、わかってたのに……葵くんが、いざっていう時は、絶対みんなを助けてくれる人だって……。そんな葵くんが大丈夫って言ったことは、絶対大丈夫だって」

「いや、あの状況で、すんなり俺を信じる方がおかしいだろ」

　俺も、あの時のことは言いにくい。

　連れてきた舞花について、一体何者なのと説明を求められても困る。本当のことを明かすとすれば、俺が普通の人間ではないことも言わなければならなくなる。

　行きがかり上、天てん馬まにはカミングアウトしまったが、やはり、ほえむたちにまでわざわざ言いたくはなかった。

　だが、不思議と、真相は誰だれにも尋ねられなかった。

　ほえむとも、あの時のことを話し合うのは、実はこれがはじめてだったりする。

　真宝はと言えば、舞台が終わったあとに、こんなことを口にしていた。

「あまりに理解できない現実は、もう物語にしてしまうしかないんだよ」

　本当に彼女たちは、舞花がパラレルワールドからやって来たカガミであると信じたのだろうか。まあ、実際ほぼその通りではあるんだが。

「あたしたちはこの《彩いろ葉は祭さい》に最高の思い出をもらった。それでいいよ」

　真ま宝ほうは、そう言った。

　何となく、その言葉で、彼女たちの気持ちが分かったような気がした。

　あえて夢は夢のまま置いておく──確かに、それも一つの「選択」なのかもしれない。




　そして。俺おれが「別の世界に行く」と告げたマホ界の真ま宝ほうも……あの時のことは何も言わないままなのである。今思えば、俺は意味不明の大おお見み得えを切ってしまったわけで、冷ひや汗あせものなのだが。

　とにかくも。……俺は、どちらの幼なじみとも、まだ離はなれなくてすむことになっている。




《彩いろ葉は祭さい》が終わってまだ数日しか過ぎていないのだが、すでに、本当にすべてが夢の中だったような気がする。

　ゆっくりとしたほえむの歩調に合わせながら、俺は《彩葉祭》が終わってからの出来事を思い返していた。










《彩葉祭》の翌日は、当然ながら代休だった。

　その日、マホ界にいた俺は舞まい花かに呼び出された。……舞花はまだ携帯を持っていないままなので、公衆電話から連絡されたんだけど。

　そして、例のマンションの部屋で、また俺の隣りん人じんの存在確率を計算された。






　　MAHOU SINOZAKI　　35.95%

　　HOEMU ENDOU　　　34.08%

　　MAIKA KAGAMI　　　　4.87%

　　KAZURA SAWAGI　　　0.39%

　　AIBA AMAKAWA　　　　0.44%








「……これ、ちょっとおかしくね？」

　パソコン画面を覗のぞいた俺は、疑問を抱いた。今までのパターンから言って、一日で確率がここまで変動するっていうのは、有り得ないことなんじゃないのか？

　当然舞花も同じ意見かと思っていたら、

「いいえ。これが自然な結果じゃないかしら」

　多世界少女は、あっさりとそんな感想を口にした。

「あんたにとっては、昨日の舞台が人生というドラマのクライマックスだったわ。しかも、マホ界とホエ界で、その結果はまったく別のものとなった。それが大きく、二つの世界を分ぶん岐きさせたの」

「あー…………」

　マホ界の劇の結末では、すべては滅びてしまった。ホエ界の劇は、筋書き通り成功して、すべてが救われた。それで、問題の観測者効果は互いに打ち消し合うことになったらしい。だから世界は滅びなかったし、舞まい花かにもやはり感情は生まれなかった。

　それにしても……もしかして俺、やり過ぎたんだろうか？

　どっちみち、二つの世界のどちらかに定住を決めなければならない、とは思っていた。個人的には、せめて《彩いろ葉は祭さい》が終わるまで、幼なじみである真ま宝ほうとほえむを失いたくないと願った筈はずなんだが……。

　でも、俺おれには昨日の行動を後悔することはできない。

「それにしても、あんた、葵あおいにしちゃ変わってるわね」

　舞花は、そんなことを言い出す。

「そうか？」

　俺自身も、これまでの自分らしくないことばかりやっていたことは認めるが……舞花のように、他のパラレルワールドにいる沢たく山さんの俺を知っているわけではない。

　舞花は一つずつ思い出すように挙げていく。

「他の葵には有り得ない行動ばかりよ。舞台には立つし。早起きはするし。宇宙の危機は救うし、あまつさえ……」

　舞まい界で出会った舞花であれば──おそらく、ここで冷ややかに肩をすくめただろう。

「……ふたまただし」

「そこだけは違うううう!!」

　やっぱり聞き捨てならねえよ。俺は二ふた股またをかけてなんかいねええええ！




　まあ、とにかく。

　マホ界とホエ界が重なり合いはじめたのは、俺がマホ界とホエ界で同じような行動をとったからだ。

　どちらの世界でも、早起きして相手に演劇部へのアドバイスをするという、俺らしからぬ行動をとった。

　些さ細さいな行動だが、俺にとっては、はじめて二つの世界におこなった自発的な干渉には違いなかった。

　逆に言えば、そんなささやかな干渉ひとつで、パラレルワールドの分ぶん岐き状態は解消されていくのだ。これまでの俺は、どれほどひたすらに受け身な日々を送っていたのだろうか。子供の頃ころは苦労したが、あれはただ、周囲の環境に馴な染じむための努力をしていただけだ。俺が周囲の何かを変えようとしていたわけではない。

　さらに、二つの世界の俺おれがそれぞれに演劇部に熱中することで、世界が重ね合わせられていく現象は加速した。

　あとから考えれば、もしも俺がホエ界でも演劇部に入部していたら、とっくにマホ界とホエ界は一つになっていたのかもしれない。

　ところが《彩いろ葉は祭さい》の日の俺の行動によって、マホ界とホエ界はまた別々に分かれ始めた。二つの世界のそれぞれに、俺がまったく違う働きかけをしたからだ。

　演劇部に限らず、たとえば、天てん馬まのことも。

　ホエ界では、天馬に俺の正体を知られた。俺はこのまま、舞まい界と同じように、天馬には俺の協力者の立場を仰あおぐことになるかもしれない。

　だが、マホ界の天馬にはカミングアウトをしていないままだ。

　ホエ界の天馬には、もう一人の僕とも友達になってくださいよとスマイルでお願いされてしまっているのだが……俺は、なんとなく気が進まない。

『シュレかの』が失敗に終わってしまったマホ界のほえむは、あの日、激しく自分を責めて泣いていたが……次に会った時には、なんとか笑顔を取り戻していたのだ。そして、そのほえむの傍かたわらにいたのは、天馬だった。

　俺が《彩葉祭》の最中にホエ界に飛んだあと、ほえむを誰だれよりも優しく慰なぐさめたのは、この男だったようだ。くそう、この気配り大だい魔ま王おうめ！

　そういえば舞界では、天馬とほえむ、結構いい雰ふん囲い気きになってたよな……。

　マホ界でもあんな風になるのだろうかと想像すると、何な故ぜだか俺は面おも白しろくない。ほえむと仲のいい天馬なんかを、さらに俺のパラレルワールド談議なんかで喜ばしてやる義理はない。

　ええい、何をしているんだ、もう一人の俺！　俺がいない間に、お前がほえむを慰めてやれよ！




　……なんてな。

　それは、土台無む茶ちやな話というもので。

　奴やつは何も事情を知らないまま、《彩葉祭》の真まっ只ただ中なかに、突然草の地面に寝転んで目覚めたのだ。お好み焼きの屋台の片隅で寝ていた筈はずだったのに……さぞや驚きよう愕がくしたことだろう。

　混乱して、近くにあった部室棟に入ると、ちょうど部室の外に舞まい花かがいたおかげで、すぐに事情を聞くことはできたらしい。

　俺がホエ界の舞花を自宅まで呼びに行き、舞台に立たせたことも、ホエ界側では『シュレかの』が成功に終わったことも、マホ界の舞花を通じて奴にもリアルタイムで伝わった。それにしても、奴はずいぶんと散さん々ざんな目に遭あわされた気分だったらしい。「相当怒ってたわよ」と舞花に言われた俺は、うなだれるしかなかった。

　もしお前が俺の立場だったら分かる、と弁解したいのは山々だが……分ぶん岐きしてしまった現実は、取り戻せないのも事実だ。

　そのせいで、マホ界とホエ界が再び別々の存在になってきたことは、果たして喜ぶべきことか、憂慮するべきことなのか。

　些さ細さいな行動で二つの世界の存在確率を変えられるのであれば、現在の分ぶん岐き状態を解消するのも容易たやすいことではないのか。将来のことは心配しなくてもいいのでは、と思ったのだが、

「そんな簡単な問題じゃないわ」舞まい花かはそう説明する。

「あんたの主観世界にとって、本当に人生というドラマのクライマックスとも言えるほど心が動かされる局面じゃないと、こんな風にパーセンテージが大きく変動したりはしないわ。

　たとえあんたが演劇を続けたところで、今回のように強く気持ちを揺るがされるとは限らない。あんたが、心からやりたいと思ったことじゃないと意味がないの。

　葵あおいは本来、無感動だし、ナマケモノだし、投げやりな男よ。今回みたいなことは、滅めつ多たには起きないわよ？」

　確かに、舞花の言う通りだ。それでも、

「そうかな。これまでの俺おれとは一味違うぜ？」

　俺はそう豪語してやる。

　だって、舞花自身が言ったではないか。

　──あんたが自分から行動を取ったことに意味があるのよ。

　──行動することで、はじめて傍ぼう観かん者しやではなくて当事者になった。そうすればあんたの主観的な世界が変わる、それが世界に影えい響きようを及ぼす。それも一つの観測者効果なのよ。

　勿もち論ろん、いつまでも幼なじみたちとの関係を、今まで通り続けていけるだなんて思っていない。いつまでも、大人にならない、というわけにはいかない。

　それでも、俺たちには今しか生きられない瞬しゆん間かんというものがあるじゃないか。

　ちょっとしたきっかけで、世界は変わる。……ただ、そう信じていられれば、どんな未来だって変えられるような気がする。

　だから、今は。──もう少し、このままで。

「……だから、あんたは他の葵とは変わっているというのよ」

　舞花は、本当に本当にほんの僅わずかだけ、口角を上げたような気がした。

　でも、それは俺の希望的観測がもたらした錯さつ覚かくかもしれない。演技のために表情筋を動かす特訓はしたものの、まだプライベートでこいつが笑ったことは一度もない。

　こいつには、感情というものが芽生えていないままだ──と思うのだが、

「まあ、いいわ。あんたがマホ界にいようが、ホエ界にいようが、二つの世界の分岐状態が解消されようが、」

　そう仮定すると、この時の舞花の言葉に説明がつかないような気がする。

「篠しの崎ざき真宝や遠えん藤どう微笑ほえむはともかく、私はどこの世界でも、あんたの傍そばに存在しているんだし」

　……あれは、一体どういう意味だったんだろう？










「信号、青になったよ？」

　ほえむの言葉で、俺おれは不意に我に返った。

　目の前の歩行者用信号機が、青のランプをともしていた。

「あ、ああ。すまん、見てなかった」

「どうしたの葵あおいくん、ほえーとしちゃって」俺はほえーとはしてないんだがな。

　でも、ほえむがいつも通り笑ってくれていることが、俺には嬉うれしかった。

　……本当のことを言えば、マホ界のほえむが早く笑顔を取り戻したのだって、天てん馬まのおかげだけじゃないんだぞ。

　ホエ界の劇を救うことができたから……あの時、意識下では繫つながっていたマホ界のほえむも、心の底では救えたのだと、俺はそう信じることにしている。負け惜しみかもしれないけどな。

　そんな思いを口に出すわけにもいかず、物思いに耽ふけっている俺に、ほえむはそれ以上何も尋ねたりはしなかった。

　たとえパラレルワールドを行き来しなくとも、世界は人々の視点の数ほど存在している。……こいつの目から見える世界は、さぞや穏おだやかで、温かなものなのだろう。

　ゆっくりしたほえむのペースで、横断歩道へ足を踏み出す。ここを渡れば若わか葉ば高校はすぐ目の前だ。

「そういえば、今日、演劇部の日だけど。多分、《彩いろ葉は祭さい》の反省会になると思うけどね。葵くん、来るよね？」

「気が向いたらな」

　俺はそう答える。まあ、確率的には１００％、気が向くとは思うけどな。

　青空は少しずつ、秋らしい深い晴れ上がりを見せはじめている。目には見えないけど、もう一人の幼なじみのいる空と、半分だけ重なり合った空だ。

　──そんな空の下で、俺のパラレルな高校生活は、まだまだ続きそうで。

　この日々がいつまでも終わってほしくないと祈りたくなるような、そんな朝だった。


〈了〉












　　　あとがき




　青春もの、と言えばやっぱり部活でしょう。部活といえば演劇部でしょう。……という妙に偏った認識を抱えている私は、学生時代、演劇部員をやっていました。

　オリジナル脚本を書いたことも何度かあり、成功も失敗もありました。失敗談はすみやかに闇やみに葬ほうむるとして……成功を果たしたのは、その学校を舞台としたお話で「突然変異で知能を持ったみかんが超能力で学生たちを操り、世界征服をもくろむ」というものでした（学校にみかんの木があったのです）。満まん員いん御おん礼れいだったし、観みてくれたみんなが面おも白しろかったと言ってくれたのですが……なぜでしょう。成功談を書くつもりが、今冷静に考えると、このストーリー自体が黒歴史だという気がします。ちなみに私がみかん役を演じました。

　そののち、地元のアマチュア劇団にも数年いましたが、役者になりたかったわけではありませんでした。当時は、色々なことをかじっては中途半端に投げてばかりいた気がします。これでは器用貧乏な人間になるだけで、結局どこにも辿たどりつけないのでは、という焦あせりもあったのですが。




　今回のお話を書くにあたり、演劇部にいた頃ころや劇団時代の古い記憶を掘り起こしてみました。その時、とにかく強く思い出されたのは、

「……いつも、時間がなかったなあ……」

　これに尽きました。

　演劇部では、棒読みが直らない子がいたり、バイトが忙しくて稽けい古こに出てこられないメンバーが台詞せりふを覚えてくれなかったりで、どんなに冷や冷やしたことか。でも、意外とみんな本番に強く、棒読みだった子も感動の急成長を遂げてくれて、幸いなんとかなりましたけど。

　劇団もそうでした。アマチュアだから、当然みなさん仕事や学校もあるわけで。稽古の開始時間になっても、なかなか役者が揃そろわなくて。スタッフも手が足りなかったのか、単にのんびり屋が多かったのか、公演の一週間前にみんなで小道具づくりとか、普通にやっていたような（それで、葵あおいたちの演劇部も……いえ、ここで本編のネタを語ってはいけないですね）。

　……とは言え、私自身、大きな役をもらった時には稽古の厳しさに音ねを上げて、劇団行きたくない病になりかけましたので、人のことは言えないです。ヘタレですみません。オリジナルで楽しんで舞台をつくるのと、演出家のもとでほかの役者さんたちと演技をつくっていくのは、やはり大違いなのですね。

　そののち演劇からは離れることになりましたが、あの時の経験は、今お話を書いていることにも繫つながっているような気がします。半端な人間なので、これまでやってきたことが将来役に立つかどうか、いつも不安だったけど、少しは経験を重ねてきたんだなと実感。そして、年も重ねたなと（おいおい）。




　電撃文庫でははじめまして、渡わた来らいななみと申します。

　デビュー作から一年も経たってしまいました。待っていてくださった方、申し訳ありませんでした。




　この一年のあいだにも色々とご迷惑をおかけしました担当の清きよ瀬せさま、今回スタッフに入ってくださった近こん藤どうさま、命を吹き込んでくれたイラストレーターのもぐもさま（葵あおいのアタマ、寝ぐせがついてたんですね……笑）、出版に携たずさわってくださったすべてのみなさま、いつも応援してくれる友人たち、そして、この物語を読んでくださったあなたへ、心からの感謝を申し上げます。ありがとうございました。

　ついでに、葵たちにもありがとう。演じることの楽しさ、本番までのワクワクする気持ち、色々と思い出せました。

　私もいつかもう一度、本物のステージに立ってみたいなあ……と、夢見つつ。

　お話でも、また次の舞台でお目にかかれることを祈っています。





二〇一三年八月　渡来ななみ
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渡わた来らいななみ

子どもの頃、31歳で小説家への転機が訪れると占い師に告げられたが、本当に第18回電撃小説大賞三次選考通過作「天体少年。さよならの軌道、さかさまの七夜」（メディアワークス文庫）でデビュー。人生って不思議。……歳が大体ばれますが（笑）。
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イラスト／もぐも

繊細な光の効果が美しいキャラクターイラストから、写真と見まがう風景イラストまで、多彩な画風を持つ新進気鋭のイラストレーター。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「渡来ななみ先生」係

「もぐも先生」係











本書は書き下ろしです。
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葵あおいくんとシュレーディンガーの彼かの女じよたち








渡わた来らいななみ
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